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序 鎗

第 1霊 研究 の背景

住居 とは､ 本来人間の生命 を守 り明 日へ の活力を生み出す基 にな らなければな

らない｡ しか し､ 日本の住宅 は､ 戟後420万戸の絶対的住宅の不足､ 高度軽済成長

期 の大都市fFlへの人 口集中による住宅戸数 の不足 を軽験 して きたため､ いかに効

率的に建せす るかを求め られ挽 けて きた｡ そのため､ r住 居 と姓如何 なるものか｣

｢住居 とは どうあ るべ きかJ とい うことが忘 れ さられて しまった｡

日本 の掻清 はgt興 し､ 経済大EElと言 われ るまでにな った. しか し一方で､ fZl長

は抜群力に見合 った豊かな生痛 を営 んでいない､ と据繍 されている. 日本 の景観

の象故 として長時間労儀､ 住宅 ･公 園 ･下水ilな ど社会責本整儀の遅 れ､ 社会保

障朝丘の不備 な どが据績 され ている｡

日本経済 の米本投資は､ 巨大 であ る｡ 1988年の東京都心 の異常 な地価上昇 を契

機 に ここ散年､ 住宅斬殺着工戸数は､ 150.-170万戸 の高水準を推持 してい る｡ ス

クラ ･}ブ ･アン ド･ビル ドの繰 り返 しであ る｡ これだけ住宅を建牧 しても尚､ 最

低居住水準未綱の世帯は､ 1988年で355万世帯(8.SX)存在 す る｡

日本国民 は､ かつてl鐘捷 中流 と言 われ た時期 が あった｡ しか し､ いわゆ る持

て る者 と持 たぎる者 との格差 が地価高騰 に蛾 を発す る不助産価格 の高騰によって

生 t;て きた｡ 土地 や家長 を持 ってい る者 は､ それ を嶋台 に して よ り賞 の高 い もの

を手 に入れ ることが可能 であ る｡ その椿果､ 卓 シ すンや l)ゾ- トマ ンシ pンな ど

のよ うに非常 !こ薫革 なものがヰ殺 され るよ うにな って 重た.

一方､ 現在土地 も京島 も持 っていなけれ ば綱足 な住宅 で暮 らす機会 が奪 われて

しまう｡ 1声建て未達住宅の鱗入儀格 は､ 1989年 で東京鴨で18.,8億 に まで甫膿 し

てい る (東糠銀行{主都 r居住室 開拓ついて考 えるJエコノレター 1990.10).

地方鵬以外 では､ 住宅価格が住宅取得地力 を岐阜か 托上 回 ってい る (抜群企面庁

r平成 2年版 国長生括 自書J). 大郷市艶で姓新港捷用社員が､ とうてい住

宅 を穣保す ることがで きない｡ その括果ヽ 第 8次社宅 ブー ムと音われ るよ うに社

宅が有用対紫 や節税対祭 として注 目され始 め た｡ 新 たに辛椴 され る社宅は､ 目を

兄弟 る柾とに豪華 である｡ 持 て る者 は､ どん どん上 にか け上が る可能性を秘 めて

いるが､ 持 たざる者 姓､ 一生･住宅の取得 を拝 めな ければな らない状祝 にあ る｡

稚 もが､ 蕪辞力に見合 った生かな生活を実現 しよ うと発音 し､ 望 んでい る｡ し

か し､ 現実 姓EI常生帯か ら離れ た幻想 や事 が括られ､ それが持 て 古層 を対象 に具

現化す る｡ その椿果､ ます ます上下 の格善 が広が る｡ や ノが具現化す るために豊

かな生活 とい う r青 い鳥｣を モ ノの中に追 い求め ることになる. 積善 の広が った

日常生楢の貧 しさ姓､ いつ まで掻 つても議鎗 され ない. その特発､ 丘辺層か ら生

活水準 を引 垂上 げ ようとす る具体的 な方向性 す ら授示 され ない.

r生活 と何 か｡ J r何 が良 い生活 なのか? Jモ うい うことが今､ わか らな くな

って しまっている｡ そのため生清の基盤であ る住宅 もどうすれば良 いか分か らな

くな って しまっている｡

しか し､ 現実は幻想や夢 と姓離れ た ところで確実 に進行 している.･死亡率 の低

下 ･平均寿命 の延長 ･出生率 の低下 ･有用串 の増加 ･ライ フス タイルの変化等々｡

-ド



社会 や生清 姓､ 様 々な変化 を内包 しっつ変 わ ってい る｡ こうした状況下に於て､

住居 とは如何 な るものか を聞直 す必蛋性 に迫 られているのである｡

第 2辛 研究 の El的 ･鷺義及.U位鷹づ け

1帝 研究 の 日的寿1章で見 たよ うに現在 は､ 住居 の方向性 がつかめな くなってい る. 現状 を改

善す るのに2つの方法が ある: 一つ姓､ こうあれば良い という理想鑑 を掲 げてそ

れを 目据 して進 む方法｡ 他 は､ 開鋸点 を糖縞 し､ それを改尊す ることによって一

歩ずつ前進す る方法.

現在､ 生清 の在 るぺ さ像 を境示で 専ないが ため､ 様々なイメー ジが唱 えられて

い るにも粥 わ らす現状 姓､ ます ます混乱 を皇 してい る｡ そ うした現状 を鑑 みれば､

居住飼犀を明龍化す るこ とこそ最亀半裸鶴 である と曹わざ るを得 ない｡

居住倒腰 を前職 に現す ため に蛙､ 最 も住宅 0影響 を受 けやすい離Jrを見 ること

が一番 であ る. その最 も住宅 の影響 を受 けやすい階層を ここで r住宅Iil専 ｣ とチ

る. r住宅粥肴｣ 姓､ 住居 の影響を受 けやす いため､ 居住 開骨が最 も顕在化 しや

すい.

本輪 では､ r住宅朝考J として成長期 にある子 とも ･運動能力が衰 えた高齢者

･王 に通常 の能力が低下 した傷病者 を取 り上 げて い る｡ こうした離層姓､ 居住問

烏が轍在化 しやす い とい うだ けでな く､ 次 の ような義妹でも重責で ある｡

子 どもに対す る環場の影響 に印 して r子 どもと環境 一乗乗への責任｣ とい うタ

イ トルの大 田轟氏 との対鱗で宮本憲一 は､ 次 のよ うに述べている. r地球 の環境

とい うことで青 い ます と､ 地球 の汚免 とい うものは､ みんな潜 しなぺて岡 t;よう

に被害 を うげろとい うよ りも､ 貧困中生我 的な璃者 と濠的 していることを改めて

感 t;ています. た とえば､ 大気汚染患者の大書分が6S鵡以上の老人 と15蔵以下の

子 どもだ ととい うように､ 撫壌破壊 の影響 は子 ども と老人にでて くるのです｡ と

くに子 とも結､ 環境 が破慎 蕃わ た時 に一番迷惑を こうな るだけでな く､ 未来 を閉

ざ されて しまうわ けですか ら､ 政や な感 じが します. ･･････｣ (r住民 と自治.)19

91.2月号884号 pp5 自給伸輔窟研究所 1991.2)

嚢た､ r子供 ●老人 ●鴨等舌 にとっての空 脚と姓 一堂拘線輪研究の方淡輸 -J

(建築韓縫 YoI.105.No.1802 1980年 8月号 )の主旨税額において北鱒か縁 る蛙､

次の よ う虹述 べて いる｡ r人柄の発達 の政欝 で､ 垂 何の影響をもっとも受 けやす

いのが幼年期 と老年期である｡ 幼年期 妹身体 的に も精神的 にも先達の過程 にあ り､

室岡を コン トロールするカを充分弗紳 で きないため､ 空何に支配 されやす い. 餐

た老年期で は身体 的 にも構禅的 にも機能の低下がみ られ るうえ､ 自分の生 書方 を

固執 し空粥 の働 垂か けを無現 し拒否す るため空榊の利用他 力が低下 し対処 し難 く

な る｡

高齢化社会 を迎 えるにあた.りこの よ うな子供や老人､ 心身に緯事がある人な ど

最 も頚境に影響を受 けやす い社会的弱者のための生活重岡の追求が クI)- ズア ッ

プ暮れ て きている｡ (以下略 )｣
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木嶋 の目的 は､ 住宅粥者の居住阿鰯 を蝦在化す ることにある｡ 住宅弱者 の居住

閉鎖 の蝦在化 を通 して､ その背景 にある r何故開港が生 じてい るのか｣ ｢何が欠

如 しているか ら閉居 が生 じるのか.Jといった主因 を明 らかにす る｡ そ して E)本 の

住宅の水準 向上 に責す ることを 目的 とす る.

2仰 研究 の意義

これ まで住宅 は､ 大量幾枚す るためにそ して牡鹿 で虐強 な若者 を想定 した面一

的な考 えの も とに建投 ･朴歯 されて きた｡ しか し､ 人はひ とりひ とり顔が違 うよ

うに生活様式 や生活能力､ 身体的集件 が異 な る｡ 居住者 の条件 が異 なれば 当恭 そ

の住居の集 件 も異 な って当燕であろ う｡ これ までの住宅で蛙､ 居住者 との間にア

ンバ ランスが生 じる｡ 住居 と居住者 の堆力 とのア ンバ ランス姓居住者 に様 々な鷺

味で悪影響 を及ぼす｡ 傷病者や高齢者 な どその生活力の低下 した状況､ 子 どもな

ど成長期な どに居住者 と居住環境 との盃が､ 増幅 巷れて順を化 す る｡

これ まで高齢者や鴨害者 な どを生活能力が低下 してい る特別 な配慮 を しな けれ

ばな らない対象者 として とらえその住居の持 つ物理 的条 件 を中心に研究が な され

て 重た. そ こでは､ 物理 的魚件 としての住宅 も居住者 としての高齢者 や鴨害者 ち

ある一定の固定 された状港 を想定 して とらえ られていた｡ そ してその状態 を解決

す ることが全 ての住宅職Jlを解決す ることにつなが ると考 えられていた｡ それは､

高齢者や障害者のよ うな身体的 にハ ンデ ィを持 っている人々が暮 らす ことがで さ

るな らば全 ての人々が扶養 に暮 らす ことがで 卓る と音 うことであった.

しか し､ 住宅群者 と一昔 で育 ってもそれぞれ抱 えてい る居住 桝慮 練異な る. 義

かに､ 高齢者 や障害者に焦点を合わせて住宅 め微か を行 えば､ 住宅 内櫛の条件 蛙

稚 もが仕いやす くな る. しか･し､ 子 どもが必賓 としてい る集件 杜､ 幕鹸者 やNl尊

者 と姓異な る｡ 同 じ環場 でも成長の段 階によ って居住者 に与 える義妹が遣 って く

る. 人の成長 に食わせた環境の斐嶺 が必豪 になる.

更 に､ 人 蛙個人の条件 に合わせて使分 けるぺ 蓉ではない｡ 健康な人 もいれば傷

病者 もいる､ 男 もいれば女 もいる､ 子 どもや若者 もいれば高齢者 もい る､ そうい

う環境で過 ごす ことが人間 として豊 かな人格 を育 て ることにな る｡ それを子 ども

の時は､ 子 ともばか りの環境で､ 病気 になれば傷病者ばか りの瀬境 で､ 高 齢kな

れば高齢者 ばか りの瑠壕で過 ごす. そ うい う均質 な環境 だ けで生清 を接 げること

蛙､ 人間 として歪 んだ人格 を形成す る恐れが ある｡ 19S9年 デンマー クの●知 恵遅

れ●の親の遵助か ら換唱 蕃れで きた ノーマライゼ- 5,JIンもこれ と岡 t;ような世

界を 目糖 している. 同 t;地域 に様々な人々が生括 してい る､ そ うい う社会が ノー

マルな社会である｡ その ノー マルな社会で生活 して こそ皇かな人格 の人軒が形成

され ることを主我 してい る｡

人Fnの成長段階に合わせて必東な居住帝境 が異 な るとす るな らば､ 幕鴨者 ･傷

病者 ･子 どもな ど個別の住宅弱者の居住 防腐 の解決 だ抄では､ 様々な人々が同 t;

地域 で生活 している /- マルな社会 は築 けない｡ そ こで住宅封者 とい う枠組 みを

改定 し､ その居住開成を明 らかに し､ その上で どう解決 しtJ.-わはな らないか を鎗

じなければな らない｡

一事 -



住宅弱者 の居住 閣員を明 らか にす ることは､ これ まで取 り禁 されて きた開膚を

解決 す る手がか りを提供す ることにな る｡ さらに､ 前述 したよ うに住居のイメー

ジが拡散 し､ r住居 と姓本来 どうい うものであったか｣ それす らあやふやになっ

てい る感す らある｡ 住宅弱者 の居住 開溝 を明 らかにす る と音 うことは､ そ うした

住居本来の姿 を考 え させ るもの にな るのであ る｡

8好 事輸文の位鷹づ け

木嶋 姓､ 住宅弱者 の居住 聞Jlを明 らかにす ることを 目的 としてい る｡ 本輪 と虎

牲研究 との関連性 をみるため に､ 関連研究 の到達 点を明 らかにす る｡

本輪 で姓､ 住宅朝 者 として高齢者 ･傷点者 ･子 どもを取 り上 げてい る. そ こで

以下 に各研究傾城 の研究 の流れ､ 到達点 と木嶋文 との純蓮 を述べ る｡

I)高齢者の居住何層 に側 す る研究

高齢者の居住 開層 k闘す る研究姓､ 他職 k卿す る伺竃 と住宅 G=関す る開慮 k大

別 され る｡ 研究対象分野 姓､ 老人 ホームな ど幾枚 托闘す る研究 を除 いても高齢者

の生清美瀬 ･農村住宅に関わ るもの ･公営住宅等の制定 に関す るもの ･集合住宅

にお ける高齢者 の居住何層 ･都市住宅 に関す るも¢ ●ひ とり暮 しに関す るもの ･

2世帯 や 8世代同居 に粥す るもの ･高齢者 の動作や役儀 に闘す るもの ･高齢者 に

槻わ る住宅政策に開す るもの ･居住地環境 や交溝伺腰に粥するもの ･防炎 に関す

るものなど多境 にわたってい る｡

高齢者の生活実鱒 を明 らか にする研究 蛙､ 早 くか ら行 われている. 当初 姓､ 生

括全般 を取 り扱 うものが立社 で ありたが､ 1980年代 に人 づてか ら姓韓害を持 った

幕鴨考 の伺慮 tllが取 り扱 われ るようkなって 重た. 80年代の後半kはいると■音

が細分化 され東泉老人はIにつ いても研究 され るよ うにな って きた. 近年で姓､ 住

宅改着 の実態 はIに 蒙で研究対象が及ぶ ようにな っている.

農村住宅 に粥わ る荷船者 の研究 (A)は､ 1970年代 の中 ごろまででそれ以降､ 練 と

ん とな されていない｡

公営住宅等 の制度 に関す る研 究は､ 制度 の側役 な どに合 わせ て研究 がな されて

いる｡ 1970年代 の前半は特定 目的公営住宅 tS )に闘するもの､ 1980年代前半 に姓単

身世帯 向け公営住 宅 (●)や老人向 け住宅 tT)に関す るもの､198D年代の後半にな ると

サー ビス付 き住宅 te)紅関す るもの,近年 姓 S,ルJ{-ハ ウ'}ンダブpSJ&ク い ●Iに

朋す るものな どであ る｡

先金住宅 における高齢者の居住開鐙 に鞘す る研究 社､ 集合住宅一般 tlOlに綱す

るもの ●高層住宅 tHIに飼す るもの ･5幣 までのエ レベー ターの無 い中層集合住

宅 tI全Iに粥す るもの ･公団 な どの景貸住宅団地の有鹸他 日 3Ik的す るものな ど新

しい居住形感 であ るだけに多 くの研究 がな されて い る.

各市住宅 IH Iに関す るものは､ 都市 の拡大 によりで形成 され た古 い住宅群 に鋼

す る例題が取 り上 げ られてい る｡

ひ とり暮 しい い に鞘す るもの 姓､ 1970年代 の終 わ りか ら研究 され始めている.

2世帯や 8世代 同居 tIe)に関するもの蛙､ 1980年代前半 に注 目され､ 近年 の地

価有JBによる住宅難 か ら再び注 目され て きている.
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高齢 者 に関わ る住 宅改発 (lT)に粥 す るもの は､ 1980年 代 以 降 よ うや くな され る

ようになって きた｡

高 曲者の居住 問犀 に関 して は､ 以上 の よ うに多 くの研 究 がな され て い るが､ 現

状 の居住 醐竃 を取 り扱 うものが大半 を 占めて い る. そ う した中 で生 清 拠点 の移動

に曽 目 した研究 日●)がな され て いお り､ 木嶋 文 に関連 の深 い研 究 とな って い る｡

(I)児玉圭子他 r陣専 老人 の住生活 の変 化 (老 齢期 の住宅 に餌す る研一究 ･その

1)J 1982 他

(2)西 口鱒久地 r在宅 痴呆性 老人 の歩行 自立度 と住 まい方 ｣ 1986

(8)也半裁 治 r犠 た 専 り老人 の在宅 ケアの為 の条件 整 儀 に脚す る研究 一住 宅事

情 と住宅 改善 の実 態 -J 1987

(4)阿部祥 子他 r農村 の拡大 家族 に おけ る老 人 の住宅 開度 ･その 1-4｣ 1971

(S)兼木兵 一雄他 r老 人向 け特定 目的公営住 宅 のtt格 改定 につい て｣ 1978

他

(6)高欄儀 平 r単身世帯向公営住 宅 の集 結状 祝 と背千 の開 館 につ いてJ 198
2

(7)青田 あ こ他 ｢フ ァ ミリー サ イ クル と大 鰐府下老 人 向住 宅 との考 察 (高 齢化

時代 の住 宅計面 ･その 1)J 1988 他

(8)鈴木 具他 rサー ビス付 書住宅 の エー ズ と自治体 の先進 事例 一幕鱒者 の居住

機 膿 に闘す る研究 ●2J 1987

(8)希釈 貞子他 rシルJt- ハ ウジ ングと入居 者 詳傭 くその 1-2)J 1890

他

(10)腰安他 r老 人 と集合住 毛 に餌 す る研釆 くそ¢1-2･二世 帯 同居ま 鰻 の

住 まい方勤 向)J 1876 蝕

(ll)谷 E3机銀地 r響市有Jr住宅 に お け る高輪 考 の住糟 壕 に餌す る基礎 的研究,I

1974 飽

く12)渋谷栄 一 r6瞥鷺集 合住宅 に住 む老 人 の唐位 階 に関す る網 杢 な らび に研

究J 1977 他

(18)幕構 儀平地 r公 田責貸居住 者 の高 齢化 と僅 貴い方 の変 容過程 に関す る研

究 ･その8 ●対象 地嶋 の特性 J I884 他

(ll)扱木 嶋子 r木賃 アパー ト書 集 地噸 捉お ける耳 輪葡 人 口の変化 転つい て 一義

亀鑑兼地袋地 区 にお抄 るケー スス タヂ ィーJ 1885 蝕

(15)高坂 韓 次 rひ と り暮 し老人向住 居 ･居住 義 毅 の空 帆 ･配鷹 計 車上 の輸 点J

I878 他

(16)沖田富美子他 r親子二 世帯 同 居車 族 の住 ま い方 (その 1･住 まいの現状)

J 1981 他

(17)相島裕 子 r米韓 にお け る住宅 都市 舛発省 (HUB) に よ る老人住 宅 政紫 の攻

村J 1882 他

(18)大原一 興 r耳輪者 の生括拠 点移 動 に舛す る建集 計 面的研究 J 1989.8
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2)傷病者の居住闘摩 Grt_関す る研究

住居 と健康 に輔す る倒鰯 kついて因果御係 や相関餌係 を明らかにす る研究がな

されて きた｡ 当初､ 感染性 の疾患の流行を防 ぐために公兼衛生の畿点から樽外の

研究事例を紹介す るとともに我 が周 の英世 を明らかにす る とい うものであったtl

)｡ 居住密丘 と乳児死亡JI tel･呼吸系疾患 (3)･寄生虫症 … 等 との粥蓮を明 らか

にす ることが拭み られている｡ 傷病 も肉体的鍵康 に ととまらず精神的健康 (8)に*

で及 んでいる.

研究対象地城 も不良住宅地 区から幕JP住宅 (●)まで多境 にわた っている｡

近年傷病が､ 感染症か ら犠牲疾患 に移行 してきた ことよ りこれ までの田果開銀

だけでは鋭明を十分にで きな くなって きた｡ そこで住居 と傷肩を電鍵括び付 ける

ので蛙な く､ 豪鹸 ･労儀や生活習慣 (T)な どを絡めてその内毒性 を明 らかに しよう

とす ることが拭み られている.

モ して帯脆化社会の濃霧を.艮峡 し､ 犠 た 書申せ防 ぐな どの鷺味か ら住宅改汝に

粥す る研究 8̀)もな され るようになって 魯た. 本鎗文姓､ この ような傷病の変化に

対応 し､ 儀簾に封す る新 しい視 点を連示す ることによ り傷荊者の抱 えている居住

間組 を明らか にしよ うとす るものである｡

(I)杉本好一､ 人#山鳥錐 r健康増進 と衣食住J r第二銅第 5霊第 1好 不良

住宅 と健康韓害J伴力向上義盛第 8を 保健や生協重版 1989.12 他

(2)斉鱒糠､ 谷 口正弘､ 水野清司､ 珂崎育子 rgL児の義貞虹影響すべ 書生物学

的並びに生活撫壌因子 托粛す る研究J r衛生統計.J4(4)1961年 他

(S)谷田骨錐､ 塀井史横 r感染性在宅患者の住宅亭蘭か らみた弼轟点J r公
衆衛生J‡l(ll).1967.ll.1卜14 他

(4)東野俊式 ●水足尭 r遇密住居 と嬢虫症の東館J r公衆衛生J84(6),197
0.88-4I 他

(6)佐竹浮人 r住居 と家族 住居 と樽神衛生 に帥す る綱査を中心 にJ r公兼

衛生.A87(4).1973,4,244-251
養立圭子 r住環境 ス トレスと糖神健康に帆する鋼糞J rE]本建築学金印

末文8B研究報告集Jle79 蝕

(6)網田柴､ 小林鴨大鉢 r都市生活者の居住条件 と徽 鵬､ 精神鞘生 に闘す る網

糞噸曹I r日本建築学会大金学術鱒凍覆轍集JI989.8
漣硬隆子､ 棚倉新大鉢 r大郷帝 スプロール地帯の使果生活 と義貞一大板市

外鎗 ･庄 内地区伍長の生 と死 -J r社会医学研究JMo.I.I880
r公衆衛生.J49(12).198S.12で姓､ 特集 として集合住宅 を取 り上げ公衆鞘生

の現点か ら様々な両について鶴輸 してい る｡

(7)̂ 木憲j?､ 枠木鼻､ 連坂亀子 r地域住民の健康保韓 と住宅J r都市軒高J

Mo.181,1881.4

(8)岡林里革､ 川口椿､ 水野弘之 r右胸化社会における在宅榔牡 のための住居

攻寄 に僻す る研究 (その 1､ 2)J r日本や集学会近畿文飾研究報告集J弟

30号 ･書†繭糸 1990.5 な ど
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8)子 どもの居住開度 に粥す る:研究

子 どもの居住 閥超 に関す る研究姓､ 過去 に次のよ うな研究がな され てい る (r
子供 ･老人 ･障専者 にとっての空間 とはJ1990. 日本建築学会秋季大会 建築計

画 研究協議会 Ⅱ 責料 によ る)｡

①空 間確職 に関す る研究

この研究 HIは､ 旦内外 の空 間を子 どもが どの棟 に綴職 してい るか､ それが年齢

によって との様 に変化す るか を明 らか に しているものが多 い｡

子 どもが､ 空 間を どの様 に表現す るか と音 うこと紅関 しても研究 は〉がな されて

いる｡

⑳並び空 間に的す る研究

子 どもの鼻 内外 におけ る遊 び とその空欄 に胡 して研究 (日がな されている｡

◎発達 ●自立に粥す る研究

子 ともの成長発達 に従 って機能が高 ま'>て行 くが､ その機能 を子 どもが濃得す

るために空 間条件がいかに脚わ ってい るか､ 8=粥 して研究 tJ〉してい る｡

◎子 とも都鼻に関する研究

子 ども都鳥 が子 どもの 自立や家庭生清に どの様 な影響 を与 えてい るか､ に関 し

て研究 (Blしてい る.

◎高層住宅が子 どもに与 える影響 にP8す る研究

近年増 えて きた高JP住宅が子 ともに との様 な影響 を与 えてい るかを明らかに し

ようとした研究 (e)である.

◎子 どもの鍵鱒への影響捉押す 各研究

居住褒場が子 どもの儀厳 に との棟 に影響を与 えてい るかを明 らか に しようとし

ている研究 lTlで ある.

子 どもの居住問題 に粥す る研究蝕､ 多岐 の分野 に鱒か るが､ 本輸文に開巻 の強

い研 究頼域杜､ ㊨⑧⑥である.

生 剛が子 どもに与 える影響の重大 さが政義 されているk も恥わ らす それ 自体の

研究蛙､ これ まで余 りな され て こなか った｡ しか も､ 居住 と子 どもの成長発達 の

関わ りを多両的に とらえる研究 練､ 軌少ない｡

(I)償 えば次の ような研究が ある.

青木 鍵 ･浜本歩 ｢野外空Tqにおけ る子 ともと大人の方向軽離艦知 に粥す

る研究J 第 19回日本都市計両学会学術研究輸文集 ,1魯84.199-204

足立 孝 ･舵野種人 ｢小学校先立の空 将構卓 に舛す る研究 (1)年 齢差に

よる車 両把握 の相違 について｣ 日本建築学会繭文鞭含集 .No.loo,1864

北浦か放る r幼児 における空 間構成美兼 の綴義 に恥す る基礎 的研究J 日

本建築学会輸文報告先,No.209,1978,7,

姫戸 省三 r男女 の車 軸的括特性 と世界像 の形成 - ライ フ ･サイ クル と空

帆のイ メージ耕成に的す る研究 -第 8繊J 日本韓無学会計面頚輪文報告集 ,
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No.102,1989.8

億臓 平 ･村上忠志 r子供 の生清空間に関する研究 くその2)児童 の公園

に対す る空欄捉知 についての基礎 的研究J El本尊蕪学会大会学術韓境梗概集

.1981,9.1813-1314

択本意司 ･安東藤& ･勢本島伯 r子供 の空 相線知 .J 日本養蕪学会大会学

術講洗梗概集 ,1978,9.699-700

玲木成文 r兄貴 の空間杷適 と生活傾城｣ 建築計面学 5-集金住宅 ･住区

(丸善 ).a-日章.1974.211.-254

谷 口軌邦 ･定行 ま り子 ●伊臓公ニ r幼児 の行動 自立 ･居住静銀知 の発達状

祝 につ いて (住宅地 における幼児 の生活空 間投打に朋す る研究-その 4)｣

日本建築学会大会学術構洗梗概集 ,1983.9,121‡-1214

谷口汎邦 ･宮本文人 ･柳田 陽右 ●鈴木生別 r故知地図 を表象す る方法 と歪

み につ いて一生 同線知 か らみた学校搬牧 の平面構成 に闘す る研究 -その 3J

El本毒 薬学会大金学 術韓境梗概集 .1888,10.541卜648

声溜幸市 ･竹居曝一 ･簾谷直次 ･蕪繭特- r子供 の空欄線知 に開す る研究｣

日本集車学会大会学術購求梗概集 ,1975,10,491-492
村橡 直瑞 ･藤田餅一 ･長倉康彦 ･上野 浮 ･木村信之 ･藤 田食 性 r小学校

度外運動坤に放 ける密丘感 に関す る実験 的研究 -その 2-心理実験 による分布

密度 と密度感 の粥綴｣ 日本建築学会大金学術撫溝梗概集 ,1984.10.1608-160

4

義 精糖 ･鼠 El哲夫 r子供 の空 間銀知 の仕方につ いて 一義績 市内の小学校

児童の褒壌組知 に闘す る鋼査J 日本建築学会大金肇鞘義損梗概集.1982.10.
1628-1680

和田串冶 r子供 の生蘇生 rqの総義 と観知 の対象 について -イ メー ジマ サブ

か ら見 た農村部 柾お ける子供 の生活空間 紅関す る研究 -その lJ 第21回 El本

書市計商学会学術研究輪文集 ,1989.108-188

谷 直樹 rイ メー ジマ ップの発達的研究 一小学校低学年 の近所の範田｣

日本教育心理学会幕之¢同総会発表鎗文集 .Vol.20,1979.180-131

利島 偉 ●宮元 鼻 r幼児の室 Pl行動 とモ¢鴨場J 日本心理学会希I2回

大会発表輪文集 .YoI.42.1978.884-966

山本多薯司 ･石井真治 r環境報知の微視発生的*連に網する研究-1J 広

島大学教 育学8鋸羊.YoI.5.1977.389-818

(2)償 えば次の よ うな研究があ る｡

新補祐子 ･烏山教子 r児童の住居観 (第 2鞘)J 家政学捧縫 .YoL.80.～
o.10,1979..888-892

弘也洋二 ･長鳥正男 rr風景構成法Jによる神島症的登校拒否の研究J
臨床心理学研究 .Yol.与.No.2.1988,45-58

(辛)例 えば次の ような研究があ る｡

小川店子 ･加繊亡弟 ･小墳槻令ニ r地場 における子 どもの戸外生楢 に関す

る研究 くその 2)子 どもの生活拠 点J 日本聾英学会大会学術麟親機概集 ,19
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85,255-256
小帯紀美子 ･青田欄程 r子 どもの生清空 間 と行動特性 に関す る研究 その

8-拠点性 ･開放性 の視点か らの分析｣ El本建築学会大会学術講浪梗概集,

1986,263-264
仙 田 粥 ･宮本五 月夫 ･山本文子 r児主 の遊び環境 の研究 -その5-遊び

の現息女 を操 るJ 日本食薬学金大金学術韓溌梗概集 ,1981.9.1677-1678
(4)例 えば次のような研究が ある｡

高橋博久 rO･1歳児 にみ る移動機能 の繍待遇程 に関す る研究J 日本建

築学会大会学術購求梗概集 .1982,10,1197-1198
(5)BIえば次の ような研究がある｡

北♯ かほる r子供 の儀董保有 が 自立の発達 と寮族生清 に及ぼす形響 く2)
(梗概) 一日米比較研究J 住宅軽食研究財団研究年報 .No.15,1988,173-198

竹下輝和 ･益 田信也 ･青木正夫 ･江上徹 r子供都 藍 に珂す る住 文化 的考察

(その 1)子 どものプライベイチ イズム化現象 についてJ 日本建轟学会大金

学術麟浜梗概集,1984.10,109S-1094
(6)例 えば次のよ うな研究があ る｡

湯川利和 ･糸賀万妃 ･叢溝章子 ･塘 なお美 r子供 のための佐瀬境案件 6=粥

す る研究 (2) (概略)J 住宅研究所報 (財. 新住宅普及会).1986,219-2
$0

概辺童子 ･山内安太郎 ･山賀千件 r銀幕JF集金住宅柾 おける子供の行場 と

健康-その2-枚立住宅kおける子 とも との比較J 日本建農学 金剛真文書研

究報告集.1882.12卜124
(7)例 えば次のような研究があ る｡

虞嶋漬 轟 r幼児の健康 と並 び行動に仰す る居住環境の影響J 日本建築学

会大会学術撫訴覆轍集 .1976,10.1S柑 -1‡16

こうした住宅粥者 の居住隣席 を全体 的に とらえたもの として早川和 男の r住宅

貧乏他 者J (岩浪新書､ 1979,8)があ るが､ 本輪 で蛙前著 において頼耕 され て き

た閉息点を網圭を適 して実妊す るとともに住宅粥者 の居住 問軽 を考理する新 たな

視点を鐘示 している｡
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第 8章 研究 の方法及び構成

1帝 研究 の方法

本線 は､ 住宅弱者 に曽 目して居住 問題を明 らかにす ることを 目的 としてい る｡

従 って住宅弱者 であ る子 ども ･高齢者 ･傷病者の居住開度 を明 らか にす るこ とに

よ って 目的を達成す る｡

本輪 は､ 居住 問題 を次 の2つの視 角 を持 ってアプロー チする｡

第一 の視角が r住宅粥者Jで ある｡ 荷船考､ 子 とも､ 傷病者 とい う住宅弱者 に

居住 開鐙が顕在化 しやすい｡ つ まり居住阿世 を取 り扱 うのに分 か りやすい｡ 個々

の住宅粥考 か ら姓､ それ ぞれ固有の居住阿鐙 が現れ る. しか し､ 個 々の同点 を断

片的 に とらえるだ けでは不十分 であ る｡ 前述 した ように同 t:居住環境 であ っても

居住者 の成長敦常 によりて鷺味が異 な る｡ いかに折衝 して も全 ての居住者 に適合

す る万能 の居住環境 を損示す る ことはで 垂ない. 居住環境 を固定的に考 えるので

はな く､ 居住者 が変わるとともにその居住環境 も居住者 に合わせて変化 し､ 居住

者 と居住環境 が常 k遇合す るこ とを 日給 きなければならない｡

住宅封考 の居住 開糎 を考察す るに際 して次の点 に牲鷺 しなければな らない｡

弟一 点 日姓､ ハ ンデ ィの流動性 とい うこ とである｡ 高齢者やNl専者のハ ンデ ィ

姓､ 固定 した もので もなければ最初 か ら備 わ ってい るものでもない｡ それ らのハ

ンデ ィは耗勤 的であ りかつ特別 なもので捻ない｡ 不慮の事故な どによって稚 もが

ハ ンデ ィを持 つ可能性 があ り､ また逆 に ])ハ ビTJテ- シ ■ンや耕助兵 な どによっ

てそのハ ンヂ ィを克離で きる可能性 もある. 居住者 のこれ までの軽度､ 生椿の凍

れの中でハ ンデ ィや住居 を とらえなければな らない｡ 固定 したある状態だ けを と

らえていたのでは､ その背景 にある居住 開鐙 の木賃を とらえること蛙困難であ り､

本震 的な解決 を引 き出す ことも また絹難であ る.

第二 点 目は､ 居住地紅おける住宅封考の複合ttであ る｡ 通常､ 居住地に居 る生

活弱者 が高 齢者だ け とか あるい姓子 ともだ け と綴定 尊れ ていものではない｡ 子 ど

もも生括 していれば高齢者 や傷薪者 も岡 t;居住地 で生清 してい る｡ その ことが ノ

ー マルな社会 であ る｡ 対象を区分 け して考 えるべ きで姓な く､ 常 に ノーマルな社

会を念東において居住同席 を考 えなければ な らない.

第三 に現在 は､ 抜群 ･#市 ･生轄構連 の一大転換期にあたる. 抜群 ･都市 ･崇

厳 ●生活 とい った槍々の ものが今 までの枠組 みか ら外れ て再編 きれ よ うとしてい

る｡ こうした一大転換期において最 も大 畠な影響を受 け るのは､ 住宅群肴 と音わ

れ る人たちに他 な らない｡ 今 までの伸也みが舶犠 す る中で住宅封者の居住 閉農 を

明職 に しておかなければ､ いつ *で もその冊嶋紘改善 され ない｡

そ して住宅弱者を一つの轍食 として とらえるために蛙､ 第二 の我 角が必賓 にな

る｡ その視 角 として r鍵鹿J と嘗 う概念を導入す る. こ こで首 うr鐘康J と姓l川

0の定義 やただ単 に疾病 でない と音 うことに とど*ちない｡ た とえ､ 掃気や胃青を

縛 りでいて も残 され た能 力が最大熊 に括用 されているとす るな らば､ それ を r健

康J と考 える｡ 反対 に病気や障害が な くとも性格及 び行動 ･成績 な どが社会的に

正常 な発達 を していない とす るlJ･'らば､ それ 姓も姓や r鍵康｣ とはい えない｡ こ

うした r健康Jの構成据壕 として次 の 8つを考 える｡ r居住者 の自立J r居住の
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社会性J r居住の快岩佐Jであ る｡ そ して この三滞積 を r精神 的充足｣で評価す

る｡

｢居住者 の 自立｣とは､ 現象面 としては､ 自分 の力で行動す るこ とであ る｡ し

か し､ ここで姓耕神南も含めて､ すなわち 自分の力だけでな く耕肋臭や機械 を使

用 して も､ あ るい娃介助 を受 けていで も精神 的に 自立 していればそれ を自立 とし

て扱 う｡ 逆 に､ 自分で行動で きても様 々な両 で行動 に制約 を受 ける蛾合や精神 的

な負ね を感 じる蛾合 は､ 自立 してい るとは見 なさない. すなわ ち､ 他人に何等干

渉 されす 自分 の意志 と僻力に したが って行動 で きることを r居住者 の 自立｣ と考

える｡ そして この r居住者 の 自立｣を支 える主薬 な美嚢 として r潜在能力の発揮｣

があ る. 居住者 に備 わった全 ての能力を発群 することによって生帝 の 自立 を確保

し､ 精神的充足 を得 るのである｡

r居住の社会性J とは､ 社会 との コ ミさニケ- シ すンである｡ 人間 は､ 社会的

勤物 である. 他人 との接触がない我執 は､ 孤立を薫味す る｡ 特定の他人 との接触

や社会 サー ビスの享受な どを通 して､ 樽神的安 らぎを得 るので ある｡ また､ 社会

的な コ ミ&エケ- シ f'ンとともに社会的な役割を沫 t;ることも重要 である｡ この

再考が成 り立 って初めて精神的充足 を得 ることがで きる｡

r居住の快適性 ｣ とは､ 居住恐傭や居住環境が もたらす生活 の しやす さを示す.

生清 の しやす さに姓､ 肉体的 ･柵神的網足 を含む とともに逆 に肉体 や榊神 に隷書

をもた らさない とい うことも鷺味す る｡

この r居住者の 自立｣ r居住 の社会性J r居住 の快適性 Jが守 られて こそ居住

者の r健康 ｣が守 られ るので あ る｡ この 8つ の籍襟 が どの様 な状鱒 であるかを見

ることによりて住宅塀者の居住闘鍵 を明 らか にす る｡

以上 のよ うに本輪 は､ r住宅粥苛J と居住者の r鴨農J の確保 とい う二 つの我

発か ら居住 間鰯を明 らかに してい く｡

2節 鎗文の構成

本輪は､ 次の 5つの部分か らなる｡

まず､ 本輪の意義 ･目約 ･方法な どを述べてい る序辛.

高齢者の居住闘将 を絶境入所老人を適 して申らか に している第 Ⅰ都｡

傷済者の居住閉居 を坊間医の 日を適 して析 らかに して いる弟Ⅲ都｡

子 どもの居住阿擬 を小中学生 を適 して明 らかに してい る弟 Ⅲ部｡

最後 に､ 住宅弾着 の居住閉居 を r居住者 の 自立J r居住の社会性 J r居住 の快

毒性 Jを迎 して まとめている椿鎗部分か ら構成 暮れてい る｡

-1卜



卜 膏β 高 齢 者 の 居 住 閲 歴

一老人福祉施 設入所者 か らみ た居住 問題 -



第 1辛 高 齢者 の生 活環 境

1好 研 究 の 目的 と諌 窟

本 部 は､ 住 宅弱 者 の中 で も特 に高 齢 者 に 朗 す る居 住 樹腰 を明 らか に す る｡ 高 齢

者 の居 住 偶骨 の蟻 輪 は､ 居住 者 に高 齢 者 を含 む住 居 や老 人 ホー ムの 開府 と して取

り扱 う場合 が多 い｡ こ う した墳 合､ 往 々 に して現 状 の住 生 清 の 弼鳥 を抽 出 す る こ

とに な る｡ そ の時､ 最 も側願 の厳 しい状 態､ つ ま り生活 を鞭摸 して い くこ とが困

難 な状 娘 とい うも の が欠 幕 して しま う｡ 生 活 の中で 改善 す る こ とが の ぞ ま しい と

い う開音 を線輪 す る ことにな る｡ こ う した嶋 輪 は､ 現状 の生清 を改善 す るに 姓役

立 つ が､ 在 宅 生猶 が継親 で さす 漉せ で生 活 をせ ざ るを得 な か った者 に とって は､

地役 入 所 に至 る過 程 が改善 され ない取 り住 生 清 の改 善 姓有 り得 ない. つ ま り居住

状僻 を固定 して､ その改善紫 を考 え る とい う視 点 で 姓､ 糖 牧 で生活 をせ ざ るを得

なか ったよ うな者 の居住 水準 の 引 垂上 げ に 比 なか なか つ な が らない.

そ こで､ こ こで 杜絶毅 入所 老 人 を対 象 に そ の人 所 揚程 k曽 目 しそ の居住 開度 を

明 らか にす る こ とを 目的 とす る.

と ころで高 齢者 の特徴 は､ 心 身機 能 の低 下 ･抜 群 的能 力 の欠 如 ･加 齢 に あ る｡

こ う した高 齢 者 と しての特 徴 が､ 高 齢 者 独 特 の居住 内層 を 引 舌鼓 こす ので あ る｡

心 身機能 の低 下 姓､ 居 住 して い る住 宅 へ の適応能 力 を低 下 させ る｡ 機能 の低 下

が軽 微 な場 合 に姓､ 生活 様式 の変 更 に よ りで対処 す るこ とが で きる｡ しか し､ 貫

に機 他 が低 下 すれ ば､ 住 宅 の 改造 が必 辛 とな る｡ 機 義 の低 下 が続 けば､ 離 青 の住

宅 で は対応 しされ な くな る. そ の と き､ 縫 毅 への入 所 ･病 暁へ の人 焼 とな る｡

軽済 能力 の欠如 姓､~持 家 の維 持管 球 を酵 離 托 した り､ 線 輪貴 賓 の地 代 ･求 責 の

支払 い他 力 の低 下 を好 く. 前述 の心 身機 儀 に対応 した鍾 毛 改造 も経 済 他 力 の義付

けが無 げれ ば､ 困 難 であ る｡

加 齢 とは､ 高齢 者 が生 宙 して きた長 い年 月 の糠 み 重 ね を義妹 す る. 人 間 的億､

社会 開展､ 習慣､ 生 括犠 式等 々 長 い年 月を遷 して伴 転染 み着 い た もの を義 妹 す る｡

こ う したもの は､ 転 居 や住宅 の 改築 ･移 市 の再 的* な どに 上 せて蘭 早 に犠 れ て し

まう｡ 高齢者 は､ これ まで形 成 して きた生 態 を推 持 す 魯舛億 が一端 頼 れ る と心 身

機健 の低下 の開鋸 もあ り､ 新 た な開展 を作 り出す こ とが 困難 とな る. その括 輿 は､

知人 や知 って い る場 所 が無 い た め に住 宅 に断 じ込 も 砂嚢 や とな り痴 呆 や寝 た き り

を引 き起 こす こ とに な る｡

本 群 では､ 以上 の高触 考 の特 徴 と 暮れ るい くつ か¢ 点 が､ 居 住 閉鎖 に どの棟 に

反映 して地 役 入所 に重 さか､ また滋 に何 故 搬 投 か ら在宅 生 額 に戻 れ な い よ うにな

りて い るのか を明 らかにす る こ とを 目的 とす る.

2好 老人 輔祉推 牧 の状 現

高 飴苛 の生 活環 境 として重 美 1J.'意 味 を持 つ 老 人樽 牡臓 椴 につ いて こ こで概 観 し

てお こ う｡

老 人 描祉 漉 改 姓､ 老 人柑祉 法 に規 定 暮れ て い る 8線毅 と有料 老 人 ホー ム､ 更 に

老 人保 健法 に規定 暮れ る老 人保 健 施 役 の 5線 椴 で あ も. 老 人頼 祉 施 政 拙､ 1895年

の型 ヒル ダ養 老 院 か ら始 ま り､ 1929年 の救 棲 法 に よ りで公 的救 済地 役 とな った｡
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●1昭和88年 の老人祐祉法施行 により養霧老人 ホー ム､ 特別養穫老人 ホーム､ 軽費

老人 ホームが投正 された｡ これ ら3地役 蛙､ 縫済状態 ･心身の健康状態 ･家庭の

状態 ･住宅 の状態 な どによって入所 の判定が な され る｡ 特別養蕎老人 ホー ム及び

糞棲老人 ホー ムへ の入所 は､ 祐祉事務所内 に椴鷹 され た入所判定重点会で判定 さ

れ る｡ 軽費老人 ホームは､ 入所希望者 と地役 が個別 に入所 に関わる契約を椿ぶも

ので あ る｡ 丈 に､ 居宅において生活す ることが喝難 な者 にたい して ケアハ ウスが､

軽費老人 ホー ムの第三の タイ プ として平成元年度 に劇牧 された｡

有料老人 ホーム姓､ 老人福祉 法に規定 され てい るものの老人樽祉法 に基づいて

サー ビスを行 う地役 にはな りでいない｡ 先取 的な有料老人 ホーム姓､ 昭和20年代

か ら役立 され てい る●eが､ 昭和50年代 頃 よ り盛ん紅役立 され るようにな り､ 1987

年 10月現在 で119ヶ所役立 され ている｡

老人保健地役 は､ 1986年 12月に成立 した r老人保健法等 の一群を改正す る法律J

虹よ り創投 書わ た. この施彼 姓､ 当初 中間地牧 と音 われていた ものである｡ 中間

旋牧 と姓､ ふ たつの義妹 を持 ってい る｡ 一 つ姓､ 病駿 と特別義績老 人 ホー ム との

中間 と言 う義妹｡ この鷺味 あい姓､ 老人南隣が増 えす ぎて財政上の負担にな って

きたので､ 少 しで も安 く上 げ る方法 はないか と音 うことである｡ も う一つの鷺味

は､ 家庭 と荊院の中間 とい う蒙 昧である｡ 日本の入院期 間が長 いこ と娃有名であ

る｡ 特 に高齢 にな ると慎也疾 患が多 くそのため症状 が安定 し､ 荊院 での治療でも

在宅 での治ま で も効果姓変わ らな くな りで くる｡ そ うした場合､ 長期 に窮駿 に入

院す るよりも可能 な限 り在宅 に切 り替 えるのが財政上 も好 ましいのではないか と

音 うことか らhJ殺 された. いずれに して も施牧を連投 して対応 する という従来の

高齢専有牡が行 き甘 蒙った と音 うことであ る｡

老人 ホー ム散及 び定員等の推移を見 てみ よ う｡ 昭和88年､ 老人祐祉法制定 当時

は､ 特別集積老人 ホーム姓､ わずか 1ヶ所 であった｡ 養穫老人 ホー ム姓､ 873ヶ所

が鵬殺 され ていた. 軽費老人 ホーム姓､ 18ヶ所で あった｡ 船殻鎗散 は､ 890ヶ所で

あった｡ 1987年 には､ 総数3.088ヶ所､ 特別養穫老人 ホー ム娃1.856ヶ所､ 義蝶老

人 ホームが945ヶ所､ 軽責老人 ホームが288ヶ所で あ る｡ 1963年 と1987年を比較す

ると特 別義穫老人 ホーム姓1.855倍､ 糞頼老人 ホー ム姓､ I.40台､ 軽費老人 ホーム

が18倍 とな りでいる｡ この中 で も義蝶老人 ホーム姓､ 1880年 (944ヶ所 )以特 性 と

ん とその投世故がまわ っていない｡ 軽費老 人 ホーム姓､ I.40倍 (288/206)､ 特別

義轟老人 ホー ムは､ I.80倍 (1,8SS/I,881)にな っている. こうした老人 ホーム整

儀の流れ姓､ 最丑 の増加糖毅 に 占め る各鰻牧 の割合 を見 るとよ り願書 であ る｡ 表

1-1に老人 ホームの増加数 とその構成比蝉を示 して いる｡ 1868-1965年 の仰姓､ 搬

投唖 問で比較的バ ランスが とれ ていた｡ 特別義孝老人 ホー ムが84.7%､ 糞穫老人ホ

ームが38.7X､ 軽費老人 ホ-ムが26.8‡であ った. 1965年 か らの 5年糊姓､ 軽費老

人 ホームの増加が少 なか つたが､ 増加軌に占める養帯老人 ホームの割合姓､ その

前の期 と比べ てそれ 旺 ど変化 はない｡ しか し､ 1970年以降養穫老人 ホームの減少

と特別養穫老 人ホー ムの増加候 向が､ よ り早着にな る｡ これは､ 1971年度 を初年

度 とす る r社会祐牡娘役盤傭 緊急 5ヶ年計帝Jによって特別集積老人 ホー ムを中

心 に毛儀 され た椿 束であ る｡ 70年代 の後半 には､ 養護老人 ホームの増加は､ わす

-13-



か10地役に とどま り､ 増加数 に 占め る割合 も1.7%と非常 に小 さなものになった｡

一方､ 特別養帯老人 ホームは､ 80%を超 える様 になってい る｡ 80年代以降は､ 養孝

老人 ホームは増 えて も 1施せ､ 逆 に減少す らしている｡ 80年代 の後半以降､ 軽費

老人 ホームの増加数 もわずか になっている● 特別義尊老人 ホームの増加数 に占め

る割合 は､ どん どん上昇 し､ 1986-1987年に姓90Xを越 えている｡ す なわち､ 老人

ホームの巷投 と嘗 えば､ 特別養護老人 ホームの尊投 とす ら音 える状況 にな ってい

る｡

この棟 に老人 ホー ムは､ 当初 の救貧的な性格を持つ地役 か ら徐々 にその性格 を

変 え､ 近年 では､ 心 身機能 の兼過を カバーす るための地役 とな りつつある｡ 老人

ホー ムの亜備 に力が入れ られ た椿乗､ 1965年 当時 の定点 は､ 滞船考 の0.89Xを占め

るにす ぎなか ったが､ 1987年 に捻定員が22万人を越 え､ 高齢者人 口の1.65Xにまで

相当 してい る｡

老人 ホー ムの居住水準 は､ 多 くの職者が据耕 してい るよ うに劣悪 である｡ 狭小､

雑居､ 郊外立地 な どが据締 され ている｡ これ らの状況姓､ 老人 ホー ムが救貧 的性

格を持 って始め られ たと首 うこ とに起因 している｡

主 な役傭基準は次 のよ うにな ってい る (r老人描祉 のでぴ き=平成元年度版 =｣

厚生省大臣官房老人保健祐祉部老人祐社寺監臓 よ り)｡

<特別養横老人 ホーム>

･1つの居室の入所人見比4人以下 であ ること.

･入所者 ひ とり当た りの居室面積 比､ 4.981 (収納せ儀等を除 く)以上である

こと.

･廊下の暢 娃1.8■(中廊下の嶋杜2.7■)以上であ るとと.

く集積老人 ホー ム>

･1つの居室の入所人点姓､ 2人以下であ ること.

･入所者 ひ とり当た りの居室両歌 姓､ !.SJt(収納牧儀等を捻 く)以上であ るこ

と｡

･廊下の幅 は､ I.35■(中廊下 の鴨は1.81)以上であること.

<軽費老人 ホー ム (A型)>
●居室は個圭で あること｡

･入所者 ひ とり当たりの唐重両蔑蛙､ 6.8tt (収納殺傷等 を除 く)以上であ るこ

と｡

<軽費老人 ホーム (B型)>
●居室は個室であ ること｡

･居室両者 は単身者の輯合 16.8㌔以上､ 夫婦用の輪台24.81以上であること｡

く新 たな軽費老人 ホーム (ケアハ ウス)>
･車椅子 での生宿が可能 なよ うにす るな ど儀人の 自立 した生講 を甘生 し､ で き

る限 り利用者 の心身の状況 の変化に対応 で きるように配慮す る.

･ひ とり当た り両帝 32.93

(注)椴領は､ 居室､ 相教皇､ 載蕗 ･娯楽室 (集会室 )､ 食堂､ 厨房､ 浴室､

洗濯竜､ 革帯室､ 管 理人居竃､ 非常通報載せ な どを備 えること.
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<老人保健地役 >

･lつの療養圭 の定員は､ 4人以下であること.

･入所者一人当た りの轟養毛 の床面積姓､ 8㌔以上であること｡

･廊下の嶋 姓1.8■く中廊下の幅は2.7■)以上であること｡

但 し､ 特別養横老人ホームにおいて姓､ 重篤者の特別介棲及び痴呆老人の処鷹

な どのために定点 の 2剖以 内の個室整備が線められている｡

以上のよ うに偏重が毅 め られているの姓､ 住居 としての機能 を最 も濃 く持 って

いる職責老人 ホー ムだけである｡ 最低居住水準の中高齢単身者 の居住主面積が､

15.OJLであることと比べれば､ 老人 ホームの居住面積の狭 さが観徽 させ られ る｡

この歌 さが何 を もたらすか考 えてみよう. 高僧着は､ その年飴に見合 っただけ

生者 を重ねて きたわ けである｡ それだけ持 ち物 も多 くなる｡ しか し､ 現在の老人

ホームの脆軟水単 で姓､ とて も金での持 ち物 を持 ち込む こと姓不可能である. よ

く曹 われるよ うに､ 持ち込め る持ち物が投 ポール籍紅lつ とか 2つ という状況に

虫い込 まれ る｡ これ姓､ 高鹸考 にとりで非常 につ らいことである｡ 高齢者 で無 く

とも新 しい生活室 蘭で暮 らす ことは､ 戸惑 うものである｡ それでも自分の持 ち物

が周 りにた くさんあれば､ それだけで もその称分は､ 気を使わずに落ち着 ける｡

老人 ホームに入所す るとい うこと姓､ 憲応能力が低下 して きた高齢者 にまった く

新 しい生活 を強 いること肴義妹する｡

次 に撫居牡 がもた ちす筒轟点 を考 えてみよう｡

先 姓 とも述べた ように､ 冨飴考姓､ それぞれに長い人生掻輪 を積 んでい る｡ お

互いに考え方 も& t;方も嘱な る｡ そのような他人が同 t;郷里で24時 間､ 生清で き

るものだろうか●

老人 ホームの運営 で轟 も苦労するの姓8度判 りであると言 う｡ 入所者同士の ト

ラブルも珍 し くない. (efえば 1989年､ 青葉窄 (兵鱒集氷上群 )での入所者同士

のいざかいか らの殺人事件があった｡ )

高齢者だか らと特朋に考えな くてもプライ/{5,-のある生活 を営 む こと姓､ 人

間 としての当点の撫判である. 終日藍寄 されて生者 している人など､ ごく一群の

特殊 な人 (犯辞考や立病人な ど)を除 いて居 ない捜すである｡

第 8k積層 G=な るの姓､ 立地 である. 多 くの犠祉擁毅 と同機 にその立地 は､ 市

8i地ではな く林外 である. 郊外 捉立地す るということ姓､ 多種多様 な生活のつな

が りを断ち切 ることを義妹す る｡

受動的に考 えれば､ 救難艦者 ･茨速が妨れ ることがな くな り､ 疎遠にな る. 能

動的に考えれば､ 市街地 内の様々な蝿毅､ 病院､ JL呂､ 商店､ 喫茶店､ 友達の家､

たまり壕な どに市 島難 くなる｡ 蒋外立地は幕鴨肴 でな くても､ 濃 くに行 書に くい｡

まして耳飴で足腰が強 くな り､ 交鳶手放 も綴 られ るとなればなおの ことである｡

そ して､ この一般社会から鞘離 され る立地 の蹄慮吐､ 帯 1､ 第 2の狭小 ･蝿居

ttの榊離をよ り大 き く揮判なもの とす る｡

耳曲者の散光に も綱たない居所を擬俄 している老人ホームであるが､ その出発

点の考 えに引 きづ もれているがゆえに生括環境 として今だに多 くの開願を抱 え込
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む もの とな ってい る｡

*1小笠 麻 姑 次 r老人稚祉 地役｣ r社会 保 離 ･社 会祐 祉 事典J1989.11 労 働旬

報社

暮2樋 口恵子 /抽井孝 子 有料老 人 ホー ム どこが居 よいか住 み よいか 岩浪 ブ ック

レ ･} トNO.70 1988.9 岩波 書 店

8好 高 齢者 の住 宅事情

高齢者の住 宅事情 は､ 一般 に古 い水草 に あ ると音 われ て い る. それ は､ 住 宅水

準 の高 い持 ち家牢 が高 い こ とに現れ てい る｡ 昭和63年 の住宅稀 果実 瀬 綱査 に よれ

ば､ 全世帯 平均 の持 ち家 事 姓､ 67.1Xで あ るが､ 三世代 世 帯 で は､ 95.3Xに上 昇す

る｡ これ姓､ 人生 の最特 ステー ー}で あ る高 齢者 に なれ ば､ 持 ち蒙階層 にまで封建

で きる､ あ るいは､ 到達 しな ければ な らな い とす ういわ ゆ る持 ちま 改発 の 5/ステ

ムが構 築 され てい る椿兼 で あ る｡ しか し､ 持 ち家 事 社有 船者全般 に高 いの で はな

く､ 老夫婦世帯 で姓81.2Xであ るが､ 高 齢単 身世 帯 にな る とeS.SXと低 下 し､ 全世

帯 の平均 よ りも低 水串 にな る｡`

この こと姓､ 現 在 の住 宅政策 の枠組 みの中 では､ 三世 代 同居 であれ ば最 も持ま

の ゴー ルにた どり着 き貴 い. つ いで老来蝿世 帯 で あ る. 単身世 帯 にな る と樽 艦 の

ゴール にた どり着 くことが困難 であ る とい うことを示 して い る.

一方､ 同居 岬の推称 書見 で み ると､ 87.iX(中 和88年 )､ 84.8‡(噂和40年 )､

79.9X(昭和45年 )､ 78.8X(噂和50年 )､ 89.6X(昭和与8年 )､ 81.SX(昭和80年)

と年 々低下 してい る. 貴 子 ともに同居 の義 尚 姓､ 非常 に尊 いに も開わ らす実 鞍 の

同居蝉 は､ どん どん屯下 して い る｡ これ 蛙､ 鋼鱒 な転蝕 や単身赴任 な ど社 会 の シ

ステムが高 齢者 を受 け付 けな い よ うに な りて し蒙やて い る とい うこ とが一 つ の殿

田で あ る｡ 更 に_､ 基 本的 には高 圧掻済 成長 期 を池 して供 給 され て きた住宅 が若年

世帯 を ター ゲ ッ トに して きた ために狭 小で､ 高齢 者 との耐居 が絹難 な ので あ る｡

その絵 美､ 老 夫婦世 帯や老人 単 身世 帯 が増 えるこ とにな る. こ う した世帯 姓､ 前

述 した ように持家 の ゴー ルにた どり書 くこ とが肘難 とな る.

この ように持 ち家 欝JFまで封 建で 重なか りた高 輪専 蛙､ 住宅 bt稔 の枠軌 みか ら

逸脱 す るこ とにな る. そ して多 くの貰 鹸看 蛙､ 公嘗 住宅 や民輯借家 虹住 まざ るを

得 ない状況 に追 い込 *れ る. こうした住宅 の多 くは､ 老 朽化 し椴儀 も不十 分 な低

水準 の住宅 で あ る. それ で も住 宅 に住 めれ ば よい. 更 に居住状 級が劣 悪 に な り身

体条件 が鳶 色 で さな くな る と絶牧で生 活す る ことに な る｡ こう した居住実傭 披､

統計 に姓表 れ て こな い低 水準 の 居住 で あ る｡ 居住 の 自由 が犯 暮れ､ 施投 で生 括せ

ざるを得 ない そ う した居住 の改善が な けれ ば全体 の居住 水準 の上昇 捻有 り得 な い｡
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義ll 1老人ホーム増加施穀数の推移

特 別養護老 人 ホーム 養護 老 人 tホー ム 軽費老 人ホー ム 有料老人 ■ホー ム 合 計

1963-65 26 29 20 75
34.7 38.7 26.6 100.0

1965-70 125 108 16 50 29941.8 36.1 5.4 16.7 100.0

1970-75 387 124 69 23 60364.2 20.6 ll.4 3.8 100.0

1975-80 492 10 85 3 59083.4 1.7 14.4 0.5 100.0

1980-81 134 1 23 6 16481.7 0.6 14.0 3.7 100.0

1981-82l 146 1 17 8 17284.9 0.6 9.9 4.6 100.0

1982-83 99 -I 13 1 11387.6 ll.5 0.9 100.0

1983-84 95 1 12 1 10987.2 0.9 ll.0 0.9 100.0

1984-85 114 -2 9 5 12889.1 7.0 3.9 100.0

1985-86 112 0 6 14 13284.8 0 4.5 10.7 100.0

1986-87 124 1 2 8 135

(資 料 )厚生省統計i*報 部 r社 会福祉施設 調査 ｣

(出所 ) ｢老人福祉 の てび 蕃｣=平成 元年 度 版 = 厚生 省大 臣官 房老 人保健福祉

部老 人絹祉謙 監修 よ り作成
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第 2霊 地牧入所老人の住宅 開度

1好 鋼査 の概夷

(1)鋼査 の 日的

住居 姓､ 全 ての人 々の生存 と生活 の基盤 で ある. とりわ け高齢者 の生清 に占め

る住居のもつ意味 は大 きい｡ 安心 して住 み摸 けることので きる安全 で供養 で しか

も残 された横能を最大限 に発揮 で き､ 自立 した生活 ので きる住 居な くして は､ 年

金 ･医療な どの社会保Nl制度 も高齢者 の生括 と高齢化社会 を支 えるこ とはで 卓な

いであろう. 今 E]､ すでにそう した清現象 が現れている｡ 政府 は､ 在宅ケ アの必

英世 を税 き､ 厚生省 では､ 寝 た きり老人ゼ ロを日清 してい るが､ 貧 しい住宅亭惰

のも とではそれ も酪難である｡

日本住宅 の貧 しさは､ 必要以上の入院 ･老人港峻等へ の入所 の増大 とな って現

れている｡ 一般満床の在院 日放 も日本 で姓$OElを起 えてい る'1｡ 高齢者姓､ 長 く

住 んで来た地域に住 み続 けることので きる住居､ コ ミJ.言テ ィ､ 介助サー ビス綱

が必喪であ る｡ 西欧先進繊EBで は､ すでにモ うした方向 (耳齢者や障害者 を並 び

な場所 の地役 に押 し込め るので姓な く､ 市街地の中の便利 な場所に一般人 たちと

一籍 に住む)いわゆ るノー マ ライゼ- シ ■ンの実現 k努 めてい る｡

高齢社会 に向か っている日本 にとゥて高触者の住居 を整儀充実 させ るこ とは､

今 日最大の林見であ る､ と音 わざるを得 ない｡ ところで､ 現実 の高齢者の住居 と

は､ どの様 な状況 にあるのであろうか. その実膿 を網鳶研究す ると音 うこ とは､

これか らの住宅軟膏､ 菖触肴幾枚政策 の中心麟Jtを明 らかにす ることに縁か なら

ない●

ところが､ 有鹸肴 の住宅菜館､ 在宅状祝 せ徽ぺ さとおおむね､ 前述 した よ うに

他の離層の住宅事情 よりも良好 な水準 であ る場合 が多い. 在宅 ケアを行 っている

保健婦やヘル/<一によると r犠 た 曇 り老人集群徽査｣あるい捻rひ とり暮 らし老

人兼職綱査J などで呪ちかに 寄れて い魯耳曲者の住宅夷鱒 は､ む しろ良い状態が

示 されてい る､ と言 う. 本当蝕､ もっと悲傷 な状膿 がた く事ん ある. なぜ な ら在

宅で生活で きる故 と恵 まれた事例が明 らか比 され ているだけだか らである｡ そ う

した事例以外 にも在宅で生活で きな くて鮭牧 k入所 した という事例 がた くさんあ

る､ と首 う. 前述 したよ うに居住O El由が粧 され る程JKの低水準の居住が改尊 さ

れなければ､ 住宅水準の丘上 げ蛙困難 であ る｡

そこで､ 本章で姓､ 脆毅に入所 している高齢者 の入所前住居 の状況､ 入所理由､

適所 の幣の帰 る住宅 の有無 な どを呪 ちかにす ることによって､ 住宅政千 ･結社政

策の展開に宋す ることを 目的 とする.

暮1 全国公私病院連盟による r捕捉濠営実態分析綱査J (1990.6 実篤)で蛙､

入駿患者の平均在院 日放が､ 全病 院平均 で80.1Elであ る.

(2)綱圭の方法

網査対象地牧は､ 老人祐祉法 にも とづ く兵#県下 の全 ての高 齢者棉祉施浪 (養

横老人ホーム､ 特別養穫老人 ホーム､ 噂黄老人ホー ム､ 合計95娘役 ) とした｡
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綱査方法 は､ 地役長あ るいは垂帝据場長等 の入所者の状況を良 く把握 している

者に綱査幕を配布 し､ 入所者全盲tLT～ついて核当項 目を妃入 してもらい郵送 により

回収 した｡

回収状況 姓､ 表 1-8に示す通 りである｡ 綱査対象抵牧 の うち 8地役 については､

法人格 の変更 (2地役)､ 地役長の転任 (l地役)の事情 のために未回収 であっ

た｡

又､ アンケー トの回収 と同時 に専物宵やバ ンフレサ トな ど鰭牧の概美がわかる

責料のの捷出せ求めた｡

なお､ 鋼糞 に無 し兵轟然老人祐祉地役連盟および神戸市老人祐杜絶毅養生の協

力を得 た｡

(8)地域地区区分

樽祉事務所管内の有脆化尊 く搬入 口に占め る65歳以上人口の比響 ) と糞構老人

ホームへの措鷹蝉 によりて地 区区分を行 った｡

地区は､ 次の 5地 区である｡

1地 区は､ 西宮 ･宝等 ･立花 ･東灘 ･加古川 ･須磨 ●川西 ･北 ･東灘 ･小田 ･

垂水 ●伊丹 ･武庫の各地 区である｡ 都心を取 り軒む地区で高齢化串 (5.9X～10.4

X)･縛雷蝉 (0.281-0.459‡)ともに低い地 区である｡

2地 区は､ 長田 ･北撫 ･尼崎中央 ･相生 ●赤穂 ･酉JB･小野 ●加西 ･騎神 ･中

櫓の各地底である｡ 厳戒市街地 の中心節分や郊外地嶋の中心的義市 であ り､ 措t

蝉は､ 1地区 と同程度 (0.22-0.52Ol)であ るが､ 高鹸化尊 く11.8-18.9芳)姓高

くな サている●

3地区姓､ 声色 ･大庄 ●三木 ●高砂 ･西 ･明石 ･蝦繊 ･麟由 ･徽 ･竜野 ･三田

･西経の各地 区である｡ 井外地 区ない し郊外 の#市であ り､ 高鹸他事 杜､ 1地区

と同港良 く8.7-12.4‡)であるが､ 緒薗事 (0.Sol-0.786r)が布 くな っている｡

4地 区は､ 美方 ●氷上 ●し東 ●北但 ●夢虫 ●義父 ●覇兼の各地区である｡ 農村

地区である｡ 括世事 (0.489-0.728X)も有 いが､ 帯脆化寧 (16.4-17.9X)が非

常に遭 んでい る地区である｡

6地 区姓､ 兵鱒 ･豊岡 ･神戸中央 ･洲本 ●戦時 の各地区である｡ 高齢化響 く11

.9-17.6X)も慕いが､ 推せ串 (0.884-0.966X)が最 も慕い地 区であ る｡
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2節 地役入所者 の基本的属性

(1)性別

地役入所者 の男女比は､ 旺ぼ3:7で娘役種別 にそれ練 ど大 きな善姓ない｡ 入所者

に占め る弟の此串 は､ 特別養横老人 ホーム入所者 で最 も低 く26.7X､ ついで軽費老

人 ホー ム入所者の27.6%､ 最 も高 いのが養棲老人 ホーム入所者 の32.8Xである｡

地 区別にみ ると ｢1地 区J r4地 区｣で入所者 に占める男の比事が､ それぞれ

26.5%､ 27.0%と低 く､ r5地 区｣で姓､ 35.OXと最 も高 くなっている｡ r5地 区｣

姓､ 義孝老人 ホー ムへの措置率 が最 も高い地区であ り､ その ことが入所者 の男性

比串 を他の地 区に比べて高 くす る東 田 ともな ってい ると考 えられ る｡

(2)年齢

後期有曲者 (75歳以上 )が全件で74.2Xと4分 の 8近 くを占め る｡ 特 に､ 85歳以

上 も27.3Xと8割近 くを 占めてお り非常 に有触化 していることがわか る｡

地役種別の平均年齢捻､ 軽費老人 ホーム入所者が78.6歳､ 養穫老人 ホー ム入所

者が78.7歳､ 特別養棲老人 ホー ム入所者が80.1歳 である｡ 鮭役宅 ごとに入所者 の

平均年飴に違 いが見 られ､ 特別養棟老人 ホー ムが最 も有齢であ ると音 うことは､

加齢 とともに自立 した生活 を営 む能 力が低下す ることを示 している｡ 高齢 になる

に したがい常 時介襟 を必案 とす る高齢者の出現事 が高 くな る. そのため特 別養棟

老人 ホーム入所者 の入所時 の平均年齢 が76.1歳 と布 く､ 職責老人 ホー ム入所者の

入所時年齢姓72.Ⅰ歳 と若 い.

地 区別では､ 高齢化が独行 しつつ も叢書老人 ホq･ムへの措薗JFが比較的低 い r

4地 区Jが最 も若 く78.6鐘､ ついで r5地区J r丑地 区Jの79.2鐘､ rB地 区｣

の79.4歳である｡ 最 も高飴であ るのは､ 高齢化蝉 も義麟老人 ホームへの指数串 も

低い rl地 区Jであ る.

地域 の高齢化 と幾枚入所者 の平均年齢が丑 の相 韓を示 しでい る. このこ と姓､

高齢化 の進展 とともに暢広い年齢階居､ つ ま り若 い年齢FB居か ら高年 齢階層 まで

で多 くの葉介穫者 が先生 してい るとい うC.とが考 えられ る. 一方､ 高齢化事の低

い地 区で地役入所者が高齢であ るのは､ 低年輪離層で葉介襟 になる高齢者 の抱対

散が少 ない と音 うことに超酸す る. 低年齢 での入所が蝿救収奪人見 と比較 して少

ない と白魚 に纏椴入所者 の高齢化が進行 t,やす くtJ.'も.

(3)入所期間

搬投種別 で蛙､ 特朋糞績老人 ホー ム入所葛 の入所期間が最 も塩 く平均で4.0年､

4年末鞘が58.7Xを占めて いる. 逆 に､ 軽費老人 ホーム入所者 の入所期 間捻平均で

6.6年､ 10年以上が才2.61を占め地役種別で蛙最 も入所袖何が長 くな りてい る｡ ま

た､ 養穫老人 ホーム入所者 の入所期間 もI8年以上の入所者が24.1Xと20‡を越 えて

いる｡

特別我楼老人 ホー ムの入所細 岡が点 も塩 いが､ 入所者 の平均年齢か76.1歳 と娘

役種別 では点 も古 いことや心身障害 が生 t;でか も入所す るためであ り､ 擦末施政
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としての性格 をもた されてい るとい うことの一つの現れではないだ ろうか｡

一方､ 義孝老人 ホームや軽費老人 ホーム入所者 は､ 10年以上 も地役で生活 して

お り地役の入所条件からも推察 され るように比較的健康 な身体的条件 を備 えてい

ることを示 している｡ こうした長期間の施せ入所者姓､ 地役を住居 として利用 し

てい る性格が強 く､ 地域 における生活の支援 システムや適当な広 幸 ･構造の住宅

が供給 され ることによって在宅生活が可能 となることを示 している｡

地区別には､ 入所期帆の平均 が5.8年 で蝦等 な真 性見 られないが､ 高齢化 の進展

している r4地区J r5地区Jで入所期M)の10年以上になっている比率が､ 18Xを
越 えやや高 くなっている｡

(4)入所前 の居住状態

養帯老人 ホーム入所者の40.2%は､ 入所前 の居住状瀬が r独居Jであ り地域での

生清文畿 システムの欠如が線椴への入所を必美以上托宥 めていると考 えられ る｡

特別義震老人 ホーム入所者の入所前 の居住状態姓､ r荊椀Jが最 も多 く28.9Xを

占めている｡ ついで r子 どもとJの26.6‡である｡ r病 院｣及 び r他糖投Jを合計

すれば40.2Xとな り､ 特別糞績老人 ホーム入所者の入所前居住状痕の特徴をよ く示

している. 身体胃書等のために自宅での 自立的な生清や介裸が困井 となり､ 病院

や施投 などに入所 したものの轟義が長期にわたりた り､ 固牧のめ どがたたないな

どのために施せ問を移勤する｡ そして最後 に特別糞震老人 ホームへ措置 され ると

音 うことであ る. つ *り､ 心身の状態 に遇食 した住居が俄拾 書れていたな らば､特

別養離老人 ホームへの入所 もかな り抑制す ることが可能 ではないか と考えられる.

軽費老人 ホーム入所者 の4‡.SXは､ 入所前居住状態が r子 どもとJ となっている｡

丈に29.6Xの入所者の入所働居住状鱒が r独居J となりていも. r独居.Jについて

は､ 義績老人 ホーム入所者 と岡 t;く地域での生活支援 'Jステムの欠如が糖綿で 卓

ち. r子 どもとJ という居住状態 も入所前住宅の狭小週番が糖縞で きる｡ 住居の

狭小過密を解鞘す るために姓､ 世帯分離か､ 広い成毛への転居が考 えられ る｡ し

か し､ 現実 には世帯分離を可能 にす る住宅 の取得が幽難であるとい う住宅事情が

ある｡ 億にそうした住宅 を取得 で専与と収定 した壌食でも地域での生清文鍵 シス

テムが欠如 していれば､ 世帯分離を困難虹 させるとい うことが椎葉 される.

地区別に とらえると r独居Jとい う居住状糠が r2地区J r4地 区J rS地区J
な どの荷船化が進行 している地 区で最 も多 く､ モわでれ29.9X､ 28.8X､ 83.9Xとな

っている. これ らの地区は､ 購成市街地のいわゆるインナーエ ])ア､ 郊外#市や

更に農村な どで､ 若年層や壮年層が都市鴨の林外地に流出 して しまい高齢化が急

速に進んでいる地区であ る｡ 高齢者が取 り沸 され る事 によって高齢化が進展 した

このような地域で姓､ 生括支壌 システムの構築が高齢化 に退位で さす何厳が生 じ

てい ることを この執成姓示 している.

遭 捉まだ耳脆化 が それほ ど池島 していない rl地区Jで姓､ 入所前居住状態で

最も多 いのが､ r子 ども とJの29.4‡である. 1地区のように高齢化が進展 してお

らす人口が枕人す る傾向のある地区で姓､ 住 み替 えや世帯分離のための住宅の申

儀がな されていない ことを示 している.
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(5)身元 引受人の税柄

入所者の身元引受人は､ ｢実子｣で ある場合が最 も多 くなってい る｡

地役竜別 に とらえると軽費老人ホー ム入所者の52.eX､ 特別養穫老人 ホー ム入所

者の50.6%に対 して養穫老人 ホーム入所者は83.3Xと非常 に低 くな っている｡ 施役

名 によって身元 引受人の構成比率が異 なるのは､ 絶世入所理由に起 因す る｡ 特別

養律老人ホーム入所者は､ 心身障者 な どのために 自宅で 自立 した生活や介助 が困

難 とな ったために入所 してい る場合 が多 く､ 軽費老人 ホーム入所者 では､ 住宅事

情や家庭事情 によって同居が鼠難にな って きたために入所す る場合 が多い｡ こう

した場合捻､ いずれ も実子が入所者 の入所前住宅 で生活 してい る場合 が多 く､ 従

って身元引受人が r実子Jにな ってい るもの と考 えられ る｡ 一方､ 糞棲老人 ホー

ム入所者の身元引受人は､ r実子｣が少 な く r耕戚｣が28.9X､ ｢兄弟｣が21.2

Xと多 くな っている. 地域 の生活支捷 システムが存在せず､ r実子Jな どの血韓開

展 の濃 い親族が近 くにいなければ､ 地域での生活が困難 で施政 に入所せざるを得

な くなる｡

地 区別にとらえてみると高齢化串 の低い rl地 区J r8地区｣では､ 身元 引受

人を r実子J としている入所者がそれぞれ48.7X､ 46.3Xと古 くなってお り逆 に高

齢化事 の古 い r5地 区｣では r実子Jが88.9Xと低 く､ r親戚｣が21.5Xと高 くな

ってい る. 高齢化 の進展は､ ただ早 に搬入 Ejに占め る高齢者人 口の増加を示 して

いるだ けでな く､ 実子な どが茸 くで生宿 して おらず緊急時 に助 け食 う地域生括支

援 の システムそのものが舶頒 してい る危験也 を示 してい る｡

(6)最長職

ます入所者全体 の職集 は､ r管理的徽集｣が0.4Xと兵鱒県の平均 (昭和55年国

勢貞査報告書)8.SXに比べて少 な く､ rサー ビス的職集Jが22.2Xと兵胃弗の平均

(昭和85年国勢鋼査報告書 )4.5‡に比べて非常に多 い｡ さらに r無職及び主婦J

の合計が23.9Xと長井県の平均 (昭和66年国勢銅査報告者 )35.2Xと比 べて少 ない

とい う特赦が ある. 特に rサー ビス的職業Jのなかでもお手伝 いや賄 いとい った

対中人サー ビス業 の多 きが 目立つ.

施投種別の特徴を見 ると軽費老人 ホーム入所者 は r事務 的職業Jが 19.1Xと多 く､

r技能生産的職業Jが9.1Xと少 な くな りでい る. 軽費老人 ホー ム とい う制度 が､

他 の地役 と比較 して入所者 自身の鶴人負担 の責用 が多 くな りで いる. その ために

比較的賞金の高い r事務的徽薫｣が多 くな りでい るもの と考 え られ る｡

地区別には､ それ 姓ど大 きな簿いがみ られ ない ものの r4地区Jで r農林漁集J

従事者が28.9Xと多 く､ rサー ビス的職業J がI5.9Xと少 な く農 山村地域であ ると

い う地域の特徴 をよ く現 してい る｡

最長鴨か ら絶境入所者 の特赦 を言 い表す と次の ようにな る. ます､ 社会保 坂の

欠如や低収入 な どによる掻済廃幣の欠落｡ お手伝 いな ど就労の壕 と生活の場が一

体 とな ってい ることによる生活基盤 の脆弱性｡ そのために､ 病気や ケガ､ 高齢に

よる就労の困難がす ぐに生活 の擁税 を困難 に陥れ､ 施政入所につなが ると嘗 うこ
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とである｡

く7)主な収入

地役入所者 の現在 の主 な収入 を地役種別 に とらえると養棲老人 ホーム入所者 と

特別養棲老人 ホーム入所者の間には大 きな違 い姓み られない｡

軽費老人 ホーム入所者 は前述 した ように入所者個人が費用を負担 しなければな

らない｡ その ことが主な収入の違いになって現れている｡ ます､ 主な収入 として

最 も多 い収入 姓､ 他 の港牧で70X以上を占めてい る r国民年金 ･描祉年金｣で蛙な

く r犀生年金 ●恩給 Jが最 も多 く49.4%を占めている｡ 他 の地役入所者 よりも多い

もの として r仕送 り｣が17.4X､ r遺族年金｣が15.3X､ r財産及び貯金｣が7.4X

とな っている｡ このように軽費老人 ホーム入所者 は､ r匡l民年金 ･格祉年金｣よ

りも絵付金頬 の希い年金等の受給が可能な階層に点 っている｡

地区別に とらえると高齢化 の制に措置事が庇い r4地区｣は､ 農山村地域 のた

め r国民年金 ･樽祉年金Jが84.9Xと多 く､ r犀生年金 ･恩給.JがlS.BXと少 ない｡

都市 内の住宅地や大都市近郊 の都市が多い rl地 区｣や rB地区｣では､ r厚生

年金 ･恩給｣が20X以上 を占め､ r国民年金 ･祐牡年金Jは､ 70X未満である｡ 大

帝市都心や近郊革帯 を含む r2地区｣では､ ｢厚生年金 ･恩給｣が 16.2Xとやや低

く､ r国民年金 ●祐祉年金Jが77.0%とやや高 くな ってお り､ rl地 区J r3地区｣

と r4地区.Jの中fq的性格 を示 している｡
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義ll 3調査の概要

細萱対象施 設 数 it定 員 l回 答!施 設 数 】回 答対象音数

負 *# 34 2,193 i 32 It 2,063

鹿 特養 33 2,290 32 2,225

県 軽費 4 200 4 164

小計 71 4,683 68 4,452

秤 義護 9 840 9 685

市 ## 4 l 275

小計 24 1,874

※法人格の変更(2)､施設長のも任(1)により未回答

甜査期間 1988年1月-5月

調査協力横閑 兵庫県老人福祉施殻連盟

神戸市老人福祉施設連盟

地区区分 高齢化率と義孝老人ホームの

措置率をクラスター分析によ

り分類した
1地区 :西宮､宝嘆､立花､素描､加古

川､須磨､川西､北､東灘､小

田､垂水､伊丹､武席

2地区 :長田､北挿､尼崎中央､相生､

赤穂､西脇､小野､加西､阪神､
中捕

3地区 :神戸市､芦屋､大庄､三木､高

砂､酉､明石､尼崎市､姫掩､

陳田､灘､龍野､三田､西挿

4地区 :美方､氷上､宍粟､北但､多紀､

養父､朝来

5地区 :兵庫､豊岡､神戸中央､洲本､

淡持

表1-4施設種別性別

PJ _.女 合 計

養 護 32.8 67.2 100.0(2,748)

特 養 26.7 73.3 loo.0(3,128)

軽 幾 27.6 72.4 】.00.0(439)

合 計 29.4 70.6 100.0(6,315)
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義 1-5地区別性別

図1- 3地区別性別

哉1- 6,点綴種別年齢

罪 衣 合 計

1地 区 26.5 73.5 loo.0(1,432)

2地 区 29.2 70.8｢700.0(648)

3地 区 28.8 ` 71.2 .loo.0(1,524)I
4地 区 27.0 73.0 ;loo.0( 600)

5地 区 35.0 65.0i00.0(1,197)

平均年藤 ～64歳 65-74歳 75-糾歳 85歳 ～ r合 計

* # 78.7 3.9 24.7 l 48.1 S 23.2 (100.0(2,744)

特 葺 80.1 3.4 19.9 44.8 31.9 100.0(3,135)

軽 費 78.6 1.8l 24.1 54.0 20.0 100.0(439)

義1- 7地区別年齢

～ 64歳 65-74 75-84歳 85歳 ～ 合 計
1地 区 2.9 17.8 47.5 31.8 100.0(1.432)
2 地 区 3.6 23.5 46.4 26.5 100.0( 646)
3 地 区 3.8 22.4 45.9 27.9 100.0(1.528)
4地 区 3.8 24.8 45.4 26.0 100.Ot 600)
5地 区 3.4 23.8 46.5 26.3 lrm.0(1,198)

義ll ,)&鬼穀種別入所期間

･17-**# -1年 2-3年 I4-5年 壬6-7年 8-9年 l10年 ～ 合 計

弟 推 6.5 【 l4.0 t24.1 ー7.2 12.3 8.3 24.1 loo.0(2.73g)
一特 薦 Jl.0 26.Jl 32.3 16.4 Ilo.0 8.2 6.6 loo.0(3.128)

軒 輯 6.6 l:～.9 ー17.6 l4.6 17.Jl 13.9 'Z2.6 100.0(438)

固il 4施殻種別入所期間

-28-



義1- 9地区別入所期他

～ l阜 2-3年 4-5年 6-7年 8- 9年 10年 ～ 合 計
1 地 区 20.3 28.0 16.8 12.6 8.8 13.5 100.0(1.426)
2 地 区 21.0 29.4 15.3 10.2 10.8 13.3 100.0( 648)
3 地 区 23.2 26.5 17.5 10.8 7.6 14.4 100.0(1,523)
4 地 区 -16.0 32.7 16.0 10.2 6.8 18.3 100.0( 600)
5 地 区 16.4 27_1 16.8 12.4 8.8 18.5 loo.0(1.198)

表ト 10鳥毅穂別入所前の居雀状態

子どもと 親 族 と 夫 婦 独居 病 院 他 施 設 そ の 他 合 計

兼 務 16.7 13.4 4.5 40.2 ll.3 8.3 7.6 100.0(2,612)

特 義 25.6 8.3 6.6 17.6 28.9 ll.3 1.6 100.0(3,044)

軽 業 43.3 6.4 12.2 29.6 1.2 2.1 5.2 100.0( 425)

合 計 23.0 10.4 6.1 28.2 19.4 8.5 4.5 100.0(6,081)

哀1-11地区別入所前の居住状態■
子どもと 魚 礁 と 夫 婦 独 居 病 院 他 施 設 そ の 他 合 計

1地 区 29.4 ll.8 3.9 21.4 21.7 7.9 3.9 100.0(1.398)
2地 区 22.8 8.5 5.∩ 29.8 23.5 5.9 4.5 loo.0( 626)
3地 区 23.3 9.8 6.4 24.5 22.5 10.0 3.5 100.0(1.459)
4地 区 20.3 15.0 8.5 28.8 16.1 9.4 3.9 100.0( 566)
5地 区 14.6 9.8 6.3 33.9 19.2 10.2 6.0 100.O†l.158I

義1-12二.--.鐘線種劫叶身元引受^の境帝
::I FAf I甲_ 集rJB甲_典fy 子 長 子 jR_ 成 一そ の 1胆 l.蕪 L I含 t十

I Zfl 0.2 I.S f 21.2 2.3 33.4 8.0 1 23.~9 l S.4 [ 一.0■El○8.0(2.貼41
暢 暮L .0.1 6.3 111.1 1.8 .SO.5 9,2 L IS_S.L 2.2 1 3.3 ー180.0(3.086J
経 tl C.2 1 6.9. 3.7 S2.B 17.4_1 14.4 1 4.8 F - ll○0.0ー4377

義ト 13地区別
fB HF4flF_ れlJBP_IB I _: JlJB子 l# J丘 lそ の 他 [* L

t O.2/1 4.7 1 15.9.l 1.9 1 41.3 9.5~1,19.A l 2.A 1 3.9 11AO.○

I).l r 4.1 l 18.l l I.9 l 36.9 1 8.9 [ 2l.S l_2.3 T ち.2

轟1-.14最長職IM77■iL-- :.-IE' ..;I■ j.. A IXi■t 73;TEE iF一白i■ーF 一事仲 平 JF ■iJ. 一.1I-t-A E ,J ii1 Lp- .. E5- ..1 命 ‡†

lヨlb一 事 t2●-2ーtIfl18的2l(41■312) (123652ー ー1127ーfJ○1737ーL7851純一 L29859l(1Sl4961 (42lll (1256○39l l356676J)
t Jt A.2 ○.2 6.4 7 6.0 0.4 ~l.3 20.5 O.■ 2,a.6 4.5 日.2 II.3 ■l旦旦iBj2.蔓坦L
樽 ■ 一.ち ○.一 8.8 i IL2 0.2 I.5 17.○ ○.I 19.0 I.ち a.3 18T 108.OiT鎚上し
r - 3_9 LB 1～.I 0.2 2.7 9.1 EI.7 2Ⅰ.A 8.a L7.9 15_○ loo.0一一〇8l
A Zf一_一D.A 8_一 8.0 0.3 1.5 18.0 8.i 22.2 2.8 8.9 L5.0
1■i.JcJ 一.1 0.ち 9.I 3.9 8.2 1.ち l与.8 ○.7 24.3 4.I 8.1 15.I
2地区 1,7 0.7 I.▲ 8 6.2 8.2 I.9 ほ.7 ○.7 19.6 I.9 日.0 ll.2 1担三旦Lj些L
3Jh区 一.7 ○.∫ I_○. 6.9 0.I I.i 18.8 8.3 2I.4 I.ち 6.I 18.5 loo.0(I,353)
一JBtg 3.7 ○.2 I.5 23.9 0.4 0.4 13.4 0.2 15.9 2.2 8.2 川.i 100.○(536
5 地 EF 3.7 8_3 a.I I2 8.8 8.3 2.2 之0.0 0.S 25.1 一.之 l廿.I 7.一 180.tHL128-
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8好 入所理由

(I)第一位 の入所理由

入所規由は､ 当恭 なが ら各推投機朋 の入所案件が反映 している｡

義穫老人 ホーム入所者 の第一位の入所理 由で最 も多いものは､ r家庭事情｣の

84.SXであ り､ ついで r身体陣等Jの19.3X､ ｢住宅亭惰Jの16.OX､ r抜群事情J

の15.6%とな っている｡ 他 の施牧 のようにきわだ って多い理由 と音 うもの披見あた

らないが､ 他養牧 との比較 kよって集積老人 ホーム入所者の第一位 の入所理由の

特徽をみると r軽額亭惰 Jが多 いことである｡

特別義蟻老人 ホーム入所者 の第-位 の入所理由で最 も多 いものは､ r身体障害｣

のCO.9Xであ り､ ついで r蒙磨事情Jの23.SXである. 特朋糞磯老人 ホーム入所者

の第一位の入所理由は､ 特別養鰻老人 ホームの入所褒件が r68歳以上の者であっ

て身体上又 姓､ 精神上著 しい鴨薯があ るために常時の介腰 を必賓 とし､ かつ､ 居

宅 において これを受 けることが歯離 な肴J となって いるために r身体障害Jに特

化 しているのであ る.

軽費老人 ホーム入所者 の弟一位の入所理由で最 も多いものは､ r家庭事情｣の

42.5‡であ り､ ついで r住宅事情Jの‡S.7Xである｡ 構成比で姓 r家庭事情｣が､

一番多 いが､ 軽費老人ホーム入所者の第-位 の入所理由を特徴付 けているのは､

r住宅亭惰Jで串 り､ 軽費老人 ホー ム椴龍 の趣旨に合致 している.

地 区EIで蛙､ 第一枚0人所糧由 として r身体鴨害Jが多いのは､ r2地区Jの

61.6Xやr8地区JdHe.SXである. そのためそれ らの地底では r錬磨事情｣とい

う入所理由が他の糠gk比べて少な くなって いる｡ 一方､ 第一位の入所理由 とし

て r身伴鴨書Jが10‡兼綱 の rl､ 4､ 5地区Jで蛙､ その分 r鷺Jt事情Jが30X
南牧 と多 くな っている●

(2)入所凍由 (義撤回等)

頼位付け された鍵投入所理由を枚数回答 と して とらえなおしてみ る｡ やは り施

毅棲加に書わだ つて回答が生中する項 目が舞 なる●

義震老人 ホーム入所者 の入所理由 として多 いのせ､ r蒙慶事惰J80.7X､ r抜群

事頒JS8.OX､ r住宅単糖J4.8.SXであ る. 樽 射義義女人 ホーム入所者の入所理由

として多いの姓､ r身体事情J84.略､ r蒙艦亭徽Jll.0‡である. 軽費老人ホー

ム入所者の入所理由蛙､ r蜜戴亭俄J6S.OX､ r住宅事惰JSe.eXである.

特徴的な地区は､ 幕鹸化の進展の点合に比べて緒瞥蝉の低い r4地区｣であ り､

r抜群事情｣および r住宅事頒Jが20X食 と低 くな りていも｡ この地区蛙農山村で

あ り住宅な ど物的な傭境姓それ性と瞬亀がないことを示 している.

(3)入所穫由 タイプ

艦牧への入所理由披､ ある一つの規由のこ ともあるが､ 多 くの場合い くつかの

規由が重な り合 って縫投入所に至 る｡ そこで r身伴鴨等J r精神樽亨.Jr掻帯革

構｣ r住宅事柄Jを中心 に考 え､ それぞれ に どの蟻 な獲由が生 な り合 っているか
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によって入所理由の タイ プわ けを行 った｡

｢身体家庭 ｣ と姓､ ｢身体事情｣ と ｢家慶事情 ｣ の両方 を入所理由 に上 げてお

りその内のいずれかを第-位 の理由 としてい る者 の グルー プとす る｡

r樽神家長 ｣ とは､

位以下 の入所理由に

r掻済家庭｣ とは､

位以下の入所理由に

｢経済住宅｣ とは､

位以下 の入所理由に

r住宅家庭｣ と姓､

位以下 の入所理由に

r精神韓害｣を第一位 の入所理由 とL r家庭事情｣ を策2
してい る者 のグルー プ とす る.

r掻済事情｣ を第-位 の入所理由 とし ｢家庭事情｣を第 2
してい る者 のグルー プ とす る｡

｢蕪辞事併Jを第-位 の入所現由 とL r住宅事情Jを弟2
してい る考 のグルー ブとす る.

r住宅事構J を第-位 の入所理 由 とL r奈良事柵｣ を弟2
している肴 のグルー ブ とす る.
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義1-15島牧種別入所理由 (上段は単数回答､下段は複数回答)

身体障害 帝神障書 経済事情 家庭事情 住宅事情 その 他 合計又は母数

養 護 19.3 5.8 15.5 34..3 16.0 9.1 100.0(2,676)
35.5 10.5 53ー0 60.7 48.5 27.6 (2,676)

特 葺 60.9 9.8 1.8 23.5 2.3 1.7 100.0(3,026)
84.6 21.3 ー19.1 71.0 20.5 6.5 (3,028)

軽 菓 2.8 0.2 8.2 42.5 35.7 10.5 100.0( 428)
8.4 2.8 l 22.7 65.0 59.6 27.3 ( 428)

合 計 38.7 7.4 8.2 29.5 10_6 5.5 100.0(6,130)

義1-I,18p-ヰ 区別入所理由 (上段は単数回答､下f削ま複数回等)
身 体能書 精神障害 桂済事 情 家 庭事情 住宅 事 情 その 他 合計又は母数

1地 区 37_3 10.2 5.8 30.1 12.5 4.1 100.0(1.407)59.2 18.0.- 31.0 68,8 36.9 20.2 (1.408)

2 地 区 51.6 8.0 6.5 18.8 8.3 6.8 ㌍㌔紬 600)66.4 21.8 35.1 58.4 34.1 15.3

3地 区. 46.5 6.8 8.3 24.7 9.0 4.7 100.0(1.476)64.6 16.1 35.9 67.5 37.4 ~14.4 (1.476)

4 地 区 39.3 8.5 5.0 33.0 8.8 5.4 I(00;弘 578)64.0 14.0 20.6 66.4 23.7 8.7

5地 区 36.0 6.0 8.8 29.8 ll,0 8.4 lf2Pigi)I.178)54.3 ll.2 40.3 63.5 35.7 25.3

合 計 41.3 7.9 7.2 27.6 10.3 5.7 鶴 21(P.239)

固1･ 5線椴種別入所理由
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4節 入所前住居 の状況

(I)入所前住宅 の所有形捗

地役種別 に地役入所前住宅 の所有形態 をみ る｡ 養棲老人 ホー ム入所者の入所前

住宅 の所有形態は､ 借家が65.0Xと大半 を占めてい る｡ r持 ち家 ｣は､ r本人持ち

家｣が20.SXと ｢世帯持 ち家Jの14.0%を上 回 ってい る｡

特別養蝶老人 ホー ム入所者 の入所前住宅 の所有形態捻､ ｢持 ち家｣が60.1%と多

く､ その中で も ｢本人持 ち家｣が85.8Xと r世帯持 ち家｣ の24.6%を上 回 っている｡

軽費老人 ホーム入所者 の入所前住宅 の所有形鱒 姓､ r借家Jが54.5Xとやや r持

ち家Jを上 回 ってお り､ r持 ち家｣の うち r世帯持 ち家 ｣が26.7%と r本人持 ち家J

のIB.8Xを上 回ってい る｡

地 区別にみ ると農 山村地定 の ｢4地 区Jで ｢持 ち家Jが74.6Xを占めてい るが､

他の地 区では r2地 区｣が r持 ち家｣55.9Xで r持 ち家 Jが多 い地 区 とな ってい

る他 は､ r借家Jが多 くな っている｡ 中で も入所前住宅 の所有形態 の r借蒙 ｣は､

r5地 区J (6l.5%)や rl地 区｣ (57.2‡)で多 くなっている｡

このように入所前住宅 の所有形感 は､ 施せ奄朋 の特赦 や地域 の特徴 を現 してい

る. ところで r身体樽害J r精神浄書Jな どを入所理由 してい る地殻入所者 の入

所前住宅の所有形櫛 比､ r持 ち家Jの此串 が50芳以上を 占めてい る｡ この こと姓､

た とえ持ち家 を取得 して も身体 持寄 や耕神障害を起 こした場合 には､ 現在 の住宅

事情 や制度 の中で姓､ 自宅で生活を継椀す ることが良難 である ことを示 している.

一方､ r抜群事情 J r蒙推事情J r住宅亭棉｣ な どを入所理 由 している絶世入

所者 の入所前住宅 の所有形態 は､ r借家｣の此蝉 が高 くなっている｡ また､ 人所

期蘭が長い牡 とr借蒙 J の比蝉が高 まってい るが､ 脆毅入所な どに よって一且骨

まの実約を解 除 して しまうと再 び契約締持 せ行 うことが非常に困難 で ある. その

ため倍ま契約 の解 除が搬牧生椿の長期化を促 す と考 えられ る｡

(2)入所前住宅 の建て方

地役壌別 に入所前住宅の薄 で方をみてみ る と､ 養穫老人 ホー ム入所者で最 も多

いのは r戸駕 で｣の88.2Xである｡ 他地役 と比較す ると軽費老人 ホー ム と同様 に r
非耐火集金住宅｣が29.7Xと多 くな っている｡

特別糞養老人 ホー ム入所者 の入所前住宅 の建て方 で最 も多いの蛙 r戸建 てJの

60.7Xであ る｡

軽費老人 ホーム入所者の入所前住宅 の壌 て方で最 も多 いの姓 r戸楚 てJ の41.8

%である｡ 他姓役 との比較で姓r耐火集合住宅Jが 14.2Xと多 くなっている事が軽

費老人 ホー ムの特撤 となってい る.

特別糞績老人 ホー ム入所者 の入所前住宅 の建て方で r戸建てJが最 も多 い とい

うことは､ た とえ r戸建 てJでもって も身体機能 の安化 に虫駈 で きなければ娘役

入所 に至 ることを示 してい る｡

地区別に地役入所者の入所前住宅 の建て方 をみ ると､ 農 山村地区の r4地 区｣

で r戸建てJが78.9Xと非常 に多 くな ってい るのが特赦的であ る｡
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(8)居住 を困難 に した住居 の状況

入所理由 として r住宅事件 ｣をあげてい る入所者 に対 して居住 を南井に した住

宅状況 をみ る｡ rその他Jの項 目に回答 している場合が多 いので rその他｣以外

について考 えてみ る｡

ます地役屯別にみてい くと養複老人 ホー ム入所者 の回答 は､ いずれの項 目にも

15%程度 の回答岬で特定 の項 目に集中す るとい うこ と姓ない｡ 特別養穫老人 ホーム

入所者 は､ 最 も多 い項 目が r殺生Jの58.OX､ ついで r狭小過密Jの38.3X､ r役
儀不備 Jの83.5Xとな ってお り､ 住宅 が身体状況 に追払で きな くて入所 に至 るとい

うことをよ く現 している. 軽費老人 ホー ム入所者 姓､ r狭小過密Jが50.6‡と最 も

多 くな りでい る｡ 地役種別にその住宅状況 の違いが特徴 的 に現 れてい る｡

弗一位の入所理 由別に居住 を困難 に した住居の状況をみ るとさらにその理由が

明確 になる｡ r身体Nl書Jを入所の帯一位 の理由 としてい る入所者 は､ 居住 を困

難 に した住居 の状況 を r段盤J (54.5‡)と r役儀不備｣ (83.4X)としている｡

これ 姓､ 特別養頼老人 ホーム入所者 の入所状況を如実に表 して いる｡ r家庭事情J

を入所 の第-位の理 由 としてい る入所者 は､ 居住 を固難 に した住居 の状況 を r狭
小過せ .J (39.4X)としている｡

この ように してみて行 くと､ どの様 な入所理由 と居住状況 との間 に関わ りが深

いかが よ くわか る｡ 特 に入所理 由のいかんに関わ らず居住 を困難に した住宅状況

として r狭小遇せJの羽合が高 く､ 居住開度 の大 きな理 由 とな りでい ることが注

目され る｡
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義1-17施穀種別入所歯住宅の所有形態

J Jl 20.3 14.○ 34.3 ○5.0 ○.7 loo.0(2.328)

O J 35.A 21.6 60.1 38.○ 0.I 100.0(2.291)■■ 18.8 26.7 45.5 54.5 lO).0(tog)

合 fr 27.2 19.9 一丁.I 52.3 0,8 loo.○(S.028)

地 別 所解住宅 所有形態表1-18地区別入所前任宅の所有形】畷
*人けt tI★■ 持 事 7t● ■ t d}▲ 合 計

エt E 18.7 23.7 42.A 57.I LO.4 loo.○(1,m J

2JeE 40.2 15.7 SS.○ 也.○ ○.‡ lob.○(一一S)
3JLE 25.一 18.8 41.2 55.3 ○.● too.0(I.234)

4JLtK 一位.6 3).0 7一.6 8.4 I.9 loo.0(SIC)

SJL尽 28.I u.S 37.8 81.i ○.I loo.Ol 98日

台 71 27.7 Ⅰ9.i 一丁.2 SZ.l ○.7 )0○.0(JI.2911

図1- 7島牧種別入所前住宅の所有形態

固1･ 8地区別入所前住宅の所有形態

表1-20鳥穀種別入所前住宅の建て方
戸 II●rJtA寸一火-令IT'JEt含 T1 ■一 含 Jt

｣u 34.2 29.7 3,4 28.7
一0.6 l6.4 4.8 ー4.2

lf廿 41.8 25.7 L4.2 18.3 JtltLOl一〇9ー

図119入所理由 (方一位)別入所前住宅の所有形態

図1-10施殻種別入所前住宅の建て方
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義1-21地区別入所前住宅の建て方
一戸 t T lJEr 'kI 含 lr.k■ 舟1れ F l* f+

l n 区 l u.3 l Z6.O l 7.9 [24J l10DO OT)
2 n ER l SJ.7 1 19_一 l Z_7 Z 2D_A llQd_0 一A l3JLZKI一5.7rZLSl▲_9EZLn■-nr7Fm]4Jdl区178.9TS.Al0_6E147JIDOOLS】Sr
5 JbⅨZ 41-7 1 2L一 l SJ ー2B_一 lldl)_Q(9ml
書 tt I 小一Sr 22-3 1 5_El l 23J l10D_0(4ー291)

leE)

固1･11地区別入所前住宅の建て方

義1-22:鳶淑租別居雀を背離にした住居の状況 -(巻数回答)
狭′ト'過密 段 差 B殿不良 設備不備 老 朽 化 そ の 他 母 数

義一護 13.3 _ 13,4 9.5 12.6 13.9 68.3 (1.396)
特 養 17.5 40.5 6.3 17.0 6.8 52.2 (1.135)

軽 費 36.g 1.5 4.1 2.6 2.6 63.4 r 268)

義1-23入所理由別居住を耐難に-した住居の状況イ複数回答)
狭小 ､過密 段 差 日曜不良 設備不備 老 朽 化 そ の 他 母 数 .

身休隠者 21.5 ■51.7 15.4 32.2 12.1 42.3 ( 149)
精神障害 20.0 15.0 10.0 10.0 45.0 45.0 ( 20)
経済事価 17.9 3.6̀ 13.1 7.1. 26..2 60.7 ( 84)
衣 虚 事 情 46.4 ll.8 4.7 7.6 -8.1 52.1 ( 211)
住 宅 事 情 25.7 9.4 20.1 21.2 19.2 57.8 ( 448)
そ の 他 12,5 12.5 6.3 6.3 12.5 81.3 ( 16I
合 計. 28.7 16.4 .14.8 18.1 16.6 54.4 (928)
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5軒 舟 る住宅 の有無

地役 に入所 している高齢者 の抱 えている住宅問題 とは どのよ うなものだ ろうか｡

施せ入所老人が､ 何等かの兵件が整 った場合 に地役 を適所 して r舟 る住宅 がある

か どうか｣ *たもし､ r帰 る住宅が無い｣ とした場合それ姓如何 なる理由なのか

を操 ることによっ明 らかにしてみよう｡

地役入所老人の中で ｢舟 る住宅が無 い｣ とす るものは､ 全体 の68.4Xを占めてい

る. ｢滞 る住宅が無 い｣比率 を施吸息別にみ ると養尊老人 ホー ム入所者の場合78
.3‡､ 特別養棲老人 ホーム入所者の場合58.SX､ 軽費老人 ホーム入所者 の場合45.0
‡となっている｡ 対称的に ｢子 どもと同居す る｣ という比事は､ 義震老人 ホーム入

所者の場合 11.8X､ 特別糞棲老人 ホーム入所者の場合22.4‡､ 軽費老人 ホ- ム入所

者の墳合42.8Xとな やている｡ 漉牧 の性格 によゥて r縛 る住宅 が無 い｣ とい う比

事 と r子 どもと同居する｣比革が逆比例 している. すなわち､ r伸 る住宅 の有無｣

は､ r子 どもと同居Jで きるか杏かが大 きな義妹を持 っていることがわか る｡

r滞 る住宅 の無いJ此事を地区別 にみると､ 農山村地坤 の r4地区｣で8l.4Xと

他の地区に比べて非常に低い息 にな ってい る｡ しか し､ 施牧を退所 した場合 の居

住形態 のうち r子 どもと同居す る｣ という此事は､ 19.8Xと他 の地区 と姓ぼ同程度

の比蝉である. つ まりこの地 区では､ 子 ども との同居か r舟 各住宅 の有無｣を左

右 しているわ けで放ない｡ 巌牧適所後の居住形膿 として他 の地 区と比較 して多い

の蛙､ r耕族 との同居J12.7X､ r独居J9.1Xである｡ 立所俵 の居住形鱒の差 は､

義山村地域 に脆牧人所老人の子 とも世代 にあたる中年Jrが少な くな りてい ること

を示 している. つ まDそうした申年階層の地域での械少が､ r縛 る住宅Jの減少

に剛わ っている.

前住宅の所有形鱒朋r鱒 も住宅の無 いJ兄事姓､ r僚まJが78.4Xと非常 に大 e

い. さらに､ r潜まJの場合は､ 適所敬0居住形態の うち r子 どもと同居す るJ

故事が､ lS.OXと非常柾低 くなってお り､ r子 ともと何点すさJ ことが可糖か否か

とい うことが r舟 8住宅の有無Jに非常 に大 きな影響を与 えていることが ここで

も示 されてい る｡ 借家で同居が韓難 であるのは､ 唐衣の一任宅 当 りの延べ面積の

平均が12.884であるのに対 し､ 持 ち家で牲86.92■ (噂和88年 r住宅統‡†嶋査J)

であるという住戸規模を反映 した数字である●

入所理由別の r滞 る住宅の無 い｣比寧卓見 であ る. 弟一位の入所理由を r掻群

書頒｣ としている施せ入所者 の84.4Xが ｢舟 る住宅が無 いJと国等 している. しか

も r抜群事頒Jと r住宅事構Jが密接 に鵬蓮している壌合 は､ r崇蕨事情Jに関

連 している壌食の79.6Xより更に高 く85.8Iの比岬を示 している｡ 住宅 は､ 掻済状

況 と密接な帥連を持 っている｡ モのため､ 巌投入所老人が､ 長 い年月生漬 しせれ

親L,んだ地域で再び生痕を再舛することを倍牛が輯雷にす る. 何 となれば､ 縫済

力がまった く無 くな って しまった脆牧人所老人が糖蜜を錬す こと披､ 性とん と不

可能であるか らである.

帯一位の入所理由が r崇丘事術｣である麓椴入所老人の86.8Xが ｢滞 る住宅が無

いJ としているが､ この息は第-億 の入所理由を他の理 由 としている入所者 と比

較 して最も低 い億である｡ つ まり家庭事俄 という入所理由が入所によって比較的
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改善 されると見て とれる｡ 同居継携 中娃高齢者､ 子 ともともにお互 いの生清を侵

暮 し合 う｡ そのために同居生活が困難 にな ったと想像 され るが､ 高齢者が娘役入

所す ることによりでそう1.,た同居による負屯 が軽叢 書わ たもの と考 えられ る｡ 退

所故 の居住状態を見てみ るとやは り､ r子供 と同居Jが25.SXと最 も高 くなってい

る｡ この庇 姓､ 第-位の入所理由を他 の理由 としている入所者 と比較 しても最 も

大 きな儀であ る｡ r子供 と同居Jで きるか杏かがかつての生清 を再粥できるか ど

うかの鍵を獲 ってい ると言 える｡ これ姓､ 複数回苔で r崇庶事惰Jを入所理由に

国等 している入所者 の r鱒 る住宅がないJ という比率が60.7Xと他の入所理由 と比

べて最 も低 く､ r子 ども と同居できるJ とい う回等が22.SXと最 も高 くなっている

ことにも示 香れている｡

また入所理由 タイ1で とらえでも r蒙巌事情｣が r住宅事惰Jや r抜群事情J

と常連 してい る場合 に姓､ r鱒 る住宅 の無 い｣比蝉が､ 71.1X､ 79.6Xと高 くなっ

ているが､ r身体韓書｣や r精神韓書Jと叫建 している場合には､ r鱒る住宅の

無 いJ比蝉姓､ SOX食 と低 くな ってお り､ r子 とも との同居J可能性 も20Xを舶 九

てい.ち. もし､ 入所射住居において施牧人所 と同棲 にお互いの生活傾城を犯 し令

わない居住兵件が実現 され るな らば､ 地役入所 とい う手段によって生清を中断 し､

生宙環境を激 変 させ る必兼が生 Uなか ったのである. つ まり､ 身体 や精神鴨害に

よる艦艇生清への負担を軽減 させるような住宅が供給で きていたな ら施牧入所は

なか った駅で ある●r蒙農事惰J と r住宅事慎｣が供養 している場合 につ いても r子 どもと同居す

るJ可能性が糾.7‡と菖 くなサている. しか し r鱒 る住宅が無 いJ比蝉が､ 71.lX
と高 く､ r住宅専惰｣の影雷の犬 舎さを示韓 している. これ姓､ r住宅事情Jが

非常 柾舞慕 な場合 は r鋼 る住宅 がないJが､ それ枚 とでもなければ､ 蝿職人所に

よって蒙艦環場や人職鴨優が改善 され ることを示畦 している. この場合にも当初

か ら r住宅事情Jが隻 やていれば､ 脆毅入所蛙不必叢であった と言わざるを得な

い｡

入所期MI朋 に r鱒 る住宅の,無 いJ比蝉を見てみ ると､ 入所期 間が r2年末綱.J

であれば56.2Xであ るが､ 入所期MIが長 くなる捉載 せて r鱒 る住宅の無いJ此岬が

高 まり､ rlO年以上Jで76.】ほとなりていも. r子 ども との同居Jの可能性 は､ 達

の機子 を示 し､ r2年末構J では糾.11であるが､ rI8年以上｣では14.OXと減少

している. 家庭内での冨胸毛の地位 が入所柵閥の長 さとともに低下 し､ 人所期問

が長 くなればかつての地位を国後で きないことを推察させ る. その括兼が､ r狩

る住宅 が無いJ ことにつなが ってい る.

身元引受人朋に r鱒る住宅 の無いJ比率をみると､ r配偶者Jである入所者の

みが16.1Xと過半数 を下回 ってお り､ 適所後払r夫婦Jで同居す る (27.0‡) こと

にな 19でいる. 身元引受人がなかりた り他人であ る場合 に蛙r鱒 る住宅がないJ

比率は､ 80X以上の有事 となる｡ 身元引受人 と r舟 る住宅 がないJ比蝉 との関連は､

身元引受人 と蝿役人所老人 とのつなが り及 び身元引受人の年鵬 に左右 舌れ る. つ

まり､ 身元引受人が r親 Jや r兄弟 J な どのよ与良高齢の鴇色に姓 r鱒る住宅が

無 いJ比率が高 くな るが､ 配偶者な どのよ うに非常 に強 いつながりのある場合に
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は､ ｢舟 る住宅がない｣比率 は低 くなる｡ 身元引受人の年齢が低 くなれば ｢帰 る

住宅がない｣比半柱低 くなるが､ ｢実子｣では52.2‡､ ｢養子｣では61.4%と高 く

なっている｡

入所前居住状態が､ r子供 と同居J r親族 と同居J r夫婦で同居｣の8つの場

合､ 比較的 r帰 る住宅がないJ 比串が低 くなってい る｡ とりわけ r子供 と同居｣

していた場合 は､ 退所後 r子 どもと同居Jす る可能性が50.4Xと高い｡ r親族 と同

居｣ していた場合は､ 退所鼓 も再び r戟族 と同居Jす る可能性が34.8Xと多 い｡ と

ころが､ ｢子 どもと同居｣す る可能性が4.4Xと低 いために ｢井 る住宅が無 い｣此

串は､ 59.OXと r夫婦で同居｣等 と比べて高 くなってい る｡

上妃の椿乗か ら ｢高齢者の革 故入所 によって子 とも家庭 の居住状態 が改善 し､

高齢者が再びもとの住宅で生清でさるJ とい う状祝が読 み取れ る. そ うであるなI
らば､ 老人 ホームが生清 改善 に役割 を果たすの姓､ 特定の入所前居住状感の場合

であるとい うことが嘗える.
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義1-24篤叔種別帰る住宅の有無
一■ ム i一■ q上し * 打子 と t一と - - ど A -- I モ の-IJ ll.0 5.7 0.A 3.3 0.○ 7-.3 lob.0(2.7一別■■ 22.4 lO.8 3.3 3.6 I.‡ 58.i loo.○(3.帆 )I* 42.8 6.7 ○.i 1.7 3.2 45.○ lq).○(一〇2)

e r lJ.7 L3 2.0 3.I I.2 ■I.一 IdDJDILl25)

g帰る偉容 有無義1-25地区別-帰る住宅の有精
一i も Jr qlJt L, e *一千EtIと L Jlと 実 一■(,1■■∴一･tの-

lt 氏 l7.2 5.9 ).3 ○.○ ○.3 1 74.4 l恥.○U.一〇日
2I 丘 16.8 8.9 ～.○ 5.○ ○.5 +.I 10.○(6d)
S■■ ZB.4 8.i ≡.1 2.I ○.I 6.1 loo.0(1.d71

4JL:LlJ.3 12.7 3.9 D.1 3.○ Sl.一 lob.8(SPIISJL ■ lユ.○ 7.0 1.8 1.I I.○ 72.I ldO.○(1.1一〇)

義ll27入所甥由別帰る住宅の有無

■■ Sf LtJu 雌 _JY b l JIJIJrtL■■ーl舌 かキビtIと■JEと - .-Jr I,I't の ttl

*●H■書 I.○I.I LJ 3tI 3.○ I.5 64.9 fd).○tZn l○.1 2.8 3.? I.3 糾.7 O.一丁一I

+- + 7○7 B.I 2.7 3.A ○.7 恥.一 ioDiTi)--2)7.7 3.○ 4.3 ○,一 62.8

JL+J- 8133! i:i 4.2I.2 0.A2.○ ○.～○.I 一一.I77.2 熟 覧ld l

書JfJIdf 2522～a l○▲ tI 43 I.‡ 56.i 00.0日.737)9:6 2:3 ユ:7 l.‡ 40.7 3,912)

d:宅Id tS72 56 85 I.3 0.a 78.1 loo.0(623)IS 6:2 o:9 I.I 0.8 . 7一.1 .(2.126)

そ の k 8937 4.2 0_6 3.6 0.9 糾.○ too.0(337)

図1･12島牧種別締る住宅の有無

図1-13地区別帰る住宅の有無

固1-14前住宅の所有形態別帰る住宅の有*

図1-15入所理由別締る住宅の有無
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■■ 1 Lf g= If q
･事_yもとll Jt と 実 一書 粗 度 Eそ の 一 .-脚Jl 21.g ll.4 3.7 4.0 Z l,4 57.7 100.0(I,6281

AL書t■ 12.7 5.7 1.9 79.6 l恥.0(137)
JE書住宅 ○.○ 2.8 i.- 85.6 100.0(1417
こ-1一.- 20.7 7.8 l 0.1 71.1 100.0(242)

表1-29人所期間別帰る住宅の有線
一■ JL 一一 要 一r れ I_q L * *手Et>とlf:71E- I-", :-- そ の 一■

- 16 24.0 i.一 3.5 5.8 lJ 56.2
'L-3+ ZD.0 8.3 2.Jl 3.i I,5 !84.3 100.0(1.698)
4.-54 l7.8 I.4 I.8 3.8 ○.I 6.a 100.0().034I
6.-7+ 18.1 ･8.8 I.1 一.I l二l 87.5 loo.○(717)
6.-8+ 13.2 6.i I.7 2.○ I.1 75.1 100.0(5371
l帆 1上 14.0 7.○ 0.3 I.2 I.1 78.I loo.0( 93S)

義1-30入所瀦居住状態別帰る住宅の有無

図1-16入所理 由タイプ別帰る住宅の有無

国1-17人所期冊射締る住宅の有無

鳴 る 佳 索 有 り 無 し 合 計
子どもと 親 族 と 夫 婦 独 居 そ の .他

子どもと 50.4 3.9 1 0.1. 0.6 0.4 44.6 100.0(1,348)-
親 族 と 4.4 34_3 守.5 1.0 O_8 59.0 100.0( 615)
夫 婦 15_2 3.9 26ー2 3.7 2.5 48.5 100.0( 355)

独 居 8.5 4.8 0.1 8.5 1.4 . 78.7 loo.0(1,676)

病 院 15.0 8.0 1.1 2.3 1ー4 72.1 100.0(1,150)
施 敵 12.4 7.5 1.6 2.0 0.8 75.7 100.0( 507)

そ の 他 4.1 2.2 3.4 90.3. 100.0( 268)

帰 る 字 幕 ~有 り 無 し 合 計
子 どもと 艶 族 と 天.棉 独 ._居 そ の 他

･J1=- - - - 14t3 - 85.7 100.0( 7)
配 偶 者 16.3 7.7 27.0 i.7 0.9 46.4 100.0(233)
兄 弟 0.4 13.3 0.3 4.0 1.1 80.9 loo.0(924)
義 兄 弟 1.6 17.0 1.6 3.9 4.7 71.2 100.0( 129)
菓 子 37.0 5.4 1.8 2.9 8.7 52.2 100.0(2.571)
義 子 24.3 8.8 0.7 3.3 1.5 61.4 100.0(一547)
観 戚 0.8 13.4 0.4 5.0 2.2 78.2 100.0(1.149)
そ の 他 1.8 0.9 - 3.5 1.8 92.0 loo.8(226)
無 し 0.5 0.5 - 2.5 - 96,5 100.0(203)
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8仲 井 る住宅 の無 い理由

滞 る住宅 の無い理由を入所理 由の身体事情 ･精神事情 ･ま度事情 ･抜群事情 ･

住宅事情 ･単身 ･その他の 7つの カテゴ ])一に分焦 してみる｡

r身体事情J とは､ 入駿 ･身体障害 ･事椅子や牧 による歩行 ･歩行不能 な どの

身体的状況によって家族の介嶺 が困難 で在宅生活が厳操 で きな くな ってい る状況

を示 している. 身体 の状況が､ 自立 した生帝 を困難 にしていることはもちろんで

あるが､ 家庭で介穫 できないために在宅生清が困難 とな ってい る｡

r精神事償Jと練､ 精神障害 ･痴呆 などの症状 によって家族 の介横が困難 にな

り在宅生活がで きな くなってい ることを示 してい る.

r板塀事情 J と姓､ 寝坊的困難 ･高齢のために就労で 専な くなった ･年金 など

を含めた収入が無 い ･扶養者 に扶養能 力が無 い ･扶養者 の年金で生括 していた ･

生帯鋸榎を受 けていた ･扶養者 も生括困難 ･扶養者が定職 についていない ･サ ラ

金に追 い立て られている ･tq居肴も掻済的に生括困難であ り同居を拒否す る な

どを義妹す る｡r家庭事情J と姓､ 豪族や親族 との人何槻儀が寒 く､ 同居を拒否 されている｡

賓当な引取 り手がいない ･義姫 暮れた ･実子 が暴 力をふ るう (酒乱 ) ･子 どもが

遺方に行 っている ●扶養鷺儀が無い ･介緩着 や同居者が いな くなった ･介穫考や

同居者が高齢や荊先 である ･介犠考が椿姫 したり仕事を していた り実介績人を抱

えていた りしている と音 うことを示 している｡

r住宅事情 Jと姓､ 住居が無 い ●住み込 み ･鹿家 ･狭小 ●立 ち遺 書 ●鏡央 ･擁

牧で暮 らしていた などを義妹する｡ 住宅事冊 と姓､ 本人の場合 と同居者や身元

引受人の場合の再方を義妹す る.

r単身｣ とは､ 身鴨 りが無 い ･夫婦で入所 ･子 ともが遺方 な ど老人が生活に

様々な生活支雄を受 けられない状態 を薫味す る.

rその他Jとは､ 入所老人を取 りBElむ様々な状祝 に関わ らず老人 自身が在宅生

活の豪儀を持 たない状況を義妹する●

次 に朗腐をよ りキ く頼 り下げ るために r舟 る住宅が無 いJ入所者 について上だ

の分類に従 ってその属性 を とらえる.

鮭投種別に とらえてみると､ 義蟻老人ホー ム入所者の r鱒る住宅 が無い理由J

で主 なものは､ r抜群事輔JのSS.SX､ r単身｣の8!.Sl､ r住宅事情 Jの82.8Xと

なっている. こうした搭乗か ら､ 在宅生浜 には掻洪庵鴫 ･住宅保韓 ･地嶋 での生

括支銀 システムの正賓性が総義 させ られ る｡

特別糞蟻老人 ホー ム入所者の r# る住宅 が無い理由Jで主な ものは､ r抜群事

t#Jの15.6X､ r身体障害Jの45.1Xである｡

軽費老人 ホーム入所者の r鱒 る住宅 が無 い理由Jで主 なもの蛙､ r寝坊亭併J

の89.9‡と r単身Jの84.81であ る｡ r軽費老人ホーム姓､ 無料又は低額な料金で

考人を収容 し､ 拾食 その他 日常生括上必夷 な便宜 を供与す ることを 目的 とす る幾

枚J (老人村祉地帯14集4項 )である. 一般 的に軽費老人 ホームは､ 高齢者住宅

の代替 とな り得 る鮭牧 として とらえられてい るが､ r鐘済事情 ｣や r単身Jな ど

の r労 る住宅が無 い規由Jか らとらえるな らば､ 養横老人 ホー ムとともに救貧的
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援助浪椴の性格が強 いと昔 え与.

B地役に共通 して主な理由姓､ r掻済事情｣である. これは､ 高齢者の特赦の

-つである低所得 の現れである.

r舟 る住宅が無い理由Jを地定則 に とらえると､ どの地区で も r掻済亭惰.Jが

非常 に多い理由 となっている. ところが r4地区｣で蛙 r経済事情J が25.8% と

少な く､ r住宅事情 Jが34.1Xと多 くな っている｡ この地 区で r住宅事情｣を帰 る

住宅の*い理由にす るということは､ この地 区が農 山村地区であ り遇疎化 によっ

て住宅 そのものを物理的に維持す ることが鼠難になりてい ることが推察 され る｡

入所理由 として r住宅亭惰Jが比較 的少ない地区であせたのに滞 る住宅が ない理

由 として住宅事竹が上げ られている とい うことは､ 住宅胡鋸が非常 に個別的に現

れ るということを示 している. r住宅事情Jの回等鎖姓､ r住居が無 いJ (Il件)

､ r住むことがで 書ない｣ (6件 )､ r住み込みJ (S件 )などであ る｡

甘住宅の所有形態朗にみると r身体障害J ｢精神韓奪J r抜群事情Jkついて

姓､ 樽 も獣の地雷が貫 くなっており､ 肴蒙姓 r住宅事構 J (Sl.7芳)が慕い此岬を

占めている. これ らの触鐘蛙､ 持ち家を取得 して も身体 鴨書や経構亭精の癌化の

ために生活が的難になることを示 している● 一方借家杜､ 契約 を-且解消 した場

合に再契約す ることが幕鮒者で蛙困難であ ることを示 している.

鼻元引受人潮に r鱒 も住宅が無い理由Jをみてみ る. r住宅事債Jを理由 とし

ている入所者¢歳事が､ r実子Jで88.1X､ r義子Jで$8.6X､ r紀綱看Jで60.6
‡などとな りでいる. 入所者 とつなが りの強 い身元引受人であ t>ても生頼め墓轟で

轟もr住宅事慎Jやそれ と縛濃の強 い r縫構亭惰J¢義 牝kよゥて縛 る鍾宅が無

くなることを示 している.

次に､ 入所理曲射に r蝉 各住宅が無い理由Jを見 ることkよサて絶牧人折 によ

ゥて改善 された点､ 故替されない点を窮 らかにt.よう.

蒙す入所理由を r身体蝉奪J としている入所者 kついてみよ う.

第-位の入所理由を r身体■専Jとして lヽる入所者が､ r帰 る住宅が無 い理由｣

として最も多 く上げているの捻 r身体鴨事)の46.7Xである. ついで r鳥浜事情｣

の88.2X､ r半身Jの83.OXと.な っている. 複数回等の中で r身体鴨喜Jを入所理

由としている者についてふても r身体障害J r魚鱗事惰J r単身.Iが 8大理由 と

なっていろ. 身体韓害が固壌 L.なか った 中宮撫 しても在宅 で生活で 奮ない状祝､

蕎鯵のための経済的酪窮､ 早舟などが相 蒙りて鱒 も住宅か無い という状況 k織 っ

ていも. こうした事態姓､ 荷船者に特有な耐熱であ り簾毅入所がそれ らの ことに

なんら改善効果をもたらさない事を示 している.

入所理由を r糖押棒専 J としている入所者 についであ る. r精神鴨専｣を弟一

位の入所理由 としている入所者の中で最 も多 い r鱒 各住宅が無 い理由J姓､ 88.9
Xの r精神幹事Jである■ 枚敢固着の中で r梼神捧音Jを入所理由 としてい る者に

ついてみると､ 第一位が r抜群事偶Jの82.9X､ ついで r掃神緯専Jの27.1Xとな

っている. r耕神障害J も糠浪人所 によって改尊 書れないことが示 されてい る.

入所理由を r抜群草餅J としている入所者 についてみてみる｡ 帯一位の入所理

由としている者についてみてみ ると､ 滞 る住宅の無い最大の理 由は､ r単身Jの
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40.SXである｡ 繊撤回等 の中で r掻済事情J を入所理由 と してい る考 についてみる

な らば r鐘済亭債 ｣の35.8%､ r単身｣の$5.1Xが多 い理 由 とな ってい る｡ r掻済

事情 ｣についても地役入所 に よって改尊 され る償 向にな く､ 絶世入所 中に半身世

帯 とな るな どして ます *す入所前の居住地 での生清 を歯 難 とな らしめている｡

r家庭亭債 Jを入所規由 としてい る入所者 についてみ る｡ 弟一位 の入所理 由 と

して いる苛 性､ r経済事情 Jを舟 る住宅 が無 い理由 としている入所者 が60.9Xと最

も多 い. 入所理由を複軌 国事 で とらえると r抜群事情｣ が52.2‡で最 も多いのは変

わ らないが､ r身体尊書 Jが81.OXとやや多 くな ,>つてい る｡ r家庭事情｣は､ 施

毅入所 kよゥて改替 され r鱒 る住宅 が無 い理由｣ と しては姪 とん どあげられてい

ない｡ 替わ りで r経済事情Jが鱒 る住宅を無 くしてい る｡

r住宅事情Jを入所息由 と してい る入所者 の r鱒 る住宅 の無 い理由Jをみてみ

る｡ r住宅事債Jを第一位 の入所理由 に して いる考 についてみ ると､ r舟 る住宅

の無 いJ最大 の親 由棟18.7Xの r住宅事償Jであ り､ 帯二位 は89.8Xの r軽済亭惰J

であ る● 複数回等 の入所理由をみ ると､ 第一位が40.8Xの ｢掻済事情 ｣､ 第二位が

86.6方の r住宅事情J､ 弟三位 が80.9Xの r半身Jである｡ この ように r住宅事情J

は､ 脆牧入所 によ っても改善 寄れす､ r軽済亭償Jや r阜hJとともに鱒 る住宅

を無 くして しまう●

入所理由 タイプ朋 にとらえる と r身体家鮭 タイ プJで は､ r掻済事情J58.4X､
r身体縛専J47.8X● r糖神家庭 タイ プ｣では､ r抜群事情J86.6X､ r精神韓害｣

28.8X｡ r身体隷書J と r精神障害｣ について姓畿殺人所 によゥでも改善 されてい

ない. rま庶事俄J披､ r身体家庭 タイプJ r精神家慶 タイプJともに r縛 る住

宅 の無 い理 由｣ と して1.4Xと非常 に低 く､ 地役入所 によ って改善 して いると考 え

られ る●

しか し､ r抜群家庭 タイプJ姓､ r鐘済事情Jが86.8Xと伸 る住宅 の無い理由の

蘇-位 で姓あるが､ r住宅事債Jが26.SX､ r崇農事惰 J が28.8X､ ･r単身Jが22
.梢と他の理由も高 い此岬 を占め､ 広龍 田な理由によりで舟 る住宅が無 くな ってい

ち. 継投入所 に よって r掻群書頒J及 び r家 庭串柵J ともに改尊 さわ た とは考 え

られ ない.

r綴済住宅 タイ プJ杜､ r早舟Jが4S.宅‡と第一枚の縛 る住宅 の無 い理由である.

r鎧清書傭J r住宅 鴨惰 J も鱒 る住宅 の無 い理由 と してそれぞれ28.OX､ 24.OXと
かな りの ウェイ トを占めてい る. ここで も r経済亭鴨J r住宅亭惰｣ 蛙､ 臓毅入

所 によって改善 され ていない.

r住宅牛虎 タイ プJで蛙､ 舟 る住宅 の無 い最大 の理由が r抜群事傭｣の55.SX､
第二位が r住宅串償 Jの89.6X､ 第三位が r身体 障害Jの$2.9Xである｡ r崇軽事

構 J姓､ Il.6Xと他 の人所理由 タイプと放牧 して､ さ捜 ど大 重な比寧 ではな く r身

体事柄J及び r住宅事伸 Jに よ って滑 る住宅 が無 くなって しまってい ることが示

されている｡

-44-



義1-32巌毅雀朋頼る住宅のなむヽ領由 (複数回等)

身体障害 昔肯神障害 経済事情 家庭事情 住宅事情 単 身 そ の 他 母 数

* # 17.8 3.0 l 35.5 10.8 32.8 33.5 2.6 1,815
特 養 45.1 8.2 45.6 0.9 18.0 24.6 1 1.2 1,624

軽 集 1.1 盲 59ー9 0.5 12.3 ! 34_8 2.1 187
合 計 29.2 ! 5.2 41.3 5.8 25.2 29ー6 I 2.0 3,626

表1-33地区別称る住宅のない理由 (複数回答)

身体経書 帝神障害 !経済事情 家庭事情 住宅事情 _単 身 そ の 他 母 数

1地 区 29.8 7.2 49.0 5.2 20.9 .!27.8 I 1.5 1,008
2地 区 36.7 3.5 37.5 3.5 23.a 24.6 2.3 395

3地 区 31.4 6.0 ー 40.2 r 7.2 25.7 27.7 2.5 920
4 地 区 35,8 3.5 I 25.8 1.7_ 34..1 24.9 2.6 229
5地 区 25.7 4.2 40.7 7.4 26_5 37.2 1.5 793

義ll34前住宅の所有形態別頼る住宅のない甥由 (複数回等)

身体椿事 ##F*S 経済事情 寮虐事情 住宅事情 単 身 そ の 他 母 数

本人持豪 31.8 5.9 43.1 3.7 22.1 23.2 1.5 538

世事持家 28.9 ‡ 7.4 54.7 4.9 13.2 13.5 2.7 408
持 衷 計 30.5 6.6.!48.1 4.2 18.3 19.0 1l 2.0 946
倍 轟 24.3 3.-0 37.3 7.7 31.0 34,7 ■ 2.6 1,814
そ q)他 31.3 50.0 6.3 12.5 12.5 16

合 計 26.隻 4.2 41.壁 6.5 26.5 29.2 】l 2.0 2,776

義1-35入所嘩由別帰る住宅のない理由 (複数回等)-

身体障害 45.7 2.1 .38.2 2.8 23.6 33.0 1ー3 1402
41.2 2.6 42.5 3.3 23.2 31.8 1.5 I2,㈱

･精神障害 17.3 35.9 26.4 1.8 18.0 22.2 0.4 284
20.4 27.1 32.9 2.5 21.7 23.3 2_1 520

経済事情 15.1 2.2 28.5 21.9 22.7 40.3 3.8 365
24.5 2.9 35.8 12.2 28.3 35.1 1.9 1447

家庭事情 23.3 3_2 60.9 4.7 15.9 22ー3 I 2.5 ▼831
31.0 3.9 ･52.2 5.4 20.4 24.5 2.0 2,106

住宅事情 17.4 1.4 39.5 6.8 48.7 21..6 0.5 425
22.5 2.4 40.3 8.7 35.5 30.9 1.3 1,402

そ の 他 10.7 5ー9 30.0 7.1 35.2 40.7 5.9 253
21.3 3.3 39.0 8.5 30.6 35.8 2.8 790
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義1-36入所者由タイプ朋滞る住宅のない理由 (複数回等)

身体障寄 精神障事 経済事情 家庭事情 住宅事情 単 身 そ の 他 母 数

身体家庭 47.5 2.1 58.4 1.4 12.6 25.3 1.8 872
精神家庭 15.5 26.8 36.6 1.4 16.9 23.g 71
経済豪庭 7.8 1.0 36.3 25.5 26.5 22.5 4.9 102
経済住宅 9.6 2.9 25.0 19.2 24.0 45.2 1.0 104
住宅家庭 32.9 0.6 55.5 ll.6 39.6 9.8 0.6 164
合 計 37.9 3.2 52.5 5.9 18.2 24.7 .1.8 1,313

義1-37人新前居住状態別舟る住宅のない理Ebp (複数回等)

身体障専 将押棒賓 経済事情 家磨事槽 住宅事情 単 身 そ の 他 母 数

子どもと 33.1 8.4 81.9 6.0 14.5 5.5 1.9 580
親 族 と 24.5 5,5. 53.5 8.3 17.1 20.5 1.2 327
夫 婦 30.0 8,8 58.9 3.8 18.1 ･19.4 1.9 160

独 居 25.0 3.5 31.7 6.4 28.6 41.7 2.0 1,130
病 院 39.3 5.2 40.3 3.4 24.8 31.2 2.1 754
施 穀 31.1 5.2 35.2 -6.3 29.4 33.1 2.9 347
そ の 他 13.7 2.4 25.6 9.0 45.5 36.4 1.9 211
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第 8草 地牧入所老人の入所過程 にみ る住宅 閉居

1仰 綱査 の概要

(1)綱糞 の 日的

従来､ 高齢者 に対すろ材祉 姓､ 娘役 を中心 に行 われて きた｡ 高齢化 の進展 に と

もない地役 を必賓 とす る老人が増大 してい る｡ 地役 も青果 に合 わせ て建牧 されて

きたが､ 蕎宴 の増大 には追 いつ けな くなった｡ 財政バ ランスの触れが､ 高齢者祐

杜の重点を従来の地役中心か ら在宅村牡へ と移行 させて きた｡ この ことが きっか

けとなって最近祐杜 の中で住宅が注 目され るようになって きた｡ 住宅 がは じめて

物 としてだ けでな く､ 医療 ･浦牡 とのつなが りの中で鳶職 され るよ うにな った｡

医煮 ･祐祉 を充実 させ ようとす るな らば､ その基盤 とな るべ き住宅 が毛償 され

ていなければ鷺味がない. 従来のよ うに住宅 を無我 して おいて医療 ･祐牡 を進め

ようとす るな らば､ 膨大 な散 の補祉 を必東 としてい る老人が､ 補足 な祐牡 を受 け

ることな く放覆 され ることにな るであろ う.

では､ 在宅 で生椿 を挽 け､ 稚拙を受 けるために蛙､ 住 宅 はどの よ うな機能 を儀

えていなければな らないであろうか｡

本綱糞では､ 住宅が生活 の基盤であ るとい う免職 にたち､ 施投入所 にあた り住

宅が どのよ うな役割 を果 た しているのかを明 らか にす るために､ 次 の 3点を明 ら

かにす る事を 目的 としている.

ます第- に､ 地役入所者の属性を明 らかにす ること●

井二 に､ 施せ入所 にいた る過程 を明 らかにす ること.

第三 に､ 地役入所 にいたる過程 に住宅 が どのように舛わ つてい るか を明 ら

かにす ること●

(2)網糞 の方法

常連 したよ うに､ 綱主対象 となるべ 島老人繊牡線牧姓､ 特朋養複老人ホーム､

義犠老人ホーム､ 軽責老人 ホームの 8線があ る.

茨在､ 最 も帝東が高い特別養穫老人 ホー ムの入所案件 は老人神社法 では､ r65
歳以上 の者であって身体上又は､ 椅押上著 しい陣青 があ るため に常時の介榛 を必

棄 とし､ かつ､ 居宅 において これを受 けるこ とが絹難 な者J としてい る. 前述 し

たよ うに特別養績老人ホーム入所者の入所理 由捻､ 心身状況が中心 となっている｡

そのため､ 入所者の中に姓､ 軽 たきり老人や痴呆性老人 が大半 を占め ることにな

る｡ このよ うに特朋糞績老人 ホームで姓､ 直捷鮭漁入所者 に舌 を畔 くことが斡難

である.

糞穫老人 ホームの入所案件 姓､ 老人耕祉法 で r6S歳以上 であ って､ 身体上苦 し

く姓掃押上又 姓頚境上の理由及 び掻清的理由 によ り居宅 において養蝶 を受 けるこ

とが解離な者｣ とな ってい る｡ つま り掻群的理由 と心身収税､ 家族 ない し住居の

いずれかの8Lみ合わせが入所夷件 とされてい る｡

軽費老人 ホーム姓､ 老人祐牡法上 で r無料叉蛙､ 低額 の料金 で老人を入所 させ､

絵食 その他 El常生括上必棄 な便宜を供与す ることを 目的 とする糖投Jと親定 され

ている. 入所東件 は､ 昭和47年 の社会局長溝知 r軽費老人 ホー ムの牧儀及 び漣嘗
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についてJに規定 されている｡ A型､ B型 ともに共丑す る菓件 として年齢 につい

ては､ 60歳以上叉 姓60歳以上の配偽者 と共 に利用す る者 となってい る｡

A型独 自の入所菓件姓､ r生活費 に充て ることので きる責産､ 所得､ 仕送 り等

叉 は､ それ らを合算 したものが､ 基本利用料 の2億 に相 当する頼程度以下 の もの

であ りで､ 7.身寄 りがない菅又 姓､ ィ.家庭 の事情 によって家族 との同居が困難な

考J と規定 されてい る｡

B型独 自の入所実件は､ r崇膳環境､ 住宅亭僧等 の理 由妃よ り居宅 において生

活す ることが輯難 な考 とす るこ と｡ ただ し､ 自炊がで きない程度 の健康状態にあ

るものを除 くJ とな っている.

各地投の入所東件 か ら判断 し､ 入所 にいた る過程 を入所者本人か ら直接 聞 き取

り､ その遇程 と住宅 の鱒わ りが とらえられ易 い糖椴 姓､ 養穫老人 ホー ム及び軽費

老人 ホームである｡

帯2章で明 らかになったよ うに､ 業績老人 ホー ム入所者 の r伸 る家 の無 いJ割

合姓､ 他の施椴 に比べて非常 に大 きいもの となっている. そこで本欝査について

姓､ 特 に､ 掻済事情､ 豪族其件､ 住宅案件､ 心身尊書豪件 がか さな りあい､ 最 も

条件 が厳 し くな る義雄老人 ホー ムを対象 とす る.

暮 ら しは､ 都市や地域 の性格 や発展 の経緯 に左右 され る｡ 特 に､ 第二次世界大

戦､ 高良掻済成長期､ *イル シ rックな ど大 きな抜群の変動を掻験 してきた現在

の老人 姓､ 都市の成長の影響 を大 き く受 けている｡ そこで､ 都市の性格を配慮 し

て核当す る地域 を潰走す る｡ 甘市あ るいは地域の性格 姓､ 地域 のおかれてい る位

龍 によ って異 な って くる｡ 地域 は､ 次 のよ うな8つ に大 き く分 けるこ とがで きる｡

すなわ ち､ 地域 の中壌 となる8市､ 中域都市近郊の称外都市､ 更に部外者市 の外

鯛 に広 が る農村地域 であ る｡

地域 中核寄市 とは､ 地域の中核 として産業 ･政治 ･情報 の中心 とな る都市 であ

る｡ 掻辞の発展 と共 に員Rl地域 から人 口を吸収 し､ 現構 を どん どん拡大 して きた｡

第 2次世界大戦の被次によって人口姓､ 角立地域へ の疎開 などで減少 した｡ 高度

経済成長期 には､ 急激 な人口増 を鐘 験 し､ 低成長期 に姓失業者 な どが集積 す るな

ど人 口の集 中が さまざまな#市 閉息 を起 こ している｡

申せ #市近郊0滞外書市姓､ 高点犠済成長期 まで姓､ 農村地蟻的性格を有 して

いた｡ 帯皮鐘済成長期に中核都市及 び都市嶋への人口集中の圧 力が有 まり､ 人口

の受 け血 と して郊外馨市 は､ 住 宅都市 としての性格 を持 ってきた｡

農村地域 は､ 高圧掻坊成長期 を漉 して､ 地域中横幕市 に人E3を供拾 して きた｡

そのため､ 地城中横寺市や近郊群市 に住 んでいる現在の高齢者 の出身地､ ふ るさ

ととな りでい る｡

以上 の分類 に従 い兵蝉県下 で牧村すれば､ 地域中壌尊市 として政令瀬定都市で

もあ り県庁所在地 である神戸市が考 えられ る｡ 手綱釜では､ 地境中核群市 として

神戸市 を位世づ げ､ 近郊 の郊外寄市､ 農村地域をそれぞれ牧村 し､ 宝噂市及び氷

上群 と した｡

網査施改 姓､ 管理連嘗 主体 に綱査協力が得 られ た 8線投 とした. 地域中核群市

に位僚す る地役 として神戸市義民の六 甲台 ビラ､ 郊外都市 に位せす る地役 として
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宝塚市の枯寿宅､ 農村地域 として氷上榔氷上町の青葉我 の 8地役であ る.

銅査方法 姓､ 網査表を もとに直接入所老人 に宙 を聞 く､ ヒア ])ング方絵 を採用

した｡ ヒ丁 ])ング場所は､ 推投 の役儀状況の遣いか ら､ 有井宅 では､ 高齢者 自身

の居室､ 青葉荘及び六甲食 ビラで蛙､ 両金宝 に高齢者を招 いて ヒア t)ングを実施

した｡

尚､ ヒア T)ングの対象者は､ 地役側 より対応が可能な肴を遭 出 してもらった.

嘱査時期 は､ 1989年 11月か ら12月である｡ 網査対象者 姓､ 88名である｡

2軒 1査対象者 の鞭豪

(1)年齢 ･性別

綱査対象者58名の平均年鵬は78.8歳､ 最年少姓68歳であ り､ 最高齢は93歳 であ

る｡ 入所者 の高齢化による養穫老人 ホームの特別養腰老人 ホーム化が義輪 されて

いるが､ 18.8歳 とい う高い平均年厳 がそれを義付 けている.

線峻別に年齢の善興せみると､ 樽舞茸で最 も年 鵬が布 く､ 88鐘以上 が5人 で81

.8方を占めている｡ ついで六甲食 ビラでは､ 88歳以上が 8人であ るが､ 80-84歳で

6人の33.8‡を占めてい る. 綱査対象者が最 も若 いの捻､ 青葉狂 で65-69歳 が 5人

で28.8¥､ 70-74歳が4人で21.1Xと71義以下で半数近 くになる.

性別では､ 男18人に対 して女88人 と､ 女性 の方が多 くなっている. 祐舞茸で蛙､

弟4人に対 して､ 女 12人 と､ I:3の比率にな ってい るが､ 他の2簾椴 について も､

第は劃ほに網たない●

(2)入所年､ 入所年数及び入所期間

入所年は､ 昭和小串か ら昭和84年 嚢での28年闘捉わた りてい る. り 蒙り入所期

肘も 1年末縞から20年闘J*で¢20年 に及&広が りを糟 やている. 平均入所年 杜､

唱和58年､ 平均入薪樽何 姓､ 8.8年である.

入所年鹸 蛙､ 80歳から88歳 までの広が りをみせ､ 平均入所年数蛙､ 72.2歳 であ

ち. よ く音われ ることであるが､ 老人 ホーム吐､ 単一の階層が生頼 しているわけ

で姓な く非常 に幅の広い年鯵鳥が生話 しているのである. 入所時点において厳に､

18歳の年鴨差が生 じている. 人所期筒や入所年も20年の幣 さが島も. 貴在年 齢で

は､ 28歳の鼻が生 tIている｡ こ ¢年鹸善捜､ 尭分 た世代 の濃い七生 t;暮せ るもの

である.

簾毅朋に入所年輪､ 入所年 をみて も夷を年鯵 と何機の儀向が瀦れている. すな

わち､ 青葉窄 姓､ 蝕の2雛毅 に比べ入所年鴨が苓 く､ 入所年も薪 しくなっている.

在所期間姓､ どの施毅 も 1年兼網が最 も多 くな ゥて奉 り約1/4せ占めてい る. 青

葉在の綱査対象者姓､ 在所繊恥が5年乗鋼の者が多 く､ 1年末鋼0肴 と合わせて

筆致以上の数 を占めている｡ 蝕 の2蝿毅蛙､ 在所期韓が 6-0年末網 にど- タが

できており青葉在の{査対隼考 よりも在所繊筒が長 くな っている.

(8)前任穐

入所直前に ど こに住んでいたかを鮭毅の所在地 と0純銀 でみてみ る.
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地域 中壌#市に立地す る六 甲台 ビラで姓､ 所在地区 (神戸市)か らの入所者が

82.3%と最 も多い｡ 解凍 す る芦旦市在住 の綱糞対象者を含 める と88.9X､ 16人が､

地役 が立地 してい る地区の周辺 に住 んでいた ことになる｡ 近郊都市 に立地す る樽

舞茸 で姓､ 78.2Xの入所者 が幾枚所在地区に住んでいた. 尼崎､ 百官 な ど駐神岬を

含め る と､ 88.7X､ 18人 になる｡ 一方､ 農村地域 の氷上町 に立地 する雷 葉宅 の{査

対象者 は､ わずか86.SX､ 7人 が氷上町内在住 に遇 ぎす､ 神戸 ･尼嶋 ･伊丹 ･小野

な ど神戸 ･阪神糊及びそのJq効 を前任地 に_してい る肴が多 くな ってい る｡

これは､ 前述 した ように､ 欝反経済成長 期糊を遷 して農村地嬢 か ら地域中核群

市及 び その周辺 に人 口が移勤 したこ とと開展 す る. そ して高齢期を迎 える捉当た

り､ 再 び出生地で生宅を終 えれば どうか とい う尊牡も 当考 の親心が鋤 くためであ

ろ うと考 えられ る｡

第 1の規由 に､ 高齢期 を迎 えてふ るさとあ るい練生 まれ故郷で暮 ら させ たい と

い う樽祉担 当者 の霊 肉が為る● 菖齢 になれば､ 幕 び他見期 に覚貫 りす るとよ く曹

われ る. 生 薫れ育 った繊嶋であ るい蛙その近 くで暮 らす方が心 のやすちぎを得 ら

れ るのではないか という考 えに基づ いて緒鷹が行われ るのである.

第 2の理由蛙､ 大事市 内に需叢を綱 たすだ けの老人 ホー ムが無い とい うことで

ある｡ 受 け入れ られ ない老人 姓､ 当裁周辺 市町に立地 している老人 ホームに措覆

され る しかない. 大都市 内､ 特 に中心部蛙､ 用地 に封す る鴨賓がせ く､ 利欄 をも

た らす ことの無 い老人ホームは､ 市場 t/ベルでの競争G=負 けて しまい市街地 に立

地す ることが絹難 である. 老 人 ホームの立地 すらが､ 大都市の蕗外 あ るい妹月並

市町 ということにな って しまう. 大書市は､ 居住人 口が多 い｡ その分 だけ絶対数

としての鮭毅入所老人が多 くな る. しか し､ その事 くな った鴨真 に見合 うだけの

脆毅立地が望めない｡ その鋳.A､ あふれた88分がJq立や農村地蟻 に立地 している

推牧 に入所せ ざるを得 ない｡

一方､ 農村地嬢 で姓､ 菖鹸者 の此寧 姓高 い ものの､ 絶対歓が少 ない● そのため､

鮭毅の収容嶋 カが､ 地元の蕎叢 を上回 るこ とにな る. そ0結果､ 入所者に占め る

地元寧が低 くな るのであ る.

(4)前居所

当点 の ことなが ら､ 住宅で暮 らしていた人々が義 も多 く78X近 くe占めてい る.

しか しなが ら食叶10人､ 18.9Xが病陵 か ら¢入所 となサてい も. この よ うにを前居

所が病 院 とな って い る考 姓､ 傷爺が入所理由 に大 書 く嘱養 して いると見て取れ る｡

特潮義構老人 ホー ム入所者の みならず､ 一般 的に耳輪萄 柾 とゥて義蕨 岡層が非常

Ft,大 きな蒙昧 を持 ってい るこ とがわか る｡

その他の居所 と蛙､ 飯嶋や会社の兼 な どで 7鯛 に及ぶ●

(5)入所離倒住宅 の状 税

戸簸持家 が､ 前任地の中で86.SI(19ケー ス) と最も多 くなゥてい る｡ 他の形鰐

の住宅 も含め ると持家が之Sケー スと約 半数 を占めている. 住宅 を所有 しているこ

とが老 人ホー ム入所 を妨げ る素養k姓必ず しもな らない ことキ示 している.
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入所直前の住宅の状況を半身であったか否 かで比較 してみる｡

1) 1宝あた りの居住人且

入所直前単身者の うち 1圭のみの住宅 に居住 していた ものは､ 14人､ 41.2Xで最

も多い. 次いで 8重以上の広 い住宅 (0.49人/竜以下)に居住 していた者 が18人

､88.2Xである｡ 入所直前単身者の住宅の広 さは､ 狭いもの と広 いものに2分 され

ている｡

一方､ 家族や親族 と同居 していた者 は､ 6人､ 40Xが 1.01人/重以上 で一人一重

を轍保できていない. 単身の場合 と異 な り､ 0.49人/宅以下の広い住宅に住 んで

いる事例は見 られず全般に狭小 な事例の方が多 く､ 蒙鰻 人員 と居室数のJtランス

が朋れていもことを示 してい る.

2)居住毅儀 の状説

入所者前単身者 の場合､ 便 所､ 流 し､ 洗面所な どの居住せ傷 のいずれかを共用

している者が､ 約 1/8の10人いる.

一方､ 入所竃前同居者の場合 は､ 金員が居住毅儀専用 となってい る.

この ことか ら､ 住居の壇択 に離 し､ 半身の高輪肴が非常 に冷遇 されている実態

が綬み取れ る｡ 高齢者になると様々な機能が低下す る. 運動機能の低下 とともに

瞬時の行勤が遅れて くる. 大家 としては､ 火の始末 などに不安 を感 じる｡ 同居の

場合 な らその中で手働けすることもで 曇るが､ 単身で姓それが生めない｡ その椿

果､ 単身の場合､ 世帯 と競合す る様 な住宅 尊書 ひることができな くなる. そ して､

経 も借 り手がないような劣悪 な峻儀共用住宅 を儀 りもしか無 くなるのでみる.

(8)入所穫由

入所糧由を入所書簡単身 と入所夜前群居 を比較 しなが ら見てみよう.

入所il蘭単身で蛙､ 当然の ことなが ら r単身Jを入所理由虹 している者が最 も

多 く､ 28人､ 80‡に鶴 している. 次いで多い肴から嶋k r身体 ･柵神事惰Jが28人

､88.7X､ r鹿毛事債Jが14人､ 10.0X､ r鍵構■傭Jが18人､ 87.1‡となやていも.

一方､ 入所il前岡居で姓､ r蒙農事惰JがIl人､ 81.7‡ヽ r人 PI餌儀Jが10人､

88.8方と多 く､ ついで r住宅事情Jが 8人の47.1Xやある. 居住面積 の狭 さが r蒙
摩亭惰Jや r人闘胃鏡J常ついても影響キ与 えてい る｡

単身¢場合は､ r身伴 ･精神専惰Jが多 い ことか もも義虎を毒 した場合の生活

鍵横 の幽難 さが うかがえる●

入所粧前が半身であるか､ 同居であるかによって その入所理 由には､ 違 いがみ

られ る｡ しか し､ いずれに しても再考 とも r住宅事構Jが入所理由の うち比較的

古い比蝉を占めてお り､ 住居が幾枚入所 にお抄古基本的 な真田 にな っていること

をうかがわせ る●

く7)帰 る住宅の有無

鱒 も住宅の有無を物理的に住宅があるか杏かで禰宜する と､ 12人 (23.1X)が鱒

る住宅 を持 っていないことにな る. これ らの者蛙､ すべて入所直前単身である.

滞 る住宅 を持 っていると答 えた40人の中で畿棲jB折鶴､ r独居す るJ と答 えた
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ものは-人である｡ つ *り滞 る住宅 での居住形態姓､ r子供 と同居す るJ r親族

と同居する｣ とい う肴が姓 とん どで ある｡ 鱒 る住宅 が､ 子供や親族に引き取 って

もらうとい うことを前塊 に成 り立 っていることがわかる｡

物理的に舟 る住宅が存在 して もそれがす ぐに帰 る住宅 には措 び付かない. 実験

に舟宅が可能 な考 姓､ 40人中ひ とりに過 ぎない｡ 鱒れない理由は､ ｢家庭亭惰｣

r人間的係Jが多 く､ 同居の可能性 のある子供や親族がいても安易 に同居で きな

い状況が伺 える●

ところが､ 入所理由に姓ある r単 身Jや r経済事惰 J が､ 住宅に揮わない理由

虹姓ない. これは､ r鱒 るJ という市島が子供や鏡厳 と闘居 して扶義 してもらう

とい うことを前提 として考 えられて いるためであ ると患われる｡

-62-



義ト 38網封 鎖着の概要
対 象 者 数 53人 (A:18人 B:16人 C:19人 )

性 別 男性18人 女性35人

年 齢 ～69歳 70-74 75-79 80-84 85歳～8 7 14 13 ll

在所期間 1年未満 娼 鮎 点鮎塩 1時鮎 15年以上

義1-39施投射歯任地
I.1:)..ti5秒二一 Ill.円 L,. ;) rご- i■

JttA- 15 ll2 i■ -18-I-__(中●一■lTkt ▲王.2 1-和_0

IRB lt 201 S7 uメ.L.tt 73_2 1叫.iI
暮牧C 7 ll a3 l9

義1-40人新前居所
仔軍 I.-;',1 JF.の惟 I--1]

入所tTq 1● I 7 35
■ ■ 54.3 2S.7 20.0 loo.-0
入所iLTq 17 ○ ○ 17
ld JB 100.0 lt叩.0

義1-41一重当 り居住人見

1室当り 0,49 描 1.00 1.01 合 計居佳人旦 以下 以上
入所直前 13 7 14 0 34
単 身 38.2 20.6 41,2 100.0
入所直前 0 6 3 8 15
同 居 40.0 20.0 4.0.0 100.0

合 計 13 13 17 6 4926.5 26.5 34.7 12.3 100.0

義 1-42居住穀輔の状況

設備専用 設備共用 合 計
入所直前 22 10 32
単 身 68.8 31.2 100.0
入所直前 17 0 17
同 居 100 100.0

合 計 39 10 49

図1-19入所析居所

図1-20一重当り居住人見

図1-21居住椴輔の状況
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義1-43入所理 由

単 身 隣 L: 益恩 家彪主格 経済去寸書 豊吉 その他 母 数
入所 直 前 28 23 1 1 13 14 7 35
単 身 80.0 65.7 2.9 2.9 37.1 40.0 20.0
入所直前 1 4 10 ll 3 8 1 17
同 居 5.9 23.5 58.8 64.7 17.6 47.1 5.9

合 計 29 27 ll 12 16 22 8 52

義1-44帰る住専の有無
- 人 数 割合 (%)

帰る住宅有 40 76.9
棉る住宅無 12 23.1

義ll45舟各住宅での居住形態
- 人 数 割合(%)

独居する 1 2.5
子供と同居 25 62.5
親族と同 居 18 45.0

衷1･46住宅に締れない理由

図1-22締る住宅の有無

固1･23締る住宅での居住形態

E喜ヨ独居する

匠ヨ子供と同居

『 親族と同居

単 身 最籍 金慧 富 蕉 経 済事 情 _ 住 宅事 情 その他 母 数

入所直前 0 ll 12 .16 0 2 3 23
単 身 47.8 52.2 69.6 8.7 13.0
入所直前 0 7 ll ll 0 5 1 16
同 居 43.8 68.8 68.8 31.3 6.3

合 計 0 18 23 27 0 7 4 3946.2 59.0 69.2 17.9 10.3-

注)不明 1､棉る住宅無し12､帰宅可能 1を除 く
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8府 生 活歴 の兼 型化 にみ る住宅 開度

(1)生活 歴 にお け る単 身期 間 の位 鷹 に よ る煮型化

地 役 入所老 人 姓､ さまざ まな掻縛 で入所 して きたわ けで あ り､ とて もひ と くく

りで捉 える ことは で きな い｡

通常 の生 清 で最 も危機 的 な状 況 姓､ 単身 生 活 の期 間で あ る｡ しか も､ これ まで

見 て きたよ うに､ 入所直 前 に単 身で あ るか､ 同居 で あ るか によ る居 住 状態 に よっ

て居住環境 が大 き く異 な る｡ しか も､ 単 身生 活の期 何 は､ 人 に よって異な る｡ そ

こで､ 糖椴 入所 に至 るまでの生 満席 の中で単 身生 活 鵜何 が との時期 に位慎 す るか

によ りて貴重 化 を拭 みた｡ 類 型 姓､ 大 き く次 の 4つ に客 分 され た｡ (各 ケー スに

ついて は､ 責科編 を参無 )

第 1k､ 全 期 間 を遺 して一 度 も家 庭 を形 成 せず､ 単身 で生清 を し揚 げた全 半身

型｡ 帯 2に-且､ 崇滋 を形成 す るも子供 の独 立､ 屯傷 考 との離 死別 な どに よ って

継投 入所il前 に､ 単 身生清 を余 儀 な くされ たgt期 単身垂. 帯Sに､ 一 旦家 庭 を形

成す るが､ 俵 湖単 身垂 と同様 の理 由 に よ やて半身生 穂 を始 め る｡ その後､ 単 身生

積 の鞭続が 困難 とな り総椴 入所 直前 には親 政 と同居 して い る中 間期 単 身型｡ 第 4
に単 身生活 の掻験 が な く､ 常 に親族等 と同居 して い た同居型｡ そ して いず れの型

にも入 らな い その他 の タイ プに分 け られ る｡

各類型 の轍 責 を以 下 に述 べ て み よ う.

Ⅰ:金単身型

この垂の特 概は､ 鴨場 と鑑 居 が一 体 化 1,で いさことで 為 る. 生清 の大半 の期何､

土木 ･建築現場 で の 肉体労 4 や住み込 みの女 中な どに獣 いて飯 場 や住 み込 み先 を

軽々 として い るの か鼻車 的な桝 で あ る. 不 安 定 な雛労形 鰍 や プ ライJtシー を義立

で きない住 居 の状 態 か らま廉 を形成 で さす半 身 とい う嶋村 な生 清 を挽 けて いた.

転義 と住 み脅 えの繰 り蓋 しの幾 に幕 飴 や疾 病 のため 柾嶋 と住居 を同 時 に失 ってい

る. その時 点 で生 活 を鞭機 す る鼻件 が崩犠 し､ 施 政 に親 らざるを縛 な くな ってい

る. r# る住 宅｣蛙､ 6事例 中 4事例 が な く､ 4穀 型 の中で最 も制 令 が高 い.

Zl:後 期単 身車

この垂 の特 徴 姓､ 同居家族･tの離死 点 に ふ ると り薪 され であ る｡ 中で も入所蔽

甫住宅 で と り残 され た考 は17事 例ヽ 88%捉及 &. 入所直 前 の鍵 康状 態 の慕 化 が施

毅入所 への主 た る美 田 とな って い る者 は27専横 中 17事桝 で､ 鍵 康の悪 化が 入所 に

多大 な影響 を及ぼ してい る. 済 院か らの入 所 亭鎖 (OBI)がす べて本 幾重 に含 ま

れ､ r立位 して も一 人暮 しがで きな い､ 一 人 暮 しが不安 J として入 所 せ ざ るを得

ない状 況 に掩 って い る. 在宅 で の医療 ･裾 牡 の体 制 が韓 立 して いな い現状 で 蛙､

単身者 に と って鍵 庫 の慕化 が全 ての生活免件 を離 職 させ る危験性 を持 って い る.

住宅 に着 日す ると､ 金串 身重 に鞍着 にみ られ る住 宅 喪失 の闘ガ に加 えて､ 家族 か

らと り挟 され る こ とによ る低 密 居住 の 開館 が み られ る. 入所il前任 宅 の居 住 役儀

をみ ると､ 中 Pl丸 単 身型 や同居 型 の入所者 前 同居 グルー ブで蛙､ 役 儀 が整 ってい

るの に対 して､ 木 魚 型で 姓不儀 が 目立 つ｡ これ 杜単 身者 が低紫 な住 宅 に しか居住
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で きない現状 を示す と共 に､ 傷病発生時 に住 み焼 けられない一因になっている｡

Ⅲ:中開期単身型

この型の特徴は､ 単身生括後 の親族等 との同居 にある｡ 単身生楢の簾鏡が宙難

にな った事 由蛙､ 健康の慈化 や単身生活への不安 な どで後期単身型の入所理由 と

同様 である｡ 子供 や親族 との同居によって一旦は地役入所 をtg]避 した｡ しか し､

同居期間姓2年以下 と非常 に短 く､ 同居家族 との人伺関係の慕化や家庭事情､ 住

宅開嶋 に直面 し絵牧入所 に至 ってい る｡ 同居期何中無職であ り､ 同居家族への抜

群的負担の増大が入所に与 えている形讐は大 きい と患われ る. 住宅 に曽 目す ると､

家族人員に対応 した適切 な居住空間が得 られない場合に老人 と同居豪族 との人間

鋼儀 の叢化 や老人の縦続への気兼ねが現れ､ 地役入所を引 き出 していち.

〟:伺居垂

この垂の特畿姓､ 単身生清 を縫験 していないとい うことである. 子供 と同居 し

ていたケー ス､ 親族の蒙 を転々 とす るケース､ 老夫婦′のみで生括 していたケース

な どである｡ 高齢時 に姓如職で同居家族に扶養 して もらっている例 が多 く､ 同居

ま族 の桂群的貴史 が大 き くな っている｡ 入所理由は､ 人間関係の養化や家庶事債

が鼠着である｡ 中間期単身重岡横､ 住宅の狭 さが人 間闘係の慕化をひ きお こして

いる例 がみ られ る. 瓜 し､ 中間期単身型では住宅の狭小が同居期間を短 くす る姓

との影響を与 えてい るが､ 本蝋型姓､ 家族の成長や泉横の拡大 に伴 って徽々に住

宅の狭 さによる影響が現れて くるのが特徴 である.

ー56-





第 4雷 まとめ

高齢者の施牧人所 には､ 様々 な美田が関わ ってい るが､ 住宅間層 を無視 す るこ

とはで きない.

老人 ホームは､ 救済的な性格 を持 った絶世 としてス ター トした｡ その施投 の意

味す るところは､ 最終的に姓 自立を促す ところにある｡ ところが､ これ まで見て

重たように老人 ホーム入所者 の多 くは､ 再 び 自立生晴を実現で きない状況 にあ る.

すなわち､ 老人 ホー ムが壇遇縫毅 として機能す るので捻な く､ 終末総毅 として機

健せ ざるを得 な くな っているのである｡ その主た る鼻声 は､ r鐘済亭惰｣ r身体

･精神事情J r蒙慶事惰J r住宅事惰Jにあ る｡

r経済事情J姓､ 養毛 の市場抜群 を反峡 しているのであ る. つ ま り､ 市場 に代

償 としての貨幣を支払 う能力¢無い肴 は､ 市場か ら姓 じき出 暮れ る｡ 低所得 とい

うのが高鹸肴の特徴 の一つであ る. その椿果､ 現在の システムで捻 どうして も有

曲者が､ 生活を維持す ることが困難 で姑牧 での生清 を練 げもことにな る.

二 つ 目の大 きな弼鼻柱､ r身体 ･精神事情 Jであ る｡ 高輪 になれば身体機能 の

低下 が 目だ つて乗 る. と くに76歳以上の後期高齢者 にな ると身体両 での■事 が願

著になる｡ この冊腰 も高嶋者 の特徴 の一つで ある.

三つ 目の職離杜､ r雛鳥亭惰Jである. これ姓､ 4人の阿鼻 と社会 システム と

しての88轟 の再方 を含む. 鐘.̂ の僻J として 姓､ 蒙艦内の人仰粥傷 や荊人 ･韓尊

者な ど他に介腰すべ き人州を抱 えているな どの哉 祝 を義ヰする. こ うした場合 も

社会的に生活の文雄が行われれば､ 有鹸肴 が生寺を共 捉す ることがモ 象るのであ

り､ そ うした霊峰で縫､ 社食 4Jステムの欄 雛 ととらえ与れ なlヽ こともない●

社会 S/スサムの闘轟 と錬､ 甫連の生涛真義 の体鋼 も含 *れ 益か､ こ こで大 書な

伺農 としてい るの蛙､ 社会o構造が変化 し､ それた 上せて艦Jtが繍義 してい る事

職である. つ *り､ Fに見 える分か りやす い都府 で姓､ 転勤や単身赴任 とい う企

業社会の糠食 紅よ り蒙摩 モの ものが歪 め られ る状現 せ義ヰす る〇 番も紅白に見 え

に く小部分で縫､ rホテル鑑賞J とい う青葉 に嶋的捉遷 され るよう拭､ 蒙練 や寮

鯉 とい うものが賞 的虹鱒義 している状況を義境す る.

こうした状81を曹景紅蒙Jtが地積 し､ 鑑鮭 の介頼機能が低下 してい る● そのた

め紅鮭畿入所 に至 峯幕嶋寺が存在す る¢で あ る.

四つ 目の{縞 とt.て r住宅亭債Jがああ. 住宅 陣轟 姓､ 住宅独 身の韓Jlとして

狭小 ･老朽化 ･僚東 砂輿輪欄農 などがある● しか し､ その上に住宅 は生態 の基盤

になせている. 生括母乳の伺 をす るに して も生蘭条件 であ る住宅 ◎嚢儀状祝 が行

為の正否を左右す る. づ 鷺やr身体 ･精神尊鴨J ¢条件 を糟嶋 す るの捜､ 住宅で

ある. 身体条件 に鴨薯が生 t;で も職理的托その蹄鐘 も欝熊 で 曇るよ うに工夫 暮れ

ておれば､ 脆没入所 をで きるだ け防止で 書､ 蒙た達 に蝿殺生積か ら在宅生括 紅涙

も ことを奪易 にす る. r艦艇事憤Jの軌農 を繊嶋す るの も住宅 であ も. 住宅 が狭

小であれば､ どう しても生餌か らの圧迫に よって人何榊僕が *す くな る｡ 平両肘

繭が個毛を車載す る余 り蒙鮭のつなが りを義 して しまうこ とになる● この よ うに

住宅が家慶生境を左右 して しまうのであも. そして こ0住宅 姓､ 養毛 の ところ r
掻清書憤J に よってその菖鞘が左右 暮れでい る｡ 住宅 を保離す 各システムが公的
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に保 離 され て いないので あ る｡

入 所老人 の在宅 生 晴を妨 げ る主賓 な賓因 と して以 上 の よ うに 閉居 が整理 で きる｡

いず れ の関越 につ いて もその基 盤 と して住宅 が存在 す る｡ 住宅 の 問題 が解 決 すれ

ば全 てが解 決 す る と言 う性格 の閉居 で はないが､ 少 な くとも開鏡 を鐘 和 な い し軽

減 す る ことに な る｡

入所 老人 の在宅 生 活 を妨 げ る栗田 の中 で特 筆すべ き開度 が も う一 つ あ る｡ r家
庭事 情 Jの なかで も r単 身 .Jとい う閉居 で あ る｡ 豪 農 の舶壊､ 社会 構 連 の変化 か

ら単身 世帯 が増 えて い る｡ 高 齢 者 も例 外 で はない. む しろ高齢 者 の方 が単 身生活

の影 響 を受 けやす い. しか し､ r単 身 J とい う生 活状 態 だ けで は そ こに住宅 の開

轟 が横 たわ ってい る と姓Jg盛 には考 え られ な い｡ そ こで地役入所遇 程 に r半 身｣

と曹 う状態 が どの積 に叫 わ つて い るか を考 えてみ る｡

生 頼 席の 中 にお け る単 身瑚 欄 に誉 目 して地 役入所 老 人 を類型 化 す る ことに よ っ

て以 下 の住 居 に倒 わ る閉息 が 明 らか に な る｡

(1)居 住 の不 安 定性 並 び に住宅 喪 失 の 開慮

この 開摩 姓主 に金串身重 にみ られ る閣員 で あ る.

鋸 壌 ●棄 ･住 み込 み先 を垢 々 と移 り変 わ り､ 職 業 と住 む場所 が確 定 せず､ 継税

的 な居住 が い つ *で た って も偉 離 され ない｡ 身体 的 な条件 や経 済 的 な条件 が少 し

で も蛸 れ る と､ 職 場 とともに居 所 を失 って しまう｡

継 鏡 的な居 所 が無 くな った壌 食､ 居住 を鞭 保す るに杜､ その健 の システ ムが用

慮 され てい な い泉 状 では老人 ホー ムに入所 す る しか ない.

全 て の人 に居住 を傑鴨 で さる システ ムが養 って いれ ば､ 老人 ホー ム入所 とい う

形以 外 での解 決 も閏 られ るで あ ろ う｡

(2)糖度 ･鹿 島 の何点

菖 飴 や傷 月 に よ って運 動機 能 が低 下 す る場 合が あ る. 運 動機 能 の低下 に よ って

住宅 内都の好 鹿 や段 差が 陣等 とな り､ 生態 の継税 を困難 な ら しめ る もので あ る｡

この科烏 は､ 本人 自身の瑚膚 と同居 者 を含 め た冊犀 の 2つが あ る.

帯 1の本 人 自身 の珂蝿 姓､ ま さに連 動機能 と住 宅 内0離農 や殺生 との不 適応 で

あ る● 玄岬､ 土叫､ 食所､ 風 呂､ 便 所 な どと居宅 の 糊の敦豊 が+害 とな り､ 生宙

が鍵 緩 で きな いの で ある●

帯会社同居 者 を含 めた冊鐘 で あ る. この欄慮 姓､ 鴨最 ･最善 の 闘鐘 に住 宅 の洪

さの輯鐘が絡 み合 った闘鱒 で あ る｡ 擾 勧機能 のdE下 に よ サて 2鴨以 上 では離農 を

使 用 す るため に生 活 が鴎 難 に な る. その ため 1階 を生 溝 の主 な場所 にす る｡ 居住

人歓 に対 して住宅 が十分 な広 幸を持 て いれ ば輔農 は生 t:に くい. 居 重 の政 が少 な

く､ l幣を高 齢者 に使用 書せ な けれ ば な らな い と龍 の居住 者 が 2鴨以 上で狭小過

密 な生宙を故 い られ るこ とに な る｡ 当患､ 高 齢者 と他 の同居者 との人 間開展 が気

まず い もの に な る｡

糖 政 や政 卓 だ けが直接 生 活 の持寄 に な るの で吐 な く､ その鴨事 が居住面 積 や居

住 人 数 と絡 ま り合 い､ 高 齢者 が居住 を継嬢 す るこ とが困難 な状 鱒 にな るの で あ る.
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(3)在宅医療 ･補杜の間鐙

前項 のよ うな住宅 の物理的 な仰両 の障害 が な くて も､ 在宅福祉 ･医簾の体制が

整 っていなければ､ 在宅生清 を継援 す ることは困難 であ る.

特 に､ 一人暮 ら しの場合､ 健康を音 すれ ば その時点で生活の継揚 が困難 になる｡

また､ 高齢者 は､ 疾病 も急性 の もの よ りも慢性疾患が多 くなる｡ 医轟行為 が一時

的な治簾の鴨肉に とどまるな らば､ 在宅生活 にそれ性 と影響はない｡ しか し､ 治

まが長期にわた り､ 簾義 の蒙昧合いを持つ よ うにな って くると在宅 医療 ･樽牡の

体制が稚立 していないと在宅生活を縦横 で きない｡

単身生活 だけでな く同居の場食において も医療 ･祷牡 の体制は豊実 であ る. 紘

ぜな ら､ 共稼 ぎであれば境計的 に姓同居で あ るが､ 点 間独居になるため､ 独居 と

まった く同様 の こ とが盛期展 開 され る. そ うでな くても､ 介蕎者 の負担を軽減 し

た り､ 介横着 自身 が病気 にな った墳合 のフ *ロー として在宅医轟 ･祐杜の体制が

必案 である.

(4)居住役儀 の開度

高齢単身者が､ 葺正な水準 の住宅 に住む こと姓困難で あ る. 高齢単 身者 の場合､

鍵農や経済面 の開館から居住役儀が整 った住 宅を借 りることがで 奮す､ 風 呂 ･便

所 ･沸 し ･洗面所 な どの専用の居住牧儀 が尭儀 していない住宅 に住 んでい る実態

である.

居住役儀 が不儀 であるとい うことは､ それ だけで居住継珠を餌難 に させ る真因

になる｡

(5)狭小住宅の開鱒

狭小 な住宅は､ 留人の プライバシー を轍保 することが困難で､ 嫌 々 な ところで

あつれ きが生 uる｡ 白魚 と住宅 内鞍の人何 開億が気 まず くな り､ 最 も粥い同居 し

てい る高齢者 に しわ寄せ が くる｡ 在宅生話 が鍵税 で きずに地役入所 となる.

(6)ま族 サイクル と住宅の不連合

家族の成長定点 に篇合 した広 さの住宅で生活で きなけれ ば､ 人間鵬展が悪化す

ち. やは り､ 最 も塀 い立蛾 にあ る高齢者が住宅か ら姓じき出 され るこ とにな る.

以上 のような住宅 開超が解決 きれ ない限 り､ 在宅祐祉 姓推進 で きないばか りか

施没 を必東 とす る高齢者 は､ 浅少せず施政需美も増大す るであ ろう.
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Ⅱ 書 β 傷 病 者 の 居 住 問 責g

-傷病 者 と住居 の関わ り-



第 1章 は t;めに

何故現在､ 傷病者 の住宅事情 を考 える必棄性に迫 られているのだ ろ うか｡ 高齢

社会 の到来 が叫ばれてお り､ 高齢社会 を うま く切 り抜 けてい くため には､ 経済 的

側面か ら施投型の医療 ･祐祉 のスタイルか ら在宅型 の医療 ･有祉へ移行す ること

が必菓 であると言 われてい る｡ 一方､ スウェーデ ンやデ ンマー クな どの北欧 を中

心 に地役型 の医溌 ･福祉 か ら在宅型 の医療 ･描牡 へ とノー マライゼ- シ rンの実

現へ向けて移行 していることが各方面 か ら報告 され てい る｡ 在宅型 の医東 ･輔牡

への移行についての是非は別 に して も､ そ うした ことを実現す るために姓その碁

盤 となる住宅 が開& とな る｡ ここに否応な く住宅 と姓何 か､ を闘 う状況があ る｡

在宅型の医療 ･神社への移 行 については医最な り樽杜 な りの鶴別 の問題 も有 る

が､ 本責的に住宅 が備 えて龍 くべ き機能 や住居の本質 が期われてい るのである.

串か不串か こうした住居 の本文 を問 う線輪 は､ 最近 あま りされ ていなかった｡

さて､ 住居 と姓何 か｡ 人の 日常生活 を営 む拠点であ るとい うことは､ 維 もが托

め るところである｡ El常生椿 の拠点 となるには､ 次 の ことを蕎足 して お く必美が

ある｡

ます､ 第一 に生命 と健康 を守 ると音 うこと｡ 帯二 に､ 一 日の疲れ を取 り l)フレ

サシ&するとい うこと｡ 第三 に､ 仕事 ･勉強等社会生藩 の拠点 とな ること｡ 第四

に成長 を保障す るとと｡ つ ま り､ 住居 蛙､ 人粥の尊厳 を守 り､ 居住者 の能 力を最

大級 に発揮 させ るものでなければな らない｡

鍵熊な人､ 活動能 力に満 ちている人 に とって披､ 住宅 の構造 が どうなって おろ

うとも､ また､ 住宅 の機能が どうな っておろ うとも､ モの涛勤能力 k よりて住生

活上 の捧害 を カバーす ることがで 舌る. 経済 の内臓也た ともない世界群市や21鴫

何事市 などが叫ばれている｡ 24時仰 ビジネス活馳 せ行 うために都心 の一軒 の ワン

ルー ムマンL,tンで生頼す る. ウィー クエ ン ドに姓､ 簿外 の住宅で崇族 とともに

生頼す る｡ 若 く､ 活動能力に講 もていれば､ こうtヽ 甘たいわゆ るマルチハ ビテ-

シサンとい うものを拝啓 で さる｡ そ して､ 日常生帝 の撫 点 とな る住居 の不備 を*

フィスで､ あ るいは郊外住宅地で､ 都心の ホテル ･スポーツクラブな どで祐乗す

ることがで きる. しか し､ そ こには家庭が ない｡ 余慶生清 と娃 どうい うものなの

か とい う視点が欠如 している｡

ところが､ 生括 の大半 を住居で過 ごす傷荊考に とって蛙､ 住居 とい う環境 が生

活そのものを未定す る｡ そのため住居 が本来儀えて いな ければ な らない機能 を欠

落 幸せでい ると大変 なことにな る｡ 一つ怖違 えれば､ 住宅 によ って人 間 としての

人格､ 人権 が犯 され ることにな る｡ そ うした傷病者 の能 力 と住宅の機能 との ギ ャ

ップが一般病床 における30日を迎える平均在院 日数 の長 さにも現れて いる｡

傷病者比､ 自ら帝境を移動す る能 力に欠 け､ 住居 を改善す る能力 に欠 打ている｡

そのため､ 住居が本来儀 えていなけれ ばな らない機 鰻が欠如 していれ ば､ その *

ま､ あるい姓増略 して傷病者 に影響が現れ る. つ ま り､ 傷荊者 の住宅事横 を考 え

ることは､ 住居の木耳を考 える とい うことにつなが る｡

これ まで も住居 と健康の叫わ りについて言及 されて きたが､ 近年 の高齢化 や医

轟技術 の帯皮化を背景にその関わ りは､ 従来 と姓全 く異 な った もの とT1-ゥで きた｡
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そこで本部 では､ r健康Jの概念を見直す とともに住居 と健康の軸わ りを傷病者

の居住欄虜 として とらえ直 してみ ることにす る｡ その ことによ って高齢社会 を迎

えよ うとしてい る日本の住宅事情改善 の一助 に したい｡

希2奪健康の概念の移 り変わ り

なぜ居住者 の状態 と住宅 の状態の問 に ミス マ yチが生 t:てい るのであろ うか｡

健康 の概念や居住 に輯わ る規則 ●コン トロールの両か ら考察 しよう.

*す､ r義農｣の概念の移 り変わ りについて考 えてみ よ う｡

r鍵農Jの概念 として最 も有名な定義は､ If10の定義で ある r鐘腰 とは早 に病気

とか虚粥でない とい うこ とだ けで姓な く､ 内体的柾 も精神的柾 も良好 な状態であ

ち. J.

これ 嚢で､ r健康J と杜､ 疾病や虚弱でないことと組 義 され てきた｡ この線徽

姓､ 今 までの疾病構汝や死亡蝉 によって形成 され たものである｡

平均寿命 は､ 昭和22年 に男50.1歳､ 女54.0歳であ りたが､ 昭和SS年 に姓､ 弟6S
.8歳､ 女70.2歳､ 昭和81年 の生命表 で蛙､ 男72.8蟻､ 女80.9歳 にな った｡ (r日

本の人 口 ･日本の社会J昭和68年康 人 口冊慮響義金､ 犀生省大臣官房政策錬､

犀生省人E3榊摩研究所義 )1989年の平均寿命 は､ 舞75.9蔵､ 女81.8歳 にまで伸び

てい る｡ (昭和68年 簡易生命表 出所 ;財団法人 Jr生統計協会 rfZl民衛生の

動向J犀生 の帯嶺 dl鴫増刊 ･第87巻第 9号 ･鶴巻878号 1980.8)このよ うに平

均希O が伸 びた背景 良性､ 死亡蝉0億下があ る｡

衰2-1(r日本の人口 ●8本 の社会J唱和68年巌 p81･裁9)柾示す ように､ 平

均希命 の伸 びに対す 魯年触&死亡蝉の低下の寄与事故､ 嶋 和4S年 *で蛙､ 男女 と

も 1織兼網 の乳劫 兄死亡岬 の低下の寄与嶋が最も大 書か つた｡ しか し､ 昭和46年
以降 姓､ 66歳以上の幕鴨者 の死亡蝉 の貢献度 が高 まりで い る. こうした近年の高

曲者 の死亡岬 の低下が *す ます人 口の有脆化 書鋸盤 してい る.

この死亡蝉の低下 性､ 死亡畏田の変化 と非常虹鴨鍍捉結 び付 いてい ち. 衰2-2(
r8本 の人 E3･8本の社会J昭和68年板 p88-891轟10)に示す よ うに､ 昭和22
年の死回順他 姓､ 希 1億 が r全輪8J､ 2枚 が r鯵炎及 び気管支炎｣､ 8位 が r
胃鼻炎Jで 8大死田 の全 てがを負性 あるもヽ鎗J&無性 ◎疾病 であ った｡ 昭和22年の

8大死樹 は､ 金死 亡 のSIXを占めて いたが､ 昭和8S年 k姓､ 8大死田 が帯1位 r員

血管疾 患J､ 弗2位 r豪也新生物J､ 8位 丁心疾 患Jとな り､ 任免性 あるい性感

奴性の疾掃 紅 よる死亡姓､ 全体 の16Xに遇ぎな くな りた. 1989年 には 8大死田が､

弟1位 r寒色新生物 J､ 第 2位 r心疾虫J､ 8位 r麟血管疾患Jにな っている.

これ は､ 死因 の構造が､ 虎魚色 あるい縫慮娘ttの携病か らいわゆる優性の成人病

へ と移行 していった事を示す ものであ る.

死因瀦死亡率の変化が､ 平均寿命の蒙他 に との烏良貢献 したかを見 る｡

義之-8(r日本 の人 口 ･日本 の社会J昭和68年額 pTO･表 11)に､ 主賓死因別に

死亡串の低下 が平均寿命の伸 びに どの程よ半獣 したかが示 されてい る｡ 昭和45年
まで姓､ r胃鮪炎J r全括域J r肺炎 ･気管支炎Jな ど感触牲死因の低下 によっ
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て平均寿命 が改善 されていた｡ 昭和35年以前 については､ 男子 で約60X､ 女子 で約

50Xの寄与率 を示 してい る. ところが､ 昭和45年以降姓､ 感染 性死因 の抑制 による

効果 は､ 男女 とも14-15Xに低下 した｡ 代わ って男子では､ r脳血管疾患｣ r不慮

の事故｣ r高血圧性疾患Jに よる死亡寧低下 の黄軟炭が50X程度､ 女子 では､ ｢脳

血管疾患｣ r不慮 の事故J r悪性新生物｣ r心疾患｣に よる死亡亭低下の貢献度

が45Xを占め るよ うにな った｡ なかで も ｢脳血管疾 患｣における死亡率 の低下 が平

均寿命 を伸 ば した役割は大 き く､ 男女 とも80Xを皮 の黄軟 を示 してい る｡ ( r日本

の人 口 ･日本の社会J昭和68年版)

この ような死因構連の変化 は､ 有病率の変化にも茨わでいる｡ つ ま り､ 伝染性

の疾患が減少す る とともに､ 犠牲的疾 患が増 えてい る｡ (図2-1､ 固2-2､ 固2-3
参照)伝染性の疾患が主賓 な死因を占めてい た頃姓､ 疾病 にかか ることが死 を義

味 していた. その ため r鐘康J とは疾病 にかか って いない ことだ った｡

ところが､ 感染 性 の疾 患が克服 され感染性死因の故尊 が､ 死亡事 の低下 に貢献

す るよ うになると､ その時点.で r疾病即死J とい う概念が な くなった｡ 犠牲疾患

によって死亡す ることが多 くな ると疾病 を抱 えてい る時 間が長 くな る｡ さらにそ

の後 r脳血管疾患J における死亡事 の低下が平均寿命の伸 びに黄献す る羽合が高

くなった｡ 感染性 の疾患 にかか って もほ とん ど治癒 す るこ とが可能 になって きた｡

一方､ 犠牲疾患にかか やても死 にまでなか なか措び付か な くな って 書た｡ つ まり､

有用事が非常 に高 くなって きたのであ る. 1989年 の r館長生活基義貞査Jによる

と､ 人 口千人当 りの有解考 (何 らかの 自覚症状が あ る有 )が､ 274.3人 と性だ8人

に 1人の制令 に *で上昇 してい る.

つ まり疾薪 にかか って いる人 が非常 に小数 の集合 を形成 していた時代か ら多数

梶の集合を形成 しようとす る*でにな って 象ためである.

このような平均寿命の伸び､ 犠牲疾患の増加 と有薪蝉 の上昇 とい う現象 は､ も

はや従来の r鍵康Jとい う概念 で牲対処 し食わない. そ こで ｢鍵康Jを次 の よう

に考 える必実 が生 じて きた｡

芳一 に疾柄 にかか っていて も r健康Jであ ると考 えなければ ならない. 慢性疾

患が多 く骨柄事が高 くな って 鳥た現在 は､ 疾病 にか か って いるか らといって必ず

しも犠込んでいるわけではない (古川俊之書 r耳齢化社会 のせ朴J 中公新書

1989.1 p.26). その結果､ これ までの r荊気でないJ という概念 に当ては まる

人が相対的に低下 して きた. r病気 でな く義貞｣海人が少 な くな り､ r鱗先 でも

って も纏康 Jな人 が増 えて 鳥た. 病気 でも社会的に活動 し､ 投制 を充分に果 た し

ている人がいる｡ つ まり投薬等 の区点行為 を受 けて いて も社会 的役割 を担 ってい

るのである｡

第二 に､ r健康 の辞儀Jを主 に梼神南の充実で行 うとい うことであ る. これ姓､

r鍵農J とい う概念 の広 が りを意味す る. これ まで､ どち らか とい うと肉体両の

嶋康 を重視 して きた｡ 前述 した ように有病中 の上昇 によ って内体面以上に社会面

や精神面での r鍵康Jをよ り玉東祝すペ 垂状況にあ る｡ これ姓､ TH¢の定義 の牧羊

部分 に蔽当す る｡

第三 に r催康な状滋｣を具体 的に とらえる と r社会参加 ｣を意味す る. 人間姓､
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社会的な軸物 であ る｡ 社会 とのつなが りがなければ生 きて行 くこと自体6=何 の義

妹 も持 たな くなって しま う｡ r社会的 にも精神的 に も良好 な状態｣ とは､ 現代社

会に うま く貴台で きて参加 して いる と言 うこ とであ る｡ た とえ肉体 的に欠輪があ

り健常 者 と同 じ能 力がなか った としで も器具 を着用 した り環塊 を変更することに

よって健常者以上 に社会的役割 を果 たす ことがで きれば､ 人間 として精神的な構

足を得 ることがで きる｡ 社会的役割 を全 うしてい る限 り生 きている価値が実感で

き､ r健康Jであ る と嘗 え与. r肉体 的に姓多少の欠陥があろ うとも社会的に活

動 し､ モのせ制 を全 うし､ 精神 的充実 を感 t;ることがで きるJ状態を ｢健康J と

考 えるぺ 舎なのである｡

r社会嚢加Jを維持 した り促並す るためには､ 第 四に r潜在能力の発揮.Jが求

め られ る｡ 棲 々な括勘 に蕨 し､ その人の裁 された機能 あるい蛙儀わ った能 力が最

大限 に発揮 で 垂ると言 うことである｡ 例 えば､ 下皮 の不 自由な者が､ 農の能 力そ

の他 で移勘 で きる｡ Elが不 自由でも音や触寛 を積 りに蒙 の中を移動 で きる｡ 激 し

い移勤が無理 で もゆ っ くりとした勧 善で移動 できる､ な どを言 うのである｡ つ ま

り残 された能 力を発揮す ることによって 自立 し､ 可能 な限 りの社会参加によって

梼神的な網足 が得 られ ることを嘗 うのであ る｡ 残 された能 力が活用で きず抑圧 さ

れていれば､ い くら内体 が医学 的に正常 であ った と して も不健康 なのであ る｡

以上 の r鍵農J概念の実弟 が なけれ ば憲法25条柾線われてい る r義農で文化的

な生活｣の実現捻で きないのである.
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義2- 1平均寿命の伸びに対する年齢別死亡率低下の寄与率

弗女 .年齢 年 次 別 寄 与 率
昭和35-40年 昭和40-45年 昭和45-50年 昭和50一一55年 昭和55-60年

男 子平均寿命の伸び 2.75& I.67鏡 2.004 I.71亀 1.43枚

l畿束漬 28.6% 27.8% 12.4% ll.6% 12.5%
I-4鐘 10.3 5.1 3.2 3.6 3.0

5-14 4.9 3.8 3.5 3.3 2.3

15-34 14,3 5.4 13.9 10.0 4.8
35一一49 7.2 8.I 9.8 12,2 12.8

50.-64 15.8 23.3 24.5 17.4 10.7

65-74 ll.7 l一.I 18.6 22.8 30.0

75畿以上 7.2 l2.5 14.0 19.1 23.9

女 子平均薄命の伸び 3.15農 1.70農 1.98農 I.95& 1.72&

1線束鵡 24.9% 19.3% 10.0% 7.7% 7.5%
I.-4農 9.1 4.4 2.5 2.8 1.9

5一一14 4.8 2.0 2.5 2.3 I.3
15.ー34 14.3 7.2 9.0 6.5 3.6

35-一9 l○.0 9.9 10.3 8.I 5.1

50.-64 15.4 18.2 21.I 17.5 15.2

65--74 ll.0 21.9. 16.i 23.7 24.I

(汰) 厚生省人口弼慮研究帯鋼ペ.

出所 :人口冊鏡手機会 ･厚生省大臣官房改発棟 ･厚生省人口閉店研究所 繊 r

日本の人口･日本の社会 昭和63年版｣ 昭和63年9月

義2- 2年次別にみた死肉聯位 .仙 人u… .

■ ★ A I色 + 7 位
光 肘 托亡Jl一 妃 的 托亡岬

一打的33+ 一lAAtF*tfl'* ZZl.I A tA l▲ ttLT
q小 帥 ー■Jt ZZl..-一一■AAV*trtA 桝.I

‡l B h A ~一一一.78A及V*甘1'JL l才一.I
JL Lq A tr 虎 JL l一.I■ tt * _t b )～.{
一五 AAtr■ ■ 17S.一 暮 tL f .t Q Ill.I
也 AJLY dJL l:■.I暮tk書生●1■,I

4 3 繰 gt一 般. ホ 8■杜

Ni' 川 叱亡qt 稚 PI - 托亡小 Nt 的 托t:小

ttA 甘 碗 血 ISB.2l●一 拍 A 133.- 毛 甘 lユ1.●
* L} ltl一8.● R A 甘 地Ji一一t.I 恵 * ll-.-
rt AA l暮.I ti L tT蝿Jif28.4t * t〇〇､1
Jl. 也 虫 73.2･t や St,○ ♯AAtF*甘文A一I.3
心 碗 Ji l■.I 不 dL の ポ k 一1.8 tB や :姐.l

心 鵬 JB t&.Z tJtAtf9tt一文A 33.7/t * IT.i
ti A tf diJi ll一.7VAAtF*ffl'Jt-I.ー -f Lr の 事 ▲ ‡一.●

1*事い ■生書 t人ロ●■仰 ∫.

出所 :人口Ml鳥審集会 ･序生者大臣官房政策餅 ･厚生省人口閥憲研究所 繊 r

El本の人口･日本の社会 昭和63年版J 昭和83年9月
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義2- 3平均寿命の伸びに対する主≠売国射死亡串低下の寄与率

昭和2S 昭和35 昭和45 昭和25 昭和35
-35年 一一5年 -554 -35* -45年

7.84鏡 3.99農 4.04鏡 9.46魚 4.47農

14.78% 7.81% 2.46% 13.66% 8.52%
34.77 13.67 6.62 28.82 10.34

9.38 17.25 i.89 9.ll 15.25

-3.28 -0.45 -0.39 -0.42 2.96

0.94 I.l8 0.68 2.19 3.65

-0.57 I.17 3.24 一〇.3S 0.85

-3.37 7.79 30.86 0,75 10.19

-0.50 -I.71 -0.18 -0.01 0.23

3.9一 S.ll 3.58 4,88 9.07

-I.75 3,96 18.32 0.30 1.44

平均希命の延長
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(資料) ▲松牧夫 ･久永雷士男 r主賓死因と平均薄命).r民族衛生- 第48回民族術

生学舎投合徽漬集J第19鴨付録 (昭和糾 10月).

出所 :人口何点審繕会 ･厚生省大臣官房政兼僻 ･厚生省人口何点研究所 縮 r
日本の人口･日本の社会 昭和63年版｣ 昭和63年9月

44.5¶Jt系の疾患
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22.0嶋 他 宗 の 疾 患

16.1筋 骨 格 系及び

烏 合 鶴 義の疾 患

ISA 呼 吸 系 の疾患

8.4円分 秒 .幣竃及 U代鴨寓轟
並び 托先度■讐

30
も和 ･･年

85 10 45 50 55 60

珪 :唱和54年から鞘9癖中井疾病 .鶴首及び他 線什分鼠t鵡用していろため.鴨窮の名称 ･分麟内容が

53年までとは必すLも一致 しILい. (P.182鞘 9向TCD各尊の王瞥変賛円警鯵照 )

図2- 1主な悔柄別にみた有病率 (人口千対)の年次推移

(出所)厚生省大臣官房統計情報郎 『昭和60年 国民健康調査』
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図2- 2年齢階級別にみた有病率 く人口千対)の年次推移

(出所)厚生省大臣官房統計情報部 『昭和60年 国民健康調査』
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図2- 3年齢階級 ･傷病分類別にみた有病率 (人口千対)

(出所)厚生省大臣官房統計情報書β 『昭和60年 国民健康調査』
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第 8辛 傷病者 の住宅事情

以下 に､ 1987年 の金団 保坂 医団体連合会 による r住環境窮査Jを通 して傷病者

の住宅事冊 を とらえよう｡

1貯 粥査 の概 要

綱査期間 は､ 1987年 6月か ら8月である｡ 網査協 力機 関は､ 全国618の機関 に凍

ってい る｡ 扶計分析 に用 いたfI査対象症例 は､ 2874症例 である｡

綱査 の方法 姓､ 金Eqの偉験 医fg)体連合会 の金員柾傷肩 と住環境が粥護 している

と患われ る症例 について､ 一定 の書式 に したがって症例 と住環境 の岬わ りを妃適

して もらい､ 郵送 虹 よりて固収 した. 網査項 目は､ 傷群青 の農也 (年齢､ 性別､

家族人数)､ 傷肩名､ 住宅に胡 する条件 (建 て方､ 所有､ 広 さ､ 居住役僧､ 居住

環境､ 居住地 の鶴頼､ 付 き合 い､ 居住年数 )､ 傷満 と居住魚件 に関わ る所見であ

る｡ したが って､ この{蓋に よ って収集 され た症例 姓､ 医師の判断 とい うふ るい

があ る｡ 医肺 か らみて伺農あ りときれ た と音 う限定 暮れ た症例 であ る｡ そのため

これ らの症例 をみ ることによって､ 医師が住居にたい して どうい う庇織を持 って

いるか とい うこともわか る｡

2伸 銅査対象者 のJl性

鋼査対象者 の属性 を見 てみ よ う｡

回2-4に貞査対象者の年齢構 成 を示 してい る｡ 全国の傷荊者 を推計 した場合 と比

べ ると非常 に高齢化 してい る鴨が分 か る｡ 65歳以上 の高齢者が 7制近 く占めてい

ち. 丈 に75歳以上 のいわゆる後期高齢者が 481以上 を占めてい る. このこと姓､

往診対象者 に高齢者 が多 い と音 うことを示 してい る.

次 に､ 傷病 の特徴 につ いて見てい く｡

傷柄分類 を世界保険機 帆が採用 している帯0回 r田蕨疾病､ 傷病及 び死因統計

分頼 (tCD)Jに坤拠 して表 に示 している｡ 傷薪 の構成 姓､ 図2-5に示 している｡

網査対象者 に高齢者 が多 いため､ 高血圧症､ 脳血栓症 な どの r増額系 の疾患｣､

7)3L- マナや腰痛 症 などの r筋骨系及 び縫合8L職 の疾 患Jが多 い｡

年 齢構成 のずれ を考慮す るために綱査対象者の年齢構成 に年齢階級別傷荊分策

別の有荊岬 を乗 じ､ その儀演者 の構成 を機 に示 して い る. そうす ると離職 ●め ま

いな どの r神縫糸及 び慮鷺鳶 の疾患J､ 嶋 息 ●慢性気管 支炎な どの r呼吸系の疾

患｣､ 心身症 ･情緒不安 な どの r績神緯専Jの構成比が年齢構成を考慮 した推計

値 に比べて大 き くな っている｡ すなわち､ これ らの傷病 が､ 他 の傷病 と比較 した

ときに住環境 との 関わ りが廉 い と音 うことである●
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8仲 居住条件別傷荊分類

居住条件別に傷病 の有荊蝉 を とらえてみよ う｡

r循環系の疾患Jについてみると､ 寒冷地である北緯遭､ 東北地方 において有

房事が布 くな りでいる｡ 樽の比較的温畿な地方になるに したが って甘病事が低 く

なゥている｡ これ まで､ 寒冷一也 で r循環系の疾患.Jの骨柄事が高 く､ 鴫房役儀な

どの整備状況 な どによる重量 の高低 に影響 され､ 中でも北海道 より東北地方で死

亡事が高い ことが糖耕 されて 曇た｡ 本欄蓋 で姓､ 居住条件が傷爺に影響を与 えて

い る荘elを収集 した結集､ 貴義 の影響 を居住者が 嚢ともに受けるよ うな居住条件

が取 り上げ られた. そ¢絵素､ 北*遭での青病蝉が東北地方よ りも高 い鐘 となっ

て現れている｡ これは､ とりも蔵 書す外的環境の変化か ら人剛の肉体 を館腰す る

とい う住居の基本的投網 の大 書さを示す ものである.

次に､ 住環境 との鋼わ りの潔 い r精神韓専J r糟縫糸及び感賞者の疾患J r呼
吸系の疾患Jkついて居住条件別に耳点岬を比較 してみ る.

r神経系及 び虚鷺者の疾患Jの有荊蝉蛙､ 居住条件の違いによる大 きな善 蛙､

見 られなか った.

r呼軟茶の疾患Jは､ 居住条件に よって明 らかに有荊蝉に善が見 られた｡ 住宅

の叢 で万別虹有荊JFを見 ると､ 非耐火集合住宅で34.1Xと他の集 で方 (14.2-25.

OX)柾比べて高 くなっている. 非耐火集合住宅 とは､ 木造の文化住宅 やアパー ト

･暴風 などを示 している. 非鮒火集合住宅 は､ 一般的k他 の建 て方 に比べて両徽

･投儀 ･住鴨場 な ど0点で舞 サてい る. こうした様々な点で集 っている居住徽義

の影響が r呼嘱茶の兵糧Jの脊病蝉の菖 さ8=墳れていものである.

rヰ嶋瀬 の涙鼻J縫､ 狭い住宅居住者縁 ど青庶事が高 くなる儀鏑t縛 っている.

住宅 の狭小鵠鴨が r畔鴨蔦の疾患｣ k轟影響 をもた らし､ 1人 当 り6量以上の住

宅では､ 有病蝉が17.4‡であるが､ 6量兼欄 の住宅 で姓､ 乏8.2Xkもなっている.

また､ 4主以上の住宅で性､ 17.7‡であるの 仁対 して､ 8童以下の住宅 で姓､ r呼

載弗の疾患Jの甘掃蝉が21.8-2S.8Xにもな る｡ r呼吸系の疾患JG=は､ 蜜 内生丸

の貫が非常 に大 きな義妹を持 つ. 一人当 りの曇数が少なか つた り鮮度散が少ない

な どの狭小な住宅 で姓､ 車 内空文の清浄色 が保てない. その結果､ r呼吸系の疾

患Jkかか りやす くなった や､ 家族の雄かがかか るとす ぐ駐丘染す ると音 うこと

になる｡

居住･毅儀 についてみると､ 鍾薪や特 に員畠の不儀 である住宅 で有兵事が貫 くな

っている● 鳥 貝の毅韓 されている居住者の有病岬練17.9Iであるの紅対 し､ JL呂の

職鴨 されていない居住者の有病蝉練､ 乏8.7‡と貫 くなサている. 身伴 の糟糠 番は､

との疾清にも望 まれ るが､ それが r峰畿系 の涙虚Jにも示 されてい るのであろ う.

身体 の糟糠を保持す るためのJL呂の状況が有綱蝉 に点せ もたら しているのである.

居住糟糠の良否が居住者の r噂根端◎疾患Jの脊荊蝉 を左右 してい る. 自薦が

良 い居住者の有点蝉は､ lS.Jはとなっているめに対 して､ 8紫が憂い居住者の有荊

蝉は25.8‡紅 もな ゥてい る. 議員のよい住宅 の居住者の有鋼Jrは16.4‡にな ってい

るのに対 して､ 逮員の養 い住宅 の居住者の有荊寧姓2S.6Xにもなっている.

居住環境は､ 居住 に供 して基本的な条件 である. 日照が鳶ければ､ 気分 もふ さ
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官がちにな る し､ 骨 などの形成 にも影響があ る｡ 遺風が懸 ければ t3め t3め t.,て気

分が晴れない. この ように居住瀬境 は､ 居住者の精神両 を遺 して傷病 に慕 影響を

与 えるのであ る｡

居住地の種類では､ 幹線並鞍 などの沿道 に立地す る住宅 の居住者 の有病事 が､

55.2%と他 の居住地 の18.6-27.8Xと比べて飛 び抜 けて有 い庇を示 し､ 呼吸系疾患

に対す るその影響の大 ささを示 してい る｡ 解繊漣韓 を連行す る革か らの排気 ガス

によって遭特周辺 の大気 は汚染 暮れ ている. この よ うな汚虫 された大気の中で毎

日暮 らしてい る事が､ r呼吸系 の疾患Jの青薪蝉 を高めることにな ってい る｡

r精神■書Jの青鯛蝉が居住兵件.k よって申かな濃 いがみられ た〇線､ 近所付

色合いの有無 に餅 してである. 近所付 書合 いの無 い居住者 の r精神■害.Jの有病

事は､ 12.8Xと近所付 も食 いのあ る居住者の有清華 のS.lXに比べ て貫 くな っている.

これは､ 近所付 書合 いが無 い と r頼神尊書Jにな る比蝉 が高 くなる とい うことを

示 しているとみ るよ りも r樽神離書｣があれば､ 近所付 き合いが少 な くな るとい

うふ うに理解す るぺ 象か も知れない.
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4好 傷 肩 分頼 別居住条件

傷病 分類 に よって との棟 に居 住条 件 が異 な って い るか を見 て み る｡ ただ単純 に

個 々の据襟 を見 て も分か りに くい｡ それで､ これ らの相 模 を帝 政化 して比 較 す る｡

居 住役儀､ 居住環 境､ 居住 年 数､ 一 人 当 り畳政､ 毛赦､ 居住 者 の年 齢 を取 り出

して据 軟化 す る. 居住役儀 として専 用 の台所､ 専 用 の便 所､ 風 呂の養 儀状 況 を取

り上 げ る｡ 各役儀 が整備 され て いな ければ 1点､ 整 備 暮れ ていれ ば 0点を与 え る｡

居住環 境 と しては､ 日賦､ 社 員､ 居 住 地 の穫 無 を取 り上 げ る｡ 日賦 や遺風 は良 く

なけれ ば 1点､ 居住 地の覆寮 は､ 市 街 地､ 治 並､ その他 で あれ ば l点 を､ それ以

外 の条件 であれば 0点を与 え る. 従 って居住 役儀 と居住 環 境 姓､ 最 良 点が 0点 で

最蕃 点が 8点 とな る. 居住年散 は､ 1年末綱 が 1点､ 2年乗積 が 2点､ 8年 末綱

が 8点､ 4年末綱 が 4点､ 5年 乗積 が 5点､ 10年 末綱 が 6点､ 20年 来 網が 7点､

80年 来綱が 8点､ 48年末網が e点､ 40年以上 が18点 と した｡ その他 一 人 当 り量 赦､

年齢 について 姓実数 を用 い､ 各 々儀 荊 分素 ご とに平均銀 を とった｡ 傷 荊分 責 ご と

虹居住条件 の指数化 を行 い比 較 す る こ とに よ って傷 病分類 によ る居住 条件 の違 い

が明か とな る｡

r呼吸系 の疾患Jの居住条 件 の特 徴 姓一 人 当 り量政 が少 な く､ 居 住 役儀 ･居住

環境 ともに着 く､ 居 住者 の年 齢 も53.5歳 と若 い こ とで あ る｡ r血糖 及 び冶 血器 の

疾患｣の場合 も一人 当 り畳散 が少 な い ことを特徴 と して い るが､ 居 住 毅儀 や居住

責壌姓r呼 吸系 の疾 患Jの住 居 と比 べ て集 りでお り居住 者 の年 輪 も布 い.

r精 神尊書.J r神経系及 び慮 先番 の携患Jは､ 一 人 当 D義数 や車 歓 は{ 董対 象

者 の平均 的 な赦息 を示 して い るが居住 環境 が やや余 せて い も. r皮 Jr及 び皮 下組

織 の疾 患Jも上記 の傷病 と無血 の居住 褒墳 で あ るが､ 居住 者 の年鴨 が64.8義 と若

い こ とが特徴 とな りでい る.

r感触症 及 び寄生 虫症Jは､ 一人 当 り量 歓 は少 な くな いが､ 部屋 数 が少 な く､

居住 牧儀や居住環境 が懇 く､ 年 輪 が低 い こ と虹特 徴 があ る.

r新生物 Jの居住 条件 の特 轍 姓､ 居 住薫積 がや や劣 る ものの他 の負件 は､ 比較

的良 好 であ る｡

症例 の多 い r循 環系の京女J r筋 骨 系及 び捨金 組織 の疾 患Jの居 住 条件 の特徴

姓､ 一人 当 り畳赦､ 阜政 ともに貞査 対 象例 の平均 と比較 してや や大 きい とい う特

義 が あ る. それ は､ この疾 蜜が比較 的高嶋考 に多 い とい う こと とも用達 して い る｡

住宅市場 が 自由抜 群 に支 監 され てい るため､ 収入 の増加 に したが って義人 で きる

住宅 の溌横 が異 な る. 高齢者 に なれ ば それ までの 住宅 を踏 台 に して よ り責 の高 い

住宅 を取得 す るこ とが可能 とな る｡ そ う した住宅 市 場 め メ カニ ズム に よ り一般 的

に高齢者 の居住条件 蛙改善 きれ､ 規 模 の大 重な住 宅 に住 め る とい う事竹 が あ る.

ここでは､ そ う した事績 が反秩 して い るもの と考 え られ る｡

r損傷及 び中毒J の特 徴 蛙､ 一人 当 り隻 数 が多 い もの の景教 に比 べ皇散 は それ

牡 ど多 くな く居住年 数が好 く居 住者 の年銅 もやや若 い こ とであ る. 居住者 の年齢

が若 いため活軸が涛先 で あ る こ とを想食 事せ る. しか も､ 居住 年数 が塩 い ため に

住宅 の神都 まで知 り尽 くして い ない｡ その ため薄 井 な行 助 が住宅 の構 造 と食 わす

損傷 を受 け る こ とに なるのであ る｡
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この よ うに､ 傷病 の特徴 が居住集件 の善 となって現れ ている｡
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5貯 居住条件 と傷病 の尿El

傷肩者 と住居 との関わ りを考 える と次の 2つに分蕉で きる｡

ます居住条件が､ 傷肩 の原田 とな ること､ これ は今 までの病気 と住居 の関わ り

である｡ 第二 に居住条件 と傷病 の冶轟 や傷病者の生活 との関わ りであ る｡

ここでは､ 従来 の傷肩 と住居 の関係 であ る傷肩 の因果 関係 についてみてい こう｡

()内の数字 は､ 資料編 の症例番号 に対応 してい る｡

I)居住条件 が傷病 の原田 とな る

①居住面積

居住面積が傷病 の鹿田 とな るのに狭す ぎる場合 と広す ぎる場合 の 2つの タイプ

がある.

広す ぎる場合 は､ 他の親族 との卓 蝕 がない､ 老衰 kよる括勧能力の低下 と住宅

両糠 の対応が とれないな ど計らの能 力 との ギ ャップや他人 との コ ミAニケー シ r

ンの不良が精神的な不安定 をもたら し､ ノイ ローゼや不蝦 にな ってい る｡

居住面積 の狭小蛙､ 住居 内の居住者 の行動両横 を限定す る｡ 更に タンスや テレ

ビな どの電化襲品や家具 な どの殺せ が ます ます狭小化 させ る｡ 多 くの家具 や生括

用品姓､ 住居 内に散乱 し､ う まづいた り (8201,10808)､ 足 を引 っか け転倒 (70

21,701)す るもとになる. ま叢 に小児がい る場合 に蛙､ 散乱 してい る多 くの物 に

容易 に捷熟 し､ 異物 の幕軟 く7162)を梼引す る｡

居住両糠 を減少 暮せ る亀の鶴 の多 さ杜､ 住居の メイ ンテナ ンスに支離を もた ら

す. 居住両糠 に対 し多す ぎる家具や生活用 島は､ 離JLを さ嚢たけ､ 掃除を不十分

にならしめ､ 柾こりゃ カビを住居 内に とCめ ることにな る. そのため {且が繁精

した り練こ りゃ 舟tf◎ために気管支 嶋息 (88Sl,4881)を引 書起 こす こ とにな る.

居住両糠 の狭小 書の影響 姓､ 家族側鐘や精神状態､ 精神 的疾病 としても表れ る｡

蟻的に表れている蒙鹸岬儀 として､ 蔦触手 が争い も¢ として住居か ら狙い出 暮れ

るとい う鯛が ある● 8世代同居 ならば､ 線 の戚轟 杜仲 VIの け考 に され る. 例 えば

諌か らせ壌追 い立 て られ るようなことを首 かれ る. (8478,8661)

8世代同居 でな くとも客があれば､ I;やまもめ として外 出を教案 され る (9772)

. その括乗､ 患惰&か ら不蝦症 にな る桝 もあ る. 劫兄七 も義末 寺わ たパチ ンコ屋

な どへの外 出が濃搬 な条件 とな って傷病紀影響 している. (472之.4728)

狭小遺書 な居住状膿は､ ま族鞄廉 を義む● 住居 内仁子8tの遊 び場がなか やた り､

大人の プライ}<シー もないような住居 で姓､ 夫婦 や豪族の騎虎 がゆがみ離婚 に ま

で発展する (7288)● 離婚や家族肋嶋 に*でいた らな くとも不 眠や紳欝症状 を も

たらす場合 も多い (8381.8882)｡ *た､ そのよ うな状鱒 披､ 精神分裂病 (658之)

な どの輯神異常 ($221.6222)をもた らす ことにな る●

子供 に対す る影響 は故鯵で ある. 狭小で あるため､ いつ も子 どもの行動 が母穀

の巳に止 まる. そのため子 ども蛙､ 一 日中母親に叱 られ潰 しの状態が続 き､ 落 ち

着 きがな く､ 攻撃 的 とな らざるを得 な くな る (8801). また狭小故 柾聾児 と輯 え

噂 をせ ざるを得ず､ 輿児が母親 に押 しつぶ 暮れ､ 圧死す る (8481) という例 もみ

られ る.
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この ように狭小柾起因す る傷病は､ 不可避的なものが多い｡

Ej:離鹿

瞥毅 が綱わる傷病 姓､ 欝毅か らの転鋼8=よ る傷害 で､ 打鍵､ 捻挫､ 骨折 な どが

多 い｡ 極端 な場合 捉蛙､ 死 (1491,8821)虹 *で至 ってい る.

遺JEの糖度の弁棒 杜､ 簾網蜂や腰 に連常以上の負わを畿 い り､ 膝 関節炎 ($98)

や腰膚症 (398,1171)を引 き起 こす ことになる. 韓 り蓋 しの上下動は内Jtにも墓

影雷 を与 え､ 子宮下垂 (4288)をもた らす例 もある｡

之 に上丘のような離敦昇降 の悪影響 を丑れ るあ蒙り瞥段 を利用 しないと､ 養勤

地力0低下 (1291)や神経症 (8821)などの傷病 を引書起 こす事にもなる｡

○扱麓

住居 内に紘玄岬や敷農など様々な所 に最善 が存在 し､ 賑elの泉田 となり､ 打鍵

や骨折をもた らしている (1802.8871.8498 eto.).

◎居住役儀

傷掃 k闘わ る居住役儀 として一般 に､ 滝 し ･便所 ･JL呂が考 えられているが､

木嶋蓋 では､ さらに嶋欝枚儀の量真性が浮 き彫 りになゥた｡

ます､ 独立 した畿両所が無 い と十分 な歯JFさ､ 洗顔がで 象な くで口鰹の鞘生状

膿が非常に轟 くな り曽糟Jt徽奮起 こしている (4481).

便所が､ 大小共用○ Ⅰ曾新 しかない と､ 載 かち合 って経かが行 島そびれて便秘

になった り尿せが *ん して気分が悪 くなりた りす る. 最鰻 に鎗衝立繍炎七 もひ 奮

起 こ している (8291)｡

鼠 呂がなければ､ 糟糠 さが保 たれ難 く､ 鱒統炎 奮起 こす ことになる (7601)｡

嶋房役儀が無い ということ縫､ 奪 い冬の夜 間､ 体力を維持す ることすら困難に

なる● 冬中､ JL葬気味でありた り､ 再三欝炎 を起 こす (8862)ことになる. 場食

紅よりて練､ 農卒中 など脳血管蝉害 せ引 奮起 こす (Il)Jt田 ともなる.

た とえ､ 嶋房畿儀 があやた として も､ それが石油 ス I- ブなど竜 内空気 を汚染

す るものである場合 転社､ アレルギー性疾 患 (之18)を引 義鐘 こした り､ 心筋義墓

(lSlt)奮起こし長くなる｡ 嶋房が不十分 であると､ 厳冬期のq･な どに竃tの低

下kよゥて突発性老人性畿伴も直毛鐘 こした 申､ 非青 な幕血圧 (280以上)奮起 こ

し (7441)かねない｡

◎居住濃壌 (日親､ 遷JL､ 損気 )

ここでは､ 居住責場を住宅全体 としてとらえるので捜な く､ 特k､ 傷病者が最

も轟 く生培 している癖毛や居住車の収税 としてとらえる●

日銀 ･議員の不良 や竃気姓､ それ 自身 とともに僚艦な どによって肉体､ 精神双

方仁義影響を及ぼす. 又､ ダ鼻やカビが発生 しやす くなることによ り､ 気管支頓

息等呼嘱幕の疾患をもた らす.

低塩でジメSJメした居住環境 性､ 開披 ') A ウマ チ(8621)､ 変形性開披症(8701)､
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多発性慢性開溝 ))ウマチス(8561)な どの筋骨系の疾患を もたらす｡ そ して､ 特 に

低温 は､ 高血圧(1352,9242)を起 き易 くす る｡ 日照 ･遺鼻の不良 は､ 身体 の糟糠を

保つ ことを困難 に し､ かいせん定(4801,4802.4808)な どを点 こ しやす くす る｡

鴨盤 な居住環境 蛙､ 気分 をふ さぎ気味 とし､ 胃徽傷(4101)､ 欝篇(6872)､ 胃炎

(‡701)などを もた ら している●

甫頼 りは､ 居住者 にス トレスをもた らし､ 高血圧中神鐘骨炎(188)を起 こす｡ す

き*嵐 姓､ 急性気管支炎(3691)や肝炎(3691.6802)を起 こ した り､ 鴨房役儀 の不備

と相侍 って脳卒中($103)を起 こ している.

◎居住地の環境

自動事の排 ガスな どによる大気汚典 のゼ響 姓､ 気管支嶋息や優性気管支炎 な ど

の呼吸系疾患 とな って褒 れてい る｡ 一方､ 尊者托 よる影響健､-不鳴く5842)や幻聴､

分率症 (之848)､ 鴨牲胃炎な ど神掻&兼寿 を通 しての疾 患 とな って叢 れ 古.

①社会掻済環境

綱査括兼 にみ られ る傷病を もたらす社会掻辞儀壌 としでは､ 転居 や改築 による

生括環境の変化､ 地上げや追 い出 しによるス トレス､ 土地売却 による生 色がいの

喪失､ 住宅 t}- ン¢負わか ら.の鶴 亀す ぎ､ 鴨尊者 に対す る社会釣鐘射､ 生清廉麟

考に封す る鍵亭停止 など住居を中心 とす る蝶 々な社食巣鴨 であ る.

転居 や改葬 による生者鴨場の亀変社､ 高嶋書な どk兼も松影讐キ もた らす. 餐

わ り良知合 いがいな くな 皐と出歩かな くな り､ 讐鋼(811之)や線束(8181)畿引 書鎧

こす. 転居 による妊婦へのス iI/スが､ 胎 児へ鯵I I,､ エナメル織形Jt(4881)奮

起 こす､ 転居や歌集 捉上手不慣れな生糖雛壇 の出責 瞳､ しば しば尊故竃呼 び鎧 こ

し､ 転僧(9112)や犠 た 曇りを横井す る.

縫上 げやiBい出 t,kよ るス トレス姓､ 精神 へ¢圧迫かふ構銘茶や･徽義務 の鴨書､

胃病､ アル コール成 育症 な どをひ奮起 こして小串.

住宅 ロー ンの影響 は､ ロー ンを支払わな甘ねばな らない という脅迫観念 か ら自

己の能 力以上 の労鴨 を行 お うとすること柾起因す る｡ 労義 時職を義鋸 しよ うとす

るあまり治療 を怠 り､ 半身麻早 く8881)kな った り､ 精神的ス トレス､ 義 書す ぎに

よって胃糠嘉(8283.1080之)を起 こした りす 巷などの取 り去 t,のつかない尊厳 を81

いてい る｡ 又､ 青鬼 とパー トの '}L/ンでか も､ 心 身軽くIl88)になる鯛 も見 られ る.

なか なか克美の もの として組義 され ていないが､ 非常 托重責 なこ とk住宅 によ

る社会 的豊JIがあ る. NL専肴で あるが ため乾何者 りしかで 毒す､ 多 くの鴨尊者が

一宮柾培め込 まれ ブウイJt5,-が守れ ない軟投柾並 小払 食わてヽヽ為. その狭小濃

密 な環境が､ 樽神分我泣 く2641)を生 んでい る.

生括偉犠受胎着 が､ 持求 であるため仁保鐘 を打 ち切 られ た｡ モ0措兼生境 に韓

窮 し､ かな りひ どい貧血(Sl12)とな ってい る.

こうした こ とは､ 社会 の仕租 みや朝生の見直 しがカ られ るぺ 書韓膿 であ る.

⑳ その他の居住集件
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住居 として寝藁 されていない集物､ あるいは本来姓住宅であ って も､ 店鋤 など

を併殺 したために住唐本兼の機能が阻害 書わ た鷺物によっても傷肩 が引き起 こさ

れてい る｡

併用住宅 は､ 広々托 して､ 建物の最 も条件 の良 い場所を店儀 や作業場紅占め ら

れて しまう｡ そのため､ 居住盲 の日照や通風が轟 くな り(lS21.SO81.6682な ど)､

書か つた り('68之1.縫膿工場､ S802,パチンコ最の二階)､ 寒かつた り(お堂)､ す き

貴慮 (8891.納塵 の二糖)が入 り込各島す く寒鶴の豊が撒 し くなったりすろくS162な

ど)● 又､ 作業場か らのチ ()､ ホ コI)な ど(8602,8221.7868など)が居住室 まで入 り

込む ことにな り､ 呼敬慕の疾患を引 さ起 こしている.

⑳傷病の真田

その他0傷病の憂世 として ダ言､ カビ､ 花粉､ 騒音､ コ ミ3Lユケー シ■ンな ど

がみられる｡

ホブTJ､ ダ与､ カビな ど蛙､ か-ベ ッ トを敷いた り奮､ 小鳥等のベ ットを居宅

内で鋼 うな と0位生岩儀式等 kよりてかな り引き起 こされてい る｡

曝書 虹よる傷済 披､ 集合住宅 kおいて発生 している. 隣家や上欝の生活音 によ

り不戦(2642)や精神合銀(SS81)を起 こしている｡ 竃昔を解鞘す るために警察 と交

渉す ると曹 う心労虹 より上をtt期外収繍(5781)を引 奮起 こすな ど､ 騒音によ りも

たらされる人榊閤儀 が簾田 とな っている例 もある｡

自らが義音 の慮JZI柾なるので姓ないか との丑幡心か ら乳児が夜粒 食しないよう

に鎗 し●ぶ りや 汐 .I-スキ専･えるため､ Ejや嶋に異常 (8162)eもた らしている鎖

もあ る●

兼職 との付 書食 いが無いためk徽鋼(7202)やそ ううつ病(8161)kなる. 付 合食

いk気を使 いす ぎ不安神経症(8162)を起 こしている. 住居内の他の人 もろい姓他

の鴨場 とのふれ合 いがで きない こと虹よって､ 胃病(6878)や幕血圧等(8212)等を

引 金起 こしている桝 も見 られ る.
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6節 居住条件 と傷鱒の療養

前述 したよ う托疾病の構汝 が魚牡疾 患か ら慎也疾患 に変化 して くる と､ 傷荊時

の療義 の難易が住居 の投刊 として クローズア ップ され る｡ ここで姓､ モうした傷

点者が どの機 に療養 しているか､ との棟 に生 宿 してい るかを居住条件 との償係で

みてい くことにす る｡ ()内の数字 姓､ 併 称同棲責科銅 の症例番号 に対JSす る｡

① 居住市糠

住宅 の狭 さ姓､ 人絹 と して生者す る場を物理的に奪 って しまう｡ 鷺 に医療 ･樽

社 な ど社会的杷木素餐 げろぺ 曇サー ビスが受 けられな くな る. 樽牡機零の導入も

解離 柾な り傷病者 の r潜在能 力Jが発揮 されず自立 で 奮ない. そのためプライバ

シー もすわず､ 結集 として r徽轟.Jが専 暮れ るのである. 住宅 の洪 さが､ 療養を

阻害す る状況 として次の B点が あftられて い る｡

第 1に､ 款 いためた傷病者 が療養す る場 を失 う (7422).

蒙鮪 が各 賞 とす る生餌を綱丘 k鍵俄 で きない住宅で姓､ 傷病者が療養す る嶋を

義保す ることす らで 象な くな る●

例 えば孫 の受 験期 などに当た ると勉強都農 に最儀先 して都度 を割 くことになる｡

そうす ると老人の犠 ていろ布農 がな くな り､ 老人病院に人操 させ られ ち (848､6
861) とい う尊慮 に弗農す る. 又､ 蕪が成長 して■竜を必責 とす るよ うにな り､ 老

人が追 い出 暮れ る (糾28). 8量8.S量 のふ た柵での親子 5人が生糖 している● そ

のため､ 子 どもが病気になって も覆 る場所 もない (788之)●粛2に､ 鯵鍵が頼義柾 なる. 多 くの生者用 品が董 内を占轟 し､ 人岬の生糖する

嶋 が奪 われ ている● そうした中 では､ 綱足 な鯵鐘 を行 う生刑も義鍵 で 曇ない●

居住 両糠が狭 く､ その上多 くの生者用品が散乱 してい るため､ 牡鯵 しよ うとし

ても足 を響 くだけの蛮剛 しかな く網足 な鯵綾 がで 書ない● (87人875､8898)

第 8に､ 生活用晶 が義魚 と唐音ktかれ数理豊穣､ 清掃 な どが行 き届かず､ 不

精生 紅なる｡ その こと姓､ 療養 を拒 むばか りか他の傷爺 の震周 にもな る｡

居童の狭 さが､ 室 内の養護養職を困難 に し､ 不鞘生な室 内環場を形成す るので

ある (1803､ 8671､ 之88)●

第 4柾､ 個 々の生境の !)ズムキ義烏 で 書なVt. 蒙鱗の生活鴫閥が纏 う場合が多

くなってきたが､ 住宅か秩い と蒙全件 がざわつ 亀幕 も曽 いて艦 れないなど療養を

阻害す る●

住宅 内の どこにいても心身 の簿も着 く場所が無 く､ 充分 な療養が行 えない (78

61.1162)｡ 豪族 それぞれの生活時何がJ{サパ タであるために､ 人の鋤 く気配が し

て改構 ち響 いて載れない (IS81)な ど車 内が狭 くて傷房事 が落 ち曽 いて療養す る

増が無 い. 精神面 に も多 くの影響を受 け､ 療養が妨 げ られ る.

第 Sk空 幣の狭IJヽによ りて t)ハ ビ IJチ- i,書ンが不可能 とな る.

IJハ ビf)チ- '/ rンを行 うに姓､ IJハ ビ I)チ- i,rンに対応 した全 閉が必実で

ある｡ その生 筒が なければ ワハ ビI)ナー '/ pンも由鞭 となる. 居宅 が炊けわは､

兄 い回 る練習 (888宅)､ 辞行胡 蝶 (2182)､ 件練 その他 の I)ハ ビ')サー シ ■ン (

8992)が甲 難 にな る●
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7)ハ ビ])チ- シ ■ンの困難 姓､ 連動 を妨 げ､ 体力の低下や鷺欲の低下を もたら

し､ 症状が好垢 しないば か りか､ 悪化や他 の症状 を引 島起 こす｡ (105$8､ 4211､
8981､1621)

第 8に､ 居宝に祐牡機番を搬入で きなか った り義人で 垂ても使 えなかった りす

る｡

これは､ 単柾居室が狭 い と音 うことだ抄で杜な く､ 開口部や連絡部 が狭い と嘗

うことも印僑す る. 糊口都が妖いためにベ ッドが義人で 奮なか った り (188之.810
1.8168.6912.816之)､ 居宅が狭 くて償 えなか やた りす る. JB下 の嶋が狭か った り

居室が狭いために尊精子が搬入で食なかった りヽ 義人 しても利用す るスペー スが

なか ったりす も (477l､ 4g98.7C3). また､ 玄欄 な どの糖 口櫛が小 者いと､ 入浴

サー ビスの浴槽や事績子が繍人で専ないあるいは糠々な戦 を働か さなければ なら

ない と音 う非常 海嶺 難を伴 う. (S863､ 74儲､ 4壬88)
こうした居宅への樽牡機器傭 人の田離せ､ 鋼鉄の藍 ,>た撫壕 での tJハ ビt)テ-

シ■ンと異 な り多 くの絹難 をもたらす｡ 競走 してlヽた義壇 で lJハ ビ LJチ- シ ■ン

がで 専ないため､ これ竃で携 けていた tJハ ビLJサー tJ*yを中止 し､ 他の方法を

遭訳 しなければな らな くなる (4721). こうした こと姓､ IJハ ビIJテ- シ ■ンの

継摸性 を蟻 し､ その効果 を半減 させ る.

第 7に､ 蒙戚内戚養 毛麟弗す る.

居住生餌め狭さ姓､ 体 と伴が銀線す る義金を嶋や し､ 縦続の犠 かが.轟胃な どに

轟染す ると艦繊内でのJB集が 蕃けちれな くな る (9981)●
第8k､ 介助や省 雷柾す る.

介助蜜行 うと雷 サ己と姓､ 人が二人必上- ケ新軽い魯こと柾な8● C>とりでも

狭い ところに三人以上いもと鼻勧 鐘が とわ な くなる (88%l). 介馳せ鴨に必豪 と

す る入浴時k義 も剛轟 となる● 人ひ とり封入 8¢kやサとな◎払､ 舟鱒無 しで練

入浴で 書ない (7201). そのため入浴時k杜､ 舟助馨 もず.虫簾 れ柾な り､ 介助 し

なければならない <8長手8)●

又､ 左半身不離のために左僧から¢介助 モ必真 として も､ 隷 いため 捉どうして

も傷病者の右僧に しか介助の空相を義良で きない (7462)とい う輯轟 をもた らす.

以上 より

･一定の スペースがあれば､ さっぱ りした生慈覚鱒が義庵で 奮､ 寧椅子等 の縮

牡機額を使用す ることが可能 にな り､ 機能 回嬢のため¢獲勤 にも霊歌を持て る.

ところが居宅が狭いと養嶋霊歌 も無 くな り､ 轟伴徽鍵が鶴遺す 古 く!841)ので

ある.

¢鴨段

階故は､ 傷病者だけでな く義尊者 を含む 尊貴ざまな人め帝勘 を沖鎖 し､ 傷病者

の自立や社会性を奪 う. 傷繊者の r義農Jが妨げられて lヽ 各様予が次の点k養 暮

れている.

第 1に､ 鴨政の昇終によりて糾帝炎な ど臓の傷群の鴨牝が招 かれ る (Jは82､ 16
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02､1781) ｡

第 2に､ 行鋤を制限す る｡

階段が行勤の障害 となるの舷､ 次の 8つの理由が考 えられる｡

*す､ 階段 を登 り下 りす ること自体 が困難 であ りた り､ 精神的なJL有 とな り利

用 しない (188､ 1291､ 1292､ 8292､ 3342､ 8911､ 1782､ 1842､ 4$71､ 87$1､ $02

2､8063､ 8171､ 8092､ 1482､ 8851､ 8582､ 6478､ 1082､ 7473､ 7002､ 8611､ ‡61

2､1788､ 7461､ 6113､ 2982､ %058､ 4181､ 9461､ 2871､ 4282)｡

2つ 母に､ 滞JrでエL,ベ- タ-が牧鷹 されていても麟染みの尊 いエレベー ター

牲利用がわず らわ しく慮t:ら･れ外出が少 な くなる (7271､ 6911).

8つ日に､ 離叔0ためた尊椅子や歩行者な どの繍助具が使 えな くなち (9871､

2881､ 2681､ 988I､ 2983).

こうした精良に よる徽書が､ 傷病者の外出を減少 させ､ IJハ ビT)チ- シ rンを

減適 させる●

第 8に､ 孤立化 を もたらす.

前述 したように離毅姓､ 傷点者の行勧〇台由を うば う. 他方では､ 鍵尊者 の行

勤の 自由も奪 う. 遭略 と住居が同 じレベルであれば､ 特に必叢がな くても人が折

れ るが､ た とえ2欝でも欝政 を量 らなければならないとよ縁ど憩 いインパ ク トが

なければ､ 住居を妨れない｡ その椿果､ 家族以外の人 との交泳が途絶 え､ 不安感

や孤独感を集 えるようkなる (1482､ 1471､ 8811､ 約61､ 6431､ 8441､ 591S)｡

第 4に､ 介助の榊鼠を もた らす｡

平坦な場所で も貞義キ伴 う介助蛙､ 狭 く殺生0ある離農 では単離であった り､

不可健 にな る (1882､ 1892､ 2918､ 8781､ 8882､ 8022､ 8742)●

第 5に､ 給轟が犠離 され る●

胃鏡姓､ 糖鎖を行 う蟹考にも鴨蜜 とな り､ 上J欝であると牲鯵が困難 となる (

448I､68‡2､糾91)●

帯6に､ 入洛サー ビスな どの公的在宅サー ビスが上J鴨で蛙なかなか受 けるこ

とがで 奮ない (6901､ 6871､ 7282､ 8082).

第 7に､ その他 の状況 として次のよ うなものが鞘曹されてい る.

6欝に居住 して いるが､ 雨や曇い 日に子 どもが摩下やホールで濃Rため､ その

昔が居宅に曽 奮､ 欝も曽 いて療養で 書ない (e糾8)｡

Ej:E蔓ヨ

段豊 姓多 くの住宅 に存在す るが､ 傷病菅 白身の義豪で移勤す ることを困難に t.,､

自立を奪い取 って し嚢う. その括束､ I)ハ ビ tJチ- シ ■ンなどの効果 も学績する｡

放生が濃集を次の点で粗専 してい る.

帯 Ik帝勤の胡 散である. 敷居 (6111､ 8181)､ 間仕切 りな どの殺生 (6721､

1848)が転倒を薪弗する. その堵果老人に段鼻を義 える鞍必叢以上 に時何をかけ

幸せ た り､ 慎貴に させた りす る (826之). 辞行響 (7808､ 8012､ 8182)･尊楕子

(I8822､ 6411､ S673) ･軟 く8023､ 10882)などの使用は､ 政義 (10881)によっ

て困難にな る. 玄 関の上が りが まち (7138､ 4481､ 818之､ 7871､ 3188､ 8091､ 86
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18､ 8068､ 3061､ 7791､ 2928) ･浴室の出入 口の良基 な ど (10312､ ltは82､ 8662､

711､ 7113､ 7121､ 10828)も単独の行動を困難に し､ 介助 を不可欠 にす る.

弟2に､ 介助を制限す る｡ 介助歩行が困難 とな ゥた り､ ホー ムヘルパーによる

遇一風の車椅子による散歩が蒙丘の構造上非常に萌難にな る (6841､ 8041､ 2188､

7472).

このように段差 姓､ 自分の貴志の もとにひ とりで移動す ることを困難に し､ 人

間 としての自立を奪 い取 って しまう｡ その椿果､ I)ハ ビ IJテ- シサンの効果 も学

績す る.

◎居住役儀

居住役儀は､ 日常生清行鶴 な ど捉大 きな役制を果 た している｡ 日常生清行員姓､

プライバt/一に密 接 に朋わ るため自立で きるかどうか.蛙､ 人鞭 の確立従僕 わる伺

摩 となる. これ まで こうした点を考 えて居住役儀 が整儀 されて こなか ったため､

r自立J r人権｣ r義簾｣が著 しく損 なわれ る嶋食が多 かった.

7.便所

便所 a)形態や構造及び重患 の低下が怖慮 となる. 催兼便所は､ くみ取 り式のた

めに居宅か ら離れた 日照の良 くない場所に配粧 され る場合が多 く､ 便所の重楓が

低下やすい. 王に唐草か ら嫁 ぎけるために度外便所 (8082､ 889I､ 8181､ 1831､

1421)が造 られ るが､ 居室 と¢温度差が大 金い上 6=移勤 ¢欝の繭健豊が非常 に大

書 くなる. そのため糟膏薬の韓害を起 こしやす く歩行鴨書 などがあると優 ′餅の利

用が宙雛で欝糖行為の自立が妨 げられ る. 木責住宅 なぞの弗何優新 線､ よ ねであ

るため阜外便所姓 と幕七重姓ないものの何様 の鵬離脅かか えでいる. 優所が､ 鼻

音か ら離れていた (8828､ 7461､ 3102､ 2128､ 乏881､ 8662)り居宅 よ りも健t (

3923)であることは､ 便所 に到達す ること自体が議韓以上 に精神的内件的な苦縞

にな る.

和式便所 (81飽､ 8062､ 2888)は､ し尿の響糠 を主 官的 とし排港行為を自助労

力に まかせ るため鐘農伴であれば､ 伺崩はない. しか し､ 少 しでも身体に鴨害が

生 じれば排推行為の 自立が解離 になる｡

これ まで便所を傷病者が自立 して排糖行為を行 う場 と考 えて毅雷 t.てこなか っ

た. 便所の水洗化 とともに維 もが自立 して利用で さるよう捉洋式化及び住宅内で

の記霊を考 えなければな ちなや.

∫.浴室

入浴姓､ 日本の壌義な気候風土で姓身体 の積糠を撮っため良港責不可欠 な行亀

である｡

鐘康であれば浴篭がな くても銭鴇 に漣 う事 が可能であるが､ 腰薪 ･失明な ど何

等かの捧害がある場合､ 銭鴨 までの軽雛や交連事柵 な ど妃よって披漉 うことが困

難 となる (8811､ 5718､ $011､ 2908､ 2や82､ 2981､ 6871､ 4801､ 6381)｡

浴室があサでも形線が軒層である. 据せ式 の浴槽の場合､ 浴槽 を またがなけれ

ば入浴で生す､ 肢体不自由であれば浴槽虹姓いることが絹難で入浴の 自立がで き

な くなる (602). 人ひ とり入 るのがや っととい うような浴室では､ 介助浴 も尚難

-88-



であ る● さ さ サ トJ{スで妻が介助 しようとして過転換一年何で 2-8回 も転領 し

てい る例がある (8003､ 2902)｡
屋外嵐呂蛙､ 患外便所 と同 じ く温度豊 と高低豊の側竃をかか えている｡ 温良善

のために巌溢血 な どで死亡す るケー スもある｡ 又､ 塵内外の高低善のために片ま

ひな どの障害 を持 った場合杜､ 屋外風 呂の利用が不可能 である (10$83､ 8471､ 8
691) ｡

ラ.鴫Z#

鴫房が不儀であると冬季､ 毛もを一定た維持で きない. 竜楓 の低下 姓､ 体力の

維持 を錦織 に し棲々な症状を もたらす. 血管 を収縮 させ抹鞘循環韓書や血圧の変

勤､ 狭心症発作な どをもたらす｡ *た､ 慎也気管支炎や優性上気遭炎などの呼吸

系の疾患､ 座骨神経欝な どの疾点に轟影響を与え績 みをもたらすことになる. 牲

鯵にあたつて も患者の衣巌 を脱がせ ることた困難 を戚 じ､ 充分 な治寮が行 えない

(2801､8852)｡

居住役僧 として食所や洗面所 も鑑衷なSt制 をも ってい る｡ 台所は､ 自分 にあっ

た食生活を維持す る上で必夷不可欠 である (7281､ 44S2)｡ 洗面所は､ 口虎の衛

生状藩を保 つために各賞であ る｡

◎居住責壌

居住環境 によって住居全件.の雰田丸が変わ り療養効果が左右 され る｡ 居住環境

が､ 居宅の鞘生徽蝿蜜保つ とともに居住の扶鳶色 を儀併 し r精神的義農Jを左右

す る●

1.ELA

日無は､ 楓度 ･明 るさ ･蒙外線のJLな どk影響 を与える｡

竃亀の低下は､ 体力の群拓をもた らし､ 前述 した上うに様々な症状 を引 き起 こ

す. El照の不良は､ Xの書 きや冬の寒 さを増曝 させ る (7141､ 8803､ 10413､ 941

8､8322､ 7之92､ 9788､ 2041､ 861､ 713､ 1472). 王に毛もが 低下 している状龍を

長 く作 り出 し､ 春 になりでも毛もがなかなか上昇せずス トーブを使用 しなければ

体力が鞘耗す る.

採光の不良性､ 宅内の羽東 せせ下 させ墓幣でも点灯 しなければ生活が困難で鯵

薫 もで きない. このような薄暗い額境 姓､ 布蛾を乾かす ことがで 重なかつた り療

義徽場 としての快適性を奪い､ r意欲が低下 し､ 義憤が乏 しくなる｣ r幕轍 とな

るJ r故求不網を起 こすJな ど抑欝状鯖を引 亀超す (88乏1､ 121､ 1811､ 1203､4

86)､ 108､ 9773､ 6662､ 7172､ 88I2､ 1491ヽ 9378､ 8248､ 8781､ 2883､ 7的l､ 71

41) ｡

El親の不良 に上る繋外輪の不足は､ 骨の形成に慕影響奮与え､ 骨組 しよう症な

どに慈影響 を与 える〇

日焦蛙､ 居室の衛生徽壕を保つ とともに快義位 を嶋併 し､ 傷荊考の精神的な義

貞を促進 させ ることに役立つ｡

ィ.毛 内空気
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速見の不良 (9821､ 9551､ 10261､ 5491､ 8181､ 6001､ 4652､ 2911)は､ 室 内環

境の悪化を招 く. 換気が悪い と室 内の空気 が よどみ､ 臭気 がたちこめ る｡ 症状 に

よって姓便所 に行 けないため皇 内に ポー タブル便器 を薗 く. 傷病者 姓一 日尿臭の

ある居室で生活す ることにな る｡ 夏 には臭気 が こも り､ 妙案のためで さえも長時

間室 内にととまることがで きない｡ そ うした皇内環境では､ 煮糞が促進 されす狂

暴 とともに食欲不振 にな り体力の兼弱 を招 く.

皇 内空気 の汚染 は､ 呼吸による異物 の混入 をもた らし､ 気管 に大 きな負荷 を与

える｡ 圭 内空気 の清浄性 が保て ない環境であれば､ 呼験系疾患 の療養 には不向 き

である (7452)｡

1.擬音

騒音 による影響 は､ 不眠 ･f]聴 ･犠牲胃炎 な ど神島JB兼寿を漣 しての疾 患 とな

って現れ る (287怠､ )｡ 曝せ帝は､ 様 々であ る. 集合住宅 の麟毛か らの騒音 (14

73)､ 鉄道 (5822､ 4062､ 10511)や 日勤寧騒音 (4¢22､ も872､ 7381)､ 居住地周

辺の暗騒音､ 一階 の カラ*ケの騒音､ 早戦8時か らの臓の うどんやが粉をつ く音

(584S)､ 伺犬 の早棚の吠 え声 (10001)､ 等々 (1091､ 4061)｡ いずれ に しても､

騒音 によって不眠 に絶い り体力が鞘耗 し､ 精神的平静が保 てす傷肩 に慕影響 がも

たらされ る●

反対 にJg辺の騒音 を気 にす るあま り自らが騒音 の発句 になることを恐れ､ 乳児

が我社 きしないよ うに糖 しゃぶ りや gA-スを与 え､ ロや欄 に異常 を 舎たす とい

う例 もある｡

鑓音は､ 精神的な義貞 とともに社会約 ･人韓的優 の儀農 を損 な うもの とな って

いる●

◎居住地の環境

住居 の立地環境 に よって綬義 のt,やす 番が左右 され る.

1.傾斜地

傾斜地への住居 の立地比､ 健常者 に もかな りの負荷にな るが､ 下 肢尊書 を持つ

場合捻､ 療養 を阻止す ることに もな りかな ない. 麟耕地 で蝕高低差 があ り､ 傷荊

者本人が一人で移勤す ること.が宙難 である. 尊椅子で披 自由に砺渡 を昇 り降 りで

きない し､ 欝敦に手す りかない と転債 の患わかあ る｡ 居住地膚立が このような扶

養で姓､ 自由紅外出 した ¢漣侠 することが宵鞭で犠 た 曇りが薪兼 され る｡ た とえ

外出が可能 であって も固gl段階では､ bt斜地 は免件 が厳 しす ぎて歩行練習 に凄 さ

ない｡ 冶渡 に離 し､ 定着の徒渉 が醸難であ ゥた り山珊 櫛 の狭い藩で杜､ 緊急時の

撫養がで 虫な くな る. (1之88､ 1978､ 212I､ 8282､ 8571､ 8872､ 3723､ 6181､ 70

42､ 7892､ 7898､ 8462､ 6671､ 9901､ 672､ 68l､ 882､ 7891､ 舶71､ 78日､ 684之)

このように麟斜嶋 は､ 糖度 や段差 な どと同棲に傷群青 の 自立 を妨 げてい る.

∫.自納車交連

er勤串の排気 ガス姓､ 大気 を汚染 し､ 噸 息 ･JL邪 な ど呼吸系の疾患 に悪影響を

及ぼす. 更 に自動車 の通行に ともな う騒音 や振動 比､ 不眠 やイ チイ 予を引 垂起 こ

す｡ 綴繁な 自助串交連は､ 外 出を抑制する. そのために濠 院が困難 で寝 た きりと
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なった り､ 歩行別棟が解離で衰弱を早 める括素を招 く例 もある｡ この ように自動

車交池の多 い地域妹､ 療養に全 く不向 きの環境である｡ (291､ 182､ 2221､ 6792､

5$0S､ 411､ 1573､ 89$1､ 8992､ 9042､ 1672､ 2882､ 2973､ 9803､ 6191､ 2942)

サ.遭格

遭格形状が､ 在宅患者 と外部 とのつなが りを規定する｡ 住居 の前面遭略の嶋員

が欺 ければ､ 革椅子を使用 して外出で きない｡ 仮 に事椅子 が使用可能 な幅員でも､

自助尊の交連量 とのrqkJ<ランスが とれていなければ危験 で出歩 くことや歩行練

菅な ども卑難 にな る｡ 歩行桝鞭 には､ 介助空欄や身件の勘拓のための余樽の空何

が必裏であ る. 傘 を さしてよ うや く人が凍れ るようなただ羊柾通れ るだけの空欄

で姓､ IJハ ビJ)チ- シ■ン空間の鷺味 を持たない｡ 又､ 在宅療養の場合､ 遭樽慎

員が沸 く住宅の前に乗用尊が止められなければ､ 様 々な寄集を使用す る軽砂 姓困

難になる. (8728､ 426h 8981､ 8981､ 8702､ 896Ⅰ4之98､ 1072､ 7828､ 8982､ 70

8)

滋樽 は､ 交遺重職であ るとともに住居の老兵で もあり住居を保震す る空間でも

ある. 静穏 ･安全で tJハ ビIJテーシ qンが可能でなければ､ 傷荊者 の 自立 と外部

との壌蝕が職保 されない｡

王.立地

地壌 虹専門医がいなければ､ 相当の鹿難を通暁のために移動 しなければならな

い● そ こで公共交連機綱のない地域 では､ 遭院が困難 とな る (9742)｡ まして生

清廉腰 などを受胎 していると､ 漣院のための交通費 を負担することな どで 書ない｡

この ように立地碇 よりて縫ヽ 治療が受 けられ ない場合 も生 じる.

住居が､ 商店街 な どに立地 していると近 くに1)ハ ビtJサーシ ■ンの場所 を儀保

で きず､ 義 た きりになる (7048､ 3581､ 88).

療養 を目的 とす る場合､ 医療職輔へのアクセスや外部空 尉の棟子が その住居で

の療養の難易を決定することになる. (9282)

◎社会縫鱗的環境

住宅 姓､ 物理的魚件だけでな く掻群的兵件 を含めて成 り立 t>ている｡ この点件

が養わなければ､ た とえ住宅が存在 していで も生活 で 曇ないこと紅な る｡

†.線群集件

住毛 を取得するために ロー ンを本人の収入 ぎりぎ りで鈴書す る場合が多 い. そ

うした場合､ 何等 かの傷病にかかつて も治療費用 を生せ責 からわん出することが

由難 となる｡ ロー ン養群のために傷病がも サでも濃度な治療を受 けることがで き

な く慕化す る (6881､ 9822)｡ その うえ ロー ン渡賞 のために共轟 きであれば､ ど

ちらが肩先 にな って も看病 して もらえな くな る (8271). 三世代同居の場合 に姓､

家鴨や蕪の世鰭な どが祖母k集中す ることになるな ど蒙摩生者 に兼 を生む｡ 日本

の住宅政策が､ 自助自立を基本 としているためた､ 抜群状態が住宅を決定す る｡

そ して r子QtO義貞に良 くない環境で あるが､ 尊貴を考 えると養在 の市曹住宅か

ら蛙､ 転居 で もないJという状祝をつ くりだす.

居住者の強済状祝が､ 住宅 の故滋 にもゼ響する. 身伴陣専有楕枕絵 にも とづい
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て住宅を改造 したが､ 住居の改尊 は､ 人口 ･ トイ レ ･風 呂な ど一都 に限 られ身体

状態 に合わせ た住宅改善 蛙自己負担 が多 く､ 軽済 的金持 がなければ放棄 しなけれ

ばな らない｡ 魚群 的条件 か ら住宅の改造がで きず､ 持家 を手放 した次 のよ うな例

もある｡ r80代 でJH卒中にな った｡ 余市市街 に持 ち家を持 って いたが､ I)ハ ビ 7)

チ - シ ■ンを終了 して退院す るときに､ 自宅 を羊椅子向 けに改造す る費用がな く､

持 ち家 を売 り町営住宅に入 った｡ ｣ (4291､ 5261､ 8042､ 131)

ィ.借地 ●借家

借地 .借家 の大 きな脚線捻､ 買取 りを迫 られた り改造 が なか な粁可 され ない紘
ど精神的にも居住 の安定が得 られない ことで ある. つ ま り居住 の主導韓が､ 地主

･家主 に撮 られ､ 自らの能力で生清 で さるよ う托身体状 況 に合 わせ た改造 が昨 さ

れず､ 自立 した生活がで きない. そのため常 に不綱 を持 ちつつ生痛 を送 らざるを

得 な くなる. 沸 された♯力を充分に清 か しされない不満 や清祥 的な健 康が犯 され

る例である｡ (5722､ 4981､ 2191､ 6512､ 8921､ 4871､ 5288､ 31､ 1488)

ウ.垢居

能居 捻､ 傷病者 の生活環境 をそれ まで と全 く異 な る状況 に変 えて しまう. これ

まで築 いて きた人 間朗展 がな くな り､ 外 出 しても全 く知 らない環境 となる｡ その

括果､ 外出す ることがお っ くうとな り､ ♯卓 に餌t;込 も り､ ついには寝 た きりと

なる. これ な どは､ 社会約人 開枕席 の義貞 が損なわれた鎖 であ る. (6918､ 7062､

8121､8821)

⑧ その他の居住条件

これ まで述べて きた条件 と重複す る職分 もあるが､ 居住義仲 として特徽 的なも

のを撫讐 しておこ う.

-.併用住宅

併用住宅 は､ モの建鶴 の条件 のいい.場所を店義 や工場 ●作豪嶋 な どに占め られ､

唐音 の環境が劣綴 となる (8271､ 2972)● 人 が人 として療養で 怠る濃塊を奪われ

て しまうのである. r傷荊者が､ 印鋼場の鴫 の土職に義 か され てい る｡ 暗 く､ 塩

気が多 く寝 た きりになって約 2遇剛で､ 全 身 に構鱈 がで きた. J r強充のため店

か ら居 間まで筒抜 けの状態で､ 休んでいて も保も が申義 で血圧 が上昇 し､ 充分 な

錬義 がで 専ない｡ J (9641､ 904%､ 7821､ 7241､ 1841､ 4191)

これは､ 店舗や工場を第一義 と考 え､ 人が療養す るこ とを考 えていない括集で

ある｡

∫.改造

攻存住宅 の多 く姓､ 椴軒段階 で手す りをつ けるな どの改造を予見 していない｡

そのため手す りな どの救世の必美也 が生 じで も浪量 で 曇る場所 がな く改造 で きな

い. r群島 姓広 いが､ 戸が多 いため廊下 に手す りをつけ られす､ 歩行練習が困難

で次第 に歩 けな くな り獲 た きりとな る. J蔑 され た能力 の発群 を住宅 が拒 み､ 傷

病が悪化す る例である｡ (4781)

1.投打 ･計南

牧計 ･計画 によって療養の難易が全 く異 な って くる.
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洗面所､ 便所が 1欝で尊重が 2階の場合､ 1欝2欝いずれに煮養毛があ っても

上下の移動が頻繁 kなる｡ 又､ 間仕切 りが多 い伺取 りでは､ 歩行桝棟 が困難であ

る｡ 8B産を遭遇 しなければ他 の都島に移動 で きない間取 りでは､ 居宅が遺鞍 とな

り安心 して療養で きない｡ いずれの壌食 も毅計 ･計密教欝で動線を考慮 しておれ

ば療養の嶋 が確保 で きる｡

仕上 げ材料 によりでも I)ハ ビTJテー シ ■ンが左右 され る｡ 滑 りやすい材料で床

を仕上 げると滑 って転倒 し､ I)ハ ビT)チ- シ ■'/に白身をな くして しまう｡ これ

も事前 k使用材料を吟味すれば防げ る鎖である｡ (7868､ 4762､ 2891､ 9278､ 98
72､10801､7171)

王.生酒様式

腰 ●臓 ●脚 ･足 の慕い傷肩者が､ 床盛の E]本式生清横式 で生括すれば､ 腰粛 ･

座骨神経粛 ･離開♯粛 ･足痛等が寒偲 す る. 様子座 の方が虚血 から立位への移勤

が客員 であ り､ 稀手盛の生楢が可俄 なよう把住宅 を改治 し､ 足腰に員迫を与 えな

い生者様式 に移行 させなければ ならない｡

他人 との壌触の欠如縫､ これ まで述べて 奮たよ うk精神状態 を抑欝 にさせ る.

外部か らの物音が蘭 こえない と lJハ ビ 7)サー シrンへの鷺欲が低下す る. 経 も尋

ねて こない と官業を忘れて自閉症にな る｡ 家族が l欝に居 て､ 傷病者が2階で療

養 していると､ 全紡がな く発車 しな くなる｡ こう したことは､ 社会性 の欠如が陶

材であ り､ 生頼様式の歌書 とともに没計計ii上の紀虞が必豪である｡ (2198､ 80

21､ ‡782､ 6093､ 7868､ 9841､ 756l､ 5181)

⑩ 在宅医療 の雛鳥朋居住条件

傷鋼の慮図 ･TJハ ビIJ綬糞 の難易 による居住条件 肴比較する と､ 傷病の康田 と

なっている住宅では､ 居住者 の年齢が64.9歳 とやや若い｡ しか し､ そのことを除

けば､ 狭小であ り居住条件が努峯であ ることで姓 fJハ ビIJ療養 を困難 にしている

住宅 と共通 している. このような居住条件 は､ 傷病 の農田 とな るだけでな く))ハ

ビIJ療養 も取等す ることを示 している. 逆 に I)ハ ビIJ療養を促進 している症例は､

居住者の年齢 ●居住年救 縫､ 他 の症例 とそれ 姓ど点 がないにも関わ らず､ 居住両

糠､ 居住役儀､ 居住糟糠 に大 書な丑が生 じている● 展色材糠､ 居住搬儀､ 居住撫

境が､ IJハ ビ IJ簾糞 を俊雄 させ ることに大 書 く鞘わ やてい るこ とを示 している.
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義2- 6居住条件別傷痕の鹿田 ･傷病の難易
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第 4霊 住環境規制の練れ

住瀬境を帝生的に保つために これ までいかに規制 して きたかを考 えよう｡

日本 で居住東境 が閥腰 とされ たのは､ 明治 10年及び12年 の コレラの大洗行が葵

城 とな ってい る｡ 明治1之年 8月14日か ら12月27日までの間に患者が､ 162,687人､

死者が 105,786人 にのぼ ってい る｡ こうした コレラの流行 に対処す るために政府は､

1978年 (明治 11年 )に三新法 と言われ る地方制度 を､ 1979年 に姓､ 地方衛生会､

衛生委 員な どの衛生制反 を投粧 した｡ この地方衛生制度 で23項 目にわたる衛生統

計事務 などを定めたが､ それが衛生委員の負担 とな った｡ しか し､ 地 区鯵断や衛

生微 音 を住民の公遭す る委員 を中心 に壇め よ うとしたこ と杜注 目に儀 す る.

しか しなが ら､ r富鵡強兵｣政策 が強化 され1886年 (明治 19年 )に､ 地方衛生

金 と公衆衛生委員制度が廉止 され､ 讐察響 か衛生行政 をにぎることになった.

イギ I)スでは､ チ 十ドウ ィサクの r美句 労鵡人 口の繊 生状祝網圭報告Jを契機

に上下水並 の整儀 な ど公衆衛生 の水準 向上 に努力がな 暮れ た｡ ところが､ 日本 で

は､ 最初の東京市都市肝留美 である r東京市 区改正鷺息草案J (1884年)で r鷺

フエ遭格構築及 ビ河川八本 ナ ])､ 水道家慶下水ハ末ナ I)J として､ 国民の生括条

件の改善よ りもます､ 軍事責本 を優先 させ よ うとした｡ これに対 し森林太郎 は､

r市区改正 は､ 果 して衛生上 の鵬舟 に非 ざるかJ と反対 してい る｡

20世G!に入 って､ 括義 が榊鼠 とな った｡ I的0年､ コ･)ホが東胡 し､ 西欧精餌で

の結城 の減少は､ ①鞭生息兼の書及､ 中生括条件 の改善､ ◎療養所 の樽毅 に よる

戚集線曝韓の畿丘であると並べ ている. しか し､ 政府 は､ r書 風強兵 Jを儀先 さ

せ､ コ ザ轟が据績 したような こと尊慮 みなか ぅた. そ う した中､ 衛生学者 ･石爵

儀 な どによって線維労4着0分鶴集件が瞬かに暮れ､ 徽 生 的な分儀徽場 を義擬す

もたぬ工場法が公布 された.

1918年市街地輩串犠汝¢材定 によ り電機 ･業物 ･職儀 虹?いて職級税額 され､

鞘生上､ 保安上の巣食e鎗t;めてもゥた く鷺蔓草大系 2､ P864).

その徽居住撫機 転関わ る大 島な勤 を姓ないが､ 1927年 (昭和 2年 )k不良住宅

地区改良法が制定 蕃わた. この法律が制定 された背景姓､ 拘束大震災 (大正 12年)

畿捉建殺 された/{ラ ヴク集団の スラム化が著 しく､ 馨市全体か らふて も保鍵上､

席安上有事危験にな サで きた こ とにあ る｡ いわゆ る支配体制に と廿で不鴨 な社会

惰勢 紅なりでいたために､ r貧民奮Jが反休 職運勤の貴 需地で あ り､ 奮床 であ る

かの ようにみな され たのであ る. す なわち､ 不良住毛地厚 改良法は､ 責本家 托対

す る労鶴遵勤 を鎖圧することと分銅 力の荒廃 に対 して最小鍬の保蟻 を加 えること

に目的があった. そのため不良住宅地 区のgI定裏年がな し 社 会に とって冊轟 に

なるところだ けを取 り上げると首 う私義的 な地区遁走 とな った. 不良住宅地区改

良牡､ 特定地域の改善策 ･拾安村瀬 でありて社会全件 に対す る鶴策､ 住宅 に対す

る擁簾で杜なか った●

戦時下に放 ける政策姓､ 1940年､ 再生省社会烏 に住宅尊 が牧翳 され ることによ

って長瀬 された｡ その準儀政欝 として､ 1888年の奪､ 同鋼会内に住宅嘱度研究会

が作 られる. 同鯛会 は､ 粥東大震災で失 った住宅 を復興す る自的で作 られ た組織

であ る｡ その住宅朝丘重点金 において､ 住居法に対す る牧村が本格 的にな された｡
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① ます基本事項 として住宅行政機構 や住居鋼査紀綱す る闘犀 ◎住宅供絵 に関す

る聞鋸 ⑳住 居基串､ 建投､ 住居監視､ 耽存住宅 の改造 に粥す る聞摩 ◎ その他

の関連 閥慮 な どであ る｡

これ らの中で､ 住宅建殺 姓､ 住宅嘗用法 な どに よって達成 された｡ また､ 金団

統一的 な住宅 綱釜 も行われたが､ 一定の生清 を保韓す る最低住 居標準 や住宅監視

朝丘 は実現 されなか った｡

日本建築学会で姓､ 住宅営団の専攻す る住宅の よ りところを与 えるために､ 19
41年 に庶民住宅の技術的研究 を行い､ 住宅打者の据針 を作 った.

戦後 で姓､ 昭和40年 9月に犀生大臣の略PI機側 で ある公書響義金 の生轄糟糠都

会で鍵Jt的居住水嶋 の救定 が取 り扱われた. その中で r鍵簾な居住水準｣ と r多
散人の利用 す る建築物0衛生水撃の毅定｣が テー マ とされた｡ 昭和46年に後考姓､

r建築物に寿げる衛生的徽境 の韓虎 に翻す 古法律｣ として制定 され た｡

公害響義金 の答 申は､ 徽農 的な居住水準 として異儀すべ 書条件 として重 内環塊､

蒙族生括､ 疾病予防､ 安全面 な どたついて具体的に示 した. ①住居 に関す る基本

立法､ ◎貸費､ 貸間集に対す る毅儀墓場､ 維持管理責任 の明轍化､ ⑳衛生行政の

立場 か ら藍現､ 指導､ 濃助 を実現 しうるよ うな組織体制 の擁立､ ⑳住宅関係行政

機 関の協力体 制の鶴立 を漣首 した く#市計面相1 鈴木他 p.63)｡

前者 の r鐘農 な居住水準J吐､ 1966年 に建吸着 が､ 瓜会 に向 けて住宅墓本法案

の検村作成 に入 った｡ ところ･が､ 当時の連投省の線義では､ 住宅の絶対数 が不足

してい る状館 にあ ると考 えた｡ その培果､ 賞的基準 の保鴨綾南義であ るか ら､ ま

す住宅不足数 や解科 しな けれ ばならない. 責 の何層 縫､ 不足が鋼帯 した換､ 対地

すべ 舎であ る と考 えた. その結束､ r鐘慮 な居住水嶋J社員体化 しなか った｡

建投大臣の絡何機 剛であ る住宅宅地響義金から居住水準 の El嶺が答 申書わたが､

これ らの居住 水準 縫､ 救府の政策 目標 として あるだ けで､ 何等強制 力を持 つ もの

で蛙な く､ 田の責任 として実 現が義務何 らわ たもので放なか った. 現在の居住水

準は､ 2回 目の碁準 で､ 昭和60年 6月の住宅宅地響義金等 中を樽 まえて定 め られ

た｡

この ように住環塊､ 特 に健康 捉鋼わ る規制 ･綱良 性､ 何丘か横付 のそt=Jiうに

上が りなが ら､ 現在 までの ところ投合的な親綱に比重 やていない.

第 5尊 建築基準法等の榊轟 点

r義康J とい う概念を濠 してや築基準法 の稗Jlをみて い く｡

建築基準法 の第-集に法律 の 目的がかかれてい る. rこの法律姓､ 建築物 の敷

地､ 構造､ 彼儀及 び用途 に関す る最低 の基串 を定 めて､ 増長の生命､ 鐘農及 び財

産の保複を因 り､ も りで公共 の繊牡 の増進 に責す ることを目的 とす る. J衛生状

態 を適 して居住者の離農 を守.ることについて触れて いる. しか し､ 最低の基串 と

逮ぺてあるよ うに建築基準法 に篇令 していて も居住者に とって住 みやすい建物で

あるという保障は無 い●

建物 は､ 地震 ･雷 ･火事か ら人命 を守 るよ うに考 えられて きた. わが国 は､ 地
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震国 で過去何度 とな く大 きな地震にみ まわれてい る｡ そのため構造 に関 しては､

積数 な基埠がつ くられている｡ 建築基準法 に篇合 しておれば漣常の地震で姓､ 建

物が倒壊す ること姓無い｡ 雷や火事 について も一定規模以上の溝助 には避雷針や

防火区両等 の基串が ある｡

衛生両での配慮 姓なされてい るが､ 健康面全体 と くに居住者 のADLに対応 した住

まい方 に幽 しては何等規定がない｡ これには､ 2つの理由があ る｡

第一 姓､ 激 的な変化が起 こりその状態が 目に見 えるか見 えないか とい うこ と｡

つまり､ 地震で建物 が義 わ も. 帯電 で建物 が債失す る. 大火茨 とな って多 くの建

物が燐央す る. 災害 の現場で姓､ 多 くの人が死んだ り負傷 した りす る｡ 多 くの人

々がその状況 を目の当た りに し､ その被害 の状況 が態々 まで混線 され る｡ 実 験に

炎等 を体鹸 しな くて も地雷や火事の鯵状 披わか る. それ に対 して､ 鍵廉両 の状況

は目に見 えず､ 実骸 に体験 しないとわか らない｡ 鍵簾両 で も鵬生面 の基準 がある

のは､ 遇圭に何JKか伝染肩 の大流行 が あつたの と公衆鞘生 な どの成果 であ る と考

えられ る●

第二点日k､ 建集基準法が まさに集築切 のための法律 であって住宅 を中心 とし

た住 む ことを中心 に考 えた抜群 ではない とい うことであ る｡ 特 定建築物 として不

特定多数の人々が利用す る建築物を想定 して考 えられてい る｡ r住 む.Ir生活す

る｣ ということ､ 特 に生宙の仕方 につtヽて泉定す るよ りも聾Qbそれ 自体を規定す

る法律 である｡ そのため､ 建集 され るヰ物､ 特 托住宅 については､ そ こに どうい

う人が､ どう い うふ うに生者す るか､ そ うい った こと柾つtヽて 蜜49た く規定 して

いない. 地震 や火事 で建物が義わ､ そ こで丸が死 ぬ ような ことがな ければ よい.

た とえ暮 し薫 くとも､ 寧椅子が使 えな くともそれ 姓､ いや こうにか 義わない. そ

うした ことは､ 全 く裁定 していない. 濃集墓構法 が生糖 蜜ふ まえた住居韓 ではな

いか らである.

で姓､ 奪築基準法 の性格が どのよ う乾生哲 に彰徽 してい るか､ 先 株 との傷清 と

住居の 8つの鱒わ りに印 して見 てみ る.

第 1に r居住両義Jについてであ る｡ 居住竃の大 きさや形状 な どについては､

何等規定 され ていない. 居住軽淀について も居住者 披､ 何等鴻 束 され ない● 前述

のように居住串良 捉ついて姓､ 居住水準が政府か ら強震 日義 として出 されている｡

居住室の大 毒舌や形状 について何 ら策定 がないか ら､ 皐椅子 やその他の繍地異

な どを利用 しように も自由に使 えない ことも なる.

第 2に r欝敦｣についてであ る. 離虎の形状について姓､ 建串基準韓施行令28

轟に姓､rqE上げ2‡仇以下､ 微雨 lSct以上) (共 同住宅 の共用 の階級 を除 く) と

いう競走がある｡ 巷築基準法施行令之も魚には､ r鋼壁 又は これ に代 わ るものがな

い場合 において杜手す りを牧 けなければな らない｣ とされている. しか し､ こう

した規定では､ 狭小で急 な階段 しか椴瞥 されず､ 事実上､ 手す りな どは軟膏 きれ

ない｡ こうい うこと披､ 体験済みで ある｡

また､ 階段 と関連 して居住毛の位饗 も何 階 に牧せ しな くて蛙ならない､ と首 う

もの姓ない｡ 従 って､ 2階や 3階に しか居住室が な くて もよいわけで､ そ うなれ

ば､ 居住者 は竃の中の鳥 に等 し くな る.
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第 8に r政義J である｡ これについての規定 もない｡ わずかな鹿善が家庭内事

故を引 き起 こす｡

第 4に r居住役儀Jである｡ 冷噴房裳鷹､ 流 し､ 風呂､ 便所 とい ったものであ

る｡ 給水や排水､ 便所の衛生的 な構造 な どについての親定はある｡ 換気について

も規定 されている｡ しか し､ 独立 した洗 Lや洗両所の殺傷義務､ 鴨房役儀､ 風呂､

便所 における使いやす さを考 えた形状 について姓､ 規定 されていない｡ ただ､ 衛

生両 における基準が､ 規定 されているに過 ぎない｡

第 5に r唐住環境Jについてであ る｡ 日賦､ 議員､ 線度などである｡

日照は､ 周 りか ら◎影響 と建物 自身の2つの僧両か ら規定 きれ る｡ Jqりの鷺物

の影雷 については､ 日影規制がある｡ しか し､ 第 1鴨住居専用地蛾 については､

地雛両から1.6JL､ 他 の地鶴では鵬の両で 日影を考 えるために l欝88分について姓

不十分である｡

薫物 自身托ついては､ 次の規定がある｡

建築暮準畿28兵で披､ 採光 虹有効 な開口8 を居宅の庶両横の 7分の 1以上取 る

ことを規定 してい る｡ 鷺蕪基準法29集で蛙､ r住電鍵､ 敷地の周也 の状況によっ

てやむを得 ない場合 を除 く外､ その l以上の居宅 の舛ロ群が日照を受 けることが

で きるものでな抄ればな らない｡ ｣ と規定 してい る｡

換気 についても､ 建蕪基準法28集 で換気 に有効 な称分の両横 を居室の床面積の

20分 の 1以上 にす るよう虹規定 されている｡

塩気 については､ 建築基準法 19集2で r糧積な土地､ 出水のおモわの多い土地又

は､ I.y'みその他 これに薫す るもので埋め立て られた土地 に建築物 を建築す る場合

において練､ 盛土､ 地盤 の改良 その他衛生上又縫安全上必憂な繕雷 を鱒t:なけれ

ばな らない● Jと している. 防温方法 として建築墓埠牡簾行合22集 で r-､ 床の

上市 まで158暮以上 こ､ 外壁 の床下部分に姓､ 蜜 の長 さB■以下 ごとに､ 面積300e

J以上の換気孔を聴 け､ ねずみの倭人 を防 ぐための毅儀を行 うJと規定 されてい

る｡

居住環境 について姓､ 適正な居住環境を韓保す るように規定 寺れてい*すが､

これだけで蛙良好 な居住環境 を維持 で きないのが褒状 やある●

第 6駐r居住蝿の徽壌Jであ る｡ 住宅のJl効用鐘 と¢鴨儀の輝JLである｡ 揮市

粁爾蛙で蛙､ 響市叶韓広域内の市街化区嶋鍵､ 用鎗糠嶋 を定め もるようになりて

いも. 泉を､ 8養親の用虫地域 が定 め られているが､ 住宅#纏 てらわないの蛙r
工業専用鶴城.Jただ l地域だ抄であ る● これは､ 住宅 に近壊 してあ りとあ らゆる

用途 のものが連戦 される可能性 があると音 うことである. 居住 に明かに不着当な

環境 であると患われても土地が空 いておれば､ 住宅 が建職 され る可能性がある｡

そ して､ 住宅 が藩政 暮れれば それよりも低 い水準め住宅が ど こか にある綴 り維か

が入居する●

同様 に､ 山腹の斜両な ど億斜 の急 な地区でも宅地が嶋尭 暮れ る. 急傾斜地 など

は､ 宅地養成等親潮故に よりて苑専防止上の蝋嘱モ受 けるが､ 現実 蛙､ 麟耕地が

宅地達成 され板並や階段 に噛 まれた住宅地が形成 暮れている｡ 住宅が都市の とこ

に立地 していなければならないか ということについて､ 何 ら規定がないか らであ
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る｡

帯 7に r社会掻辞 的環境｣.についてであ る｡ 収入 に占め る住 居費 の割合 とか､

地域 コ ミさ占テ ィとの側係 とか､ 職場 との内儀であ るとか と言 った閉息で あ る｡

鍵虎 で文化 的な生清は､ 住居費が収入のあ る一定 限度 を超 えると成 り立 たな く

なる｡ 住居費のために無理.を して働 けば､ 肉体的にも家庭的に も頼義 す る｡ 抜群

状態 による住居費 の歯止 めはない｡ 売れ るか､ 貰 えるかで決定 され る｡ 売買は､

支払 い能力 ギ ])ギ リの ところで決定 され る｡ そのため矛R が生 じる｡

地域 とのつなが りや鴨場 の位 置つ まり漣J8時間な どとい った ことについての規

定 もない｡ 社会掻済的な豪観で生活 が急徹 に変化す ることを緩和す る手だて とい

うものはない｡

帯8に ｢その他 の居住兵件Jについてで あ る｡ 住居 内での生活習慣 について姓､

特に定 めてない｡ 遵弟基準法 10一兵には､ r著 しく保安上危験せあ りまた姓､ 著 し

く傷生上有害であると鶴 め る場合において､ 当核養葉物 *た蛙その載 地の所有者､

管理者又は占有者 に対 して､ 相 当の猶 予期限 をつ けて､ 当錬隼集物 の線虫､ 移転､

改築､ 傭繕､ 横様甘､ 使用蕪止､ 使用制限 その他保安上又 姓衛生上必美な措t を

とることを命ず ることがで きる｡ ｣ とな っている｡

又､ 住居 内での生括習慣 に関連す るもの として併用住宅 の榊鐙が あ る｡ 併用住

宅蛙､ -定規構以下 で組 められ てい る. 併用住宅 披､ -鴨住居専用地域内の居住

者の生活利便性 を考 えて取 られ た持せ であ るが､ 併用住宅 の居住者 0義簾 ¢ こと

姓､ 考 えられていない. 併用住宅での生活様式の変化､ 義貞への鷲鼻 な どが考 え

られていない. 住居内の生清様式の曹球技､ 義貞を保持 してい く欝 托JL真 な こと

であ るが､ その観定が集 いので ある.
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義2- 7居住条件と先制

健康 と関わ る項 目 居住要 素 規 制

①居 住面積 居 室の大 きさ居室 の形状居 住密度 (居住水準 )

② 階段 階 段の形状居室 の位せ 形 態規制

③段差 段 茸

⑧居 住設備 空 網洗面風 呂便 所 衛 生基準

⑧居 住環境 日~照 日影規制､ 開口部規制

通 風 開 口部規制

湿 気 敷地 の規制､ 防湿規制

⑥居 住地の環境 阻害 用途 の排除 用途規制

立地 宅 地造成等 の規制

CZ)社 会権清 的環境 住 居費地域 コ ミュニ テ ィ職 場
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第 6章 生活環境 の改善 に向 けて

どうすれば暮 しやす くなるか とい うことを考 えてみ る｡

前述 の保団連網蓋 のなかで も住宅 の改善 について鞭昔がな されてい る｡

在宅医療 .I)^ ビ])療養を可能にす るための改善策 を糖 している症例が70例 あ

る｡ 改善箇所 は､ 段差の解消 (16例 ) ･浴室 の改造 (18例 ) ･便器 の改善 (8例)

･手摺 りの投粧 (8例 ) ･その他 ベ ッ ドな ど新 たな役儀 の導入 (5例 )な どである｡

スロープを投鷹す ることによ り鹿善 を解消 し､ 住居内の各董 rqの移勤をスムー

ズに行 えるよ うに してい る｡

浴重 の改姓 姓､ 浴槽に入 りやす くす るため毅鼓 せ鋼帯 した り浴槽 を濃当な高 さ

に網野 1.,た り滑 り止 めせせ鷹す るな どの工夫 を行 ってい る｡ また ドアのノブの敬

造､ 手滞 りのせtlな ども行 っている｡

便# の改善 は､ 洋式便器の導入や手摺 りつ き便 器の尊人 などであ る.

手樽 りを玄 関 ･廊下モの他の甘所 に椴粧 し､ 患者 の自立 や 7)ハ ビ tJを援助 して

いる●

新 たな役儀 の導入 は､ ベ ･JFのみな らず ))ハ ビ IJのために平行捧 その他 の役儀

を導入 してい る｡

その他に改築及び新築 kよって患者 の生活能力を幕めた症例 が18例 ある｡ 一群

であ るがNl害者住宅 の改善賞金 の繍助 ない し畿責 を貴 けている例 も見 られ る｡

次に､ 溌在 の法体系の もとで どの ように生活轟塊 を政義 しているか､ あ るいは､

しよ うとしているかを考 えてみ たい.

白梅伴の住宅政策 として帯 い えるものは､ 蜜捷供輪 としその公営住宅の8t始 ･

故替､ 長柄住宅の規耕粛専 ･.改槍の支錬､ そQ)俄 の雛蝶¢きゃ に大nIで 専為. こ

こでは､ 餌西 の京事､ 大 臣､ 兵庫の各府県及び政令糖文事市を鎖 に､ 傷荊者 ･Nl

害者 な どのために行 われてい る絵紫 を概概 してみ る.

*す 自治体 自らのil壌俄始 である公嘗住宅 についてみ る｡ 帯 曲者や韓害者 に対

して儀先枠 を聴 けて､ その蕎車 に対応 しよ うとしている. 韓書 専用住宅や革 いす

専用住宅な どでは特別供用の投打で段差 をな くした り､ 鼻 白 ･親 しな どを使 いや

す くす るために高 書を{挿 してある. モ して概ね､ 一瞥 に位薗 す るとい うことに

なる●

大阪市や大 阪府ではハー フメイ ド方式の胃害者 向 け特卦毅肝住宅 を用量 してい

る｡ 大阪府 で姓､ NAIJ､ウス (Nobility,Adju鼠tAbl●,lbtenSiye)と名付 けて､

浴槽 ･洗い場､ 便器 の濃択､ 溌 し台 の高 さや手す りみせ雷 などをその住宅 の入居

者の鴨音の程度や 内啓に応 じた ものに してい も. そのために､ あらか じめ入居者

の身体的特性 の淋定 を行 ってそれに基づ き欄 尊め犠打 を行 う● (rゆ とりとうる

おいをめざ してJ大坂府 )

又､ 大坂府 では､ 1989年度 か ら新規 に集散す る田地の全住戸 を高齢者が住 みや

すいよ うに配慮 し､ rエイがレスハ ウスJ と してIt稔 している. エイ itレスハ ウ

スと姓､ I. 浴槽へ入 りやす く､ お港 を くあやす くす もために､ 浴槽 を牧 Plす る

部分を薄 し込 みます｡ 2.裕喜 ･便所 に手す りを救世 t,ます｡ 8.住戸内の段善
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をで きるだけな くすなどの工夫をして､ 推 もが､ 住みやすいようにす るものであ

る｡ こうした動 きは､ かな り広が り神戸市 な どでも､ 浴竃 ･便所には一般住戸に

もすべて手す りを聴 けることになっている｡

京都府では､ 府営住宅 k居住する身体鴨害者 ･老人の住戸において､ 鴨書 に鳶

す る住宅役僧等の改轡を行い身体障害者等の 日常生着せよ り客員にす るとともに

住環境 を整備す ることを El的 として､ せせ住宅身体韓専者 ･老人向 け改善事業を

実施 している｡ 改善工事 姓､ 軽故な改善 として①手す りの取 り付 け ⑳便番の取

り替 え ◎ 殺生の解析 ◎拾水栓をt,,{一式 に取､り替 え ◎ 点滅 スイ ッチの位徽

変更 ⑳ガス コサク親の也韓変更 ⑳玄舛 /ブを レバー式に取 り替 え ⑳ パ トラ

イ トの毅義 な どであ る. 大鞘 な改善 としては､ ①尊皇の改造 (洗い場のか さ上げ)

◎ 台所の改造 (流 し台の改造 )である. 住環境の養儀 とlもて姓､ ① スt'- ブの

彼鷹 ◎尊 いす徽 舎場の畿鷹である｡ 一~

事象の実施状現姓､ 鴫和88年度8iE件､ 昭和57年'慶26件､ 昭和88年度48件､ 昭和

59年度40件､ 昭和60年洗58件､ 昭和61年ま51件､ 昭和82年鑑59件 と､ ここ数年､

鰍々に増加 してい く傾向kある｡ 改善 カ所 蛙､ 上下庶胃害 に対す る室 内整備が最

も多 く､ 工事内容 は､ 浴蜜 ●便所等の役儀改善 と手す りの牧鷹である.

次 に､ 見開住宅居住者 に対 して､ どのようなサポー トを行 っているかみてみよ

ラ. 方法は､ 融責 と幕助がある｡ 融資蛙､ 公庫やEE)の鴨責制定 を活用 した り自治

体独 自の上乗せを行 うことによって利用 しやす くしたものが多 くな ってい る｡

住宅改遭賞金の黛付線､ 持 ち家だけでな く借家 についても蒼広 暮れ る｡ しか し､

貸付 の基準が さび し く､ 義美 に賞金の回収が見込 め る場合 虹綴 ってのみ貸付が行

われ る｡ そのため世帯主 な ど一家の中心0轟 き手がNl書 を受 けた場合､ 改造が必

責 と寺れるにも闘わ もす､ 轍責 を受 けることが璃雛 になる.

住宅改造賞金の助成姓､ 大坂市では､ 非年税の身体韓害者が住宅 を改造す る場

合にのみ行 っている● 日常生活上の障害の輪去 また姓畷減 にil養効果があ る改遭

工事 を行 うとき工事費の 10分●の 8以内､ 40万 円を限度 として肋成 され る｡

近年､ 住宅改造 に関す る地方 自治体 の新 しい事蔓欄JKが､ 次々 と出 され るよう

にな ってきた｡ 償 えば､ 伊丹市では､ 1990年度k r高飴曹向け住饗場豪儀 モデル

事業Jを実施 してい る. こ の事集は､ r犠 た 曇りな どの状義にある幕鹸著 書抱 え

る世帯 (28世8Fを線度)を対象 に､ 100万円キ鼠度 に住宅改造 を行い､ その効果､

闘摩点などを鋼査Jするものである｡ 今後 も こ の事巣が雛線 尊れるか どうか蛙わ

か らないが､ 現在 の蘇れを示す ものの一つである● *た､ 東京都江戸川区で姓､

平成 2年丘 よ り熟年者住宅対策の一貫 として rす こやか住 まい助成僧正.J毛実線

している. この銅鉱 姓､ r舟Jhを必責 とす る熟年者 (88鶴来儀 の身体鴨尊者を含

也)が､ 暮 しやす いように住 まいを改造す さ鴇色､ モわ に叢 した費用を助成す る｡

Jとい うもので金環)初の銅度である. 持 ち家 を対毅 としてお り､ 平成 2年度で18
8件の執行見込みである●

今坂の住宅綱養蛙繁 として社会祐祉施策 との連携が期待 されている.

I886年に帯定 番わた輪嶋耳輪者住宅叶繭 と1887年 に策定 された シルバー ･ハ ウ

ジング ･プロSJJLク トにモの連携の-鏑が見 られ る.
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シルバー ･ハ ウジング ･プ ロ ジェク トとは､ 今 後 増大 す ると考 え られて い る有

曲者 単 身 ･夫 婦世帯 が､ 自立 して安 全 かつ快 適 な生 活 を営 む こ とが で きる よ う住

宅地兼 と措 祉地帯 の密接 な連 携 の も とにケ ア ･サー ビスが受 け られ る住宅 の供給

をモ デル的 に推進 す るプ ロジ ェ ク トで あ る｡ 住宅 舷､ 集 団 的 に連投 され る責貸住

宅 で段差 の解 消 ･手 す り ･緊急 通報 システ ム幕鷹 ･埋 め込 み浴槽等､ 高齢 者 の生

活特性 に配慮 した役儀 ･仕様 と し､ 高 齢者 に対す る生括 相 模 ･緊急 時対応 等 のサ

ー ビスを捷 供 す る ライフサ ポー トT ドパ イザ ーを住 宅 10-80声 に一 人配鷹 す る｡

兵庫 県西宮市 や神 戸市 な どで実施 され て い る. 神 戸市 の場合 杜､ 特 別糞 棲老人

ホー ムやデ イサー ビスセ ンター と併 投 書れ て い る. 入居 は､ 1989年 虻 で あ る.

地域 高齢者住宅 計 軒 姓､ 社会 稚拙 地兼 との連携 の も とに地域 の立場 で住 宅施策

の鎗 食 的最朋 を導 く税制 を有 す る市 町村 が主体 とな って､ 公営 住宅 養 牧事 業等 を

中心的 施策 としつ つ､ 高齢化 社 会 に適 合 した住宅 ス トブタの形 成 と軽 食的 な居住

環境 の亜儀 を計面 的 に実 施す るための肝面 で ある.

叶面 の紫定 項 目姓､ 次 の よ うなものであ る.

γ. 地域 に おい て展舛すべ 専有齢化 社会 に対応 した住 宅 始発

地域 の実状 に対応 した住 宅姑兼 の牧 村

ィ. 高齢 化社会 に対応 した公営住 宅 等 の島牧 ･改善

ウ. 幕鱒化 社会 に対応 した公 営住宅 等 の管 理 ･蓮営

工. 高齢化社会 に対応 した長 期住 宅 等 の指 導 ･麟尊

オ. その他､ 高 齢化社 会 紅対 応 した住宅 と住環 壌 整儀 の ため に必 喪 な事 萌

こ0計番 で注 目 され る点 姓､ 禰牡 医療 開展 者 との遵緋 で あ り､ 長潮 住宅 に対 す

る糖 導 ･構 尊 を行 うと言 う点 に あ る｡

各 自給体 で この地 域耳 輪者住 宅朴 歯 によ って責 定 された 住宅椴 肝 糖岬 のバ ンフ

レ ッ トを作 成 し､ 配布 してい る.

京等 市で も住宅 ･滋賀 墳橿 牡 据軒 を作成 してい る.

この頼針 を

･市民が住 宅や住 撫壕 の点検 を した り､ 住 宅 の新 築 や増 改築 を行 う欝の手 引 と

す る｡ 一 啓 発 や住 宅相模､ まちづ くりで活 用 す る●

･公営住宅 や公 共 住宅 では投 打基 準 とす る｡

･蒋来 日襟 として 捻､ 良問集 合住 宅 で も基 準 に 暮れ る よ う据尊 東 網化 を め ざす｡

ことをEL的 として いる.

この ように､ 民 間住宅 の投 打 据針 を作成 す るとい うこ と姓葡 期 的 な ことで あ る｡

又､ 東京# の文京 区､ 杉並 区 で姓､ 投打 段階 で い ったん保健 所 の審査 を受 けな

い と建築龍 従 をス トレー トに出 さな い､ と首 うこ とを行 って住 みや す い住 宅 づ く

りに貢 献 しよ うと してい る｡

各 自給体 で蛙､ 居住集 件 の改善 を行 うこ とによ って在宅 医簾 ･榔 牡 の基 盤 を作

りて い こうと努 力 してい る｡ しか し､ 現 時 点 で姓､ 住宅 牧 計の瀬 軒 や手引 に とど

まって いる｡ ま して､ 生 活状 鱒 を監祝 し糖 導 す る *で に 披至 ってい な い.
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固2- 9裕槽椴電部分落し込み方式

(轟T ･DK)十 細 萱)
フローリング
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図2-10住戸内の最善解消方法

出所 :大阪府建築部住宅建毅株 rゆとりとうるおいをめざして｣ 平成元年3
月
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弟7雷 住居法の確立 と住居監視鼻制定

傷病 を受 け､ 在宅 での生清が困難 になった場食､ 社会的 なサ ポー トが必妾 とな

る｡ これ まで 自治体 は､ 公的住宅の供絵 とい うことで対応 して きたが､ 圧 倒 的に

散が不足 している｡ NL害 を持 つ とす ぐに障害者用 の公的住宅に入居 で きるわ けで

はない｡ 収 に､ 入居 で きたとしても多 くの公 的住宅 姓､ 郊外 あ るい姓不便 な所 に

立地 してお り､ 転居すれば生計 が成 り立 たない場合 が多 い｡

ならば､ 現住宅 を改造 しなければな らないが､ 前述の よ うに住宅 改造責 金 の耕

肋は妊 とん とな されていない｡ 大群分 は融責 であ る｡ 鹸薫柾姓､ 図枚 の メ ドが必

喪 になる. そのため､ 乗艦に住宅改進責金 が必震 な ところに賞金が困 りに くい状

鱒になってい る｡

公的住宅 の障害者や高齢者 ･傷頼者仕様 の軟が非常 にayない､ 自前 で改造 しよ

うとしても賞金的 な両での偉韓 が充分ではない､ 暮らに傷 薪者仕様 に住宅 を牧計

･建築 していないため改造が非常紅顔難であ る.

重美 なこ と姓､ 建 てる時に住 む人 の ことを考 えて牧辞 し､ 尊重す る ことである｡

そして傷肩 の度合 に合わせての故地 が可能 で あるよう托 してお くこ とであ る. そ

れで も居住 が取離 になれば､ 病院な どの放牧 に移管す ることで ある｡

前述 のように現在､ 自治体 姓､ 稚 もが､ 安心 して暮 らしてい 抄るよ うに公営住

宅の直捷供稔 や牧肝瀬針 の作成 によって鶴 的虹住 みやす い住毛 を供給 して い こう､

そうい う環境作 りに労力 してい る. しか し､ これ らの労力 も法 的に何 ら拘 束力を

持 たないために実Jt的な住居 の改轡 に錆び付 くことがなす か しい. そ こで､ 軒並

の住居全般 にわた る裏手 とな る法律及 びその嘱虞 の義立 とい うことにな与｡

住居の賞 を裁定 した住居法 がかつて住戸歓 の不足 を理由 捉蕩 けられ た. .t在で

杜､ 住戸散 が世帯数キ1割程度上回 ってい るため､ その憩 曲技当たらない｡ む し

ろこれを機 に住宅 の賞 を幕め ることが重責 となる●

住居法の持つ投湘 姓, 義縞基準法 で規定 暮れ{い る機 的集件 と居住者の生活 と

のギ ャップを とう埋めてい くのか と言 うこ とにあ る● つ 蒙り､ 建物 と居住者 との

綱鳥 の{整､ 住宅 にまつわる住居費 を比t;め とす る抜群上 の冊糧についての一定

の基準 を頼 し示す ことである.

この絵絹度をサ ポー トす るものと してイギ 1)スや フランスで行われてい る居住

鑑鶴 制度があ る｡

ここで住居法や住居藍挽鼻軸定を導入す る離仁義 も大 をな鴨毒 とな るの 姓､ r
住宅や居住生活は､ 私的なものであ り傭人 の責任 において解決 しな抄わは な らな

いJ とす さ考 えである｡

住宅や住居 は､ いか柾 も私 的傾城 に鋼す るが､ 住居蛙､ 居住者の成長や離農に

大 きな影響 を与 えるわけで､ 住居によって居住者 の生清 が泉定 寺れて しま う. 千

してなによ りも､ 住居の改善が個人 の責任 で成 し得 るのか どうか､ であ尋｡ 十分

な時向 と責金力が あれば､ 可能 であ ろ う｡ 有 齢考 やNL害者､ これか ら成人 してい

く子供 にとりで こそ豊かな居住環境 が用鷺 されない といけない. しか し､ 子供 姓､

自ら居住瀬墳 を濃訳 した り､ 改善す ることがで 轟ない. それに も帆わ らず居住環

境は､ 成長や先達 を規定す る. 人生 の スター ト時点で差が生 じる｡ 高齢者 や障害

-10卜



者について も別の蒙昧で量莫 な開度 を持 っている. 高齢者 に対 して 自己責任 を輪

ず る場合､ 働 けるときに働かす､ 住宅 を集 てなか ったか ら慕いんだ と言われ る｡

確かに､ 一都では､ そうい う持 ち家可能性 を持 っている柾 も関わらず努力を放棄

したために持 ち家 を取得で きなかった とい う場合 もある｡ しか し､ だからと言 っ

て他 の考 *ですべて十把 ひ とか らげに自業 自得であるといっていいものか どうか｡

前述 したように生 まれた ときからギ ャップが生 t:､ その住居の影雷 を受 け真田

の再生産が行われている. そ ういう状態は､ 本人の責任以前o間層である｡

第 2に､ 人生の 目的が､ 持 ち家取得だろ うか. 人生の大半の噂糊 を持ち蒙取得

のための労儀社側 当､ 樽 も蒙 を取得す る. それだけで人生 姓いいのだ ろうか. 現

在大都市欄で適正 な規模 で適正 な環場の備 わ った住居を手 にす ること姓､ 一生か

か つて も不可能で ある｡ モれで もなお人々は､ 適正 な住居を求めるために家族全

員で鶴 亀続 けなければな らない｡

第 8に､ 中遵托 して持 ち家 を取得 しても身体機能 の低下 した高齢者 に適 した住

宅 に改善で 曇る資金力が残 っているか. 持 ち家を取得 して も住宅の維持管理は､

必叢 で扱ったちか しにす るわ けに姓いかない｡ 必責 に応 じて住宅を傭捜 してい く

ためには､ 一定の収入がなければ困難 である｡

身体機能が衰 え､ 収入が低下 した高齢者 に とりで 自力で居住環境を改善す るの

は､ 由義である. まして､ Nl害者や傷病者 に とってその障害が予期せ ざる場合に

その困難は､ 有島 に維幕 で 象る｡

自ら儀わ つた能 力を発揮で きず､ 抑圧 され ること蛙､ 基本約人嶋 の侵害である.

憲法25集にかかけ られた r儀康で文化的な生活を営む鞭制Jが犯 されたことにな

る●

全ての人 に蒙群を用薫 しなければな らないわけではない. ■人の能力を最大限

に発揮 できる最庇 隈の住居が必 東なのであ る｡

賞金 と時何が十分有 る者にサ ポー トの必賓 姓少 ない｡ それらの条件が欠 けてい

る人々に対 して社会的なサポー ト伴制を績立 してい くことが必責なのである｡

この ような住宅 と居住者の適切な開展 を保つために披､ 住み方を規定す る住居

に内わ る法律 を制定することである｡ そ して､ その居住状態が鷺切 なものである

か どうかを艦載 し､ 不義切であれば改善 させ る住宅監視員や保徽蝿な どの嶺度を

韓立す ることである.

これ姓､ 何 も夢鞠鱒ではない｡ 現在 8本 で縫､ 一年僧た180.-170万声の住宅が

新 たに建投 されている. これは､ 17-18年 で 日本中の全ての住宅が建て替わると

い うす さまじい数字 であ る｡ つ まり今から建 てる住宅 番すべて傷病 の ことを考 え

て薄 てても20年俵 に蛙､ 建物 はすべて傷病者仕様で尭成す る｡ そ して､ 人的ネサ

トワー ク ●サ ポー ト体制 は､ 北軟を中心 に相介 されている｡ 現在の 日本の数十億

以上0人且でサポー トがな 暮れてい る｡ ひ とり当 り馴Pが世界一の日本で同 t:事が

で きないわけがない｡
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Ⅲ 書β 子 ど も の 居 住 間 真夏

一尼崎 ･子 どもの発達 と佳境境細萱を通 して-



第 1奪 貞査 ･分析 の洩 角

日本 の社会 は､ 物 があふれ､ 外見 は豊 かになったが､ 中味が伴わず､ 何 か豊か

さを感 じさせ ない｡ 子 どもも年 々体格 が向上す るのに体 力が向上せず､ い じめ､

登校拒否な ど歪んだ両が 目につ く｡

こうした子 どもの盃みは､ 社会の変化 に ともな う生清 の変化が影響 して い るが､

一 日の中で過 ごす時 Mlが長 く､ 生活 の基盤 となる住居 の影雷を考 えないわ けには

いかない.

ところで子 どもの生活環壇 が抱 えてい る教 育棟欄 を明 らかにす るための嘱査研

一究は今 までにも行 われて きた. ところが､ 蒙巌環境 や社会撫壕 に璃 す るものが主

であ った. ●l嚢た子 どもの発達 の辞儀 も知能､ 学業成義､ 義簾､ 性 格 など個別な

両についてに行われ る儀 向にあ った.

そこで､ 子供の発達を学力 も含めて総合的 妃 とらえてい る小中学校 の先生叱協

力をお願いす ることにした. 先生方 蛙､ 蒙艇紡僻 を逢 して､ 児童 ･生徒の住居 を

杷盤 している. 髄 ウて､ 子 どもの先達 と住居 の叫わ 妙について直感 的 に とらえて

いる｡ 本8Bでは､ 子 どもの発達 を学豪成績 ･鴨廉 ･惰練 の雌両 で とらえ､ 直感的

な住居 との綱わ りを網査分析す ることによって実証的に明 らか托 しよ うとした｡

子供 の発濃 と住居 の繊わ りを次の 2つの現角か らとらえた.

ます第 1¢視角 蝕､ 子供 の弗渡に影響 を及 ぼす縫 織で ある. 子供 の発達 は､ 本

人の生串の影響を受 ける. 本人 の生横 は､ 親 の生態の影響 を貴 抄てい さ. 更 に､

本人の全強や鏡 の生者が､ 住居 によりて規定 きれ て し蒙う. つ ま り､ 住居 と姓竃

捷子供 の禦鐘 捉麟 わ りを持つだ けで杜な く､ 居住者命日蕎生態を繍t.て胃わ ウキ

縛 りていも.

弟2¢楓角姓. 子供の成長敦欝 と住居 との鋼わ りでも も. 小学生か ら中学生へ

と子供 が成長す るが､ それ ぞれの政離 によりて必豪と孝和 る生 餌や濃壕が異 なる.

そこでわれわれ披､ 鋼査対象 キ小学校2-8年の健筆年､ 小学 校 4･-8年の高学

年､ そ して中学生 の 8段階k区分 し､ 住居 と弁護 の鴨お りを とらえよ うとした｡

以上､ 本義資性､ 生瀬糟糠憂世 と子 ともの舞速攻膿 との鴨わ やモボ ちかにす る

ことを遺 し基本的 な住居の条件 を明 らかに し､ 住宅辞書 ･住宅政策 紅 関す る基礎

的な知見を樽 ようとするもので ある.

紘

*1 据定馨市教育研究所建立 共 同研究 r大書帝 の教育 職摩J 神戸市立教育

研究所 r群市の子 どもの生涛実態 とその義義 一神戸市 の鋼査括束 を中心

として-J 1980.8

豊中市立教育研究所 r豊中市 ･小中学生 の生活実飾嘱圭J昭和62･6!年

8月

財団法人 教育研究所佑会 r子 どもの成長 と教育環境 に糾す 各研究 一不

遇広東毅の何両か ら-J 昭和61年 6月 総合研究館発機構 一

lJ.tと
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第 2霊 綱釜 の方法

l好 網査項 目の構成

子供 の発達を､ 健康両､ 性格 および行動の惰糠南､ 学業成績､ 欠席 日散 な どの

子供 の状鱒 として とらえた｡

子供 の先達 に影響 を与 えるものと して､ r子供の曹敦の生活状況｣や r家庭の

状況Jが考 えられ る｡ その背景の一回 として r住居の状況Jを とらえた｡

貞糞項 目を以下 に示す｡

1)子供の曹毅の生者状祝

起床時判､ 棚の排便､ 畿鶴､ 朝食､ 食事の相手 (嶋､ 牧 )､ テ レビの視穂時何､

テ レビゲームの時的､ テ レビの台政､ 鶴 との対藷噂怖 く父､ 母)就寝時判､ 就

犠形態､ 手伝い､ 外遊び､ 学曹塾､ 甘い事､ クラブ

2)住居の状現

居住年数､ 建て方､ 離散､ 都農救､ 専用食酢､ 専用便所､ 専用風 呂､ 専用洗面

所､ 子供鮮卑､ 鱒載れ､ 日当 り､ 嵐沸 し､ 騒音､ 居住地の鶴舞､ 遊 び場

3)家慶 の状況

居住地､ 職業 (父､ 母)鉄泉形態 (父､ 母 )出勤時利 く父､ 母)､ 帰宅時剥 く

父､ 母)､ 家族構成

4)子供 の状態

身長､ 体重､ 鍵虎状義､ 畿繊 および行鋤 くマイナス､ プラス)､ 学業成績､ 欠

席 日数

2卿 {査概夷

網査の方法 :尼嶋布教義貞組合によ り実線

①生徒 自身が EI常生活､ 住居､ 家鰻に{す る事項 についてアンケー

トに妃人する

◎教師が生牡の儀 農状態､ 性格及び斤勤､ 成鎖に関す る事項 を妃人

す る

綱査時期 :1988年 7月-11月

{査対象者 :尼崎市内の小中学生
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義3- 1有効回等音数

小 学 中 学 合計
2年 3年 4年 5年 6年 1年 2年 3年

男子 14 80 116 52 58 118 38 18 494

女子 16 62 117 52 53 86 35 19 440

合計 30 142 233 104 111 204 73 37 934

義3- 2榊資財貴校 ･児董敷

畢校名 真数

¢甘茶中 坤
◎ 昭和中 1年

!年

○ 小田竹中1年
〇 六度文中‡年

中 *丘牝中2年
◎ 犬揮薫中l年

0 Fq田薫中1年
¢ 義貞鴨小!年

1韓

〇 七枚小 !ヰ

○ 貞群小 ～年

0 撫和小 t年

も 下顎轟小手年

●yt田小 事年

4年

e 立花簡小4年●讐口小 l年

● 大JtX小1年

～キ

l隼

〇 六Jt樽小lヰ

● bl御北小1年
● 舛fE薫小1年
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性格及び行動の分類は. ｢幼児 ･児童性格診断用紙｣ (高木俊一郎 ･坂本竜生

著)を参考にした｡ r*｣の付いているものが今回の調査項目である｡

義3･ 3位格及び行鋤の分載

マ. イ ナ ス 宙 l1 ウ ス 苛

織帝位が食い ○己 tP t.n 輪 帯 tZ鳥 LI 人のTう事モ勾 く
わ●tt暮 Tい決を しない

ー I
蝉 過 賞 耳つきが患い' 押一三賞でな-1 尊つ*bIよい

心良性 料事にこだわ与ない
I l

情 緒 不 苧 文 -暮いつも鐙れてい与 情 細 野 貫 牛岩手や仏の仕事モ仏心にする
気が小舌い 半切ろく先貫にほおTろ
^額でかたくな4 物事にかじrJい

I I

BM力がない 木上<ウOウpr与 色剛カが鴨る キ挨拶､ T買蟹いに茨を付ける
挿*膿いが多い 暮8分の曹JJt=責任を付つ苛尊.不鱗をよくTう 手厚さ響いて拝む丁与
茶舟が繁わ中やーい 手管の事を考え.正しく拝かTろ

I 集中力がもろI
饗 馨 47 暮文積 .蒙 qがでfT.'い 白 文 r9 羊事佼生速に&.葬な功を忘れない

暮よ<去れ物をする *鼻の回 りをエ環 ,文事Aできる
す<t=人にJdgたが与 暮tR末な く最稜までやり辻T
城 中ない 何事も繁尊く行JJTろ

I I
r並 ff r? 暮すねる . 生 t 一一 人rL甘えたからない

事T<G:甘え食が与 心鼻がJtランス員く成長していす

ナ{t=扱 くI I
攻錠 .3iJ&q 事いじJ>与 捜相 .覆伎r? 杖慢縫い .

暮すぐにJlカモふ与う 末位がおだやか

暮す<G:qqFtナ与羊よく鶴を填ず事いつもイウイサしているよるとk蚊が荘 ○に くいI I
吐食性がない ★いじめられやrtヽ 吐食性Pある f隼t2生鰭の決まDを守ろ

暮色己を衰域で●ない ヰ〇分で考え.iSんで培劃すろ
★̀引9込み思慕 事亭按生鰭モA<しようと工夫f与
Jt貫蓮と載ぺない f貫注と働け合って盾かT与
*農串 JJ 暮管の物毛大切にT与
人鰐でttと{略すかLIが与 貫虞が多い

I l
響概へ不遇応 貫江の賃銭を畿tT 繁Jlへ養JS 観の曾う事モ祭dlG:田 く

織の鈍色毛うかがう 警抜と何でも梱!AT与
I 1

辛校へ市jB応 牛t.ヽ6カネrLやすい 一事 世 へ 34g. 撃なで緒At=一号蜘Tろ

暮貰技となべない .3t曇t2度 挙手食事貫江鱒少ないI *生とよく鰻.VtJ)ち
そ の 鴨 暮1{鶴をGZ<r そ 0 畿 手打ぼ.貯金に末モ付けろ
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健 康状瀬に岬する義示について

健鱒状態に附する周等頭目は､次 の17境目となっている｡

1.風邪をひきやすい 11.好朕炎

2.女色が轟い

3.せんそく･アレルギー

4.肥満

5.JEh

6.政痛

7.貧血

8.便秘

9.守成薪

10.幕政

12.近親 ･乱観

13.鼻炎

14.ぎよう虫

15.痩身

18.その他

17.異常無し

政当する箇所を社数適訳してもらった.

轟の作成については､上記17頭目を次のように8グループに分けて轟示した.

Ⅰ 轟典癌及び寄生虫症

14.ぎょう虫

Ⅱ 血波及び造血者の疾患

7.貧血

Ⅲ 神速系及び感先番の疾患

10.蕎せ 12.悲観 ･乱観

Ⅳ 呼吸系の療息

1.風都をひきやすい 3.せんモく･アレルギー 13.鼻炎

V 鞭他糸の成鳥

8.優秘 ●

Ⅵ 牡鹿生菰糸の点息

0.腎臓病 11.静就炎

Ⅶ 盛乳 糖篠及び鯵斬不明確の状娘

2.虹色が務tヽ 4.庶沸. 5.腹痛 8.頭痛 15.汝身 16.その他
Ⅶ 鼻糟無し

17.異常無し

学業成績については､桐査対象者の中で 3等分 し､良 い ･普通 ･老いに区分 した
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第 8* 鋼査対象者 の概賞

綱査対象者 を他の綱査 (据定番市教育研究所蓮見 共同研究 r大都市の教育側

窟J 神戸市立教育研究所 r都市の子 どもの生活実態 とその鷺義 一神戸市の{

査椿果 せ中心 として-J 1988.8な ど) と比較 しながら概鴨す ることに しよう｡

1節 日常生括

排便 を r毎朝す る｣81台蛙､ 小学 校 2年生が最 も高 く42.8X､ 年齢が布 くなる捉

したが ってその制令が低下 し､ 中学 8年生 で妹16.2Xである. 欄の排便 が規則的に

行 えないと言 うこと姓､ El蕎生着における親牛が乱れている尊を示 している. 特

に学年 が堆む とともに日常生清の規律が保 てていないことを示 している｡

覇の溌鱒 をr毎 日 しているJ考の判合が､ 4ヽ草枕之年生で82.1%､ 小学校 4年

生で6宅.梢であるが､ 小筆校 6年生で7S.7X､ 中学校 之年生で8豆.豆% と高学年にな

る程布 くなりてい も. 縛声帯欄 蜜でも小学校 4年生､ 88.3%､ 小学校 6年生､ 87

.4%､ 中学校 B年生､ 98.7% とfq様 な償向を示 している. 成長 による自我の儀立

.他人 に対す る鷺義 の冨 薫りが身だ しなみを養 える生態曹慣柾形響 を与 えている

もの と考 えられ る｡

欄食 の摂取姓､ r毎 El*ぺ るJ考 が､ 小学校 2年生で92.8%､ 小学校 4年生で

89.9X､ 小学校 8年生で88.2X､ 中学校 2年生で69.8%と､ 亭学年 になる姓 と少な

くな っている. 神声帯{蓋で姓小学 4年生86.6%､ 中手8年生81.0%､ JL中市{

蓑で縫､ 小芋4年88.8%ヽ 中華8年生71.6%である｡ 本義董対象錬､ 小事生の幕

学年 まで線､ 他の鋼蓋 と比較 しても欄食を毎棚 とってお やかな り鏡期正 しい生者

がで 嚢ているもの と考えられ る｡ しか し､ 中学生特 に中学 S年生における r欄義

を辱 E]食べ るJが48.31と非常 に低 くなっているのか特徽 的であ る. ことに中手8
年生 にさける朝食 を r妊 とん と食べない｣ ものが40.8Xであることは､ 注 目すべき

ことで ある｡

鎗糖庁青少年対策本8 r日本 の子供 と母親J (1987年 )紅よると､ 日本の小学

生の畦嶋鴫開披平均 8時和之4分 と､ フランス ●アメ IJカ ●韓聾 など他 のEElと比較

して も斑 くなっている. 特 に､ 7時同乗綱が9.1Xを占めている. 本綱査対象者の

畦鴫時fqか7時間兼網の出求蝉 姓､ 中華 l年生 *では金環命小学生平均よ りも少

な く中華2年生で駄ぼ伺 t;軽度 にな る. ところが､ 中手8年生 になると魚増 して

いる. この よう転職貴の摂取 と揮儀 の疎い畦噸噂何級､ 菖響年 たなる性と塩 くな

る傾向を持つ. 小学校2年生では畦噸噂糊10鴫4]以上が88.tはで義も多 くなってい

るが､ 小学校4年生 で姓､ 最 も多い噂稀有 が rB噂闘牛か ら10時間Jの30.SX､ 小

学校 6年生では r8時Pl半か ら9時fqJの29.8X､ 中学校8年生 で蛙 r8時fqから

8時向学Jの之6.6‡と移行 してい る｡ しかも､ 中学校 8年生の増さ､ r6時拘束網.J

の畦賦暗闘が11.8‡と他の学年 と比較 して飛び抜 けて多い ことがわか る. 菖学年に

なるとともに畦蝦特例が繊少 してい るが､ 特 に中学校 B年生で繊少制合が著 しく

幕校費鹸¢影響が大 台いもの と考えられる｡

子 どもの 自由な時間の遇 こし方 として最 も多いもの としてテ レビの故烏がある｡

テレビ視聴時間姓年 々増加横 内にある. ( r第二回小学生 (小也か ら小六 )の生
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清 と義徽{査JNHK世鎗雷査88 1989 な ど) r第二 回小学生 (小 四か ら小六)

の生活 と義徽嘱査 J (NHK世輸鋼査都 1089)の結集 を見 る と8時冊以上見て

いる者が40Xいる反面､ 1時仰乗積の肴 はわずかeX柾遇 ぎない. こう した全句 的な

嘱査結未 と木嶋董対象を比較 した場合､ テ レビ複鴨時附は比較的塩噂 rqで叔 まっ

てい るといえる. テ レビの視聴 時間を学年別紅み ちと､ 小学校の糊.は高学年 にな

るほ どテレビ報せ噂糊が増大 してい る｡ 中学校 になるとどの学年紅ついて も最高

頻東 を示 している時側帯 が r61-120分Jで ある. 神戸市{蓋で舷最 も精度の慕い

のが小学校 4年生 で rB鴫刷以上Jの16.1X､ 小学校 6年生で r8時職以上｣の1
8.4%､ 中学校 S年生の rl時柵半か ら2時 恥｣の24.6Xである. 木嶋査対象者練､

小学校 で吐神戸市 よ りもナ L,ビ我鴨時 間が曳 く中学校 にな ると何 t;程度8=見 てい

るとい うことがわか る. 男女JIにナ t/ビ講義特則 を各でみ さと男性､ 揚聯 時叫が

r68分以下Jで姓名6.4舛 と女 (87.1は)よ り少 な く､ r81分以上Jの長帝欄 で糠7
2.SXと多 くなせてい る.

昭和68年初めで 77･卑コソが豊壌 したが､ 某夜 ではテ レビゲームを一度 も した

事が無 い子 どもが性 とん といない性 と捉 まで曹及 してい る. 小中学 生 のテ レ ビゲ

ーム所有蝉 の高 さkも反 映 している. 東糠銀行の嶋葺 く東穐館行 r現代 っ子 の持

ち物 と貯響J1987年 8月)結果 を見 るとテ レビダー ▲を持 っている小学生 姓男子

で79.9X､ 女子でIl.3L 中学生 の男子 で7IJXl 女子で日.2‡板柾やている｡ 畿豊

kよ りて所有雷が異 なやでい るがその こ とが､ す レピグー 鼻輪韓屯 も轟軌 でいる.

すなわちテ レビダー みせ しないめが弟で88.8‡甘み ものにたい して女食71.7tで 脆

ち. r81分胤上J の轟噂何行 やている脊柱弟 でJH.7札 まで8.8Xとな 廿でい る● あ

る鷺味で態､ テ レビゲー ムの.御 霊姓､ 舞子 の蝉J でも もと小農も●

轟定子 ともが濃ばな くな やて 書た とすわれ る. 義帯他 の濃義 捉 ともなIt義 げの

空榊が無 くな りて しまサた.塾 や甘 い尊 な どによりて子 どもdyスケ gJL-h がつ

*〇､ 時恥が無 くな って し嚢やた｡ 子 とも¢ スケ がJA- ル鱒つ *るたつわ で仲 脚

が出発 な くな り集餌 での雛びが出来 な くな って きた● こうした状税 の中で{査対

象者の鷺びキ とらえてみ よう■ r外雛 びJを t,てい魯蘭合 せ学年膚 柾みると､ 小

学校 2年生で85.†Xと最 も大 きな制令 を示 し､ 学年が縫線 すると共紅4E下 し中学 2
年で義4Eの48.8暮仁なりて もヽる■ 高学年 挺な るに従 い轟 な ど◎撃曹噂 何が子 とも0

生態時何に占め も制令が幕 *り､ 外濃び をす る制令が虫下 してい 与 ことが考 えら

れ る●

養曇蝉は､ 学年 とともに幕 蒙 り､ 平均で40.196､ 小学 2年生 で姓､ 18.8揮､ 中

学 3年生では､ 78.0%となりていも. 神戸帯鋼蓋 で姓､ 小学校 4年 生で乏8.8L 中

学校 B年生 で80.8Xあった. 王 に､ 文琳曾轟査 (第 2回 r兄貴 ･生穂 の事故外字曹

括鴫 に闘す る実態撫養J昭和80年鑑 )の培兼 を見 る と/>学校 2年生 でIO.lh 中学

校 3年生で47.8Xである. 木嶋査対象者 披､ 全句平均 よ りも濃艶蝉が 幕 く､ 近欝地

織である神戸市 と比較 しても鋼査時勲が新 しいだ抄護畿寧性有 まっている. 特 に

高学年 にな る姓どこの鎖向拙輯著であ る.

濃虫 と対象的なのが r青い事Jである. 小学校 では80‡近 くの子 どもが甘 い事に

通 りでいるが､ 中学校になる と急難駐 その寧姓低下 している. r遭塾雷Jが学年
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とともk高 まりモれ鹿 と不達緩 な学年が無か つたの8=比べ､ r青い専Jに関 して

姓､ 小学校 と中華校 との何で不遵横 が生 じている｡ これ も､ 先漣 との遭塾の項で

述べたようk高校受験が大 きな影t を持 っているもの と考 えられる｡

中学生の rクラブJについてみると､ 拳年が膿 むkつれて嚢加蝉が低下 してい

る｡ 中学 1年で88.4X､ 中学 8年 で68.8Xである｡ クサブの参加事の低下に ともな

い､ r文化 クラブJ が多 くな る傾向にある｡

鎗尊庁青少年封鷺本8Bの r非行片田 に餌す る総合的鋼査研究J (1988年 )によ

れば､ 非行中有生の約 2刊蛙, r萩 と藷をす る機会が牲 とんとない｣ と戚 t;､ 非

行小学生の約 6例は､ r観たもりと両鎖をみて緩 しい.Jと思ってい る｡ いずれも

そ0羽合は､ 一般 の少年 より多 くなゥてい る● こうしたI査椿集は､ 洪子のふれ

あいが子 どもの行勘柾大 書な影雷を与 えていることキ示 してい る｡

では鶴 ととの雀荘昏 Lを しているか とい うと､ 母鏡 と姓､ 甘鯛以上が蘇 し合 っ

ている. 一方父概 と姓､ 全点 また蛙あ*り卓 さないものが､ 男女 とも8剖前後い

る. (責科 :総務庁青少年対繁本郷r少年 の生括鷺義 と実態に粥す る網圭｣ (平

成元年) 出所 :Jr生省児童豪農局金歯尊軽傷 r蒙鍵 と子育ての頼襟｣1990.5)

親子の ヨミ&且ケ- シJlンの大切 さが主毛 されているにも鋼わ らす､ それがなか

なか実現で きていない繊子が示 されている. 本鋼査 での鏡 との対岳時間を男女別

にとらえてみよう｡ *ず父観 との対面時何蛙 rlO分 *でJで$9.鉄､ r80分 までJ

で‡8.8Xと80分 蒙でが大半を占めてお り､ 男女豊 蛙縁 とん とない. 母萩 との対蘇峰

向は r81分以上Jが88.81を占め､ 父親 よりも接触 してい る度 食が高いことを示 し

てい る. さらに母親 との対せ峰 岡が r81分以上｣で畿る¢姓弟で28.2X､ 女で44.

6Xと母親 との封爵時fqに男女豊が生 t;ている.

父概 との射鋳噂餌を隼年封 にみてみ よう. 父鏡 との射線峰岡の0分を見 てみる

と､ 小学校 2年生 が別.蛸で学年 が漉むにつ れてその甘食捻低下 している｡ しか し､

中学生 虹なると0分の羽合姓増加 し､ 学年が鵡む虹つれてその制令 が増加 してい

ち. 対蘇時職の最 も頻度 の耳 い時Tq帯 を見てみると小筆枚5年生 まで と中学校8
年生 蛙､ r5分以下J と非常 に少な くなっている. 小筆校 6年生 と中学校 2年生

では､ r80分以下Jが最 も多 くなっている.

母親 との対尊暗 闘を学年鋼にみてみ よう. 小学校 2年生で rO分Jが22.2Xもい

るとい うことが注 目され る. 小学生低学年 の光義¢岬駐韓毅 との壊融が極嶋に少

ない と言 うこと姓､ 兄義の繍神苑建上の幣離せ想起 暮せ る. 学年 と共にやや轟 く

なる億向櫨あ るものの母我 と0射括時向は､ r粥舟以下Jの区分が中心 となって

いる●

賓艦の民 らんが減少 している. 犀生者の rせ馬糞集線査J (昭和88年)の結未

によると､ 犠食を爾親 と一緒 に食べている子 どもは4人に l人､ 夕食でも約半数

しかいない. 嘉食 が様々な影響を子 どもに与 えるといわれている中で子 どもを耽

り鶴 く状瑞 姓､ 好転する気配を見せていない● 畷食の秘事を見てみ ると r家族 とJ

食べ るもの像､ 小学校 2年生で68.OX､ 小学校 4年生で61.SX､ 小学校 6年生で50

.4X､ 更に中学校 3年生では86.11と耳学年 になる縁 ど家族 と朝食を とる機会が少

な くな っている. 同時に､ r一人でJ朝食 を取 る機会が多 くなっている. 登校時
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間ぎりぎりの起床 は､ 家族 との食事の機会 を奪 うとともに食事 の時何 と食欲 を奪

うことにな って しまう｡ こう した生清の乱れは､ 子 どもの義貞 に悪 影響を与 えて

いることが考 えられ る.

一方､ 夕食の相手は､ r蒙鮪 とJ と回答 してい る肴が､ 88.8Xと最 も多 くな って

いる. 学年別でみ ると低学年 性とr艦鱗 とJ食べ る刊合が多 くなサていち. 小学

二年生で89.SX､ 中学 8年生で82.8Xと欄食の相手 株 と学年 による違いは大 き くな

い〇

千 ともが蒙塵の一員 として役側を果 たす ことが少 な くなって 書ていると言われ

ている. わがtElの子 どもが手伝いをす る時 牌姓､ 平均84分で館外中 に比べて少な

く､ 丁メtJカの約 1/8にな りでいる. 手伝いを していない子 どもも21.lXと5人に

1人になっている. (責科 :輪帯庁青少年射貫本8Br8本の子供 と母親J 出所

･.犀生雀兄義艦厳局金串韓藍 麟 r電食 と子雷 て〇線犠 J19帥.i)半{蜜で心 手伝

いを してlヽない者が82.1はで金環 平均 を土居 やている. r手長 もヽJの状況駐ついて

学年別にみ ると手伝 いt rしている.J解せが最 も大 奮いの姓､ 小学校 6年生 の86

.sxで､ 逆 に最も小 さいのは中学 2年生の48.8Xであ る. 学年による鴨書な麓 は見

られない●

r就犠形膿J蛙､ 子 とも¢ 自立に非常に大 書な形雷を持 っている. r就寝形態J

についてさ よう. 学年によって大 書な濃いか もる. 小学校 2年生 で披ヽ 単独錬義

しているものがいないが学年が上が るとともに単数就職 して妙 も麟轟･P嶋如 し､

中亨8年生 で姓87.8Xになt>てい る●

2鱒 蒙錬◎状溌

蒙鹸義鎮は､ 幕皮線構成喪戴 奮奥義 k徽市韓へ¢人日義中書雷貴 に糠蒙鱗 が増

加 して きた● そうした人n◎響市鴨へ◎移鴨 に#い三世穂せ幕 ¢減少 と単数世帯

の蝉加 とい う瓢象が生 じている. 1888年k杜､ 鶴蒙 雛qeI.胡【､ 単数世帯が18.6X､
三世代世帯が14.8(､ その畿世帯#8.8Xとな ってい る. (責科:犀生省統計僧職･飾r胃洗生者纂鞘鋼査J1888 出所 .'犀生者児暮驚JB璃企繭癖艦傭r蒙厳 と手管て

¢寺嶋JI980.8)こうした蒙漉構成の変化､ 壌蒙鰻の嬢行蛙､ 蒙JEでの子 どもの

義青嶋龍に何等かの彰雷 を与 えている. 本義董対象 の鍍厳徽鰻縫､ 予 どもと爾義
の犠蒙鰻が全体の88.2r毛占め最 も多 lヽ. つ もヽモチどもと爾簾 と8L父母の三世代蒙

鱗が多 くtIXとな りてい も. 響群書0樽徽 とt,て重傷平場 よ守も義蒙鹸他が蟻行 し

ている鎌手が示 されてい る●

父鏡の儀素姓､ 会社員が最 も多 く‡8.臥 つい甘三嶋勧幕の2%.臥 そ心血lI.4
暮､サー ビス集の10.8Xとなやていも. 工場鎗横が$ tヽ〇線や徹 り居嶋 の地域性 が

影曽 しているものと考 えられ る.

母親の徽糞姓､ 無職が48.TXと最 も多小一 やれ以外で姓､ サー ビス業のl之.7‡､
会社員10.輔､ 商店勤帯18.6X､ その他 18.OXとなりてい も.

子 どもの養育には､ 父親の存在を無我す ることは出兼 ない. 日本の父腰が子 と

もと嫌触す る時榊は､ 丁メtJカや西 t{イツと比較す ると少 な くなりていも. 休 日

で日本が平均 1時伺32分､ ア メ t)カ姓1時償88分､ 西 ドイツは 1時筒47分である.

-Il レ



日本の父親 の行勤で樽徽杓なのは仕事がある日の場合で､ 縫とん と子 どもと接触

しない とい う周等 が最 も多 く37.4Xを占めている｡ 子どもとの接触時何が少 ないと

いうことに も*して､ 子 どもと錬触 しない という雷実妹､ 8本の父親 の行動が仕

事に余 りkも償斜 してい る点を示す もの とな っている (責科 :総務庁青少年対責

本8Br子 どもと父親 k岬す る4 鞍比較鋼査J (相和81年 ) 出所 :犀生省児童家

庭局企両群軽傷 r蒙豪 と子育 ての瀬嶺Jl898.8)｡ その少 ない子 ども との捷触時

何を保韓す る我の在宅時 閥を見てみ よう. 親の在宅時欄 姓､ 学年による明礁 な濃

い蛙現れていないが､ 父義kついて姓18時職以上糟をす る制合が低学年で多 く､

学年が上が るたつかて少な くな りでいる●

3鱒 磨成増壌

居住年数 を学年潮柾みると小学生 4年生 まで縫､ rlO年収fJが最 も多 くなっ

てい るが､ 々ヽ学生 S年生以降 姓その制令が低下 し rl1年以上Jが多 くなっている｡

住宅0親構姓､ 8重 責での狭小な住宅が20rを占めて い る反面､ 7富以上の大農

犠 牲住宅がIl.TXを占めている.

r子 とも8B毘Jの有無 を学年潮にみ ると小筆枚2年生で杜86.4Xであるが､ 学年

が上 が るとともにその8g合娃上昇 し､ 中華3年生で性94.6Xになってい る｡

r勉強8IJの所有林祝をみ る と､ 低学年でやや戚 ヽヽものの小学校 5年生以上で

姓､ 971以上の倒合を示 してい る.

居住畿儀 縫､ r専用台所J r専用便所Jともかな り尭儀 されてお り97X以上の整

儀岬である● 一方 r専用JL畠J r専用洗面所J姓 ともらも 1制近 くが未豪儀であ

る (r専用JL8J9.8(､ r専用洗面所J8.之‡)｡ 暢 k r専用洗面所Jの不儀 は欄､

犠義 の蝉儀●畿JA讐Okだ しなみや鞘生面での轟影雷が考 えられ る●

住撫場で縫､ r8醸J r遷鼠Jともに比較的良好である (r日銀J77.7X､ r遺
鼻J84.7X)が､ r儀音Jkついて蛙義音が無 い と名 書 したも◎が86.梢で 8分の

･之が なんらかの曝書 をJBt;てい も. 犠音義 として雛､ 胃健 で複層遭48号嶋 ●厭神

耳遭遭織などの 良職掌変遷､ 北8Bで壮山精糖幹線､ 伊丹空揚への義範曽の飛行機

犠音 などが考 えられ る●

4節 義繕

疾病¢青鯛蝉縫､ 兵Jr線の平均 (r兄義及 び生韓¢摂荊 ･轟常被最JF<噂和61

年>J 昭和61年 r兵*鼻統計書J 兵■輿) と比べてやや高 くな っているが､

樽に､ 鼻炎 (弟子 1丑.職､ 女子 10.OX)､ 嶋鳥 (朱子7.喋､ 女子4.IX)などの有肩

蝉は､ 足嶋市の平均 (r児童 ●生徒 の疾病 ●興尊書病蝉J 噂和68年版 r尼嶋

統計書J 息嶋市 によると r鼻炎.J小学校弟子 10.8寺X･小学襟女子6.77‡､ r

鴨島J小学校弟子8.糾‡･小学校女子0.88‡)と比べでも貫 くなサてい る.

6静 態樽及 び行場

牲格及び行勘の現れ方を学年朋にみ ると重体の麟向 として銘学年で マイナス両

の性格及び行勤が多 く官につ き､ 学年が上が る捉 したが ってマイナス両性少な く
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なりブラス両が多 くなっている.

学年別にマイナス両が r無 いJに着 目してみると小学校 2年 で妊23.8X､ 学年が

上がるにつれて増加 し中学 8年生で62.2Xに建 している｡

学年別に ブラス両のd歓が r7個以上Jに曽目してみ ると小学校 2年生 で収､

0であるが学年が上がるにつれて増加 し､ 中学 3年生で姓45.9Xにまで連 している.
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轟3- 4 学年 別鞘 の排 便
- ,.j 一一とんど■●le*つていない e t†

d､事2JF生 42.8 ZI.3 17.D loo.0tZB)
小 3 ○ ZB 36.4 l〇〇〇l一〇

dヽ事4年生J､辛5+i 23.517● 37J376 J }8.ー446 loo.○(230)lODO(lot)
小手8年生 187 318 495 lQO○tl○7)
中手1年生 18.3 31.I 52.6 loo.○(198)
中手2年生 20.8 25.○ 54.2 l○○.○(72)
.-E =-pL 18.2 ･2l.8 62.2 lob.0(37)

轟3･ 5学年別棚の洗撫
+ 一】み が く だいたい●t 4とんどしない e ft

小事2年生 82.176.4書2.166.07S.773.582.2A.2 17.○ 8.¢ loo.0( 26)

小事3書生 15.0 loo.○(140)
小事4年生 28_I 8.与 )00.0(231)
小手5年生 27.I 6.8 100.a(103)
一ヽ申6年生 22.4 I.○loo.0(1○7)

中辛1年生 23.0 3.5 100.8(ZOO)
中事2年生 l3.7 -4.i loo.0(73)
中手3JF隻 10.8 lDD.0(37)

義3- 6学年別鴨轟

E3 28 48 6屯 88 1抑

36.… 匡ヨ ほとんと毎明

固3- 1学年別戦の排便

固3･ 2学年別鴨の洗豪

+●l*ベ も だーヽたい*<6 JEとんt-ない 舎 tr

小事2年生 92 .9 7.I 2.9 loo.0(28)小事3年生 00 .○ 7.1 loo.○(Ilo)
小事4年生 88.9 7.○ 3.1 loo,81229)
dヽ手5年生 86.4 )0.7 2.9 loo.○fl03)
一ヽ事6年生 83.2 1!.I L7 100.0tlO7)

1 77.8 14.8 一.6 loo.○tl98中事2他 申.一 21.J I.‡ ll沖.○(737
中手3年生 一3.3 I6.2 一〇.S loo.○(371
e Iー 82.7 J1.3 6.0 I40.0{915)

轟3- 7学年別睡眠時㈹

申3- 3学年別聯*

6時阿東鶴 6-6.5 6.5-7 7-7.5 7.5-8 8-8.5 8.5-9 9-9.a 9.5-10 lO時限以上 (や歎)
小事2年 3.6 10.7 3211 53.6 28

3 - ○.7 ○.7 3.7 4.4 5.9 19.1 16.9 25.8 22.8 LSD
4 0.4 1.3 2.8 3.令 5.7 17.8 26.1 30.i ll.7 230
5 I.0 2.0 4.0 4.0 20.○ 17.0 25.0 l一.0 l3.0 loo
6 1.0 1.令 I.9 12.5 24.0 29.8 18.3 7.7 2.9 104

中学1年 !.5 2.i 2.0 13.2 24.0 23.4 19.3 8.6 1.0 2.5 197
2 I.4 4.2 4.2 8.5 22.5 28.8 16.9 ll.3 I.4 2.8 71
3 14.3 2.9 8.6 ll.4 20.0 25.6 14.3 2､.g -- - 35ー
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義3- 8学年別テレビ親鴨時間

30分以下 31-60分 61-.120 121-180 181分～ 合 計

小学2年生 56.0 44.0 39.5 12.4 13.2 100.~0(25)小学3年生 15.5 19.4 100.0(129)
小学4年生 ll.4 26.8 29.3 20.2 12.3 100.0(228)
小学5年生 5.3 20.0 36.8 17.9 20.0 100.0(95)
小学6年生 6.7 20.2 26.0 19.2 27.9 100.0(104)
中学1年生 13.1 16.1 27.1 21.6 22.1 100.0(199)
中学2年生 2.9 14.5 37.7 26.1 18.8 100.0(69)
中学3年生 19.2 26.9 30.8 15,4 7.7. 100.0(26)

義3- 9男女別テレビ観離時間
LOii '60分以下:61合以上 % ft

勇 l 1.3 26.4 72.3 loo.0(458
女 1.9 37.4 60.7 100.0(417
合計 1.6 31.7 68.7 100.0(875

義3-11学年別テレビゲーム時伸

固3･- 4男女別 テレビ祝噂申開

飼3･ 5男女別テ_レビゲーム時町

･O, 妄 20分以下 30分以下 60分以下 12-0以下 120分超 合計(母数)

小学3年 52.1 9.9 14.9 14._9 5-.8 2.5 100.0(121)
小学4年 48.6 8.1 15.8 28.3 ら一o ～.3 100.0(222)
小学5年 45.8 13_.5 8.3 13.5 14:.-6 4.2 1~00.0(96)

中学 1年 58.2 7.1 10.7 10.7 I.0.2 3..1 100.0(196)
中学2年 50.8 6.6 8.2 13.1 13.1 8.2 100.0(61)
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義3･12学年別外並び

義3-､13学年別適塾

轟3･14学 年別青い事

義3-15学年別クラブ清勤

I 18 加 不審加 [合計(並数)∫
ー中学1年f 85.4 l4.6 tlC0.0(199)
l中学2年 76.4 23.6 f100.0(72)
l中学3年 63.9 36.I floe.0(36日

轟3-16学年別クラブ種別

小字二 年小字三年小字四JtF8 28 48 60 88 1■■

小字五年

小字六年中学一年中学二年中学三年合剤 =:革等::I:==========49.5≡ ≡ ≡ :≡::】77. :;:il;:;:;二三二22.宅≡ヨ

図3- 6学年別外港び

図3- 7学年別通塾

小学二年小学三年中学 年小字五年小字六年中学-中学二中学三合el

4ー

図3･ 8学年別青い事

行っている
行っていない

固3･ 9学年別クラブ活動
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義3-17学年別父との対舌時慨

0 分 5分以下 10分以下 20分以下 30分以下 60分以下 60分 超 合計(母数)

小学2年 24.0 32.0 16.0 4.0 8.0 12.0 i).0 100.0(25)
小学3年 10.0 29.2 21.7 14.2 12.5 7.5 5.0 100.0(120)
小学4年 7.4 23.6 13.9 15.3 20.8 13.4 5.6 100.0(216)
小学5年 9.0 24.7 19.1 ll.2 18,0 13.5 4.5 100.0(89)
小学 6年 8.1 15.2 15.2 14.1 29.3 ll.1 7.1 100.0(99)
申 1年 ll.5 17,3 19.9 13.6 18.8 13.i, 5.8 ･100.0(191)
中学2年 ll.9 8,5 28.3 6.8 32.2 15.3 5.1 100.0(59)

轟3-18学年別母との河港時仰

0 5分以下 1.0分以下 20分以下 30分以下 60分以下 60分 超 合計(母数)

小孝2年 22.2 14.8 22.2 0 ll.1 25.9 3.7 100.0(27)
小学3年 4.8 12.1 21.0 14.5 23..4 14,5 9.7 loo.8(124)
小学4年 2.7 12.9 1､0.7 16.9 20.4 23.6 12.9 100.0(225)
小学5年 7.4 12.6 4.2 20.0 21.1 16.8 17.9 100.0(95)
小学6年 1.9 -9.4 5.7 ll.3 27.4 21.7 22.6 100.0(106)
中学 1年 3.1 7.2 13.3 13.3 21.5 23.I 18.5 loo.0(195)
中学2年 4.8 0 17.7 3.2 27...4 32.3 14.5 100.0(62)

■■■■▲■■__一■■■一■■-中学3年 3.至 17.9 17.9 21.JI 21.4_ 3.8 14.3 I.00.0(28)

固3-11男女別父親との対盾時間

図3-12男女別母親との好古時間
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学年舶載★ 相手義3-21学年別聯*の相手
ー1- ll- 1 事EJB+一■一正と- ^ でr1■■i■

一ヽめ一ヽ一ヽ中事之書生 申.○ 33.3 315○.7.22 100.○(27

3年生事4書生 SS,86IS 29.○293 loo.0(1381叫0(229

書き+生事6+生 SS.eSol 23.0318 2217087I一 loo.0(1○○1000(lD7

事1書生 8.S 34.8 21 loo.0(l88

1738 0急触 I; 27.2 lDD.凸ESS
● 一† 153.0 3○.2 ■8 Ilo.○(〇m

轟3-22学年別夕食の相手
Jt 暮 とI1一二一 ｡- ^ 下 e tナ

小事2■土 ･r- IE).7 2.926 00.OtZB)OO.○(Ilo)OD.○(738)小事3+負小事4書生 仲.2ーl○ 7.○I○I
小事8●i 88.I I.I 4.0 80.○tlOl)
小事6年生 暮5.i- I.} i.6 OB.○(1m

1
●事24生 tSB 8S i.6 00.○(ー17
dL*BLJBe_ -. 8.6 A.B OD.○(35)

義3-23学年別手伝い
i.ていも していない ; I

小事2中生 一托8 21.A loo.0 28

小事3+生小事4年生 63.8一〇l ¥.2299 l伽).○(l381〇〇〇くさ1
小事S+生 86.5 13.5 100.0(104
小事6年生 72.6 27.4 1○○.0(106
中手1書生 也.○ 39.I loo.○(1ー7
中事26生 48.6 _Sl.4 loo.0(72
中書3JB生 B2.2 ‡7.i loo.0【37

轟3･ 胡 学年別国主鏡寝せ欺

轟3･25学年別貴族形態

let)

園3-13学年別戦*の相手

図3･14学年別夕食の相手

図3-15学年別手伝い

国3-16学年別河童銑寝者政

義3-26学年別出生職位

;/_I. JI ●せ その他 全か(健牡I
小学2年 j防.7 7.I 7.2 loo.0(281
小隼3年 ll.8 ¢.8 l4.4 l伽.0(139)
小学4年 74.2 8.令 令.9 loo.0(loo)
小学5年 78.S 15.9 7.3 100.0(¢)
Aヽ牽8年 75.4 l&.8 5.8 loo.Ot69)

中学1年 79.5 8.9 lO.6 loo.0(171)
中年2年 80.8 8.3 10.9 l00.0(73)
中学3年 85.7 14.3 20.0 loo.0(35)
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長子 中 相 手 束子 含If(母放)

dヽ学2年 20.8 25.0 54.2 loo.0(24)
小学3年 15.9 23.0- 61.I loo.0(113)
/小学4年 16.0 19.8 84.2 loo.0(I87)
小手5年 13.3 12.2 74.4 loo.0(抑)
小学6年 24.1 23.0 52.9 loo.0(871
中学 1年 26.9 16.8 54.4 loo.0(leo)
中手2年 20.3 31.3 48.4 l00.0(糾)



義3-㌘ 学年別父の職業

事 務 的 サービえ 甫 店 エ埴勤務 無 機 合計(母数)

小学2年 44.0 44.0 8.0 4.0 0 100.0(25)
小学3年 50.0 18.5 10.2 19.4 I.9 100.0(lo島)
小字4年 52.4 18.1 3.8 24,8 1.0 loo.0(210)
小学5年 20.3 29.7 15.6 32.8 i.6 100.0(64)
小学6年 32.6 29.5 1.5.8 22.1 0loo.0(95)
中学 1年 46.7 18.3 ll.1 23.9 0100.0(180)
中学2年 58.2 17.9 6.0 17.9 0 loo.0(67)

義3-29学年別母の職業

I .iJ ; サービス 誠 店 工場助 ▲ii ここ 合 計(8散)
小学 2年 ll.1 22.2 0 066.7 loo.0(27)
小学3年 22.9 19.3 10.8 3.6 43.4 loo.0(83)
小手4年 10.6 23.9 8.4 3.5 53.5 100.○(226)
小学5年 I.7 34.4 15.6 8.4 35.9 loo.0(64)
小隼6年 ll.1 23.3 14.4 2.2 48.9 l00.0(90)

中学1年 14.7 20.3 ll.3 8.2 ･47.5 LOB.8(177】
中学2年 16.8 15.5 7.0 7.a S3.5 loo.8(71)

義3-31学年別父の在宅時冊

131稔Nl- 12-ll -10めIⅥ _台ft(iB致)

小学3年 34.9 44.6 20.5 loo.0(83)
小学4年 48.1 37.0 14_8 Ⅰ00.0(27)

小学5年 3S.9 41.5 22.8 100.0(S3)
dヽ隼6年 19.2 42.3 38.5 loo_0(26)
中学1年 26.0 44.2 29.8 loo.0(Ⅰ04)

裁3･32学年別母の在宅時冊

18輪柑一一J7-15 -14時鮒 全針f8線)

小学丑年 80.0 班.α '4.8 土OO.8(25)
小事3年 85.7 lS.?. 18.6 lob.0(7○)
JJ､事4年 櫛.i 5.8 4.9 100..〇一143)
小学5年 S1.B l24.6 l1.S loo.○fS7)
小学6年 &2.3 , 8.i ll.3 loo.○L8n
･中学 1年 62.9 王4.7 12.3 l00.8(154)
中学2年 Ⅰ00.○ 0 ○ Ion.0(39)

轟3-33学年別居住年数

義3128学年別父の艦業形態

自助 !L■.ーJi'j 合計 (忠 敬)
小学 2年 84.4 5.6 100.0(18)
小学3年 92.4 7.6 100.0(7g)
小字4年 87.9 12.1 100.0(33)
〃 学ヽ5年 93.5 6.5 100.0(46)
小学6年 92.5 7.5 100.0(53)
中 学1年 92.0 8.0 100.0日50)
中学 2年 100.0 0 100.0(13)
中学3年 74.1 25.9 100.0(27)

轟3-30学年別母の就業形態
Ef曲 安代勤務 含ff(母数)

小学2年 80.0 20.0 100.0(5)
-小学 3年 97.1 2.9 loo.0(34)
A､学4年 61.5 38.5 100.0(13)
小学5年 92.3 7.7 loo.0(26)
dヽ隼8年-loo.0 Q loo.0(23)

中学1年 _ 84.7 5.3 100.0(76)
中学2年 80.0 20.0 100.0(5)

固3-17学年別父の密毎時間

図3-18学年別骨の在宅時肝l

5年瓜下 10年以下 11軸 上 舎1†(母数)】
小学2年 29.8 SS.6 14.8 loo.0(27)
小字3年 34.2 60.8 5.0 loo.0(Ilo)
小事4年 34.7 60.4 5,8 loo.Of222)
小事5年 32.1 43.6 24.4 100.0(78)
fJヽ年6年, 28.0 40.0 32.0 一oo.0(loo)
中手1年 33.0 38.0 31.0 loo.0(200)
中華2年 24.3 34.3 山.4 loo.0(70)中年3年 29.4 32.4 33.4､100.0(34)

轟3-34学年別建て方

一声建て Jtこせ由 1̂'小等 合 計L8政)

事8年 BL5- l7.4 21.1 100.0(log)
小学4年 幻.6 畑.9 26.5 100.0(211)
ホ争5年 60.6 21.2 15.2 1α).〇一66)

dヽ卒6年 67ーS 18.9 15.6 1000(77)
中卒1年 47.2 23.8 29.2 loo.0(16日
中学2年 33.3 86.7 0 100.0(9)
中学3年 47.1 29.4 23.5 100.0(34)
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義3-35隼年別一人当り圭赦

0.古兼鱒 0.5-1.0 1.0-1.5 1.5.2.0 2.o且上 合書†(金敷)
小学2年 ○25.0 57.1 10.7 7.1 100.0(28)
小学3年 5.9 39.3 42.2 5.2 7.4 100.0(135)
小学4年 4.8 44.1 41.4 6.6 3.1 loo.0(227)
tJヽ学5年 2.9 32.4 44.1 ll.8 8.8 loo.0(68)
JJヽ草6年 1.0 39.4 47.1 10.6 1.9 loo.8(loヰ)
中学1年 2.i 30.5 47.7 12.7 6.6 100.0(197)
中学2年 2.9 32.9 48.6 10.0 5.7 l00.0(70)

轟3-37学年別チビも都農

- 有 り 無 し 合I†(母敦)

小学2年 68.4 34.守 100.0(26)

小学3年 71.7 28.3 l00.0(138)
小学4年 77.3 22.7 100.0(229)
小学5年 79.8 20,4 100.0(103)
小学6年 81.3 lS.7 loo.0(107)
中学1年 84.5 15.i 100.0(1947
中車2年 83.3 16.7 100.0(72)

義3-38学年別勉強机

有 り無 し 台 鮒 (瓜 致 )
小学2年 92.3 7.7 loo.0(26)
dヽ率3年 gJL.2 5.8 100.0(138)
小学4年 95.8 4.4 loo.0(229)
小字5年 97.I 2.9 l00.0く102)
小学6年 97.2 2,8 ･100.0(107)
中学 1年 恥.0 2.0 loo.0(196)
中学2年 97.2 2.8 loo.0(72)

義3･39学年別専用台所

有 り 無 し 含fft苛政)

小学2年 loo.0 ○ loo.0(27)

小学3年 loo.8 0 loo.0(137)
小学4年 100.0 0 100.8(2307
小学5年 86.0 4.0 loo.○(99)
小事6年 99.I ○.9 too.0(107)
中学1埠 98.5 I.S 100.8(199)
中学2年 93.9 8.I loo.0(66)

義3･36基数
覆 戎 J,.tI

小字二年小学三年小学匹拘小字五年小字六年中学一年中学二q:中学三年8 細 4_CI 組 BEI ll泊¶ ■■

ll 守4.鵠 ㌻-｢ ⊂コ

■l∫ ニ-=.=-=一二.:.=.227m

∫一9 I:二三二劫 4三笠ヨ

･.二二二_=15.5=rp,.:,=rppきiニ:Lぎー6.7;ミミ■三:ミ≡三:

周3-19学年射手ども部屋

図3-･20r学年別勉強机,

轟3･40学年別専用便所

有 り 無 し 合計(8致)

〃ヽ草2年 100.0 0 loo.0(26)
小学3年 88.i I.5 loo.0(135)
小字4年 99.I 0.9 100.0(228)
小字5年 91.9 8.Ⅰ loo.0(99)
小手6年 100.0 0 loo.0(107)
中学1年 97.4 2.8-loo.0(195)
中学2年 92.3 7.7 100.0(65)
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義3-41学年別専用洗面所

有 り 無 し 合計(母数)

小字2年 92.3 7.7 100.0(26)
小学3年 87.0 13.0 loo.0(138)
小字4年 .87.6 12.4 100.0(226)
小学5年 87.9 12.I 100.0一g9)
小学6年 97.2 2.8 100.0(107)
中学1年 96.9 3.I 100.0(193)
中学2年 94.2 5.8 l00.0(69)

義3-43学年別日展

良 い 心 い 合計(母数)

小字2年 84.6 15.4 loo.0(26)
小学3年 75.4 24.8 100.0(138)
小学4年 73.8 26.2 100.0(22g)
小学5年 72.5 27.5 l00.0(102)
小学6年 79.2 20.8 l恥.0(106)
中学1年 81.5 18.5 100.0(195)
中学2年 80.0 20.0 100.0(70)

義3-45学年別簸昔

有 る 無 い 全 書†(母 数 )

小学2年 63.0 37.0 100.0(㍗)

小筆3年 67.6 32.4 l00.0(139)
小字4年 62.8 37.2 100,0(226)

小学6年 65.1 34.9 loo.0(106)
中学1年 70.4 29.8 loo.8(186)
中学2拝 54.3 45.7 100.0(70)
中手3年 40.5 S9.5 loo.0(37)

義3-47学年別居住地の穫軌

佳エ混合 l住宅地披 福住絶食 会計(苛政)

小学2年 59.3 25｣9 14.8 loo.0(27)
小学3年 12.3 75.4 12.3 100.0(138)
小学4年 12.6 83,0 4_S loo.0(223)
小学5年 46.3 35.8 17.9 loo.0(67)

小 6 21.1 62.2 16.7 loo.0(90)
中学1年 9.7 75.3 15.1 lll ;.

中学2年 0 20.0 80.0 loo.0(.25)
中学3年 22.2 44.4 33.3 loo.9(38)

義3･49学年別マイナス面

轟3-42学年別専用風呂

有 り 如 し 合計(母数)

小学2年 100.0 0 loo.0(26)
小学3年 88.2 ll.8 l00.0(136)
小学4年 89.7 10.3 loo.0(223)
小学5年 87.0 13.0 100.0(100)
小学6年 ○5.3 4.7 loo.0(107)
中学1年 90.7 9.3 100.0(193)
中学2年 87.i .12.9 100.0(62)

義3-44学年別通風

良 い 尊 い 含ff(母歎)

小学2年 80.8 19.2 loo.0(26)
小学3年 86.2 13.8 100.0(138)
小学4年 83.7 16.3 100.0(227)
小学5年 86.3 13.7 100.0(102)
小学6年 88.7 tl.3 loo.0(LOB)
中手1年 83.1 16.9 loo.0(195)
中学2年 81.7 18.3 1恥.0(71)
中華3年 86.5 .13.5 loo.0(37)

義3-46学年別逝び場

車び嶋が 菰助できない jl助でき 台ff(母数)い

小学2年 58.3 33.-3 7.4 loo.0(27)

小学3年 30.2 40.3. 29.5 loo.0(l38)
dヽ争5年 44_I S2.9 2.g loo.0(88)
小学6年 35.8 38.5 2S.8 loo.0(78)
中学1年 3.1.2 38.6 30.2 loo.○Ll舶)

中学豊年 ･7さ.6 0 21.4 loo.0(28)

轟3･48学年別成績

ふ い;L. 鮎 い 合計(母致)

小学昔年 I6.7 38.7 46.7 100.0(30)
水草3年 35.9 28_9 35.2 100.0(142)
小学4年 32.8 48.8 26.7 loo.0(180)

ノ小学5年 48.5 29.7 29.7 l00.0(37)
小字6年 34. 31.i 34.9 100.0(106)
中学1年 30..3 22.7 47.0 loo.0(185)
中手老年 I3.I 29.2 27.7 loo.0(85)

借地不安定 自制力激し 依 存 的 退 行 的 攻襲 .価:肋 的 社会性点し 牽校不適応 そ の 他 (母散)

小字2年 0 26.1 56.5 26.1 39.i 52.2 7.4 65.2 23
Jlヽ学3年 2.0 ll.9 43.6 35.6 22.8 46.5 2.9 36..6 101
小字4年 i.5 ll.9 32.8 20.I 1&.4 50.7 17.2 23.I 134
小学5年 0 14.3 20.4 6.1 14.3 63.3 4.I 34.7 p 49
小学6年 I.8 12.3 49.I lg.3 15.8 36.8 14.0 2Ⅰ.I 57
中学1年 4.5 17.9 33.0 23.2 2l.4 50.9 21.4 45.5 112
中学2年 6.4 2.i 21.3 36.2 12.8 70.2 29.8 17.0 47
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義3･50学年別プラス面

情緒安尭 由利カ有り 自立 的 社会性有り そ の 他 (母数)
小学2年 65.4 38.5 23.I 34.6 3.8 26

小学3年 64.4 41.5 48.I 71.9 7.4 135
小学4年 48.9 34.8 47.3 46.7 4.3 184
小学5年 76.1 34.3 64.2 68.7 14.9 67

小事6年 69.7 40.4 S7.8 55.6 18.2 99

中学1年 65.7 48.9 44.4 74.2 16.9 178
中華2年 42.6 50.8 49.2 73.8 16.4 61
中年3年 91.2 64.7 47:I 79.4 52.9 34

義3-51学年別儀簾状態

JL.鱒tせやすい 虹色が鵡い 鴨島 .アレルギー Je靖 銀線 秋成 賞血 便秘 腎JB 難噂 Jg欣求

小学2年 3.3 ○ 8.ー 0 0 0 0 0 0 3.3 0
Ljヽ畢3年 6.4 7.1 8.a 4.3 2.I 1.4 0 0.7 0 0 0.7
小学.4年 1.3 0.9 8.I 7.4 2.2 2.2 0.9 0.4 0.4 1.3 0
d ヽ 争 5 年 ○ 0 1.2 4.3 0 2_9 0_ 0- 1.4 0 0
Aヽ学6年 ○ 0.9 i.7 ll.3 0.9 0 0 0 0 1.9 0
中学1年 3.0 3.0 a.5 3.5 0.5 I.0 0 0 0 2.0 1.0
中年2年 4,I 6.8 2.7 I.4 15.1 13.7_ I.4 0 0 0 2.7

〟ヽ._2 6.7 3.3 0 ○ 13.3 66.7 (30)

小q:3年 10.6 8.5 2.I 9.2 2.8 53.9 (141)
′ヽ 4 ● 9.5 16.9 I.3 2.2 3.0 59.7 (231)
dヽ争5輯 2.9 15.9 1.4 I.4 066.7 69

~J-16 ° 20.8 3.8 ○.9 1.9 2.8 58.5 (106)

中卒1年 22.1 10.I 0 2.0 6.0 55.3 (199)

中年2-年 31.5 15.I 0 ○ l8.4 41.1 (73)

義3-52学年別マイナス面の個数

無 し 2 塵且下 4鰭胤下 5個且上 合計(超せ)
JJ､乎2年 23.3 20.0 30.0 26.7 100.○(30)
小学3年 28.9 40.8 17.6 12.7 100.○(川2】
dヽ年4年 42.9 43.8 9.4 3.9 loo.○(2331
小事5年 29.0 S8.○ 8.1 4.3 loo.0(69)

小学6年 48.8 37.8 8.9 3.6 loo.0Lllll
中手1年 45.6 38.3 13.2 7.8 loo.0(204)
中学2年 35.6 Il.I S_‡ 15.I loo.○(73)

轟3-53学年別プラス面の個数

ktJ B臆 且 下 6塵且-F ウ慮胤上 合計(母数)

小字2年 13.3 68.7 20.0 0 l00.Ot30)

小学3年 4.9 SB.2 28.I 9.9 loo.0(1427
小手4年 21.0 67.0 8.8 3.4 loo.0(233)
小 5年 2.9 47.8 33.3 lS_○ loo.0(69)

小学6年 10.8 53.2 17.I 18.9 100.0(lil)
中手1年 l2.3 50.0 2Ⅰ.6 16.2 loo.0(204)
中学2年 l6.4 18.6 l8.2 17.I 100.○(73)
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第 4霊 規律 ある生括

1好 朝 の排便

1)棚の排便別成鎮

高学年で r成徽良 いJに曽 日す ると､ 棚 の排便 の習慣 の反合が粥 まるにつれて､

その羽合が48.9%､ ‡4.4%､ 28.8% と低下 してい る●

中学生でもr成繍良い｣ に曽 目す ると､ 棚 の排便 の菅債 の定食が弱 まるにつれ

て､ その割合 が54.5%､39.7%､ 28.1% と低下 して い る.

棚の排便 の習慣性 が､ 学業成績に大 島な形雷を与 えてい る こ とがわか る.

2)棚 の排便朋欠席 日数

旬 職辞任 しておれば欠席 日数 は2.98日で あ さが､ モ うで なければ､ 8.888､ 3.

69日と増加 してい る. 嶋の排便 の菅慣性 が高 *ることに よ って欠席 日数 も低下す

る傾 向にある●

3)欄の排便湘性格 および行動 のマイナス両

低学年で r依存 的J及 び r或雷 ･衝勤的Jの軒 において遭いが表 れてい る.

r依存的J姓､ 棚の排便の菅慣性 が低下 す るに替 りで､ 現れ る羽合 が23.096､

87.896､ 87.8% と上昇 してい る. r攻撃 ･衝勤的J捻､ 職 の排便 の習慣性 が低下

す るに従 って､ ll.5%､ ll.8%､ 80.4% と上昇 している.

中学生で放､ r並行的Jおよび ｢社会性* LJの衝 で濃 いが褒わで い る.

r過行的J な也繊及び帝劇 が寮れ る綱合が､ 朝命鱒 便0菅慎也 が健下す るにつ

わで､ I.8N､ I.8舛､ 28.8% と上昇 してい る.

r社会tt撫 t,Jの畿輪及び行勤 も､ 欄 の排便の讐儀世 が低下す 各につれて､ 21

.6%､ 28.8%､ 88.4% とその8g食が上昇 していも●

4)鞘〇線腰鎖せ輪 番よび帝敵 の ブラス武

儀学年のr卓立的Jな性格及び行場両 で影響が象れてい る.
欄の鉾腰の曹儀性が低下す る捉つれて､ 82.696､ 書7.8%､ 89.9% と低下 してい

ち. こね蛙､ マイナス軒の r依存的Jな性格 及び庁鴨の轟義 Lであ る. 欄 の排便

の菅慎也が小学校低学年 の生横 に大 きな影響 を与 え､ 自立杓柾物事 を行 う性格や

行場 に影響を与 えている｡

中学生では r情緒安定Jの両 で影響 が震わでい草.

排便が帝劇 で 書ていれば84.2非 と慕 いが､ モうで なけれ ば､ 81.7% ､ SS.8% と

低下 しでい る●

S)欄 の繍優JI徽簾状膿

中学生のr雛鴨 ･正視 ･乱牧Jに影響が現れてい ろ.

排便を r毎朝J しておれば出泉事が 17.0%､ rだいたい｣でiO.79(､ rき* つ

ていないJと29.1% と上昇 している. 但 し､ この再考仰の舛わ りは不 窮であ る.

6)職の排便 と子 どもの状一鰭

職排便を済ましていない と度 が体 内に贈 り､ 九分 が義和 ない. 糧食 によって姓､

Jk縞 を起こす｡ r学校の鍵韓宝 に折 えて乗 る麟縞 kは､ 排便や ケ t}サ軽快 とい う

子が多 いのです｡ J (坂本東予 r子 どもと生括 IJズムJ r子 とも自書 1990年版J

B本手 ともな守 る金銅 1990.7)このような精神状膿 や肉体の状雛が子 どもの学
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養成義 や性格及び行動両社影響 を与 えてい るもの と考 えられ る｡

2申 洗顔

1)洗顔別成績

低学年で r成績良 いJに曽 目す ると､ 額の洗轟の菅慣性 が粥 まる妃つれて､ そ

の8g合が87.0%､ 19.8%､ 16.796と低下 している. r成績養 いJに曽 目す ると､

その割合は31.5%､ 53.8%､ 58.3%と上昇 してい る｡

洗鏑 が出来 るとい う状態蛙､ 朝 日責 めてか ら圭校す るまで棲々な準備を行 うの

に充分な時 間的な魚拓が在 りたことを示 している. モt,て圭校 した ときには､ 地

学を行 う心身の埠儀 が叢 やていることを示す. そのためk洗厳の菅慎が出来てい

れば成績 が良 くな り､ 菅慣が出来ていなければ成韓 が低下する傾向を示すのであ

る●

之)枕鏑別欠席 8数

年鶴牧厳 しでおれば8.帥 8であるが､ そうでなければ4.S98､ 3.94日と増加す

る｡ 洗顔が出乗 るということは､ 前述 したように登校 *でk時間的余裕があるこ

とを示 してい る. そのことが登校への精神的 ･肉体 的準備 を可能 に させ るのであ

ろう｡ 沈毅が菅債 になってい ると､ 欠Jf日数が減少す る傾 向にある｡

8)欄の洗顔射性格 および行勤の マイナス両

低学年で r依存的J r並行的J r改蝉 ･衝動的J r社会性無 しJ r学校不意広.J

の各市 で遣 いが現れている｡

r依存的｣ 姓､ 洗顔の菅慣性 が低下す るにつれて､ その現れ る制令が26.9%､

42.3%､ 68.7% と上昇 している. r過行的J姓､ 洗鯖の習慣性が低下す るにつれ

て､ 20.8%､ 88.8%､ 41.7% と上昇 している. r攻撃 ･衝動的Jは､ 洗顔 の習慣

性が低下す るにつわ で､ その楓れる割合が16.9%､ 15.4%､33.3%と上昇 してい

る. r社会性無 しJ 蛙､ 洗顔 の習慣 性 が低下す るにつれて､ その現れ る割合が29

.之%､ 42.8%､ 68.8%と上昇 してい る. r学校不適応.J蛙､ 洗顔の習慣性 が低下

す る柾つわで､ その現れ る羽合が 6.9%､ ll.S%､ 88.8% と上昇 している. いす

わ も､ 洗顔 の習慣性 の低下がマイナ ス両を助長 させている.

有学年では､ r依存的J r学校不遇応Jの村で養 いが現れてい る｡

r依存的Jは､ 洗顔の菅慎也 がな くなる と､ その現れ る羽合が12.8%､ 81.6%､

25.8% と上昇す る｡ r学校不遇広J練､ 洗鎖 の曹慣性が低下す ると､ その現れ る

制令が 4.8%､ I1.1%､ 19.4雅 と上昇す る｡

中学生で姓､ 全てのマイナス両の項 目に影Iが兼ねてい る. 洗顔 の習慣性の低

下が性格 および帝劇 のマイナ●ス両に大 きな影響を与 えてい ることが示 されている.

枕鎖捉代表 され る始業 までの金持 がなければ､ 心身 ともに準儀不足のまま学校

生宿を始めなければなならない｡ 心 身の準儀不足が r依存 的J r学校不適応Jな

どの性格や行勧 とな って現れ るもの と考 えられる.

4)棚の洗顔剤性格及 び行勤の ブラス両

低学年の r自制力J r自立的Jの両 に影響 が現れている｡ これ らは､ マイナス

両の r依存的J r潜行的J r攻撃 ●衝動的Jなどの豪遊 Lになっている.
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r自制力有 り｣姓､ 専棚洗顔 していれば42.8%､ そうで なければ之3.1%､ 28.0

% と低下 している. r自立的｣ も､ 毎朝洗顔 していれば44.6%､ そ うでなければ

80.8,6､33.8% と低下 してい･る.

高学年で姓､ r自立的J な性格及 び行動の両で影響が現れていち. これ蛙､ マ

イナス両の r依存的｣な性格及び行動の義適 しであ る.

専棚洗麟 していれば47.8%であさが､ モ うでな ければ81.8%､ 82.8% と低下 し

ている.

中学生では､ r情緒安定Jおよび r色軸力有 りJの市 に影響 が現れている.

r情緒安定J姓､ 58Xを超えている鶴が､ 洗顔 を牡とん としない と20.0% *で低

下す る. r自制力有 りJは､ 帝劇洗JIすれば48.8%であるが､ モ うでなければ88
.8%､ 80.0% と低下 している.

a)職の洗顔射鍵麟状膿

低学年の rJL邪 ･嶋息 ･アレルギー ･鼻炎 Jおよび T鶴亀慕 い､ 紀綱､ 慶身､

義縞､ 鎖縞等Jに影響が親か ている.

TA沸 ･嶋息 ･ア レルギー ･鼻炎J は､ 洗顔の曹慣 性が低下す ると､20.0%､

19.2%､ 8.8% と低下 してい る. なぜ洗義 の菅犠牲 が低下すさと涙肩の出素事 も

低下す るのか姓不明であ る. r麟色濃 い､ 艦儀､ 痩 身､ 雛欝､ 爾縞等J姓､ 洗厳

の菅慣性が低下す るとその現れ る朝食が18.8線､才8.8%､ 88.8% と増加 している.

中華生め r鶴亀義い､ 紀綱､ 痩身､ JL轟､ 義轟響Jに影雷が褒れている. 畿轟

の曹慎也が低下する托 したがい､ その出濃Jrが18.896､ 21.7%､ SB.0% と上昇 し

ている●

r貞色慕 い､ J5h 憂身､ 厳粛､ 義雷等 )が畿Jt¢曹儀雀○堆下 とともk出粛

岬が増大す るとい うことは､ 不幾射なま糖が徽轟畿蕃 す るとい う己と鑑示 してい

る. つ まり心身の埠儀が養わない与も轄亨軟生着せ 鎗めなければ ならない不義倉

か ら機々な症状が養れ各も¢ と考え各か 尋●

8鱒 朝食

I)畿*射虞義

低学年で r成績良 い.Iに曽 目す各と､ 曹犠牲が鱒 蒙古につれ､ その綱合が85.5

%､ 8.8%､ 8% と4E下 している. 浬 に r虞義濃 いJに讐 日すれば､ その璃合は

83.8%､68.1%､ loo.8% と上昇 してい る●

耳学年で r成績良いJに義 母す ると､_曹 儀鶴が獅 蒙るにつれ､ その餌食が88.7

%､ 19.2兆､ 12.6% と畿下 している.

中学生で r戚鎖良 い)に曽 目すると､ 曹慣性がや *古につれ､ その84台が88.9

%､29.も%､ 18.1% と低下 している.

嘱濃膿､ 糠麟 と共に職の丑叔 tでの鴫龍的金権 を親し､ 重た坪優 を促す4 台も

ある. -力戦食を食べ{いなければ暴食を錬 る蒙で拝金体 に力が人 らなか やた り､

ポー として一 日の抵触が鎗 蒙らない. その結果が全 ての学年客分で欄食の状現に

より学集成韓に違いが競れ､ 棚*が学業成績 に非常 虹大 書な影響 を持つ事 になる.

2)朝食耕欠好 日歓
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毎朝食べていれば､ 欠席 8歓姓8.278であるが､ そうでなければS.788､ 3.81

日と増加す る● 朝食が食べ ら.れ るか どうかは､ 圭校 までにそれだけの時糊的余格

があるかどうか8=側わつている. 余樽をもって-8を始め られ るか どうかが朝食

の習慣性の度合 と欠序日数 との間の鋼わ りであろうと考 えられ る｡

8)欄義射tt格 および斤勤のマイナス両

低学年で姓､ r自制力無 し.Jr攻守的Jrま響 ･傭勤約Jr社会性無 しJr学
校不着広Jの各面で影響が出ている｡

r白鞘力無 LJ姓､ 欄食の習慣性が欠如す るとその倒合がItI.6%､ 8.3%､26
.0% と上井す る. r依存的Jは､ 欄食の曹犠牲か低下す る駐つれて､ その倒合が

28.8%､60.8%､ 110.0% と上界 t,ている. r攻撃 ･簡鋤的Jは､ 欄食の曹慎也が

低下す るたつれて､ その榔合が18.8%､ 26.0%､76.09'と上昇 している. r社会

性無 しJ披､ 専棚欄*を*ペないと､ その褒れる制令が80.89iから66.796､ 60.0

%へ と上昇 t.ている｡ r学校不慮応J蛙､ 専欄職食を食べないと､ その現れ る8q

合が 7.996か ら28.0%へ と上昇 している.

冨学年では､r依存的Jおよびr或雷 ●衝鋤的Jk影響が出ている｡

r依存的J縫､ 専欄食べてい ると18.7%､ そうでなければ30.09̀､ 83.8% と多

くな 与●r攻雷 ●衝勘的｣は､ 朝食を食べていれば 8.1%､ B.0%であるが､ 食

べていなければ26.7%と多 くな る.

中讐生で縫､ r滋野的Jr故事 ･簡鴫的Jに影響が出ている.

r道庁的J蛙､ 載食の曹慎也が低下すると､ その現れ る制令が1I.8%､ l‡.7,も､

80.6% と上昇 している. r攻雷 ●衝勘的J縫､ 欄Aの曹慎也が低下すると､ その

鳶あ る餌食が 8.1%､ ll.8%､ 22.296と上井 している.

心身の埠儀不足が r能書的J r滋野的J r学校不義JSJなどの性格や行勧e引

書起 こす事kなる. こうしたこと縫､ 像の洗鼻や鱒腰についても当て姓蒙ること

電轟る. 鷺た鞘食特有の濃韓 として欄食を食べない と生JEkなる. 空膿は､ 精神

的余裕を奪 って し奮う. その特集､ r攻撃 ･簡勤的Jなtt榛や行動が朝食の欠如

と結び付 くものと考 えられる｡

4)欄食鯛性格 および行鋤の ブラス両

低学年Or自軸力有 りJr自立的Jr社会性有 りJの両で影響が出ている. こ

れ ら縫､ 性格及び行鵬のマイナス両である r白嶋力無 LJ r依存的J r社会色無

しJの､ それぞれ真玉 したなサている｡

r白銅力有 りJ姓､ 欄義を食べていなければ 0%と薫れていない. r自立的J

な性格及び行鋤 も欄義の菅儀ttの鐘Ifによりで. その濃れる鋼合が〟.196､28.6

%､ 0%と低下 している. r社会性有 りJ〇枚繍及び行嶋 も朝食の曹慎tt〇七下

によゥて､ その現れ る横合が84.S鮪､ 68.89i､之6.8% と儀下 している.

慕学年で練､ r自立的Jおよび r社会性有 りJの蘭で影響が罵れている. これ

ら橡､ 性格及び行勤のマイナス両である r依存的Jr攻雷 ･簡勤的｣の義近 しで

ある.
r自立的J な性格及び行勘は､ 欄食の菅慣性の低下に したがい､ その東れる81

台が18.1%､ 88.0%､ 6.7% と低下 してい る. r社負性有 りJの畿各及び行動蛙､
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朝食 の菅慣性 のdf下 に したがいその現れ る割合が48.S%､ 87.5,6､ 20.0% と低下

してい る｡

中学生で姑､ r自立的｣の両 に影響が現 れてい る. 欄食 の習慣性 の低下 k とも

ない､ その現れ る割合が44･8.%､81･4%､ 25･0% と低下 してい る｡
8)朝食別儀廉状態

朝食 の菅慣性 の生食が低学年､ 中学生の ｢顔色慕い､ 紀綱､ 書身､ 腹痛､ 頚痛

等｣ に影響 が現れている｡

低学年では､ 朝食 の習慣性が低下 す るに したがい､ モの現れ る羽 合が17.1%､

41.7%､60.0% と増大 してい る.

中学生で蛙､ r年額貴べ るJ は18.6%､ rだいたい毎朝食べ る｣ は13.7%であ

るが､ r食べ ないJ と80.6% に急増 してい る.

この ように､ 朝食 を食べない とい う心身 の準儀 が養 わない攻鰭で学校生宿 毛始

めなければ な らない場合 に吐様 々12症状が現れ る. そのため棚食の菅慎牡 の東食

が r麟色慕 い､ 厳粛､ I.身､ 撫縞､ 青 書等 ｣の不特定 の荊気 の出褒 蝉に影響 を及

ぼ している と考 えられる.

41日 規律 あ る生境 と子 とも■の状態

近年､ 児童.の畳校拒否が蝉 えてい る. 文部省の嘱董 (昭和83年 ｢児童生徒 伺貴

行勤実膿{査J )に よる と､ その散 は年職4万人 にもな ると晋 う｡ 本欄査 で姓､

欠席 El政が これ まで見て をたよ うに棚 の耕 便 ･洗傭 ･畿食 の曹慣性 と大 きな関わ

りが示 され ている. これ らの欄 の一義 のff為の曹慣性が､ 子 どもに一 日を始め る

曇りか け艦与 えるも0 と考 えられ る｡ その こ とが､ 学校生尊を始め る ことにつな

が るのヤあろ う. 欠席 日数が曹慎也 が菖 蒙ることkよ りて少な くな ってい る.

畿麟 t,て tヽない と鷺義 が慕 い. 嶋*蜜 ともない と尭麟膿キ集 えた り僧怠& せJl

Cた りする. 排便 を♯ *曽て lヽなければ気分 がす ぐれ ない. こ うした ことは､ 椎

もが慈 鹸す ることである. 光 把 こうした ことが曹慎 とな って行 われていれば帯 も

曽 いて韓々 な尊を気持ち良 く行 える. こう した状膿が学 業成義 に褒 れてい るもの

と考 えられ る.
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図3-21-額の排便別成績 ･-轟学年

図3-22朝の排便別戎由 ･中学生

義3-54職の排便朋欠席日数 (8)
l位学年 高学年 中学生 合計

嶋切する 3.93 2.S4 2.15 2.
T='いたい書棚する 4.07 3.64 4.13 3.83

固3--23-革の耕餐射欠席日放

義3･55欄の耕健別使線及び行鋤のマイナス面 (低学年)

tAl&不安定 自制力.競い 併 有 qy iBほ 的 政VE.ai軸的 比企tE.tSL 革投不適応 そ の 他 eL 殆

帝切する I 5 ー4 17 7 柑 4 15 6t
I.8 a.2 23.○ 27.9 II.S 29.S 6.6 24.6

だいたい旬 ○ 7 19 8 6 tー S .LS 51
qする 0.0 l3.7 37_3 -15.7 lt.8 33.3 9.8 29.1

Bfつてい I ¢ 2t IS 17 21 7 20 56

義3･56鞠の排便別性格及び行勤のマイナス面 (中学生)

川il;不野定 白かー力.%い 依 存 的 退 け 的 攻輩 .ai軸的 吐食性.tL 学校不34亡; そ の 他 申 出

可q-{る 1 ･4 7 I 3 13 8 ll 53
l.9 7.～ l3.2 I.9 ～.7 24.5 ll.3 20.8

だいたいせ I i ー0 4 日 22 ･7 22 ‡7
ポーする I.I 5.7 日.5 4.6 f2.6 25.3 8.0 25.3

9ま .>てい 6 ll 33 39 18 60 29 34 165
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轟3157朝の排脚 q鹿格及び行勤のプラス面 (低学年)

NI抽*尭 BfI力有I 血 正 伸 牡A仕有ら そ の fL*
+q十も 37 小.ー }! 4L i ○l●0.7 lSZ.i 87.2 I.I

だいたい● 29 39.0 J9 30 3 SIq十も S8.9 37.3 S8.I S.9

e*つてい }5 )○.7 I○ 3S 3 SC

義3･59鶴の排便別鍵腰状態 (中学生)

義3-58嶺の排塵射性格及び行動のプラス面 (中学生:

廿JB*走 At1カqI A 正 伸 祉iLtt有ら そ の ■ 仲 tk

●qする 34 27 23 35 1○ S3糾.I SO., 一ユ.4 48.○ 30.2

だいたい● 45 1l ll 62 JS l7
qする ～1.7 47.I 47.I ーt.3 17.～

**つてい 柑 一〇 St 100 t● IeS

ざよう虫 箕 血 発け ,近親 .乱祝 凪BB.嘆息.Tレ桝一一.轟群 便 秘腎臓病 .Jf就炎 Jtも藩いた封痩身BE可t仔等 興音無 し 中 敷

ヰ斬す る . 0 0 9 ○ ○ 1 14 27 53
0.8 O.○ 17.0 17.0 0.0 1.9 28.4 50.9

1=いたい轟 0 ○ l8 14 ○ 0 _ 14 48 87
朝する 0.0 0.0 20.7 16.I. 0.0 0.0 16.I 55.2

卓まつてい 0 i 嶋 24 ○ 2 33 84 185

固3--24-洗粛W成gt･低学年

- 低学年

E≡ヨ高学年

- 中学生
野 合書†

轟3-60鴨の洗JL別欠席日数 ▲~ー (Oi
L鎗学年 嘗学年 中学生 合鮒

●嶋みがく 3.68 2.88 3.33 3.20
だいたい■鴫みがく 6.00 4.44 4.00 4.59

図3-25職の洗轟別欠滞 日政

義3･61欄 の洗離別性格及び行勤のマイナス面 (低学年)

憎は不安定 自制力.<い 併 有 的 壇拝 巾 攻輩 .むむ的 tt食性.tL 手竣不適応 そ の 他 母 tl

旬桝みが く 2 日 35 77 22 :柑 9 33 130
I.5 8.S 26.9 2○.8 ー6.9 29.2 6.9 25_4

だいたいや ○ 5 ll 8 4 Il 3 9 26
棚Zyが < 0.0 19.2 42.3 }0.8 暮S.4 42.3 tl.5 34.6

ほとんどし b 2 8 5 4 7 A 8 ほ
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義3162鴨の洗薫別性格及び行鋤のマイナス面 (義手年)

tf抽不安* 色別力.無い qE等 qi 述 作 特 政蚊 .di動的 社会性.tL 羊投不通仁; モ の 他 母 故

有87lみがく 3 18 36 23 24 ー5 14 28 293
I.0 6.) l2.3 7.8 8.2 25.6 4.8 9.6

だいたいせ 0 8 37 13 10 35 13 25 llー
抑Zfかく 0.0 6.8 31.6 ll.I 8.5 29.9 ll.I 21.4

ほとんどレ 0 3 8 4 3 ー0 6 6 3ー

義3･63朝の洗薫別性格及び行勤のマイナス面 (中学生)

tが占不安文 白粥力篤い 依 尊 的 iB行 的 改姓.8iむ的 ー土台tZ.tL 1-校不適応 そ の 他 母 政

甘Wfみがく 3 lO 3I 33 22 67 28 49 240
7.3 4.2 12.9 ･13.8 9.2■ 27.9 ll.7 20.4

だいたい呼 4 9 15 8 7 24 9 16 60
仰71かく S.7 fS.○ 25.0 ほ.3 II.ー 10.0 15.0 26.7

義3-64戦の洗鼠別性格及び行鋤のプラス面 (低学年)

惰油虫走 貞fiカ有り 点立 拍 tt食性有9 そ の 他 母 数

¢QJみがく ー9 55 58 83 lO 13080.8 42.3 44.8 83.8 7.7

靭みがく 53.8 23.I 30.8 61.5 0.0

任とんとし I 3 4 7 1 12

衷3･65鞘の洗薫別性格及び行勤のプラス面 (嘉学年) 轟3-66朝の洗轟鵬 格及び行勤のプラス面 (中学i
+Q*t A¶カ有I) A Zl特 牡■tL有I モ 0■+LL

+fみが< l38 t7 l●○ Its 27 2m47.4 ZBー7 一丁.暮 17,7 B.2

だいたい● 84 33 }7 44 ● -1ー
tJ>S< 18.2 tI.2 那.● 37.I 一.ー

JtとんとtJ lー 7 l○ Ie ○ ll

轟3-67鞘の洗薫別亀簾状簾 (低学年)

fJL*Jt tflカ甘I *立付 ttAttTら モ の■4*

+qaIUく 13S II8 IOS lSB SS Zt○
如.3 4▲j -3.I ○○.} 22.8

だヽヽた+.● 31 tA IS .35 I 仲
■みdく JJ.1n.) 7S.8 如.3 3.3

tとんとL. 7 I 一 ○ I l○

e'J:う虫 寅 dI無様 .近奴..&択 瓜SB.頓A.TMl-●.鼻折 便 秘腎J&蛸 i押収粥 A色藤い正執政身JrgtRF等 弗常北し や 放

♯職みがく 2 ○ 川 26 I I 22 75 130
I.S 0.0 tO.8 ‡0.0 ○.8 0.A I8.9 57.ー

IIいたい¢ I ○ I 5 ○ ○ 7 IS 26みがく 3.8 ○.0 3.8 t9.2 0.0 ○.○ 28.9 S7.7

杜とんとし ○ ○ 1 I ○ ○ I 8 12
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義3-68覇の洗鼻射健康状態 (中学生)

ぎょう山 2( 也 純株 .近帆 .乱批 風邪 .瑞~A.TMr-.外炎 班 払 腎ig崩 .一別跳災 nt也.uい此渦状身hE珊1万等 邦宵如 し Lu 放

毎朝みが く 0 0 62 34 0 4 45 125 240
○.0 0,0 25.8 14.2 0.0 I,7 18.8 52.I

だいたい¢ 0 0 10 12 0 0 13 32 60
軌みが く 0.0 0.0 16.7 20.0 0.0 0.0 21.7 53.3

ほとんどし 0 1 4 1 0 0 3 5 lO

固3-28朝食別成績 ･低学年

固3-㌘ 朝食別成績 ･蔦学年

固3･28聯食別成績 ･中学生

図3-29朝食別欠席日載

tll低学年

[二二】高宇年

■■中写生
【琶司合計

鶴* 欠席 数義3-69職食別欠席日数 (a)
叡学年 蔦事年 中草生 eff

■咽食べる 3.66 3_26 2.78 3.27
だいた一､轟q食べる 7.○8 5.16 5.93 5.78
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轟3-70鴨食朋性格及び行勤のマイナス面 (低学年)

何時不安蛋 色制力.%い 依 有 的 iA 一子 的 攻輩 .ai勤的 吐負性無し 草枕不適応 そ の 他 母 た

吋柳食べる l l6 44 35 J24 46 J2 42 1520.7 10.5 28.9 23.0 15.8 30.3 7.9 27.6

ガいたい旬 i 1 8 4 3 8 3 4 12
ql食べろ 8.3 令.3 50.0 33.3 25.0 66.7 25.0 33.3

ほとんど食 ○ I A I } 2 1 4 I

義3-71職食別性格及び行動のマイナス面 (高学年)

t*柑不安文 台tlf力養い 依 存 的 i87fq? 攻Jf.Kiむqy tt負性.eL 事投不適防 そ の 他 ¢ 微

帝切食J<ろ 2 25 64 38 31 l09 30 佃 384
0.5 6.S 18.ー 9.4= 8.I 28.4 7.8 ー2.8

だいたい好 I2.5 ･‡ L2 2 2 7 2 8 40柳食べろ 5.0 30.0 5.0 5.0 17.5 5.0 20.0

ほ とん ど食 ○ 2 S 2 4 3 I 2 IS

義3-72朝食射性格及び行勤のマイナス面 (中学生)

仲川不安斉 白yJ力震い 依 71的 ih行 的 放球.出動的 社会性憲し 手性不適a: そ の 他 母 赦

何例食べる S 18 34 26 J8 71 29 49 22t
2.3 8.I IS.4 ll.8 a.I 32.I I3.J 22.2

h'いたい吋 I2.0 ○ 5 7 6 12 6 lO Sl棚食べる 0.0 9.8 13.7 日.8 23.5 ll.8 19.6

ほとん ど食 2 3 ll ll 8 13 7 lO 36

轟3--73暢*別醜 及ItF行鋤のプラス面 (低学年)

*Jt** ■qZIVり A丑 q 牡■tLTI モ ○*+書

+IA一lも ●一 54 一一 ～ ll liz
4I.I. }一.I 一●.I ●一.i 7.2

だいたい● i I 3 ー ○ lt
t*<4 lt.7 朋.ー 7S.○ もー.ユ ○,○

4とんと■ 2 ○ .○ I ○ I

義3-75暢食別性格及び行鋤のプラス面 (中学生)

寸書★克 Aqカ事一 AA拍 tt*tLTり ' t の■+暮
++*<I lZ) 1秒 ●●44.8 lSO t} 221SS.7 一一.i 一一.I 1-.i

だーヽたヽヽ● ZS ‡一 )I.● 77 i 一l+*'<も 一一.○ 一一,1 iZ.9 ●.I

tとんと★ tl LI I2S.0 ZI l○ 38

轟3･78鞘*別纏簾状鵬 (低学年)

轟3･､74朝食別性格及び行勤のブラス面 (嘉学年)

廿姑*3tBfl力中ち A ZL均 ltAttVI) モ の■+B

+I*48 143 lQI I73 LrT 34 344
一丁.丁 ‡一.I 4S.I 43.i I.○

だいたい● 21 13 12 IS I 40
I*<8 SI.i 32.i 34.○ '●37.I I.0

ttとんと▲ 一 i l 3 ○ IS

e'よう虫 賞 血 Jt杜.近恥ー&祝風邪 .畷息.THr-.鼻炎 8! 鑓 腎縞研.鱒飲井 劇色麻いた鞠痩身腹gt仔苛 Jt市無し ヰ 放

韓覇*ペる ～ ○ 18 28 I 1○.ー 26 90 152I.i 0.0 l○.i 18.4 ○.7 17.I S9.2

1='いたい奪 1 ○ ○ 4 ○ ○ i 4 12
軌貴べ る 8.3 ○.0 0.0 33.3 ○,○ 0.0 41.7 33.3

杜とんと* ○ 0 ○ ○ ○ ○ 2 2 4
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義3177載*別健康状態 (中学生)

ぎょう虫 2t 血 無職.近班.乱机 風邪 .萌A.THキ~-.鼻 便 秘 骨拡粥 .抄肌炎 血色泌いJe執痩身Jlqt柘等 ^%hL. 8 歎

戴gl女ベる 0 1 57 34 0 3 43 112 22-i
0.0 -0.5 25.8 15.4 0.0 1.4 l9.5 50.7

だいたい♯ 0 0 12 10 0 0 7 31 51
g)*べる 0.0 0.0 23.ら ì9.8 0.0 0.0 13.7 60.8

圧とんと央 0 0 7 3 0 1 ll 17 36
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第 5雷 家鹿 での過 ごし方

1肝 テ レ ビの現せ時 間

1)テ レ ビの現せ時何別成績

多 くの綱査 蛙､ 子 ともが学校 から舟 つてか ら0台由な時 間に ます rテレビをみ

るJ こ とを据錆 している｡ NHIくの r四民生 活時Fq鋼査 ｣ (昭和60年 )によれば､

平 日の平均 テ レビ視聴時 間は小学校高学年 で 1時間 5分､ 中学生で 1時rq54分で

ある. 本欄釜 の結果 姓､ 金fZl平均庇 よ りテ レビ視聴時間が長 く小学校低学年で 1
時間43分､ 小学校高学年 で 2時 間11分､ 中学生で 2時間 19分である.

低学年で は､ テ レビ視聴時 間_による成韓 の養いは明糠 で姓ない.

しか し､ 高学年 になる とテ レ ビ視聴時欄 が r80分以下Jでは r成績 が良 いJが■■
40.0%､ rB1-60分Jでは41.6% と鼻 がないが､ それ以上 テレビ視聴時間が轟 く

なる と､ 89.1%､ 29.S%､ 19.6% と r成績 が良い｣割合 が低下す る｡

高学年でみ られ たテレビ為 せ時間に よる草葉成績 の低 下 と首 う横 向は､ 中学生

で も同 じ様 にみ られ る｡ すなわ ち､ テ レビ視聴時間が r30分以下｣ であれば r成

績 が良 い｣が88.7%､ r81-60分Jで最 も多 い50.0%を示 す｡ それ以上現せ時間

が伸 び るに と､ 37.門6､ 31.0%､ 20.0% と低 下す る｡ 高学年､ 中学生 の学集成鎖

と長時 何のテ t/どの鶴尊 の問には良 くない舛 わ りが あることが示 されてい る｡ 能

勤 的で集中力のい る勉故 がいやだか ら受動的で惰性 的に時 間のたつ テ レビを見 る

のか､ テレ ビを見 るか ら地裁 がで きないのか｡ いずれ に してもテレ ビを見 るため

に勉強時何が少 な くな り地裁 がで きな くな る､ 勉強 がお も しろ くな くなってテt/

とを見 るとい う悪循環を繰 り返 す ことにな ってい ると考 えられ る｡

2)テ レ ビの現鵜時 職朋欠席 El歓

テ レ ビの漫瞥時期が長 くな■る性と､ 欠席 日数が多 くな りでい る｡ テ レビ現韓時

問が80分以下 であれば欠席 日放 が2.92Elであ るに も餌わ らす､ 180分 を越 える場

合 には4.41日にもな る●

学年 区分別 に とらえる と､ 特 に中学生 でテ レビ現尊の聴時間化 と欠好 日散の長

期化 という境 内が観音に哀れ で いる. すなわ ち､ 88分以下 では欠席 日放が 1.10日

であ る｡ テ レビ視畿 時糊が長 くなる縁 ど欠席 日放が増加 し､ テ レビ現せ時間が12

1-180分では最 も欠拝 El歓が多 く､ 8.06日に も連す る｡

欠JF日数 とテ レビ我長特用 との開銀 姓､ テ レビを見 るか ら欠席 日放 が増加す る

とい うより姓､ 欠Jq日数 の多 い児童 ･生徒 が学校 を欠欝 して､ 自宅 でテレ ビを見

てい る とい うことを考え させ る｡

3)ナ L/どの親鞍時 fq朗性格 お よび行勤の マイナス両

テ レ ビの現せ時仰の影響は､ 性格 および行勤の マイナ ス両の r依存的Jや r過
行的Jな性格 として表れ る. テ レビ現せ噂 脚が 180分 までは r依存的Jな性格姓

17.2%-20.7% しか溌れていないが､ 181分以上 kなる と､ 28.9% と急激 に上昇

す る. 長時間のテ レ ビの祝瞳 と r依存的J な性格及 び行動 との関わ りが現れてい

る●

低学年 では､ この点向が比較 的短 いテ レ ビ我梼時間で も現れ てい る. テ レビ現

職時期 が 120分 まで比､ r依存 的Jな性格及 び行動 が27.5%-88.8,石であ るが､
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121分以上 にな ると､ 37.5%､ 41.2% とよ り多 く現れ るよ うになる｡

高学年では､ 180分 までのテ レビ視聴時間で姓 7.9%-18.8%であ るが､ I阜l

分以上 になる と82.9% と急激 k r依存的Jな性格 が増加 してい る｡

中学生で姓､ テ レビ視聴時 間が r依存的｣ な性格 に影響 を与 えてい るとは思 え

ない｡ む しろ､ r過行的｣な性格 にその影雷が見 られ る｡ この性格 に対 して も､

テ レビ視聴時間が 180分 *では 9.1%-13.8,6であ るが､ 181分以上 にな る と28

.7Ìと魚激 に増加 してい る｡

テ t/どを見てい ると何 か畿勤 的な行勤を しな くても時間が遇 ぎて しまう｡ いつ

も何 もせず に維かが何かを して くれ るのせ持 つこ とk慎 れて し*う｡ その結果､

ナレビ視聴時P)が長 くなると r依存 的Jや r退行的Jな性格及 び行動 が 目につ く

ようになって しまう｡

4)テ t/どの視聴時珊 別性格及び行動 の ブラス両

テ レビの視聴時 間杜､ r自畿力J r自立J r社会性Jな どの両に影響が出てい

る●

r自制力J のある性格 姓､ テ レビ塊鴨噂何が38分以下 に最 も多 く現 れて お り18

.8%､ それ以上長 い現鴨時榊の場合 は時間 とともk減少 し､ 181分以上では27.0

%にな ってい る. r社会性Jのある性格 も同機の麟向を示 し､ 80分以下の テ レビ

名糖時間で姓61.0%､ モれ以上で姓時Plとともに減少 し 181分以上 で48.7%にな

ってい る. r自立的Jな性格 kついては､ テ レビ我義時何が81分-60分で最高の

49.6% にな ってい る. それ以上長 くナL,どを畿離す 峯と､ r自立的J也格 の競れ

る度合が俄下 しヽ 181分以上 になる と28.8% 捉低下 して い る｡

低学年で全件 と岡糠の麟向が r白蟻カJkFt,て職 に順馨に損れて いる. チL,

ビ複鴨暗闘が88分以下で姓8之.8鴬であ さ¢ 紅対 し､ 雛義時 Plが轟 くな るに従 って

低下 し､ 181分以上 で杜29.4鶏に嚢で低下 してい る.

幕学年では､ r僧籍安定Jがナ レビ◎畿嶋崎職が轟 くな る縁 と多 く泉か､ 他 と

逆の横内を示 してい も. r白餅力J r自主的J r社会唖Jについて 姓､ 全件 と同

棲の境 内を示 してい る.

中学生では､ r償緒安定J r自嶺 力有 りJ r自主的.J r社会性有 りJいずれの

両についても最 も多 い羽合を示 してい るの姓､ テ レビ視聴時冊が60分 までの場合

である. ナ レビ機嶋崎何が81分以上 と長 くな るにつれて､ プチス両 0位樽 及び行

動が現れ畿解合が低下す る傾 向柾あ る●

テ レビ現職特例が性格及び行動の プラス両 に与 える影響 蛙､ マイナ ス両 に与 え

た影響の全 く豪蓋 しである. テ レビを糧時 向が塩 い とい うことは､ 自らの労 力に

よりで時桝を管理 している掻験が多 い ことキ示 している. その揺束 が ブラス面の

性格及び行勤 に反映 している と考 えられる.

も)ナ t/どの現義時恥朋鍵康状態

テ レビの現職時Pqと個々の疾病 との榊 に前轍な鶏わ 中は続み取れ ない. しか し､

義康か否かについては違いが見 られ る｡

低学年で r輿常無 しJの羽合 を見 ると､ サ t/ども義時 脚が寺0分以下 で姓70.8%

と非常 に多いが､ それ以上長 い視聴時間であ るとSO鴬色 に屯下 してい る｡
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一方､ 中学 生 で姓､ 88分以下 のテ レ ビ楓鴨噂榊 で r異常無 しJが36.4% と最 も

低 く､ それ以上 の テ レビ視聴 時制 では44.6%一61.2% と高 くな る とい う逆 の傾向

を示 してい る｡

2好 テ レビゲー ム暗闘

I)テ レ ビゲー ム時 間別成績

昭和58年 に出現 した7 7･ミコン姓､ 現在 で は牡 とん との子 ともが一正は経験 を

もつ とい う状 傭 虹な ゥて い る｡ テt/ビゲー ムは､ テ レビ以上に視力や精神 を軒両

に集 中 させ る こと捉 なる. その ため テ レ ビ以上に塩 時何 で も影 響が現 れて い る｡

テ レビゲー ム鴫職が長 くな るに従 い､ r学 業成績 が良 い.Iとい うものの割合が

低下 す る域 内にあ る.

特 に､ 中学生 で その儀向 が願著 であ る｡ テ レビゲー ム時何が 0分 の増せ､ r成

績が 良 いJ披89.6% であ るがヽ 長 くな るほど億下 しテ レ ビゲー ム噂糊 が 120分 を

鵡 える と r成績 が良 いJ はわず か10.096にな ってい る｡

王)ナL,ビゲー ム鴫何期欠好 日赦

テ t,ビゲー ム時 岬 と欠JfEl数 との闘 紅前嶋 な関わ り姓み られ ない｡ 低学年 では

20分以下で欠席 日数 の ピー クがみ られ6.$8日､ 蕎単年 と中学生 で姓80分以下 で ピ

ー クが喪わ､ それ ぞれ8.08日､ 9.27日で あ る｡

3)テ レビゲー ム暗闘瀦性 格 潜 よび行勤 の マイナス両

チt,ビゲー ム時 卿が性格 爵 よび行勤 の マイナス両 で竃 薯 k影響 を与 えて い るの

は､ r依存 的Jr故事 ･揮勤 的Jの両 であ る｡

r故有的Jな畿棲及q符勤 kついてみ る と､ 〇分 で16.2%で あ るめ に対 し 121

分以上 捉なれ ば82.196にな る.r故事 ･鞘勤 的J な性格 及 び行 鋤は､ チt,ビゲー

ム時Tqが20分以下 で最低 の 2.9%を示 して い るが､ テ レ ビゲー ム時 間が 120分以

下 で最高の2I.7% を示 してい る｡

テ レ ビゲー ム蛙､ その性格 上 ゲー ムを行 ってい る何番 市 を見 つめ､ キー ポー Tt

等 を撫伸 し儀 伊なければ な らない. その換作 は､ 鼠軒 との競争 にな る｡ ス トレス

の中 で撫作 が緩 くこ とに よ せ･て r攻 撃 ･衝動 的Jな性格 及 び行 勤が助長 され るも

の と考 えられ る●

I)ナt/ビゲー ム噂職膚性格及 び行勤 の ブ ラス両

性繊及び行鋤 の ブ ラス両 が最 も多 く凍 れ ているチ→レビゲーム時Pqは､ 細 分 *で

電轟 る. それ以上轟時Plテ レ ビゲー ムをす る と徐 々に ブ ラス両 の現れ る馴 合 が減

少す る｡

この機内は､ 幕学 年の r白銅 力有 りJr自立的Jr社 会性有 りJの両で嘱 馨で

あ る. いずれ も最 も大 重な割 合 を示 してい るの姓ナレビゲーム時 間が20分以 下の

繍合 で ある. チ t/ビゲー ム時 向が20分 を超 え ると1 クス両 の表 れ る羽 合が どん ど

ん低 下 す る.

中学生の r償緒安 定J に も同棲の績 向が み られ る. チ t/ビゲーム時何が20分以

下 で姓68.1% であ るが､ 長 くな るにつれ て低下 し 121分 以上で は18.-2%で あ る｡

テ レ ビゲー ムの時榊 が怠 ければ､ それだ け マイナ ス両 の影響 を受 けに くい. そ
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のことがブラス両の性格及び行動 として相対的に現れているもの と考 えられ る｡

5)テレビゲーム時何期義貞状態

低学年において､ テt/ビゲー ム時間 と健康状聴 くr異常 な し｣) との間にやや

関わ りがみ られ る.

r異常な LJ 蛙テ t,ビゲーム時間が 0分で､ 60.8%､ $0分以下の時最 も大 台な

割合を示 し69.6%､ 121分以上の時 に最も小 さな羽合にな り33.8% となる｡

8好 外遊び

I)外並びの状祝射成義

外遊びと成績の銅鏡姓､ 学年定分 ごとに輿 なる.

低学年で蛙､ 外遊 びを していれば r成績良 い｣が多 く (83.8%)､ r慕 いJが●
少ない (84.5%). ,一一

有学年で姓､ 外並びを してい ると r成績良 いJが少な く (92.8%)､ r雇 いJ

も少ない (28.8%).

中学生では､ 外遊びを してい ると r串繍良いJ が少な く (30.1%)､ ｢惑 い｣
が多 く (41.8%)なる｡

これ ら外並びの学業成績への影響 の凄い姓､ 学年 区分 によって外遊 びが鷺味す

るものが異な ってい ることを示 している｡ す なわち低学年 では､ 外養 びが適 当な

運鋤を義妹 し､ 義金 な心身の発蓮をJb長す る嶋 書をす る. それが輔学年 ･中学生

と筆年が縫むにつれて外叢びが学業 を妨げるもの となやていることを示 している.

2)外遊びの状況朋欠JfEl数

催事年で姓､ 外遊びの欲求 に鵬か らす姓鮮肉 t:覆Jlや 欠席 日数でも各. やや外

濃び七 していない方 に多 い程度 である.

ところが､ 高学年､ 中学生 と学年 が壌む柾従い､ 外遊 び屯 している方に欠席 日

数が多 くな サて くる. これ も､ 学年区分によ る外遊びの持つ義妹の善を示 してい

ると患われ る. 高学年以上では外遊 びが羊 紅蓮勤 を行 うという意味か ら逸脱 して

し*やていることを考えさせ.ち.

3)外遊びの状錠剤性格および行勤の マイナス両

低学年では､ 外滋げの状況が性格 および行動に彰雷を与 えている｡

r依存的Jな性格及び行鴫が､ 外賓 びを rしていないJとS0.09'東わ､ rして

いるJ と之9.7%である. r社会性無 t.Jが象れていも銅合 姓､ rしていないJ と

88.8%､ rしているJ と28.8%にな りてい も. r学校不義広｣が現れてい る84合

性､ rしていないJ と22.7%､ rしているJ と 6.9%であ る. この ように､ 外雛

びをす ることが､ マイナス的鯛両を抑制す る効果 をもた らすようであち.

高学年では､ r依存的Jおよび r社会性無 しJの両で､ 外遊 びの状況によ って

養いが見られ る. r依存的Jに珊 しては､ rしてい るJ と20.1%､ rしていない｣

と 7.7%と外叢びがマイナス的傭両 を促進す る効果 を示 してい る｡ 一方､ r社会

性無 しJについて姓､ rしているJ と28.8%､ rしていないJと84.6%であ る｡

外遊びをす ることがマイナス的側面 を抑鶴す る効果を示 してい る｡

中学生について蛙､ r社会性無 し｣の両で外遊びの状況によって養 いがみ られ
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る● r社会色 無 しJは､ 外養 びを rしてい る｣ と84.9%､ rしていない｣ と26.2

%であ る｡ r外並 びをす るJ ということと r社会性 が無 い｣ とい う性格及び行勧

とが故 い闘わ りを持 ってい ることが示 され ている｡

ここでも外並 びの学年 区分 による義妹合 いの違 いが反映 され てい る｡ 低学年で

は､ 子 ともの心身 の発達 を促進 する働 きを t.ているが､ 高学年 に,な る と場合 によ

って姓 ブラス面 に._働 くが養 った面ではマイナ ス両 に働 く棟 にな って乗 る｡ 中学生

にな 与 と外並 びが マイナス両 を助長 す るもの として働 いて しまう.

4)外遊びの状況別性格及び行動 のブラス両

中学生の r社会性有 り.Jとい う性格及び行動に外遊びの状況 が影響 を及ぼ して

いる. 外並びを rしてい るJと､ r社会性有 りJが81.0%､ rしていない｣ と71

.7%である｡ 前述 の性格及び行勤の マイナ ス両への影響 と考 え食わせれば､ 中学

生の外遊び披､ 非社会的鷺味合 いを裁 く持 ってい るもの と考* られ る｡

6)外賓げの状況朋健康状態
外並 びの状 況 によって､ 低学年の r顔色患 い､ 紀綱､ 鐙身､ 腰膚､ 額痛等Jの

現れ方 に鼻が生 じている. す なわち､ 外遊 びを rしてい るJと18.6%､ rしてい

ないJと27.3%であ る｡ 唯事年 の児童 に とって外遊 びに よりで適当な運動 を行 う

ことが､ 不特 定 の r顔色惑 い､ Je講､ 綬身､ 腹痛､ 賛欝等Ja)病気 を抑制す るこ

とを示 している●

有学年では､ r離層 ･近親 ･乱視 ｣について港 いが現れてい る｡ 外濃びを rし

てい るJと 8.8%､ rしていないJと21.296とな ってい る. 雷撃年 柾 なり豊嶋勉

故 な どのために外養びをせず､ 室内での生活 が長 くな るこ とに よって近視 になる

ことを助長す ることが想像 され る●

r外遊びJ縫､ 予 どもの成長 に不可欠であ る｡ 低学年 では外雛びが克 くの公蘭

や特上で行 われ ることが多 く､ それが連動 につなが る｡ 竃 当な遵勤 姓､ 低学年の

学業成績 ●惰撫 ●鍵廉状鱒な ど様々 な両で よい影響 を与 えてい る｡ しか し､ 学年

が上が る捉 したが ってそ うで披な くな る｡ r外遊 び.)の義妹内零が学年によ り異

な り､ 中学生 で姓非社会的な もの と括びつ き､ 決 して良 い義妹 と姓な らない.

4仲 適 塾

1)適塾 の状 況膚銀鱗

適温 の状 楓によ る嘱徽 な成績 0義兵 は緩 め られ ない●

2)壇塾 の状況鋼欠席 日数

壇塾 の状況 と欠席 日数 との鞘わ りは､ 学年 区分 によって異な る｡ 低学年 では､

r行 やてい るJが4.86日､ r行 って いないJが8.88日であ る｡ 高学年 や中学生に

なる と､ r行 ってい るJとそれ ぞれ2.99日､ 3.20日､ r行 って いないJと3.60日､

4.17日 と多 くな る. 低学年 では､ 最 に r行 くことJは欠拝 日数 の増加 掟つながる

が､ 高学年 ･中学生 で姓r行 かない ことJが欠席 日放 と榊わってい る.

3)歳旦 の状況別性格 および行動のマイナス両

低学年では､ 滋垂の状況が r過行的Jお よび r攻撃 ･衝動的｣の両 に影響 して

い る｡
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r退行的.Jな性格及び行動 は､ 塾 に r行 ってい る｣ と36.1%､ r行 っていない｣

と20.S%である｡ ｢攻撃 ･衝動 的｣ な性格及 び行動杜､ 塾 に r行 っている｣ と27

.8%､ r行 ってい ないJ と13.8%であ る｡ いずれ も､ 通塾 す ることが マイナス面

の性格及び行勤を助長す ることにな ってい る｡

高学年では､ r社会性無 し｣の性格及 び行勤の両で養 いが見 られ る｡ r遺基 し

てい る｣ と21.6%､ rしていない｣ と80.7% とな ってい る｡ 適塾す ることが性格

及び行動の マイナ ス両を抑制す ることと関わ りを持 ってい る｡

この適塾 が性格及 び行勤の マイナス両を抑制す ると首 う機内姓中学生で も見 ら

れる. 通塾 してい ると r社会性* し｣の性格及び行勘が24.1%､ rしていない｣

と89.7%であ る. こうした傾 向は､ 多 くの者が並塾 してい るために､ 塾が子供 た

ちの世界で学習以外の社会性 を持つ存在kな ってい るこ とを示嶋 しているよ うに

考 えられる.

この ように小学低学年 k とって遺虫 とい う行為 姓､ 成長 に不必賓 なス トレス以

外の何物で もない｡ その ことが マイナス両 との闘わ りとな って茨れ ている.

4)池亀 の状況朋性格及び行動 の ブラス両

通塾 の状況が､ 低学年 の r情緒安定｣及 び r自制力Jの両に影響 を与 えている｡

r情緒安定J姓､ 塾挺r行 ってい る｣ と50.0%､ rffゥていない｣ と65.0%で

ある. r自制力有 り.Jは､ 塾 に r行 ってい るJと30.8%､ r行 っていないJ と40

.7% となっている｡ ここでも低学年 に とりで滋塾 がかな りス トレスになっている

ことが想離 され る.

S)凄艶 の状現別儀康状態

畿学年では､ r行 っていないJ と r異常 な LJが吋.普粥､ r行 やているJ と17

.2粥であ り､ 塾 に行 かない ことと義簾 が舛わ りせ持 サて い も. しか し､ rJL群 ･

嶋息 ･アL,ルギー ･鼻炎Jにつ いて姓､ r行 ってい るJとIl.1%､ r行 っていな

いJ と20.8% と逆の蹄俳 にな ってい る.

高学年で杜､ 塾 に r行 ってい ないJ と r異常 な LJが61.0%､ r行 ってい るJ

と16.4%であ る. r難嶋 ･近視 ･乱境Jについて姓､ 塾 に r行 って いる) とIT.0

%､ r行 っていないJ と 7.9% であ る. 並塾 し､ 圭 内で近 くの もの を見 る機会が

多 くな ることが近親 などに影響 を与 えてい ると想像 暮れ る.

中学生の r兵骨 な しJにつ いても高学年 と同 じよ うに､ 塾 に r行 っている) と48.8%､ r行 っていない} とち†.4% と､ 塾と行かない事 が鍵農 と繕 び付いてい る.

どの学年 区分につ いて も､ 塾 に行 つてもヽない方が r異常 な LJめ綱食が貫 く､

簾鱒で ある.

5仲 習 い事

I)習い事の状況朋成績

低学年で､ 習い事 に行 ってい ると r成績 良 い｣性$6.6%､ r行 って いない｣ と

之5.0%である. r成鎖慕 いJ姓､ r行 ってい るJで魯8.8%､ r行 って いないJと

44.4%であ る｡ 低学年では､ 習 い事 に r行 くJとい うことと r成績良 いJ とい う

ことの間に養 い舛達也がみられ る｡
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高学年では､ r成績良 いJ紅ついて低学年姓 と大 きな違 いはみ られないが､ 習

い事 に r行 っているJ方が良･い割合が多 くな りでいる｡ r成績碁い｣について舷､

習い事 に r行 っているJ と28.7%､ r行 19ていないJと41.8%で､ 違 いが より単

著になる｡

中学生にな ると､ 甘い事 と学業成韓 との粥わ りあいの傾向は小学生 と岡 t;であ

りで も凄い姓性とん とな くなるい｡ 小学生の間でだけ r菅い事 に行 くことJ と r
学業成績が良 いJ ということとが昏嬢 に関連 している｡

2)曹 い鴨の状況朋欠Jq日数

低学年では習い事 の状況に よゥて欠席 日放 に大 台な豊は生 t;ていないが､ r行
っているJ と欠席 日放が!.868､ r行 っていないJ と3.72日である｡ やや､ 甘い

事に r行 っているJ方の欠庁 8歓が多 くなっている.

帯学年では､ 習 い事に r行 っている｣ と欠席t]政が2.94日､Lr行 っていないJ

と4.98日､ 中学生 では､ r狩 りでい る｣ と2.81日､ r行 っていない｣ と4.06日で

ある｡ 高学年 や中学生で姓､ 低学年 とは逆 に r行 っているJ方 の欠席 日数が少な

くな りでいる｡

S)菅い事の状求刑性格および行勤の マイナス両

低学年 で､ 菅 い事 の状況が r依存的｣な性格及び行動の両で違 いを生 t;させてい

る｡ 習い事に r行 ウているJ と26.4%､ r行 っていない.Jと50.0%になっている｡

高学年について も､ 低学年何様 r依存的.Jな性格及び行勘の両で違 いが生 じて

いる. 菅い鴨 に r行 っているJと14.596､ r行っていないJと82.8%であ る. 管

い事 のなかで知織以外の事を吸収す ることが､ 性格及び行鋤のマイナス両を抑欄

することに寄与 していると考 えられ る｡

4)習 い事の状況朗色繊及 び行動のブラス両

虎学年では､ 曹 い事の状況が r社会蛙有 りJの性格及 び行劇 の面で違 いを生 じ

させ ている. 習 い事 に行 っていれば r社会性有 りJが66.9%､ r行 っていないJ

と65.6%である｡

高学年で姓､ 習 い事の状況が r傭籍安定J r自立的｣ r社会性Jの各面で善い

を生 t;させている●

r情緒安定 Jについて姓､ 習い事 に r行 やているJ と19.6%､ r行 うていないJ

と‡9.1%であ る. r自立的Jkついては､ 甘 い尊に r守 りてい るJ と46.7%､ r
行 っていないJ と28.1% とな ゥてい る. r社会性有 りJについて披､ 曹い雷に r
行 っているJ と44.6%､ r行 っていな Iヽ｣ と82.6%である｡

以上のよ うに小学生で姓､ 習 い事 に行 くことは ブラス両の性格及 び行鋤 と胃逢

してい さ●

5)習 い事0状税別健康状態 二

線曹な違 いが軽 め られない｡

6好 クラブ

1)クラブの状税別成鱗

r成績が良 いJ についてみ ると､ クラブを rしているJ もの姓83.S%であるが､
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rしていない｣ ものは43.4,6で ある｡ クラブを していない ものの方 が､ 成績 が良

くな ってい る｡

2)クラブの状況別欠席 El赦

クラブを してい るものの欠席 日数 は2.$5日 と､ していないものの7.81日に比べ

大変少 ない もの とな っているi

3)クラブの状況別性格お よび行動の マイナ ス面

クラブの状況は､ r学校不意応｣の両につ いて善 を生 t;暮せ てい る. ク ラブを

rしている｣ と10.5%､ rしていない｣ と27.1% とな19てお り､ クラブを rして

いないJことと ｢学校不遇応Jが開店 してい ることがわか る.

4)クラブの状況朋性格及 び行軸 のブラス両

特 に願書 な蓋がみ られ ない.

5)クラブの状況別健養状港

特 に鞍着 な善がみ られ ない｡
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テレビ視聴時間別成細 ･高学年

図3-30テレビ観篠崎冊別成績 ･高学年

テレビ視肘 専耶 LJ成練 ･中学生

図3-31テレビ我職噂冊別成挨～･中学生

テレビ視脚専局別欠席日数

国3-32テレビ視線時間別欠席甘敷

浪3･79テレビ祝鴨時間別性格及び行動のマイナス面

低学年 高学年 中草生 合計

--30分 3.l9 3.24 1.10 2.92

36ほ分- 60* 4.43 3.04 2.46 3.25
分-120分 3.68 3.17 3.60 3.40
分-180分 4.50 3.68 5.06 4.L8

tq祐不安定 由利力無い 依 存 的 追 行 的 攻撃 .衝動的 祉虫性無し 手段不適応 そ の 他 地 政

30分 払 下 0 7 20 18 13 40 lS 26 105
0.0 8.7 19.0 15.2 12.4 3&.I 14.3 24.a

31-80分 ‡ 9 32 25 14 58 21 3l 186
I.1 1.8 17.2 I3.4 7.5 ll.2 ll.3 18.7

81一一120分 a 22 48 37 36 66 20 45 268
I.I 8.2 17.9 13.8 13.4 24.6 7.ら 18.8

121-l80分 1 9 34 16 16 45 ll 25 164
0.6 S.5 20.7 9.3 9.8 27.4 8.7 15.2

181分玖上 7 18 44 27 13 49 18 12 152
4.8 ll.8 !8.9 17.8 8.6 32.2 Il.8 27.8
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義3-80テレビ親鴨時間別性格及び行動のマイナス面 (低学年)

一郎占不安定 自制力.gい 依 有 的 id行 的 攻JB.ai動的 辻余技ZfL 芋t2不適応 そ の.他 母 散

30分 以下 0 3 lO [0 6 川 5 14 3J)
0.0 8.8 29.4 29.4 17.6 4一.2 I4.7 41..2

31-60分 0 5 12 lO 6 J4 2 L4 36
0.0 】3.9 33.3 27.8 IS.7 38.9 5.6 38.9

6Ⅰ-120分 0 7 LI4 14 ll 14 5 9 引
0.0 t3.7 27.5 27.5 21.6 27.5 9.8 l7.6

121-180分 0 16.3 6 0 16.3 3 0 3 ー60.0 37.5 0.0 18.8 0.0 18.8

181分以上 2 一 7 4 I 5 l 6 ● l7

義3-81テレビ現職時間別性格及び行動のマイナス面 (高学年)

仲柑不安貢 自制力憲い 依 帝 的 iB 行 的 放せ .ai動的 社会性.%し 字投不適応 そ の 他 ¢ た

30分 以 下 0 l 3 3 4 13 4 一 3 38
0.0 2.6 7.9 7.早 10.5 34.2 10.5 7.9

31-60分 0 3 19 9 6 26 ll 13 lOl0.0 3.0~ l8.8 8.9 5.9 25.7 lOー9 12.9

1.6 6.2 l5.～ 8.5 lO.9 24.0 4.7 l2.4

L2l-l80* 0 4 ･12 7 6 22 4 7 830.0 4.8 I4.5 8.4 7.2 26.5 4.8 8.4

I81分以上 1 ll ユ5 9 S 23 6 17 76L3 l1.5 32.9 II.8 7.9 30.3 7.9 2き.4

義3-82テレビ挽鴨時間別性格及び行動のマイナス面 (中学生)

付和不安定 巨利力.bい 依 71q) 並 行 的 放球 .'di軸的 社会性無し 年G:不適応 モ の 他 母 赦

30分 以 下 0 3 7 3 3 13 6 9 33
0.0 9.ー 2f.2 9.I 9.I 39.JL I8.2 27.3

3l-60分 2 I I2.0 6 2 l8 8 4 494.I 2.0 12.2 4.) 36.7 f6.3 8.2

St-I2051 lI.I 7 14 l2 ll 21 9 20 '88‡.0 15.9 [3.6 12.5 23.9 FO.2 22.7

12l-180分 lI.S 4 l6 9 9 20 7 23.ら 656.2 24_6 t3.8 13.8 30.8 10.8

l81分以上 4 S 12 14 6 21 41 9 59
6.8 ー0.2 20.3 23.7 tO.2 35.6 相.6 32.2

衷3-84

義3-83テレビ親鴨時剛 惟 格及び行動のプラス面 テレビ親株時間別性格及び行勤のプラス面 (低学年)

竹光*丈 dfIJLI有9 B立 付 牡■位有9 そ の■8tL

3〇分 A lf S9 48 40 64 )S.8 ItsS4.2 43.8 18. 引.○

ユー一〇〇分 87 74 49.2 )01 一 Il一S2.2 3○.8 山.3 書.7

eI.-12〇分 1ユ2 ●～ II 113 1○.II.2 788tq.3 S.I 小.4 P.一

Ill-180分 一9S4.3 S9}8.0 〇一tl.～ 一SSI.8 ll.● ･)84

1-1分且上 一7 朋 小 ー4 8.3 ISZ
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片端*支 ■fIカ有9 * 玉 均 牡▲tE71り そ の■+tL

3〇分 瓜下 24 J8 lZ LJ I I一10.8 幻.9 3S.1 S2.9 17.8

31.-8〇分 王1 tl JS ‡l 1 二相SJ.3 1○.6 小.ー S8.3 2.I

tHrJZ〇分 76 ー2 74 31 I 与l51.0 4ユ.I 一丁.I 齢.▲ i.9

lZ事.-ー抑分 IS i I l2 ○ l●ー3.8 3).) 五〇.○ '7S.○ ○.○

181分且上 ll i i 12 1 )7



義3-85 義3-86
テレビ観鴨時間別性格及び行動のプラス面 (蔦学年) テレビ8L鴨時間別性格及び行動のプラス面 (中学生)

付紙安来 AIーカ有り B立 的 tt○tt有ち そ の 他 Q tL

30分 A T 38.1 lS 14 20 t 3839.5 36. 52.6 lO.i

3l .-60分 49 36 45.8 4S 8 1○148.5 35.6 小.ら 7.○

ClJ-12○i> ○○J46.5 3429.i 6048.i 53ll.) ll8.i 129

121-I-0分 38lS.8 2327.7 3&45.8 3441.0 78.4 -3

義3-87テレビ現職時間別健康状態 (低学年)

tf推*3t tffカ有り A立 竹 牡虫tt有D' モ の 他 や ZL

3〇分 A T 壬1 13 川 28 6 33
63.6 39.4 42.4 78.8 18.2

31-6〇分 一7 27 3l 35 9 49SS.I 55.I 63.3 7I.4 18.4

el-12○ii 46 35 ユ538.8 S9 l8 8J52.3 39.I ー7.0 1一.‡

l2l-1●〇分 38 3l 22 39 12 8SSさ.一 47.7 33.8 ○○.○ l暮.i

)81分A上 32 ‡3 IS 32 7 SQ54.2 39_0 25.4 54.2 ll.9

ぎよう虫 貧 血 策払.近執.乱奴 風邪.嘆A.7レ舶ー-.鼻炎 便 青拡病.b就炎 銀色藤い兄幼痩身鹿試仔等 典常如 し 母 牡

30分 見 下 ○ 0 2 4 0 0 6 24 34
0.0 0.0 5.9 ll.8 0.0 0.0 17.8 70.6

31.-60分 1 0 2 ll ○ 1 8 18 362.8 0.0 5.8 30.6 0.0 2.8 22.2 50.0

61一一120分 I 0 7 8 0 0 ll 30 51
2.0 0.0 13.7 15.7 0.0 0.0 2l.8 58.8

121-180分 0 0 1 4 i 0 2 8 16
0.0 0.0 6.3 25.0 6.3 0.0 12.ら 50.0

l81分 玖上 0 0 2 4 0 0 2 9 17
0.0 0.0 ll.8 23.5 0.0 0.0 ll.8 52.9

周3I33テレビゲーム帝卿漸成績 ･ヰ 学生

二十分払下 六十分以下 百二十分冶

図3-34テレビゲーム時惜別欠席日数
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義3-88テレビゲーム時間別欠席日欺 く日)
低学年 市学年 中学生 合計

〇分 3.34 3.l3 3.65 3.30
節分以下 6.33 I.如 ~ 4.36 3.44
油分以下 3.27 5.00 9.27 5.13
60分以下 4.15 3.35 2.05 3.25
ー20分以下 3.7J 3.74 2.63 3.38



義3-89テレビゲーム時間別性格及び行抄のマイナス面

竹u;不安定 自利力水い 触 存 的 追 行 的 攻撃 .節出的 祉負性赦し 事故不適応 そ の 他 iu 放

0分 5 27 66 58 37 122 36 77 433
1.2 8.2 15.2 12.9 8.5 28.2 8.3 17.8

i-20分 1 2 15 9 2 20 4 9 89
I.4 2.9 21.7 13.0 2.9 29.0 5.8 13.0

21-30分 0 8 24 13 14 32 13 21 1030.0 5.8 23.3 12.8 13.8 31.1 12.8 20.4

31-60分 3 ll 32 14 18 41 ll 32 1382.2 a.0 23.2 10.i ll.8 29.7 8.0 23.2

Bl～12057 2 13 20 9 lS 28 13 19 892.g 18.8 29.0 13.0 21.7 37.7 li.さ 27.5

121分成上 0 4 9 8 5 8 4 8 28
0.0 14.3 32.1 21.4 17.9 28.6 14.3 28.6

哀3-90 表3-91
テレビゲーム時間別性格及び行助のプラス面 (高学年)テレビゲーム時間別性格及び行勤のプラス面 (中学生

tfN;安東血判カ7Tり d 立 地 ttati有り そ の A 4 枚

0分 ○S 64 103 r7 22 2○247.0 31.7 51.0 48.0 10.9

1-70分 22 IS 川 23 1 37SO.S 40.5 S1.1 67.2 l○.I

21-30分 2C 13 2l 21 3 SO4○.0 26.0 42.0 42.0 8.○

)I.ー80il 15 21 25 28 3 1242.7 25.6 30.5 3一.1 3.7

61-120分 1○ ○ ▲ 一〇 2 )259.I 28.I 25.0 31.3 6.3

121分且上 ー i 13 1 ○ l1

義3-92テレビゲーム時間別健康状態 (低学年)

廿Je*丈 Bf1力有り 由 立 的 t上Ati7rウ そ の 他 O tk

0分 )00 73 88 ll6 30 1638l.3 ll.8 41.7 71..～ 18.4

1-2〇分 13 ○ 8 12 I 1888.4 47.4 3).8 63.2 10.5

71-30分 17 13 l4 lS 7 3○S8.7 43.3 48.7 i○.○ 23.3

l l-8〇分 tl.4 ll ll lS 4 34}暮.2 32.4 44.1 ll.-

40.○ ‡8.ー 一〇.○ 18.ー

lZ1分且上 218.2 S 4 6 ○ ll

ぎょうぬ 寅 血 双雌 .近視 .乱奴 鼠灘 .嘆息.7Mr-.鼻炎 便 槌 腎抜月 .汐爪炎 血色.髄.い庇判政身戊頚痛等 興常加 し 母 穀

0分 0 0 2 12 1 1 lS 41 68
0.0 0.0 2.9 17.6 I.5 I.5 22.i 60.3

i-20分 1 0 1 3 0 0 5. 6 13
7.7 0.0 7.7 23.I 0.0 0.0 38.5 46.2

21-30分 0 0 3 3 0 0 4 18 23
0.0 0.0 13.0 13.0 0.0 0.0 17.4 69.6

31-60分 1 0 0 5 0 0 4 12 22
4.ら 0.0 0.0 22.7 0.0 ′0.0 18_2 54.5

61-120分 1 0 1 1 0 0 1 3 7
14.3 0.0 14.3 14.3 0.0 0.0 14.3 42.9

121分｣臥上 0 0 1 1 0 0 0 1 3
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周3-35外港びの哉税別成績 ･低学年

図3136外遊びの状況別成続 ･高学年 T

図3-37外港びの柵 射成績 ･中学生,

低学年 高手年 中学生 合計

している 3.92 3.42 4.03 3.64

固3-L38外港びの状況別欠席 日放

義3･94外港びの状況別性格及び行動のマイナス面 (低学年)

tAW,不安定 自制力.tい fR 77的 iA 行 的 攻聾 .ai動q) 社会性.tL 字投不適 _応 そ の 他 母 拙

し て い る 2 16 43 34 25 41 ー0 37 l45
I.4 lT.0 29.7 23.4 17.2 28.3 6.9 25.5

して いない 0 2 tI 6 5 l4 5 I3 22
0.0 9.l 50.0 27.3 22.7 63.6 22.7 59.I
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轟3-95外港びの柵 別性格及び行動のマイナス面 (蔦学年)

川捕不安定 白DJ力善い 依 苛 的 iB 行 的 攻Li.ai勤的 社会性.gL 事故不適応 そ の 他 母 致

し て い る 2 25 77 33 3Ⅰ 101 27 50 384
0.5 6.5 20.I 8.6 8.1 26.3 7.0 13.0

していない 1 3 4 ら 4 柑 6 9 52
I.9 5.8 7.7 9.6 7.7 34.6 lt.5 17.3

義3-96外港びの状況別性格及び行動のマイナス面 (中学生)

付施不安定 白羽力無い 故 寺 的 追 行 的 攻撃 .地的 社会性点し 事故不適応 そ の 他 帝 政

し て い る 4 16 30 30 23 60 23 44 172
2.3 9.3 17.4 17.i 13.4 34.9 13.4 25.8

していない 4 ら 18 14 8 32 ~ 17 24 127

義3-97外港びの状況別性格及び行動のプラス面 (中学生)

付紙女真 自制力有り p自 立 的 社会性有り そ の 他 母 歎

し て い る 98 75 68 105 33 172
55.a 43.8 39.5 81.0 19.2

していない 70 83 S4 91 23 127
55.I 49.6 42.5 71.7 18.1

義3-98外港びの状況別健康状態 (低学年)

ぎよう虫 失 血 難件.近紘.A.吹風邪.債良.1Mr-.外用 便 秘 腎拡 病 .鰭JQEP 爪也.yいた幼蚊か戎gt柿等 外耳如 し 4t 歎

し て い る 3 0 15 28/ 1 i 27 85 145
2.I 0.0 10.3 17.g 0.7 0,7 18.6 58.6

していない 0 ○ 1 5 0 0 8 ll 22

義3-99外港びの状況別健康状態 (蔦学年)

ぎよう虫 寅 血 舛払 .近8L.乱奴 JLJ8.嘆息 .TM1--.轟舵8! 秘 腎臓崩 .n 瓜も並い庇幼dE身虞gl体等 興音無 し 母 放

し て い る 5 I 38 68 1 2 49 218 3&4
I..3 0.3 9.9 17.I 0.3 0.i 12.8 56.8

していない 0 l ll 9 0 ○ 8 26 52
0.0 I.9 21.2 17.3 0.0 0.0 15.4 50.0

図3-39通塾の状況別欠席I日数

- 低学年

高学年

･･･一･･中学生

一一一合三十

義3-100適塾の状況別欠席日放 (日)

低学年 l高学年 中学生 合計
行っている 4.56 2.99 3.20 3.28
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義3-101通塾の状況別性格及び行鋤のマイナス面 (低学年)

絹絹不安定 匂糾力.tい 依 7F的 退 行 的 故滋 .ai軸的 社会性.gL 字eZ不遇応 そ の 他 呼 出

行っている 0 5 ー2 13 10 10 3 l3 36
0.0 13.9 33.3 36.I 27;8 27.8 8.3 36.1

行っていTl 2 12 36 25 l7 42 lO 34 123
い I.6 9.8 29.3 20.3 l3.8 34.I 8.I 27.6

義3-102通塾の状況別性格及び行動のマイナス面 (蔦学年)

帽柑不安定 自制力.%い 依 存 的 iaほ的 攻蝶.aiむ的 社会性.gL 字t2不退応 そ の 他 母 政

行っている I lO 26 14 l4 33 ll 20 IS3
0.7 6.5 17.0 9.2 9.2 21.6 7.2 ー3.1

行っていな 2 20 5JI 27 23 85 2l 38 777

義3-103通塾の状況別性格及び行勤のマイナス面 (中学生)

相補不安尭 白粥力無い 依 存 的 追 行 的 枚挙 .価効的 社会性焦し 学校不適応 そ の 他 舟 歌

行っている 5 15 31 27 16 41 22 37 170
2.9 8.8 18.2 15.9 9.4 24.i 12.9 21.8

行っていな 3 6 19 16 14 54 20 29 136

義3-104通塾の状況射性格及び行動のプラス面 (低学年)

債縮安東 貞fIカ有り 自 立 的 社会性有り そ の 他 8 枚

行っている 18 ll 14 23 1 38
50.0 30.8 38.9 63.9 2.8

行っていな 80 50 52 79 10 123

義3-105通塾の状況別儀簾状態 (低学年)

ぎょう虫 貧 血 Jtは.近統 一乱視 風邪.qA.TMr-.鼻炎 便 秘 腎炎輔 .げ欣求 瓜也恕いJE的税身JK打痛等 界苛如 し 母 歎

持っている行っていな 2 0 4 4 ○ 0 10 17 36
5.6 0.0 ll.1 ll.1 0.0 0.0 27.8 47.2

1 0 ll 25 I 1 22 74 123
い 0.A 0.0 8.9 20.3 0.8 0.8 17.9 60.2

義3-1怖 通塾の概 則健簾状態 (轟学年)

gよう虫 弐 血 揮偲 .近奴 .乱奴 風邪.伝息.1川{-.Agl 便 秘 腎拡鏑 .鱈荊苅 血色恋い庇 封殺身JV好一拓et 六方如 し 仲 歎

行っている行っていな 1 0 26 29 ○ 1 ●′2JI 71 153
0.7 0.0 17.0 19.0 0.0 0.7 15.7 46.4

4 2 22 45 1 1 34 169 277
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義31107通塾の状況別鐘簾状態 (中学生)

ぎよう虫 寅 .dt 未払 .近扱 .乱視 風邪 .嘆A.7Mr-.外典 9! 秘 腎追試 .JR欣炎 血色.Vい庇切楳身援訊拓等 界雷k L 母 放

行っている 0 0 43 23 0 2 37 83 170
0.0 0.0 25.3 13.5 0.0 i.2 21.a 48.8

行っていな 0 i 32 24 0 2 23 78 136

図3-40習い事の状取掛成縁 ･低学年

図3･41習い事の状況羽成績 ･傷 学年

- 低学年

･-古宇年

--一一中学生

-･-㌔-合計

義3-108青い事の状況別欠席日数
l催単年 l高学年 l中学生 F合計

行っている 3.86 2.94 2.81 3.ー7

図3-42甘い事の状況別次席日一教

義3-109曹い事の状況別性格及び行動のマイナス面 (低学年)

tf柑不安定 自制力.t_い 併 有 的 油 汗 的 攻Ll.班b的 社食ti憲し 学校不適応 そ の 他 母 赦

行っている 2 14 32 30 2l 39 ll 35 J26
I.6 IT.I 25.4 23.8 t6.7 31.0 8,7 27.8

行っていTJ: ○ 3 I8 8 7 川 3 12 36
い 0.0 8.3 50.0 22.2 ー9.4 38.9 8.3 33.3
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表3-110曹い事の状況別性格及び行動のマイナス面 (竃学年)

惰指不安定 昏制力寒い 依 有 的 強 行 的 救世 .aiLb的 社会性.*し 学校不運¢ そ の 他 母 た

行っている 1 23 50 32 32 89 21 37 345
0.3 6.7 14.5 9.3 9.3 25.8 6.I 10.7

行っていな 2 7 30 9 6 29 ll 21 92

&31111 /&3-112
奮い書の状況別性格及び行動のプラス面 (低学年) rl甘い事の状況別性格及び行動のプラス面 (轟学年)

廿NF卓立 tflカ有り 一五 均 tt*仕事ウ モ の ■ + tt

ffつてい8 78 47 53 暮3 I 178わ.3 37.3 42.I BS.+ 7.I

持.>ていな 24 lS 持 70 ‡ 38い 66.7 引.I 判.ー SS.8 i.8

tINi*ヰtfIカ有り 一五 拍 牡■tETD そ の ■8 8
持ウていも I一l 1○1 181 154 2834S一〇.○ 29.3 一B.ー 小.8 I.I

持っていな 38 24 24 30 7 92

義3-113クラブの状況別欠席日数

固3-43--クサブの状況潮成績 一=中学生r

義3-114クラブの轍 別性格及び行勤のマイナス面

付紙不安A 自制力htヽ 依 存 的 過 行 的 改革.僻地的 社会性九し 乎授不適応 そ の 他 ¢ 致

してい る 5 19 41 38- 28 73 28 57 248
2.0 7.7 16.5 川.S II.3 ‡9.4 10.5 23.0

していない 3 I 9 ー 3 23 16 lO 59
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第 6雷 家族生酒

l肝 父 との対岳時間

1)父 との対帝 時間別成績

父 との対岳時間 と成績 との粥わ りは､ 低学年に離着 であ る｡ 対帝時榊が 0分 の

場合､ ｢成績良い｣は22.296であるに過 ぎないが､ 時間が長 くなるに従 い多 くな

り､ 60分を越 えると71.4,6にな る｡ 低学年 に とって父 との対軒 が精神的な安心&

を与 え､ それが学集成義 にも良 い影響 を与 えてい るのではないか と考 えられ る｡

2)父 との対蘇時間別欠席 日数

特 に顕著 な傾向は線め られない｡

3)父 との対肯時間朋性格 および行動 の マイナス面

低学年で､ 父 との対頼 時間 に よって r台軸力無 しJ と r社会性無 しJとい う性

格及 び行動 の マイナス両 で現れ方に善 が生 じてい る.

r自制力無 しJkついては､ 対葡時柵が 8分で練88.8% と最 も大 重な剖合 を示

し､ 少 しで も対括す る時 脚が生 じる とその制令が低下す る｡ 特 に､ 対括時 冊が r

ll-20分｣､ ｢61分以上 ｣について姓､ 0% とな ってい る｡ r社会性無 しJにつ

いても対岳時間が 0分で86.7% と最大 を示 してい るが､ 長 くな るにつれてその割

合が低下 し､ r81-88分Jで 8.3% と最 も低 い数鎖 を示 してい る.

中学生では､ 父 との村有時何 によ って r故事 ･離職的J両に豊が生 tIてい る｡

対呑時粥が 8分の壌食に故I8.2%現れてい るが､ 時何が轟 くな 8に従 って その刊

合は低下 し､ re1分以上Jで姓 8.7% しか現れていない.

父親 との関わ りに よりて予 とも捻､ 自己 を規積す さこと奮発 えも. どの ような

ことでも離綴 な く自分の患 うと潜 りに蛙で 鳥海tヽ､ JI砂の暮せ考 えなければなら

ない. そうい う事 を子 ともに戦 えなければな らない. 牡重態を救 え込 むの 蛙鏡の

食綱 である. 特 に必賓があれば 自己を兼鱒 しなければ な らない､ とい うことを救

える◎姓父親 の役朝であ る● 父 との榊 わ り〆 なければ､ それだけr自禰力無 LJ

r社会性無 しJ r故事 ･衝勤 的Jな どのマイナス両 の態樽及び行勘 が現れ て くる

ことになる｡

4)父 との対痕時間RI性格及 び行勘の プ ラス両

父 との対昔時P)が プラス両の性格 お よび行勘に影響 を与 えて いるの姓､ 全体で

姓r惰緒J r社会性Jの両であ る.

r惰緒安定Jについて姓､ 封騎時間 0分 に射 し16.8鴬､ 対藷 が生 じるとともに

惰繕安定の都合が上昇 し､ re1分以上｣で60.0% 虹な りでいる● r社会性有 り.J

については､ 0分 で87.8艶､ 対蘇特例が長 くなるとともにその現れ る制合 が大 書

くな り､ r61分以上Jで披88.9%で ある.

高学年で姓､ r自立的｣およびr社会性有 りJの両で､ 対尊 噂佃 によゥて濃 い

が衰れてい る｡

r自立的Jについて姓､ 封括時陶 0分で姓84.4%､ 噂何が長 くな るにつれ てそ

の現れ る羽合 が大 島 くな り､ r81分以上Jで88.8%であ る. r社会性 有 りJにつ

いて蛙､ 0分で34.i絡､ 父 との対宙時間が長 くな るに従 いその現れ る射合 が大 き

くな り､ r81分以上Jで姓65.2%であ る.
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中学生で姓､ r情緒安定J両で養 いが現れている｡ 封藷時間が 0分では39.4,6

で最 も小 さい庇であるが､ 父 との対舌噂潤 が長 くな り r61分以上｣ になると最も

大 きな儀73.8%を示 している｡

ブラス両の性格及 び行勤kついては､ マイナス市の義毛しの結果 がでている.

すなわち､ 父 との対后がある株とr惰緒安定J r社会性有 りJ r自立的Jな側面

が肋轟 され るのである｡

a)父 との対頼時伺潮纏麟状鱒

父 との対蘇時榊によって r'JA亀慕 い､ 艇網､ 憂身､ 義*､ 麟縞等Jの症状の褒

れ方 に違いがみ られ る｡ 封薗時間 0分の と書に21.7%､ 轟 くなるに したがいその

8q合は低下 し､ r81-60分Jで最低 の 8.8%を示 している.

王 に濃いが呪糠 に現れているの蛙､ 中学生 である｡ 0分の場合に蛙88.8%であ

るが､ 父 と0対宙時間と共に減少 し､ r8I分以上Jの時 に最小476.7%を示す｡

父鏡 との対肴に よって も子 どもの儀廉状膿がチ &ブタきれ､ 異常 があれば適切

な対JSがな され るであろ う事が想徽 され る. その稔素 として父 との対舌時間の長

さと共 に異常 が減少 しているのであろう.

2節 母 との対せ特用

1)母 との封蘇峰何期成義

母 との対藩特用 と成義 との軸わ りは､ 小学生において嘱著である｡

低学年で吐､ r威儀良 いJは封轄時間が 0分で姓わずか 8.8% しかないが､ 母

親 との対蘇時間が長 くな るkつれて多 くな り60分を繍 えると69.2%になる｡

有事年托ついて も何機の欄 内kあ る｡ 対鋳時rqが 0分ではr成績良 い｣ はいな

いが､ 80分 を鱒 えもと$8.196*で増加す る｡

小学校の子 ともに とつて母 との封藷が､ 精神的な安心& を与 え､ それが学業成

績に良 い影雷を与 えてい ることがわか る●

2)母 との対括時間別欠J#日数

低学年で姓､ 母 との対者時間が20分以下で紘欠席 日放 は ‡8台であ るが､ 20分
を超 えると 4El食 に増加す る. 母 との封昔時碑が増 えると欠席 日数が減少す ると

い う綱儀がみ られ ない｡ それ は欠好 日散の多 もヽ鬼義は､ JL邪蜜ひ さやすいな ど欠

席虹開わる理由があ り母 と0対癖毛必責 とす るためであろうと考え られ る.

8)母 との封鎗時fq鋼性格 および帝劇のマイナス両

帝 との対括時何は､ r償緒不安定J帯を鰍 いて性格奮よび行嶋の マイナス両に

対 して影響を与 えている●

対清 がなければ､ マイナス両の性格や行嶋が親れ る朝食が菖 くな るが､ 対鋳峰

岡が長 くなればな る程その朝食が低下す る● 樽に､ 母 との対癖の影響が嶋曹 であ

るの蛙､ 冨学年の r白銅力無 LJ r依存的J r退行的｣ という両についてである｡

r白銅力無 LJ姓､ 封書時何が 0分であれば之0.0%､ rll･一之0分Jでやや増加

してい るものの対鯖噂職が長 くなる姓 と出喪岬姓低下 し､ r81分以上Jでは 1.4

%にな っている. r依存的J な性格及び行動姓､ 対括時 Plが 0分で48.7%､ 対括

時何が長 くな るにつれてその利 金は4E下 しeI分以上では12.9%である. r過行的.l

-152-



な性格及び行動は､ 対宙時間が r1-5分Jで最有償 の15.7%を示 し､ r61分以上｣

で姓最低息の 5.7%になる｡

子 どもに とって母親 とは､ 守 って くれ るもの ･優 しさな どを意味す る｡ 母親 と

のふれ合いは､ ｢優 しさ｣ とのふれ合 いを意味す る｡ 子 どもの成長過程で優 しさ

に触れ られなか った場合､ それを求め る性格や行動がヰ越する｡ その括乗が ｢自

制力無 しJ r依存的J r退行的｣ とい う性格や行動面に現れているのであ ろう｡

4)母 との対帝時間別性格及び行動の ブラス両

母 との対宙時rqによって性格 および行勤 の プラス両で養 いが生 じている｡ 対宙

がない といずれの両 についても最 も小 さな銀 とな ってお り､ 封宙時間が長 くなる

につれて大 きな庇 になりてい.古｡

特 に騎著 に現れているのは､ 高学年の r自立的J､ 中学生の r自立的｣ r社会

性有 り｣であ る｡

高学年の r自立的｣な性格及び行動 姓､ 0分の とき最低の26.7%を示 し､ 対せ

時Plの伸び とともに制令が大 き くな り ｢61分以上｣の と書最高 の61.4%を示 して

いる●

中学生の r自立的Jなtt格及び行動 は､ 対せ時 mlが rl一一5分Jの とき最低 で 5

.8%､ r61分以上Jのとき最高を示 し49.0%であ る. r社会性有 り｣は､ 対話時

間が 0分の とき最低 で10.0%､ r81-60分Jの時が最高で74.2,̀=こなってい る｡

6)母 との対せ時間別義貞状態

健康状態 と母 との対せ時間 との欄 に明瞭な賄わ り姓み られない. しか し､ 大 ま

かな傾向 として､ r顔色憂い､ 肥満､ 慮身､ 麟鱒､ 横縞 尊Jが現れ る羽合は対せ

時榊が塩小姓 ど多 く､ & い縁 ど少な くなっていさ｡

比較的明峰な速いを示 しているのは低学年で､ 対蘇時向が20分 までのグルー ブ

と､ それ以上対括 しているグルーブに分かれ る. 封者暗闘が20分 *での場合､ r
顔色養い､ 鰹構､ 綬身､ 鱒鱒､ 薪粛等Jが束ねる朝食練､ 之2.2%か ら$4.4%であ

るが､ r21分以上Jになると 8.1%か ら16.0%まで と少な くな りでいる.

母 との対蘇時Plと健農状鱒に明瞭な速 いがみられない というの姓､ 母 との対鈴

がなければ健康状鯨を保てない とい う関係 があるが､ 嶋点状瀬がす ぐれていなけ

れば封宙が必寅になるという傭両もあるためであろう.

8好 棚食の相手

1)朝食の相手別成績

高学年､ 中学生 において朝食の相手 によって成績 に建 いが見 られ る.

高学年の場合､ r成養良 いJに着 目す ると､ r家族 と食べ るJ と36.8%､ r兄

弟姉妹 とJ88.3%､ r自分一人でJ26.0% と､ 楓食 になる株 と成績 が惑 くな って

いる. r成績患いJに着 目すれば､ ､ r崇族 と｣25.8%､ r兄弟姉妹 と｣33.8%､

r自分一人で｣‡6.4% となっていろ.

中学生の18台は､ r成績良い｣よ りも r成績養 いJの方が､ 棚食の相手 による

湛いが明瞭である. r成績番 いJに着 目す ると､ r家族 でJが81.7%､ r兄弟姉

妹 とJが41.3%､ r自分一人でJが46.8%である｡
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いずれの場合 も乱数な朝食は学業威儀社 よい影響 を与 えていない｡ 朝食を一人

だけで食べずに家族の経 か と食べることに よって一 日が気分良 く始 め られ る. 千

の ことが丑校す るまで､ そ して量校 してか らの精神状態を安定 したものにす る事

にな 与. その鈷未､ 朝食を豪族 の椎か と食べ ることが学業成績紅良 い彰IFを与え

ることになる｡

2)朝食 の相手別欠Jf日数

全体 で姓､ 朝食相手の欠好 日散への影響 姓明峰で姓ない｡

低学年で性､ rk鋲でJが4.118､ r兄弟姉妹でJが8.98日､ r自分一人でJ

が8.28日と纂* d)方が欠席日数が少 な くな りでい る｡

朝食 に綱 して姓､ *す食べ るか否かが欠好 日歓 に大 重な影響 を持 っている｡ そ

の上 で､ 経 と*ぺ るかが網農 になるのであろう.

8)欄食の相手瀦性格及び行動 の マイナス両

朝食相手が性格及び行動のこマイナ ス両に影響を及ぼ しているの蛙､ 低学年の r
社会色無 しJと中学生の r遺骨牡Jである.

低学年の r社会性無 しJの性格及び行動 の現れ る制令 が､ r家族 で｣食べてい

れば27.7,6､ r兄弟姉妹 でJは$8.8%､ r自分一人Jの場合45.5% になる｡

中学生の r港市的Jな性格及 び行動については､ r豪族でJ と r兄弟姉妹でJ

食べている場合柾放る蒙り鎧がな くそれぞれ 11.9%､ 9.196である. しか し､ r
自分一人でJ食べ る場合柾は乏S.9% と倍以上 のポイン トkなってい る. 中華生の

嶋食､ 欄食 の峯食 と r遥行的Jな性格 が強 く鋼鳶 している｡

4)欄食の相手Bl性格及び行勤の ブラス市

棚食相手 によって性格及び行動の ブラス両で義いが生 t;ているの姓､ 高学年の

r僧籍安定Jについてである｡

r蒙験で.J*ぺていも場合披44.0%､ r兄弟輸妹 とJの場合 は47.6%､ r自分

一人で食べ るJ嶋食姓6之.9% と最 も高 くな っている.

6)朝食 の相手潮健康枕義

戦食の相串･虹よりて義鱗状傭捉濃 いがみ られるの披､ 低学年の r員邪 ･嶋息 ･

アレルギー ･鼻炎Jであ る｡ r豪族 とJ食べていれば糾.6%､ r兄弟姉妹 とJで

あれば12.2%､ r自分一人でJ あれば 9.1% とな っている. このように呼畿系の

疾病 にかか ってい るもの 縁どr蒙蕨でJ食事 をしている傾向kある.

中学生ではr鼠色憂い ●J5構 ●痩身 ●腰縞 ●竃縞等J r集常 な しJkおいて濃

いがみ られ る｡ r鏑色濃 い ●紀綱 ･痩身 ･撫繍 ･鼠鼻等Jの症状せ､ r豪族でJ

食べていれば 14.29'､ r兄弟姉妹 と)食べていれば18.之%であ るが､ r自分一人

でJ食べていると26.9% と多 くなる. 又､ r異常 な LJ という義貞状態も r自分

一人でJ食べてい ると日.8% と他の食事の相手のS5.之%､ 86.2% と比較 して少な

いもの とな りでい る. t食 と義貞伏線の悪化 の何紅何等かの縄濃が見 られ る.

朝食 を一緒 に食べ ると子 ともの鍵康状態が良 く分かる. そのため低学年 のよう

に 嚢だ義貞状鯨が安定 していない飲欝 で披､ 涙煮 たかか りやす い子 ともと朝食を

一緒に食べ ようとす る横内にあ ると考 えられ る｡ 一方､ 中学生にな ると義撫状態

も安定 して乗 るため､ 朝食を蒙鮪 と一緒 に食べていない子 とも姓､ 蒙鰻による義
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農状鱒 の観葉 が不十分で健康状 態を碁化 させ ることにな りがちであ る｡ その括果､

朝食 の孔食 が､ 中学生の マイナ ス両 の性格及 び行動 や健 康状藤 の悪 化 と関わ りが

あるよ うにみ えるもの と考 え られ る｡

4市 夕食 の相手

1)夕食 の相手別成績

夕食 の相手 によ って､ 低学年 の成糖 に違 いがみ られ る｡ r成績慕 いJk曽 目す

羊と､ r嚢鰻 でJ夕食 を食べ て いる と36.8%､ r兄弟姉妹 と｣ な ら42.9%､ r8
分一人でJの場合 は76.0% とな って い る｡ 孔 食の学業成績 への影雷 が非常 に強 く

現れ ている.

2)夕食 の相 手別欠席 日数

夕食 の相手 が欠好 日救8=大 きな影響 を与 えてい るの姓､ 申車重 で あ る. 家族 と

食べ る場合 に姓8.118 と塩 い◆が､ r兄弟姉妹 Jや r8分 一人でJ食 べ る場合 は7.
26Elと轟 くな って い る●

3)夕食 の相手朋性格 及び行動 の マイナ ス両

夕食 の相手 によ って性格及 び行鵬 の マイナ ス両 に遣 いが現れ てい るの姓､ 低学

年 の r依存 的J r社会性無 しJ と中学生 の ｢依存 的J r攻撃 ･衝軸 的J r学校不

遇広Jであ る.

低学年の r依存 的Jは r蒙 鮪 でJ食 べれ ば80.0%､ モ うでな けれ ば80.0%であ

ち. r社会性無 しJ について 姓 r豪族 でJ* ぺ 与 と82.0%､ r兄弟姉妹 とJ*ぺ

ると42.9%､ r自身一人 で.J食 べ る とSO.8% とな りでい る.

中華生の r依存 特J牲r豪族 でJ食 べれ ば IS.7%､ r兄 弟姉妹 とJやあれば 19

.2%､ r自分一人 でJ貴べ-れ ば25.0% とな りでい る. r貴職的 ･嘗 嶋 的J鎗 r豪
族でJ食べれば 8.8%､ r兄弟姉妹 とJで あれば 19.乏鮪､ r自分一 人 でJ*べれ

ば28.0舛であ る. r学校不義応J姓r家族 でJと r兄弟赫妹でJ食 べ る場 合 はそ

れ牡 と豊が な くそれ ぞれ 18.0兆､ ll.8%で あ るが､ r自分一人でJ食 べ る場合 吐

81.8% と大 台 くな る.

4)夕食 の相手 加性格 及び行動 の プラス両

低学年で は夕食 の相手 によ って ブラス両 の璃れ方 に違 いが生 t;て い る.

r情緒安定J r自軸力有 り.J r自主 的J捉剛 t,て r蒙 鮪 でJタ貴書*ぺ もこ と

が良 い影響 を与 えて お り､ r自分一人 でJ * ぺて い る場合 た練轟 蒙 り養わ ない●

r社会性有 り.Jに舛 してはr艦鮪でJ食べ て いる場 合がeI.8% であ るが､ r兄弟

姉妹J と r自分一 人 でJ食べ て いる場食 に蛙78.8%､ 76.0% と大 書な鐘を示 し､

他 の ブラス両 と異 な る現れ方 をす る｡

高学年では r自立的J及 び r社会性 有 りJの両 拓影響 がでてい る.

r自立的｣な性格及び行勘 が､ r家族 でJ食べて いれ ば鵬.4%､ r兄弟 姉妹 と｣

食べ て いれば40.8%､ r自分一 人でJ 娃 ¢.9%で ある｡

r社会性有 り｣ は r蒙練でJ食べ て tヽわ は44.1%､ r兄弟姉妹 でJ27.8%､ r
自分一人でJ蛙81.春光で あ る.

中学生で は r自制 力有 りJの性格及 び行動 の現れ方 に夕食の相手 に よって豊 が
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生 じている｡ rま淡 でJ食べていれば43.796､ r兄弟姉妹でJあれば46.296､ r

自分一人でJ食べていれば56.3%で あ る｡ これは低学年 と姓影 響の現れ方 が まっ

た く遭 捉な っている｡

5)夕食 の相手潮健 康状態

夕食 の相手 による健農状港 の養いが､ 小学校では明峰に表れ ていない｡ r異常

な LJについて見 ると r自分一人でJ食べていると低学年有事年 ともに75.0%の

布い戦債を示 し､ ま族の経か と食べ るよ りも高いdlにな ってい る｡

中学生k付す る影響蛙 r鼠色寒い ･妃構 ●震身 ･膿粛 ･環膚等Jと r異常 なLJ
について褒 れ てい る. r貞色慕 い ●肥網 ･痩 身 ●膿痛 ●零痛等 Jは豪族の椎か と

食べていると16.9%､ 15.4%であるが､ r自分一人でJ食べて いる と66.8%にな

ってい る. r異常 な LJは､ 家族の椎 か と食 べていればSS.8%､ 63.8%であるが､

r自分一人 でJ食べ てい ると87.S%と低 くな 9 ている｡ 豪族b椎か と夕食を共 k

す るこ とが､ 予 とも0儀簾状態 を維持 す るためた貴賓 な義妹を持つ ことを示 して

い ろ●

6)夕食 の相手 と子 どもの状態

夕食 を家族 とともに食 べ るというこ と蛙､ 豪族 田 もんの一つの形態 であ る｡ 夕

食 を食べなが ら子 どもが､ その 日あ った ことを者す､ 佑 み ごとを親 に相携 す る｡

そ うしたこ との繰 り志 しによって我 が子 どもの様子 を把盤 で き､ チ ビも姓家庭の

あたたかみを感 t;､ 精神 的に安定す る｡ そ うした ことが学業成義や性格及び行働

両で良 い影響 とな らて第れて いる.

5節 手伝 い

1)手伝 いの状 況別成義

手伝 いの状祝が学集成義 に影響を与 えてい る様子 を学年区分 ごとに とらえる｡

低学年で舷 r成績良いJ柾曽 目すれば､ 手伝いを rしている｣ と86.4,6､ rし

ていないJ と26.8%であ る｡ r成績惑 い｣に曽 日 して も､ rしてい る｣ と31.8,6､

rしていないJと44.6%であ る｡ いずれに しても手伝ヤ を rしてい るJことと成

績が良 いことが粥建 している ことが示 され ている●

高学年で r成績良 いJに曽･目 してみても像 とん と違いはみられない｡ r成績慕

いJについてみ る と､ rしているJ と82.5%､ rしていな いJと丑8.096と低学年

とは丑 の{像 が現れてい る｡

中学生で r成績養 いJk曽 日 して も騒 とん と違 いがみ られない. r成績良 い.J

に着 目す ると､ rしてい るJと10.196､ rしていないJと80.8%で ある｡ 低学年

同様､ 手伝 いを rしてい るJことが成績の良 いことと剛わ 中を持 っている｡

2)手伝 いの状況加欠好 日数

手伝 いの状8a瀦欠好 日数姓､ 小学生 で姓手長 いを rして いる.J方が多 くな って

い る. 手伝 いを している と欠鰐 日数が低学年 で4.10日､ 高学年 で8.49日である｡

それ ぞれ手伝 いを rして いないJと8.S88､ 2.88日とな ってい る.

ところが､ 中学生 では手伝 いを rしていないJ方 が欠好 日政 が多 く､ rしてい

ち.JとI.76日､ rしていないJと6.1SElであ る.
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a)手伝 いの状況別性格及び行動 のマイナス面

手伝 いの状況 によって性格及び行鋤 のマイナス両 に速 いがみ られ るのは､ 低学

年及び中学生 である｡

低学年では r依存 的｣ r過行 的J r攻撃 ･衝動 的.J r社会性無 し｣の各面 にお

いて､ 手伝 いを rしていないJ とよ り多い制合で現れてい る｡

中学生では､ ｢依存的J及 び r社会性無 し｣の両 で､ 手伝いkよ って違 いが現

れてい る｡ ｢依存的.Iは手伝 いを rしてい る｣ と12.496､ rしていない｣ と21.9

%､ r社会性無 しJ姓手伝 いを rしているJ と27.0%､ rして いない｣ と87.8%

であ る｡

4)手伝 いの状況朗色ヰ及び行勤 の ブラス面 r二
低学年について r自制力有 りJ r自立的Jな性格及び行勤の両で手伝いが影響

を与 えている｡ r自制力有 りJ につ いて姓手伝いを rLでい さJ と45.5%､ rt,

ていない.Jと25.0%､ r卓立的Jについて 姓手伝 いを rしてい るJ と45.6%､ T
していい｣ と33.9%であ る.

高学年について姓､ ｢自主的J及 び r社会性有 りJの両 で手伝いを してい るこ

とが良 い影響 を及 ぼ している｡ ｢自立的｣では手伝 いを ｢して い る｣ と44.4%､

rしていない.Jと85.7%であ り､ r社会性有 り｣では手伝 いを rしているJ と45

.3%､ rしていない｣ と82.1%であ る｡

中学生で手伝 いの状況 が影響 してい るの披 r社会性有 りJに{ してであ る. 辛

伝 いを rしているJ と88.7%､ rしていないJ と68.6%で 轟毛.

このように､ 手伝 いを rして いるJ とい うことが､ い くつか◎ ブナス的僧両 と

明達 してい ることが示 されて･い る.

5)手伝いの状税別鍵簾状態

低学年について､ 手伝 いを rして いないJと r黒幕な しJが81.89h rしてい

る｣ と68.6% とな ゥてい る●

中学生で姓､ r顔色慕 い ･艦瀦 ･痩身 ･腹痛 ･襲幕等Jに関 して手伝いを rし

てい るJ と16.29も､ rしていないJ と之8.096とな ってい る. 他 の境 目kついて姓

明瞭な凄い妊緩め られない●

6)手伝 い と子 ともの状態

r手伝 いJは､ 子 ども と我 のふれ合 いをつ くるとともに子 どもた豪農での役割

と責任 を与 える. 叢 にとっては､ 子 どもの状 鱒を良 く把薯 で書巻義貞 を与 える.

その措果､ 子 どもの鍵慮状態 が観葉 で き､ 徽農管理 が行 える.

子 ともに とりでは､ 役制 と責任が与 えられ るこ とによりて生者 に集 りが出て く

る｡ その括兼が､ 学業成績や性格及 び行動 の ブラス両 として洩 れて くるのである｡

8好 家族形鱒

I)家族形漁期成績

家族形態朋の学集成鎖 を学年 区分 ごとに r成鎖良 いJ 捉曽 目してみてい こう｡

低学年で最 も比串が高 いのが r多世代Jの50.8%､ 次 に多いのが -r欠娘 その他｣

の35.7,6である｡
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高学年で最 も比蝉 が慕 いのが r核ま族長子Jの68.1%､ 次に多 いのが r多世代｣

の44.1%であ る｡

中学生で姓 r填ま族末子Jが最も多 く43.296､ 次に r多世代Jの$8.5%である｡

いずれの学年琶分 でも r多世代J豪族での成義の良 さが注 目され る｡ 多世代蛙､

子 どもを養育す る立場の大人 が多 くい る｡ そのため子 どもにとって きめ細か な育

て られ方が可能 とな る｡ そ して子 どもが落 ち曽 き学業成績が良 くな るのである｡

2)家族形糠朋欠席 El欺

全体 を壇 してみ る と r多世代J及 び r欠損 その地象錬Jで欠席 日数 が多 くなっ

ている｡ 欠席 日放 の多い豪族形鯨は､ 低学年 で r欠損 その他Jの3.89日､ r多世

代Jの8.68日､ 高学年で r欠損 その他｣の2.71日､ r多世代Jの2.79日､ 中学生

で r多世代Jの2.18日､ r我豪族末子JのS.18日となっている｡

8)豪族形淑朋性格及 び行動 の.マイナ ス両

家鉄形鱒 と性格及 び行動の マイナス両 の関わ り奮学年荘分 ご とに 舎わだ った薗

所を頼構 してい くことに しよ う｡

低学年についてみ よう｡ r依存的J性格 が r壌蒙鮪中間子｣ で48.0% と最 も大

重な息 にな ってい る｡ r過行的Jな性格 姓 r欠損 その他 ｣で85.7% と最 も大 きな

息にな ってい る｡ r攻撃 ●衝動的Jな性格 は r欠損 その他Jで28.696と最 も大 き

な鑓 虹なっている｡ r社会性 無 し｣について姓､ r繊豪族中間子｣が40.0% と最

も多 く､ それ以外 に r多世代家族.J87.6%､ r横束族末子Jが87.S% と多 くなっ

てい る｡

高学年についてみ よう｡r攻撃 ･衝動 的｣な性格 が r多世代豪族Jで15.7% と

多 くな ってい る. r学校不篇応J蛙r欠損 その他蒙畿Jで18.8% と多 くな ってい

る●

中学生についてみ よう● r依存的｣及び r過行的Jな性格が､ r欠撮 その他家

族｣でそれぞれ86.7%､ 28.6% と他 の家族形鱒に比べて多 くな って いる｡ r社会

性無 しJ及び r学校不定広Jの両に粥 しては､ r壌鑑鹸 中間子 で.Jそれぞれ45.0
%､ 22.6% と青 い割 合を示 している｡

4)家族形鯨別性格及 び行動の ブラス両

家族形態 と性格 及び行勤 の ブラス両 との闘わ り毎学年庄分 ごと紅 さわだ った曹

所を糖繍 してい くことk Lよ う｡

低学年で姓､ r情緒安定Jが r欠損 その他豪族J で義 も多 く71.4%であ る. r
自立的J及 び r社会性有 りJについて坪､ r多世代艦鰻Jで高 く､ モれぞれ86.3
%､ 81.‡% とな って いる｡

有学年では､ r自制力有 りJ r自立的J r社会性有 り｣について r填ま族長子J

で高 く､ それ ぞれ41.5%､ 68.4%､ 61.0% となっている. r情緒安定Jについて

は､ r戟ま族 や何子Jで60.6% と最 も古 くな って い る.

中学生では､ r構稀安定Jが r填ま族長子Jで61.0% と最 も高 くな ってい る｡

r自立的Jkついては､ r多世代家族Jで80.8% と最 も轟 くな って い る. r社会

性有 りJにつ いて姓､ r填ま 漉末子J及 び r多世代豪族Jで高 く､ それぞれ65.6
%､ 67.9% となっている｡
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どの家族形癖が どの様 な影J を性格及 び行動に及ぼ しているか姓､ 必ず しも特

定で きるものでは無 い｡ それ.は､ それぞれ の家族 が 自分 の家族 の不足 してい ると

ころを掃いなが ら子育てを行 うように努力 してい る椿兼 なのである｡ その中でも

r多世代｣家族での性格及 び行動の ブラス両 の現 れ方 の多 きが注 目 され る｡ r多
世代J とい う多人数 の家族構成 が､ 状況 に応 じた家族の投網分担 とそれに応 じた

子 どものしつ けを可能に してい ることが想放 され る｡

5)家族形態別健康状舷

低学年では､ r難糧 ･近親 ･乱苓 J が r壌家族中間子｣ と r多世代豪族｣で多

く､ それぞれ20.0%､ 18.8% となっている｡ r顔色慕 い ･肥構 ･慶身 ･腹粛 ･耳

痛等Jは r多世代家族｣で多 く48.8%であ る.

高学年では r難聴 ･近親 ･乱視Jが r填ま族長子Jで 19.6% と他 の家族形態に

比べて高 くな って いる｡ r風邪 ･噸 息 ･ア レルギー ･鼻炎 J虚､Ir欠損その他家

族Jで 8.8% と少 な くな ぅてい る｡ r銀色慕 い ･虎綱 ･憂身 ･萌欝等｣は､ r欠
損 その他家族Jで8l.8% と最 も有 くな りで い る｡

7仲 就寝 形感

I)就寝形離別成績

低学年では､ r成績良 いJ に曽 目 した場合 枚とん ど違 いがみ られ ない｡ r成績

碁いJに曽 目すれば､ 単独就職 が26.7%､ 複数就蝶 が87.8%で みる.

高学年では､ r成績良 いJに韓 日す ると､ 単独飲義 で18.1邦､ 義触 駄義 で80.8
%であ る｡ r成績悪 い.Jに着 日すれば､ 単独就寝 で之1.8艶､ 複鹸8tt で81.8%で

ある.

中学生について蛙､ r成繍良 いJ に曽 日す ると､ 単数賦義で‡9.8%､ 義教餅義

で81.1,6である. r戚義老 いJk着 目すれば､ 単独就饗 で3t.4%､ 複数就義 で43
.7%である｡

就寝形銀 の成績への影響 姓､ 低学年 で姓それ姓 と明峰 で姓ないが r複数就寝｣

と成績 の良 さが脚養 している. 高学年 では非常には っき りした形で r単独就寝｣

と成績 の良 さが的連 していることが示 され ている｡ 中学生 にな るとやや現れ方が

不明鴫 にな るが､ 高学年 同様 r単独就寝 .Jと成績 の長 春の剛わ 抄が示 され ている｡

低学年蛙､ まだ 自立が出来 ていない者 が多 い｡ 学管 内馨 も*だそれ 縁ど難易度

の高 いものではない. 子 とも 自身も*だ学 曹する と曾 う曹儀が出兼 て いない● そ

のため一人 よ りも家族 とふれ合 いなが ら学菅す る方が安心轟が あ り学 菅の菅慎 も

つ きやすい. そ うした東浜 と行動を共 にす るためk蛙､ 単軌就寝 で あるよ りも複

数就嘆 でなければ な らない｡ それが高学年 や中学生 駐在 も七草菅内容 も難度 が増

して乗 る､ 自己 も擁立 して乗 る. そこで 自分一人で学習 で きる空 剛 と時間が嶋保

されな ければならな くな も｡ そのためには､ 他人 に生態 の tJズ人が干渉 され ない

単独就寝であるこ とが必某 とされる. その こ との現れが単独就寝 での学習成轍の

良 さに示 されてい る｡

2)就墳 形鯨朋欠席 日数

低学年で姓単独就攻で あれば4.60日､ 枚撤就牧 で紘8.88日である｡ 高学年 では
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単独就寝で あれば2.47日､ 複数就寝 では8.578であ る｡ 中学生 で姓単独就寝 であ

れば2.77日､ 枚数就寝では3.89日で ある｡

欠席 日放 との側 わ りで とらえると､ 低学年 は複数錬嚢 の方が良いが､ 高学年以

上になれば単独就寝 の方 が好 ま しい といえる｡ これ も自立 出来 ていない段階の低

学年 を*理 に単独就犠 暮せ るため柾 自己の生清が管理 で きず欠席 日放 を増 やす括

黒を招 いてい ると考 えられ る｡

3)就寝形態別性格及 び行動のマイナ ス面

就職形鱒 に よる装 いがみ られ るの蛙､ 健筆年の r依存 的｣及 び r過行的Jであ

る. r依存的J蛙､ 単独就寝 では18.8%､ 複数飲寝 で姓84.0%であ る｡ r退行的J

は､ 単独就寝 で蛙18.3%､ 複数就寝 では24.8%であ る. いずれ も複赦就寝 にマイ

ナス両が多 く現れ ている●

低学年で まだ 自己が儀 立で 専すにい る俊幣 で単独就寝 を憩い一石れ たために本来

観た依存 した り甘 えた りす る時期を充分に過 ごせ な くな る｡ その欲求不横 が r依

存的Jや r過行的Jとい う性格及び行動 に現れ るのであ る｡

4)就犠形態朋性格 及 び行動の ブ ラス両

低学年で違 いがみ られ るのは､ r自立的｣の両 についてであ る｡ 単独就寝 であ

ればSS.8%､ 境散就寝であれば42.5% とな ってい る. これ はマイナ ス両の r依存

的Jと丑の括果 となって現れ て いる｡

高学年で蛙､ r自制力有 りJの両 について違いが見 られ る｡ 単独就寝であれば

40.0%､ 複 数就寝 で あれば26.0%で あ る｡

中学生について は､ r惰措安定J及 び r自制力有 り｣ とい う両で違 いがみ られ

る｡ それぞれ単独就寝であれば62.196､ 62.1%､ 複数就寝 であれば49.7%､ 88.5

%であ る｡

高学年､ 中学生 ともに単独就寝 と性格及 び行勤 の ブラス両 との閲に関わ りが見

られ る｡ 帯学年､ 中学生 になる と低学年 と姓凄い 自己が離立 して乗 る｡ そ して自

分だ けの時 間や空 間を真求す る̀ようになる｡ その実求を鞘 たすのが単独就寝 を辞

す空 榊条件 と音 うことにな る｡ 美求 が清 た されて い るために情緒が安定 し､ 自制

力 も現れて乗 る事 になる.

S)就寝形鱒朋健康状 態

就職形鱒 に よる疾点の為れ方 に養 いはない｡

小学生では､ r共幕無 しJが8(歓就牧で多 くな ってい る. 単独就鷺 で46.7%､

複数就寝でS8.8% である｡

高学年で姓､ 単軌就饗 で48.0%､ 枚数就寝 で68.1線である｡

中学生で蛙､ 単軌就寝 の方 が r異常 無 しJが多 く60.7%､ 複軟就寝 では45.0%

であ る｡

鍵康状態 の養 い も自己 の韓立 のJl合 に影響 され てい ると考 えられ る｡ 自己の義

立がな されて乗 る耳学年､ 中学 生にな るに したが って自分 で自分の離農が管理で

きて乗 るため単独就寝で ありて も不都合が生 じない｡ そ して複赦就寝 であれば､

自己の磯立 を阻 まれ るス トレスか ら丑に鍵 康状鱒 に欠陥が生 じて乗 るようになる｡
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8貯 居住年敢

1)居住年散別成繊

低学年で､ r成績良い｣に着 目してみよ う｡ 居住年数 が ｢5年以下｣､ rlO年
以下J､ r11年以上J と長 く.な るに したがい､ 28.6%､ 86.4%､ 40.0% と多 くな

っている｡ 低学年 に とっては､ 居住年数が長 く､ 家族生活 が安定 し､ 地域 に密曽

してい ることが生活 に安心感 を与 えるのであ ろう｡ 精神 の安定が学業成績 を向上

させているのであ る｡

高学年については､ r5年以下｣で85.1%､ rlO年以下 Jで86.7%､ rl1年以

上｣｣で22.9% と､ 10年 を超 えると急 に r成績良 いJが少 な くな って いる｡

2)居住年数別欠席 日数

小学生で姓､ 居住年数 が長 くなる姓 と欠席 日放が塩 くな っている｡

低学年で は､ r5年以下Jで4.98日､ rlO年以下JでS.SOEl-､rrll年以上｣で

8.10日にな ってい る｡ 高学年 で姓､ r5年以下Jで4.12日､ rlO年以下Jで3.22

El､ rll年以上｣で2.83日にな っている｡

これ 姓､ 前項で述べたように家族生活 の安定が子 とも虹安心感 を与 える ととも

に生活 を安定 させ欠席 日数を減少 させてい るのであろう｡

‡)居住年数別性格及 び行動の マイナス両

低学年の性格及 び行動 のマイナス両 に居住年数の影響が より明確 に毛れている.

｢依存 的Jについて姓居住年政 が10年 まで姓80%以上の朝食であるが11年 以上で

姓20.0%にな っている｡ r退行的Jな性格 は居住年微 が10年 までは2之.1%､ 26.0

%で ああが､ 10年 を超 えると 0% とな る｡ r社会性無 t.J姓 r6年以下Jで88.8

96､ rIO年以下｣で81.8鴛､ rl1年以上Jであると28.8%であ る.

居住年数 が長い鑑 とr依存 的J r過行的J r社会色無 しJな どの性格及 び行勤

が現れ る制令 が淡少 している. これ姓､ 居住年数の長期化 によって豪族が地域 に

とけ込 み､ 地域 コ ミJ.エテ ィの中で子 どもが成長 してい ることを想像 暮せ る｡ す

なわち､ 崇虎 だけでな く地域 に も育 *れて子 とも姓､ 成長す るのであ る｡ 地域社

会が子 ともがまk か ら離れで も鴫か く見守 って くれ る. 近所の推かが子 ともに声

を掛 けて くれ る. 困 っていた ら捷肋 して くれ る｡ そ うい う為 りの人 とのふれ合い

が社会性を育み､ r依存 的J r過行的Jな性格が現れ るのを妨 げてい る.

4)居住年数朋性格及び行動の ブラス面

低学年では､ r情緒安定Jが r5年以下Jが58.1%､ r10年以下Jが68.2%､

rl1年以上Jで70.0%と居住年数が長 与な る枚 と情緒が安定す ることを示 してい

る. r自軸力｣については､ r5年以下Jで‡8.8%､ r10年以下Jで86.4% と同

じよ うな赦値 であ るが､ rl1年以上Jでは60.0% と大 台 く伸びてい る｡ r社会性

有 りJについては逆 に､ 10年 までは60%台であるが､ rll年以上Jになる と60%

に低下 してい る｡

高学年で姓､ r構結安定｣が 5年 までは41.5%であ るが､ 6年以上 にな ると50

%前後 にまで上昇 す る. r自●立 的｣は r5年以下｣で88.9%､ rlO年以下 Jで13

.3%､ ｢11年以上Jでは81.8% と居住年数が長 くなるに したがい大 きな劃 合 を示

してい る. r社会性有 りJについては､ 18年 までは40%前後であるが､ 11年以上
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にな ると$0.0%にな っている｡

居住の安定 が子 どもに安心感 を与 え､ ｢柵緒の安定Jや r自制力J 暮らには ｢

社会性Jを ももた らす事 になってい る｡

5)居住年数別健康状態

低学年について､ rJL邪 ･噂息 ･ア レルギー･JL炎｣ 比､ 居住年数が r5年以

下Jで82.7%､ r10年以下Jで12.6%､ rl1年以上｣で 0%と､ 長 くなる性 ど少

な くなゥている. r好色若い ･肥満 ･痩身 ●腹痛 ･寮膚等J及 び r異常無 し｣に

ついて牲居住年数が貴 くなるとともに多 くな りでい る. r顔色慕い ●Je網 ●慶身

･厳粛 ･蕉痛等J姓､ r6年以下Jで18.8%､ rlO年以下Jで20.6%､ rl1年以

上JJでは80.0,6になっている｡ 一方､ r異常無 しJ柾ついても､ r5年以下J

で53.1%､ r10年以下J で59.1%､ rr1年以上｣で70.0% とな っている｡

8鱒 父の在宅時間

1)父の在宅時糊剤成績

低学年で r成鱗長 いJに曽 日すると､ 父の在宅時 帆が rlS時間以上｣で47.2%､

r12-11時rqJで85.0%､ rlO時阿以下Jで22.296と､ 在宅時 問が長 い捜 ど r成
義良巾.Iの割合が高 くな っている｡

中学生で r成績良 い.Jに曽 Elすると､ r18時間以上｣で$0.0%､ r12-11時間｣

で31.0%､ r10時間以下Jで25.9% と低学年 同様在宅時間が長 い程成績が良 い制

合が有い｡

父の在宅時 間が長 くなることによって学業成績が向上 してい る｡ これには父親

の在宅が､ 帯-柾父親が居 る;という存在感 だ けで子 どもが落ち曽 くという効果を

持 っている｡ 訂二 に父親 との会宙によりで子 ともに とつて未知 の知義やものの考

え方 を学ぶ機会を得 る. そのためには､ 最低限父 が在宅 していなければな らない

のであ る｡

之)父の在宅時間別欠席 El赦

高学年について姓､ 在宅時岡が短 くなる性 と8.70日､ 3.14日､ 1.68日と欠席 El

歓が減少 している｡

中学生について も､ 在宅時脚が塩 くなるに したがい8.678､ 1.76日､ 0.64日と

減少 してい る.

8)父の在宅時何鯛性格及 び行動のマイナ九両

低学年では r並行的.J及び r社会性蝉 LJの両で父の在宅暗闘によって濃 いが

現れ ている｡ r過行的Jな性格及び行肋は11.1%､ 之2.6%､ 27.896と在宅時Pqが

頼 くなる牡 と多 く現れている｡ 立に r社会性無 しJ は44.4%､ 80.0%､ 83.8% と

在宅時例が最 も長 い18時 間以上 で最 も多 く現れてい る｡

有学年では r依存的J及び r政事 ･精勤的Jの両 で父の在宅時何による違いが

現れている｡ r依存的j姓27.0%､ 18.8%､ ll.S% と父の在宅時何が塩 くなる枚

と哀れ な くな る｡ 丑 に r攻撃 ･衝動的J蛙 0,人 7.0%､ 23.1% と在宅時 問が軽

くな る性と多 く現れている｡

中学生では r過行的Jの両で遵いが現れている｡ 在宅時閥が塩 くなるに したが
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い､ 7.4%､ 8.7%､ 18.8% と多 く現れ る域向にな ってい る｡

4)父 の在宅別性格及 び行動の プラス両

低学年では r自制力有 り｣ と ｢自立 的｣ とい う両 について違 いがみ られ る｡ r
自制力有 り｣ については在宅 時間が 11時間 までは8S.S%､ 85% と30%台であ るが､

rl0時rq以下J と短 くな ると22.296に低下す る｡ r自立 的Jについては在宅時何

が塩 くなるに したが って$0.096､ 42.5%､ 27.8% と小 さ くなってい る｡

高学年で姓 r自制力有 り｣ について違 いがみられ る｡ 在宅時糊が rlO時間以下｣

で42.3%､ r12時間以下J で も44.2% と40X台で あ るが､ r18時 阿以上J にな ると

24.3%と20X食に低下 している.

中学生では､ r自制力有 り｣ と r社会性有 り｣ について父の在宅 時間の影響が

み られ る｡ r自制力有 り｣は在宅時 間が少 な くな るに したがい68.0%､ 52.2%､

34.496と低 くなりでいる｡ r社会性有 り｣ も70.4%､ 69.8%､~56.8% と在宅時欄

が少な くな るとともに減少 している｡

性格及び行動 に関 して父親 の在宅時 間の影響が必 す Lも明峰 でな い｡ 単 に父親

が在宅 してい るだ けで姓､ 性格及び行勤 に までは影響 を与 えないので あろ う｡ 実

際に子 どもと金括 した り行動 したりす るこ とによって初 めて影響 を与 えるのであ

ろう｡ 父親が子 ともとどの様 TJ.-ふれ合 い方 を して い るか G=よって子 どもへの影響

の度合が異 なる｡ その括束､ 父親の在宅時冊だけでは子 どもの性格及 び行動への

影響が明確でないのである｡

5)父 の在宅時間別健康状鱒

七草年では r離せ ･近視 ･乱視J及 び r顔色慕 い ･鰹構 ･痩 身 ･腹粛 ●葺欝等J

で濃いがみ られ る. r離職 ●近視 ･乱視J_姓在宅時 蘭が塩 くな る托 したがい11.1

輝､ 2.6%､ 8% と減少 してい る｡ r顔色纏 い ●雌鱒 ●憂身 ･厳粛 ･賃縞等｣は

在宅時間が塩 くな るに したがい30.6%､ 15.098､ 16.7% と減少 して いる.

高学年でも r離せ ･近視 ･乱視J及 び r麟色揚 い ･JS綱 ･豪 身 ･Jl粛 ･煮轟等｣

で違 いがみられ る｡ r難畿 ･近視 ･乱視｣ 蛙低学年 と達 で､ 在宅時 職が塩 くな る

に したがい2.7%､ ll.6%､ 15.4%と増加 してい る. r顔色悪 い ･肥瀦 ●憂身 ･腹

清 ･戟清等｣は､ 11時間 まで姓18.8%､ ll.0%で あるが､ 10時 間以下 にな ると3.

8% と急減す る.

中学生では r顔色養い ●Je繍 ･菱身 ●腹痛 ･頚痛等.J及 び r輿常 な しJで濠 い

がみ られ る｡ r顔色慕い ･腔膚 ･痩 身 ･腰痛 ･穣縞等J姓在宅時何が塩 くな るに

したがい 096､ 8･7%､ 15.6% と増加 Iてい る｡ 一方 r異常な LJ披､ 在宅時問
の減少にともない63.8%､ 56.8%､ 58.1% と練少 してい る｡

10肺 母 の在宅時間

I)母 の在宅時何朋成繍

中学生で r成績良い｣に着 目す ると､ r18時附以上｣ で41.5%､ r17-15時間｣

で36.8%､ r14時間以上｣で12.5% と､ 母 の在宅時 隅が長 くな ろ縁 ど r成績良 いJ

の割合が多 くな っている｡ 母親 の在宅 が､ 何 か囲 ったこ とが起 こつて も対処 して

もらえる､ い ろい ろ世帝 を して もらえるとい うこ とで子 どもに安心艦 を与 えるの
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であろうと考 えられ る｡ モ して字義 に気持 ちを集中で きるので学業成績が向上す

るのである｡

2)母の在宅時間別欠庁日放

特 に明瞭 な傾 向姓線められ ない｡

8)母の在宅時間別性格及び行勤のマイナス両

低学年で r過行的｣に養 いが現れている｡ 在宅時何が塩 くな るに したがい12.1

%､ 20.0%､ 50.0%とその現れ る制令が増加 している｡

中学生の r依存的Jは､ r18時期以上｣で18.6%であ るが､ 塩 くなると28.9%､

26.8% と多 くなりでいる｡ 逆 に r社会性無 しJ姓 r18時伺以上｣の と曇に$4.8%､

r16-17時何Jで89.5% と多 く､ r14時間以下Jになると21.196と少 な くなって

いる.

中学生の r社会性無 し｣を別 にす ると母 の在宅 によりで r優-レ書｣にどれだけ

触れ ることがで 重たか どうかが､ 性格及び行動の マイナス両の現れ方虹影響 を与

えてい るのである｡ r儀 し書kJ充分触れ ることがで きなかった場食 に r過行的J

やr依存的J とい うマイナス両が現れているのである｡

4)母の在宅時間別性格及び行動の ブラス両

低学年で姓 r自立的J及び r社会性有 りJの両 で連いが現れ る｡ r自立 的.Jは､

母の在宅時同が塩 くなるに したがい37.9%､ 40.096､ 60.0% と増大 してい る｡ r
社会性有 りJも67.6%､ 60.0●%､ 71.4% と母の在宅時間が塩 くなる姓 と多 くなっ

ている｡

高学年で姓 r償緒安定J r社会性有 り｣の両で違いが現れている｡ r情緒安定J

姓母の在宅時問が塩 くなる株 と60.9%､ 65.4%､ 66.7,6と増大 している. r社会

性有 り｣も､ 母の在宅時陶が塩 くなるにつれて48.7%､ 67.7%､ 68.8% と増大 し

ている｡

中学生について姓､ 全ての ブ ラス両において違 いが現れてい る｡ 小学生 と異な

り､ 在宅時恥が長 い練とプラス両が多 く現れ てい る｡

S)母の在宅時間別健康状淑

低学年で､ r風邪 ･嶋息 ･アt/ルギー ･鼻炎｣及び r異常無 し｣の両で違 いが

みられ る｡ r員群 ･嶋息 ･アレルギー ･鼻炎J姓､ 在宅 時問が軽 くなるにつれ18

.696､ 20.0%､ 42.9% と増加 し､ r異幕無 しJ披88.29'､ 80.0%､ 35.7% と減少

している. これ ら姓､ 低学年児童の鍵康管理 に母の在宅時鵬が大 きな関わ りを持

つ ことを示畿す る散色である｡ 健泉状態が安定 していない低学年の子 とも姓､ 母

鞍が常 に注貴 していない と健康状態の女化が様々 な疾患を招 く事にな りかねない｡

そうした括乗が､ 母親の在宅時間 と低学年 の鍵康状鱒 との閲に見 られ るのである｡

高学年､ 中学生では遵 いがみ られ るものの､ 低学年 とは全 く逆の横内を示 して

いる●

高学年の r難聴 ･近視 ･乱視Jでは､ 母 の在宅時脚が減少す るに ともない13.7

%､ ll.8%､ 0% と減少 してい る. r嵐辞 ●嶋息 ･TI/ルギー ･鼻炎Jも在宅時

糊の減少にともない23.6%､ 19.2%､ 8.8% と減少 してい る.

中学生で姓､ r島部 ･句点 ･アレルギー ･鼻炎Jの割合が在宅時棚の減少にと
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もない16.9%､ 10.5%､ 0,6と減少 し､ r異常無 し｣が48.096､ 63.2%､68.4%

と増加 してい る｡

高学年以上 にな って乗 ると健康状 態が安定 して乗 る ･子 とも 自身 の健康状態を

他人 に税明す ることが可能 にな って乗 る､ こうした理 由によって必 ず しも母親の

在宅時 間の長 さが子 どもの健簾状態 の管理 に直捧持 び付 か ないのであ る｡ 健康状

態 に異常が生 じた場合､ 母親 との対帝 な どを漉 して折 えることが充分 に可能 なの

であ る｡ こうした事 が､ 高学年 ･中学生で小学低学年 と反対の傾向 を示 している

理由である｡ _
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図3-44父との対舌時間別成績 ･●低学年

義3･115父との対宙時冊別性格及び行動のマイナス面 (低学年)

tq祐不安尭 自制力九一ヽ 仏 寺 的 追 行 的 攻撃 .鱒鋤的 社会性如し 字tZ不適応 ~ そ の 他 母 歎

01) 0 8 9 i 8 12 4 ll 18
0.0 33.3 50.0 27.8 33.3 66.7 22.2 8t.I

1 .-5分 I 2 lS ll 8 17 8 12 432.3 4.7 34,9 25.8 18.6 39.ら 14.0 27.9

6-loヵ 0 2 8 8 2 9 1 5 300.0 6.7 20.0 20.0 8.7 30.0 3.3 16.7

ll-20分 i 0 4 2 i 5 I 2 18
ら.8 0.0 22.2 ll.I ら.8 27.8 5.6 ll.I

21--30分 0 3 4 ら 4 3 I 6 17
0.0 17.8 23.5 29.4 23.5 17.8 5.9 35.3

31.-80分 0 2 6 2 1 I 0 3 12
0.0 l8.7 50.0 18.7 8.3 8.3 0.0 25.0

615)玖 上 0 0 3 1 i 1 0 2 7

義3-116父との対宙時蘭別性格及び行勤のマイナス面 (中学生)

付抽不安i 自制力丸ヽヽ 依 存 的 過 行 的 攻撃 .両地的 社会性無し 事故不適症 そ の 他 18 放

0分 I 5 ll B ら lO i 18 33
3.0 lS.2 33.3 27.3 )8.2 30.3 15.2 4古.5

1- 5分 0 8 lO 8 7 12 8 ll 16
0.0 13.0 21.7 13.0 15.2 26.I 17.4 23.9

6-loヵ S I l2 8 4 I8 4 13 56
8.9 I.8 2L.4 10.7 7.I 32.I 7.I 23.2

tl～20分 0 i 2 3 3 9 4 5 35
0.0 ～.9 5.7 8.6 8.8 25.7 ll.4 14.3

21一一30分 1 ら 5 7 ら 18 lO 9 59
i.7 8.5 8.ら ll.9 8.～ 30,5 16.9 15.3

ユl一一60分 i I 2 i 3 ll 3 8 36
2.8 2.8 5.8 13.9 8.3 30.6 8.3 22.2

81分 成 上 0 0 4 2 I 4 I 1 lS
0.0 0.0 26.7 13.3 6.7 26.7 6.7 6.7
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義3-117父との対爵時間別性格及び行動のプラス面

tr油受Zt AfI力7rD A 立 ry 牡■tt*ラ モ 〟 仙 4

0分 38 17. 22 31 7 8345.I 2○.S 28.S 37.3 8.4

1.ー5分 loョ 85 BS36.7 8S 15 17758.2 38.7 53.ー 8.5

8-10分 78 S1 ll.2 78 14 148Sl.A 38.5 Sl.I 9.5

ll-20分 S1 41 51.7 81 14 Il°伯.1 37.3 55.5 12.7

21-30分 一7 †l 78 84 25 l6852.4 42.I 47.0 58.6 15.1

3L-601} SJ ll 44 60 13 looS8.0 3&.0 44.0 ○○.○ 13.0

Jli>且 上 ‡7 l3 22 31 ● 4S一〇.○ 28.9 48.9 84.9 20.8

義3-118

父との対舌時間別性格及び行動のプラス面 (高学年)

tq油受尭 BfIカ有り & 立 的 itik生有り そ の 他 4

0分 53.7 7 ll ll I 32Zl.g 34.I 34.I 3.i

i-5分 ! 23 33 37 5 仙
17.7 26.I 37.5 42.0 i.7

8-l〇分 28 17 29 25 4 6241.9 27.4 18.8 耶I.3 8.5

ll.-2〇分 25 L4 30 24 4 5713.9 ' 24.8 52.6 12.I 7.0

21-309 42 33 4l 10 10 9048.7 36.7 ー5.6 44.4 ll.1

31.-6〇分 29 18 20 23 4 S2
Si.8 34.6 34.S ll.2 7.7

61食 尽上 ..13 1 13 -lS ○ 23

義3-119父との好古時間別性格及び行動のプラス面 (中学生)

付祐乗尭 自制力有り 自 立 的 社会性有り そ の 他 母 軟

0分 13 8 8 14 3 33
39.4 18.2 18.2 42.4 9.I

1- 5分 31 25 15 31 9 48
67.4 54.3 32.6 67.4 19.6

6-loヵ 29 23 21 34 J9 58
Sl.8 41.1 37.5 80.7 18.I

ll-20分 18 17 16 22 8 35
51.4 48.8 45.7 62.9 22Tg

21-30分 38 31 2g 42 13 59
61.0 52.5 49.2 7l.2 22.0

31.ー60分 17 17 18 28 8 38-
47.2 47.2 50.0 77.8 ‡2.2

61'ilEl上 ll 8 7 lO 3 lS
73.3 40.0 46.7 66.7 20.0

義3-120父との対肯時間別健康状態

ぎよう虫 箕 血 無線 .近紘 .乱奴 風邪 .6:A.TH r-.鼻炎 -健 也 腎鉱坑 .Jn成典 瓜も漉いた的痩身腹tK仔等 Jt市如 し 帝 政

.1.2 0.0 19.3 9..6 0.0 1.2 21.7 55.4

1- 5分 0 1 30 27. 0 2 35 97 177
0.0 0.6 l6.9 15.3 0.0 I.i 19.8 54.8

6-loヵ 4 1 25 34 0 2 24 78 148
2.7 0.7 16.9 23.0 0.0 1.4 18.2 52.7

日 -20分 1 0 20 28 α 0 16 56 110
0.9 0.0 18.2 18.2 0.0 0.0 14.5 50.9

○.6 0.0 14.ら 14.5 0.0 0.8㌔ l3.3 59.0

31.-60分 I ○ 13 17 2 1 6 81 100
1.0 0.0 13.0 17.0 2.0 I.0 8.0 81.0

61分 且上 0 ○ 5 ll ○ 0 5 25 45
0.0 0.0 ll.I 24.4 0.0 0.0 ll.I 55_.6
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義3-121父との村有時蘭別儀鷹状態 (中学生)

e'よう虫 2t 血 耗噂.近祝 .礼.a 風邪 .嘆A.7川キ~-.鼻炎 便 秘 野路柄 .押収択 瓜包.8い庇納税身戊訂ー仔等 邦市丸 し 雅 致

0分 0 0 12 3 0 1 ll 13 33
.0.0 0.0 36.4 9.1 0.0 3.0 33.3 39.4

1■一5分 0 0 12 7 0 2 ll 24 46
0.0 0.0 26.1 15.2 0.0 4.3 23.9 -52.2

6.-lo合 0 1 16 ll 0 0 15 25 56
0.0 1.8 28.6 19.6 0.0 0.0 28.8 44.8

ll-20分 0 0 10 5 0 0 6 15 35
0.0 0.0 28.6 14.3 0.0 0.0 17.1 42.9

21-30分 0 0 9 7 0 0 6 41 59
0.0 0.0 15.3 ll.9 0.0 0.0 10.2 69.ら

31.-60分 0 0 9 5 0 1 4 18 36
0.0 0.0 25.0 13.9 0.0 2.8 1一.l■ 50.0

81分 畝 上 0 0 4 4 0 0 1 8 15

図3-45ヌ母との対者時期舶成せ ･･低学年

図3-46母との野禽特称舶成績 ･高学年

- 低学年

高学年

I--中学生

一一一合三十
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義3-122母と･I.1三･LH凱則 Li欠席日撒 く日)
低学年 茶事年 中畢生 合計

〇分 3.27 I'.73 I.25 2.3J
5分以下 3.56 3.的 0.57 2.90
一〇分以下 3.67 4.H 6.II 4.41
20分以下 3.00 3,29 1.6S 2.90
30分以下 4.32 3.33 7.62 3.72
併分以下 4.77 3.86 4.I9 4.09
t氾分ぜ 4.69 2.98 3.78 3.42



轟3-123母との対舌時剛 IJ性格及び行動のマイナス面 (高学年)

伸輔不'R定 自制力丸い 依 存 的 追 行 的 攻牢.gi勅的 祉会性如し 字絞不適応 そ の 他 仲 散

0分 I 3 7 I 2 3 0 i 15
8.7 20.0 46.7 8.7 13.3 20.0 0.0 8.7

0.0 9.8 23.5 15.7 ll.8 39.2 15.7 17.6

6-loヵ 0 2 8 2 2 14 3 ら 34
0.0 5.9 17.8 5.9 ら.9 41.2 A.8 14.7

ll-20分 2 7 12 6 8 21 7 12 69
2.9 10.i I7.4 8.7 ll.6 30.4 10.I 17.4

21-30分 0 6 18 9 8 23 4 13 95
0.0 6.3 18.9 9.ら 8.4 24.2 4.2 13.7

31-60分 0 3 16 7 8 19 9 ll 92
0.0 3.3 17.4 7.8 8.7 20.7 9.8 12.0

8131以 上 0 i 9 4 3 16 1 6 70

義3-124 義3-125
母との対宙時間別性格及び行動のプラス面 (高学年) 母との対話時間別性格及び行動のプラス面 (中学生)

付祐文菟 bfI力Irり 由 立 的 tt虫t17rウ そ の 他 48

Oi> I53.3 i 1 7 ○ ISIO.○ 28.7 48.7 ○.○

1.-5分 19 ll 16 35.I 3 SI37.3 21.8 3t.I i.I

6-loヵ 3&.3 9 14 ○ I 3178.i ll.2 29.4 I,○

ll-2〇分 小.I 187B.I 2231.9 3○43.i i7.～ 89

21-3〇分 SⅠ.I 2728.I 4244.2 3131.ー 88.4 95

3l-8012 H.1 32 12 43 ー暮 9231.8 伯.7 46.7 I.7

41分 JL上 60.～ 24 43 小 ll 7○

義3-125母との対宙時Ml別健康状態 (低学年)

8r油受支 dfIカ7rD df立 的 itさt2719' そ の 他 ヤ 汝

0分 110.0 22○.Q 110.0 ･110.0 0○.○ 1○

1.-5分 7さ.i 831.一 Ii.1 I17.4 Ii.3 19

6-10* SO.1 47.○ l331.○ 3071.1 l023.I 12

ll-2○i> 1 14 12 1● 一 ユ一
41.2 ll.2 3S.3 52.9 17.6

21-3〇分 Se.ー 3I il ●○ ll BS47.7 47.7 81.i l○.9

31-809 58.○ 3○ ■30 49 lS 66li. 45.i 71.2 22.ー

ぎよう虫 貧 血 策拙 .近攻.乱執 風邪 .嘆息.7仙キ~-.鼻炎 便 秘 腎広病 .鱈戯 較 JI色患いJE璃頭身JK甜痛等 興育無 し ･¢ 放

0分 0 ¢ 0 ○ 0 0 3 9 12
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.○ 25.0 75.0

1.-5分 1 ○ 6 -'4 0 0 ら 7 L9
5.3 0.0 31.6 21.I 0.8 0.0 28.3 36.8

6-loヵ 1 0 0 8 0 0 ll 15 32
3.I 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 34.4 16.9

ll-20分 0 0 3 3 ○ 0 4 ll 18
0.0 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0 22.2 61.1

21-30JJ} I 0 4 8 1 1 1 19 32
3.I 0.0 12.5 25.0 3.I 3.1 3.1 59.4

31-80分 0 ○ 0 4 ○ 0 4 18 25
0.0 0.0 0.0 16.0 0.0 0.0 16.0 72.0

81分 瓜 上 0 0 2 3 0 0 2_ 6 13
0.0 0.0 15.4 23.i 0.0 0,0 15.4 46.2
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図3-48朝食の相手別成境 ･音学年

国3-49朝食の相手別成績 ･~中学生

図3-50ここ鞍食の相手別次席日放

表3-128叔食の相手別欠席日放 (El)

低学年 高学年 中学生 合計

束族で 4.ll 3.20 4.22 6.03
兄弟姉娘と 3.93 3.01 2.77 4.08

義3-127朝食の相手別性格及び行動のマイナス面 (低学年)

絹は不安定 自制力.%い 併 有 的 過 行 的 攻A!.ai軸的 Lt念校.tL 1-校不適に: そ の 他 ¢ f2

家族で ○ lO 27 2l I6 26 8 29 94
0.0 暮0.6 28.7 22.3 )7.0 27.7 8.5 30.9

兄か.姉娘 I2.0 4 19 l6 9 19 6 16 49と 8.2 38.8 32.7 暮8.4 38.8 12.2 32.7

自分一人で I 4 7 3 4 lO J 4 22

義3-128朝食の相手射性格及び行助のマイナス面 (中学生)

絹相不安定 自制力.gい 依 存 的 id ほ 的 故.tZ.ai軸的 祉会技.gL 芋C2不適仁: そ の 他 母 た

家族で 3 ll 2t l6 l4 34 l4 31 134
2.2 忠.2 15.7 -1.9 IO.4 25.4 lO.4 23.I

兄弟 .姉妹 2 2 lO 9 6 36 13 18 99
と 2.0 2.0 tO.1 9.I 6.I 36.4 13.】 tB.2

自分一人で 2 8 16 16 9 19 ll 16 67
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義3-129嶋綾 の相手別性格及び行鋤のプラス面 (蔦学年)

柑抽安定 自制力有り 自 立 的 社会性有り そ の 他 母 放

寮族で ･110 67 109 lo† 23 250
44.0 26.8 43.6 42.8 9.2

兄弟 .姉妹 5g 42 53 52 6 124
と 47.6 33.9 42.7 41.9 A.8

自分一人で 39 18 25 26 7 6282.9 29.0 40.3 41.9 ll.3

義3-130噛食の相手別儀廉状態 (低学年)

ぎよう虫 貨 血 舛払 .近級.乱視 風邪 .喘息 .7レ舶~- . 鼻炎 便 秘 腎比A'.好況炎 血色.憩い庇納税身枚研柿等 只常水 し 母 数

家族で 1 0 7 23 0 0 _17 55 94
1.1 0.0 7.4 24.5 0.0 0.0 18.I 58.5

兄弟 .舛煉 1 0 6 6 1 12.0 14 2JI JL9と 2.0 0.0 12.2 12.2 2.0 28.6 49.0

自分一人で 1 0 a 2 0 0 1 15 22
4.5 0.0 13.6 9.I 0.0 0.0 4.5 68.2

義3-131聯食の相手別健康状態 (中学生)

ぎよう虫 寅 血 JM8.近奴 .乱視 凪瓜 .噂忠.7t'hr-.鼻炎 8! 払 甘1妊捕 .汐欣gt 瓜 也溢い肥籾蚊弁償訊拝辞 外耳如 し i牲 致

寂滅で ･0 1 31 20 0 I0.7 19 74 13JI0.0 0.7 23.I 14.9 0.0 l4.2 55.2

兄F'.押At. 0 0 24 lS 0 II.0 18 56 99と 0.0 0.0 24.2 15.2 0.0 18.2 56.6

自分一人で 0 0 19 ll 0 2 18 30 67

周3-ち1タ*の相手別成績･̀低学年

-171-

図3-52夕食の相手 射欠席日一散

義3-132タ*の相手別欠席日欺 く日)

低学年 高学年 中学生 合計

家族で 3.68 3.48 J3.14. 3.45

兄桝 妹と 6.85 2.49 7.25 4.32



轟3-133夕食の相手別性格及び行動のマイナス面 (低学年)

ほ一点不安定 自制力.<い 肢 帯 的 退 行 的 攻LE.ai動的 社会性驚し 半枚不適応 そ の 他 守 --戟

育族で 2 15 45 35 27 48 13 45 1501.3 ー0.0 30.0 23.3 相.0 32.0 8.7 30.0

兄の .姉娘 0 3 7 5 3 6 3 4 l4
と 0.0 2l.4 50.0 35,7 21.4 42.9 21.4 2S.6

自分一人で 0 ○ 2 0 0 2 0 I 4

義3-134夕食の相手別性格及び行動のマイナス面 (中学生)

r 情緒不安冗 自制力.iい 依 存 的 過行的 故輩 .aiむ的 社会ti繁し 芋授不適応 そ の 他 母 致

賓族で 5 I8 41 40 23 79 34 57 26l
I.9 6.9 l5.7 15.3 8.8 30.3 13.0 2l.‡

兄弟 .挿始 I 2 5 1 ら ll - 3 6 26

- 8r抽史Zt AIIカ有D A丑 的 牡■tt甘I そ の A 8 枚

*Jkで 94 81 一丁 ○‡ lO ISO
82.7 一〇.7 H.丁 ○L.3 8.7

兄aI.*AA I 3 3 ll ○ 14
と 42.9 21.I 21.4 71.I ○.○

*分一人で 1 ○ ○ ユ I I

NINS*丈 一利カ7Tち A立 d9 吐血tt有り そ のh8 Xt

辛JKで 川l I一l l恥 188 32 378
17.9 28.4 14.4 41.4 8.i

兄JI.*JA 1▲ IS 18 12 I 41
と 一〇.令 34.I 40.9 27.3 ～.3

一分一人で l○ A 1 i 3 I8

轟3-137夕食の相手別性格及び行勤のプラス面 (中学生)

8I姑女真 A-l力材I A丘 特 tt*ttTD そ のA8枚

iJkで LSD LI1 107 172 SO 281
57.i 43.7 lL.0 85.○ 19.2

兄A.*AA ll 12 8 I2 3 28
と 12.3 44.2 ‡3,I 48.‡ lI.S

**⊥人で 9 9 8 ll 3 18

義3･138夕食の相手別健康状態 (低学年)

ぎよう血 貧 血 Jt也 .並机 .餐.玖 風か .額A.TMr-.鼻蛸 優 嶋 ~甘Jg月 .dmE荊 Jt色鷹いた碑綴aJlgt痛等 員青JtL 母 数

束厳で 3 0 14 29 i 1 30 85 150
2.0 0.0 9.3 19..3 0.7 ○.7 20.0 58.7

兄弟 .抑止 ○ 0 2 3 0 ○ 2 8 14
と 0.0 0.0 14.3 21.4 0.0 0.0 I4.3 57.I

色分一人で 0 0 ○ ○ ○ ○ 1 3 4

轟3-139夕食の相手別健康状由~(i車重)

ぎよう虫箕血Jtlt.択 一乱視 風廟 .嘆息.TMrI.轟舛 便 秘 ff仏he'.鰐就典 銀色並い庇 汝税身戚iX柿等 井貫点 し 伸 放

束Jkで 2 2 46 66 1 1 51 209 378
0.ら 0.S 12.2 17.5 0.3 0.3 13.ら 55.3

兄弟 .姉娘 2 ○ 4 8 0 1 5 25 44
と 4.5 0.0 9.I 18.2 0.0 2.3 ll.4 56.8

自分一人で 1 0 0 2 0 0 I 12 l6
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義3-140夕食の相手別健康状態 (中学生)

ぎよう虫 貧 血 耗fB.近攻.&訣 風あ .嘆A.7レカキ一I.鼻炎 便 秘 骨拡粥 .JB戯炎 JA色藩いた酒税身長=7(仔等 異常放 し 母 数

東成で 0 1 66 37 0 2 44 139 261
0.0 0.4 25.3 14.2 0.0 0.8 16.9 53.3

兄弟 .姉妹 0 0 4 7 0 2 4 14 28
と 0.0 0.0 15.4 26.9 0.0 7.7 15.4 53.8

Aii一人で 0 0 3 2 0 0 9 6 16.0.0 0.0 18.8 12.5 0.0 0.0 58.3 37.5

固3-53手伝いの状況射成排 ･低学年

図㌢ 声4手伝いの状況別成績I:草学年

園3-55手伝いの状況朋成績 一中学生

図3-56手伝中､の状刑 IJ欠席 日数

低学年 高学年 中学生 合計

していろ 4.10 3.49 1.76 3.3]
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轟3-142手掛 ､の状況別性格及び行動のマイナス面 (低学年)

I那占不安定 自制力.tい 1R 77的 iS lf的 政JP_.出iA的 21仝仕.tL 革控不適応 そ の 他 母 才女

し て い る I lO 32 22 lS 31 9 30 Ilo
0.9 9.1 29.I 20.0 13.6 28.2 8.2 27.3

していない I 8 21 32.8 14 24 6 19 56

義3-143手掛 ､の概 則性格及び行動のマイナス面 (中学生)

付祐不安菟 色別カ太一ヽ 依 存 的 退 行 的 攻辛.ず.Qb的 社会性k.し 事故不適応 そ の 他 母 歎

し て い る 3 12 22 20 18 48 19 37 178
I.7 6.7 12.4 ll.2 10.I 27.0 10.7 20.8

していない 5 9 28 24 14 48 -23 3l 128

&3-144 &3-145
手伝いの状況別性格及び行勤のプラス面 (低学年) 手掛 ､の状況別使格及び行勤のプラス面 (蔦学年)

tI抽*尭 AfIカTD b立 一ら tt■色事ら そ の 他 O R

tJて い も 一丁 SO SA 72 7 IloB○.I 4S.i lS.S BS.S 一.4

していない ll l~● 1○ 33 I SB6○.7 2S.○ 33.9 SJ.9 7.I

付AB女真書flカ有り A丘 均 吐女性有り そ の 他 中 牡

して い る l¢‡ 85 I一° l49 28 329
49.2 28.9 41.1 15.3 8.i

していない 47 3l 一〇 38 8 ll2
42.0 ‡7.7 15.7 32.I 7.i

轟3･146手伝いの状況別性格及び行勤のプラス面 (中学生)

tIAB*3ttqカ書サー A立付 牡■tLTD モ の札JJl

して い ろ Ill 83 77 124 37 178
S4.7 14.4 43.3 88.7 20.I

していない 8○ SJ 18 TS ･.‡○ 12▲

義3-147手掛 ､の状況別線簾状態 ′(低学年)

ざよう虫 貧 血た略 .近攻 .乱訣 瓜弟.嘆息.T一朗~I.み葬_ 8! 也 甘拡荊 !餅肌炎 虹色.8い妃的収身Jl鎌応等 共有地 し 母 歎

し て い る 1 ○ ･12 22 1 i 24 59 110
_0.9 0.0 10.9 20.0 0.9 ○.9 21.8 53.6

していない 2 ○ 4 9 0 0 9 36 56

轟3･148手伝いの状況別鳥簾状態 (中学生)

ぎよう虫 米 血 粍払 .近奴.乱ip.凪扉 .覗息.T川{一.井沢便 秘 腎拡病 .謄爪 炎 銀色藤い正幼碇身庶政揃等 S&音無 し 母 歎

し て い る 0 ○ SO 24 0 2 27 96 178
0.0 0.0 28.I 13 . 5 0.0 I.I 15.2' -53.9

していない ¢ 1 26 23 0 2 32 64 128
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固3-57家族形態別成横 ･低学年

固3-58寿兼務憩潮戎嶺 ･.高学年

図3-59豪族形態別成績 ･中学生

圃3-80豪族形態舶欠席 日数

li- 低学年

E:::ヨ高学年

『■ 中学生

唖 恰計 義3-149豪族形態別欠席El歎 (a)

低学年 高学年 中学生 合計

頼貴族長男長女 4.18 2.82 4.74 3.62

城東庚申聞手 4.57 3.84 5.96 4.66

枚衰族束子 3.89 3.39 3,13 3.48
多世代 3.63 2.79 2.18 2.88

･ 大枚その他 3.39 :2.71 3.67 3.26
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義3-150寮族形農別性格及び行勤のマイナス面 維 学年)

仲抽不安真 自制力九一ヽ 依 存 的 過 行 的 鞍撃 .節物的 社会性如し 事故不適伝 そ の 他 母 放

核家族典子 0 2 2 3 4 5 3 8 18
0.0 ll.1 ll.1 ~18.7 22.2 27.8 18.7 33.3

棟St凍中叩 I 2 12 5 I 10 3 10 25
チ 4.0 8.0 48.0 20.0 4.0 40.0 12.0 40.0

械架族束子 l a ･21 12 12 22 7 ●18 59
I.7 ー3.8 35.8 20.3 20.3 37.3 ll.9 30.ら

多l!=モi(叔 0 1 8 4 3 6 0 5 16
0.0 8.3 37.5 25.0 18.8 37.5 0.0 31.3

欠帆 .その 0 2 5 5 4 4 I 8 14

義3-151棄兼形態別性格及び行動のマイナス面 (蔦学年)

相補不安支 由利カ九もヽ >依 存 的 追 行 的 攻撃.q助的 社会性如し 字蚊不話症 そ の 他 や 散

抜手bk丑子 0 3 ■ 2 4 12 3 8 41
0.0 7.3 9.8 4.9 9.8 29.3 7.3 14.8

チ 0.0 2.8 23.7 7.9 2.8 28.3 ･7.9 13.2

根菜鼓東予 1 8 23 ll 7 28 3 ll 113
0.9 7.1 20.4 9.7 8.2 24.8 2.7 9.7

2.0 ら.9 23.5 ll.8 15.7 25.5 7.8 25.5

矢ta.その 0 3 2 2 2 4 3 3 16

表31152棄銭形鴬別性格及平行鋤のマイナス面 (中学生)

悼祇不安走 白羽力水ーヽ 依 存 的 追 行 的 攻辛 .di助的 社会ti如し 事故不適応 そ の 他 心 放

抜岩瀬長子 3 5 _7 7 ら 18 8 10 41
7.3 12.2 17.1 17.I 12.2 43.9 l9.5 24.4

扶東光中Nl 1 0 4 4 4 18 9 4 40
チ 2.5 0.0 10.0 10.0 10.0 45.0 22.i 10.0

紙栄光栄子 3 6 17 lS 9 28 ll 22 gO
■3.3 8.7 18.9 18.7 10.0 28.9 12.2 24.4

多世代宋銭 I, I 2 2 3 6 3 7 28
3.6 3.8 7.1 7.I 10.7 21.4 10.7 25.0

欠仇 .その 8 4 10 8 5 5 4 9 28

義3-153豪族形態別性格及び行勤のプラス面 (低学年)義3-154寮族形瀬別性格及び行動のプラス面 (蔦学年

*地史J: ATI力有9 さ 文 一IttA也7rI そ の■ttt

lA手JlA手 lZ I 8 9S4.0 2 川68.7 〟.I 14.4 ll.1

枕京Jt中叫 00.S 8 _7 ○4.4 1 ZSチ 32.0 2-.○ 4.0

拙文JE束子 SS.ユ 24一〇.7 2440.7 3881.○ ‡3.4 59

事世代fEJ( 8SO.○ 7 ○ 2 IB43.8 SB.3 8t.3 lZ.i

欠ZA.モの 7ト 0 i 4 85一.1 I l4

廿NB安立A暮lカ7rI B 立 的 t上虫仕事ーり そ の札etL血*JEAチ 19 17 _28 25 ○ 仙
46.ユ 41.5 83.一 引.○ 22.○

牧子JE中村 23 ー lJ 17 3 38
チ ○○.i 18.I 17.4 41.7 7.9

拙文JE女手 S7 H 49 SL I 113
SO.1 1-.9 43.- 45.I 7.1

事tE代やJE 29 lt 22 23 7 SI
58.9 35.3 13.I 15.I 13.ー

大仙 .その 8 A 8 7 J L8
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義3-155棄族形態別性格及び行動のプラス面 (中学生)

tr施*尭 Aflカ75 4立 的 牡土色TD モ のk+書

牧丘JlAチ ‡5 IS 18 2ー 8 41
61.0 38.a 39.0 S8.i l一.8

tLt暮中IJ 18 17 15 25 i 1○
チ 45.0 42.i 37.i ○t.i 12.5

8E*JF*手 S1 tS 33 S9 l● ○○
○○.○ S○.○ 34.7 65.I 21.I

+tt代書JE lS lS ll 19 10 2暮
53.8 S3.a Sd.○ 一丁.9 35.7

欠tL.その l4 ll 8 IZ I ZA

轟3-156棄波形鷲別健康状態 (低学年)

ぎょう虫 箕 血 斯雌 .近礼.乱奴 風邪 .嘆息.7レ粥ー-.外典併 秘 腎JG粥 .Jf妖Bi bt色赤い庇的dE身鯉鋭痛等 興常水 し や 歎

凍京澱 .衣 0 0 1 3 0 0 8 9 18
93&* 0.0 0.0 5.6 16.7 0.0 0.0 33.3 50.0

銀幕銭 .中 1 0 5 5 1 I 5 8 25
附子 4.0 0.0 20.0 20.0 4.0 4.0 20.0 32.0

根来族 .束 1 0 3 10 0 0 9 41 59
チ i.7 0.0 5.1 16.9 0.0 0.0 15.3 69.5

多世代-d族 ○ 0 .3 4 0 0 7 6 160.0 0.0 18.8 25.0 0.0 ○.0 43.8 37.5

欠机 .その 0 0 0 2 ○ ○ 3 B 14
他蔀推 0.0 0.0 ○.0 14.3 0.0 ¢.○ 21.4 84.3

表3-157棄銭形鱒別纏簾状態 (高学年)

ぎょう虫 # dl 難概 .近攻 .&奴 凪18.年i.7Wr-.轟gl 皮 秘 甘鎮痛 .鰐仇熊 瓜も.破いた抑硬身JlqI打等 興常無 し 母 欺.

檀京族 .衣 1 0 8 6 0 0 3 25 41
gl貞女 2.4 0.0 19.ら 14.6 0.0 0.0 7,3 81.0

枕家族 .中 1 ○ 1 7 ○ ○ 0 27 38
相子 2.6 ○.0 2.6 18.4 0.0 0.0 0.0 71.1

収束威 .栄 2 1 10 24 0 1 18 68 113
チ 1.8 9.9 8.8 21.2 0,0 0.9 14.2 60.2

多世代泉施 0 0 6 Il ーl 1 5 33 51
0.0 ○.○ ll.8 21.6 2.0 2.0 9.8 84.7

欠机 .その 0 ○ 1 I ○ 0 5 lO 16

図3-81就寝形態別成境 ､･低学年
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図3-62就寝形頼別成凄_･高学年

図3163･就寝形態別成償 ･中学生

q■低学年

E≡:ヨ高学年

『l■中学生
t郡 合針

義3-158鰍寝形鴬別欠席日放 (日)
低学年 蔦学年 中学生 合計

単独就寝 4.60 2.47 2.77 .2.83

図3-64験寝準博雅塵連 日一教

義3-159競寝形態別性格及び行動のマイナス面 (低学年)

情持不安定 自制力無い 依 苛 的 針 子 可 芸芸 ●む 社会tf無し 字tZ不適応 そ の 他 母 数

阜 捜 0.00日 3.32 2 2 1 4 I 4 15

誘 発 21.3 16lO.5 5234.0 ,..封 19.…9 5234.0 159.8 4629.6

義3-160艦寝形膿別性格及び行劇のプラス面 (低学年)

Ntit宇支七●!力Tり 白 土 r) tt卓tZ甘り モ 〇 億 母 も

JL JL ● 一 i II ○○.○ tS;一〇.○ 40.0 ‡3.I 73.3

7Z 72 一つF 58 一5 95 7.J 153+

義3-162鰍寝形態別性格及び行動のプラス面 (中学生)

*NB*暮 BfIカ7rD B立 的 tt*tE有り モ の&8tk

41 & 87 73 S8 一〇 28 川○
62.I 52.) 利I.○ ●3.○ 2D.7

義3･161就寝形鴬別性格及び行動のプラス面 (書手粥trQ*壬 *弔カ有I AJlry 牡虫tt有り そ の■+k

AL JA 44 32 34 38 6 ･,一〇SS.I 4○.○ 42.i 47.i 7.i

tl 姓 lei ft IS} 朋)tー6 }0 362
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義3-163就寝形鴬別鳥獣状態 (低学年)

ぎよう虫 食 血 護だ 一近視 .乱視 風邪 .頃3..7LAキ~-.鼻共 便 提 官買病 .鰐銃茨 改色苦いだ消環身塔頭稀等 黒帯.g L 母 致単性 0 0 2 3 0 0 426.7 ･746.7 150.0 0.0 13.3 20.0 0.0 0.0

義3-164就寝形態別健康状態 (高学年)

ぎよう虫 2t 血 只他 .近班 .乱奴 風邪..嘆息.7レ舶~-.外炎 便 秘 腎JG荊 'd朕炎 血色恋い思潮攻身`戊研拓等 興苛如 し 母 斑

Bl 姐 1 0 lO 18 0 0 ll 36 80
1.3 0.0 12.ら 22.5 0.0 0.0 13.a 45.0

技 軟 3 2 40 57 1 2 - 17 210 382

義3-165鰍寝形鵬別儀腰状態 (中学生)

ぎよう虫 黄 血 耗tt.近帆 .乱視 風邪 .嘆息.7L,ボー-.鼻炎 便 秘 甘旺病 .巧放 択 銀色藤い庇故殺身巌gt仔等 弗青魚 し 母 歎

仏 独 0 0 29 18 0 1 27 85 140
0.0 0.0 20,7 12.9 0.0 0.7 19.3 80.7

tl 放 ○ 1 47 28 ㌔.0 2 33 76 169
0.0 0.6 27.8 l6.8 ○.0 ).2 19.5 45.0

個 3-65居住年数胡成埼 1 竜学年

図3-66居住年政則成績 ･届 学年
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固3-67･居住年政則欠席 日数

轟3-167居住年数別性格及び行勤のマイナス面 (低学年)

住年数 欠席 敢義3-166居住年数別欠席日野 (日)
低学年 幕学年 中学生 ` 合計

5年BL下 4.98 4.12 4.78 4.46
l畔 BL下 3.38 3.22 2.74 3.16
11年玖上 3.10 2.83 3.28 3.07

惰ilh不安茸 自制力.<い 依 有 的 退 行 的 故鱗 .ai軸的 社会性.gL 事故不遇応 そ の 他 母 轍

1.-5年 I 1 16 fI 7 l9 5 12 _49
2.0 8.2 32.7 22.I l4.3 38.8 lO.2 24.5

6-lo咋 J JI 29 22 L9 28 7 30 88
).I ほ.5 33.0 25.0 2し6 31.8 8.0 3Jlf

ll年 以 上 ¢ 0 2 ○ 0 2 0 4 ー0
○.○ ○.○ 20.0 0.0■ 0.0 20.0 0.0 40.0

轟3-168居住年数朗色枯及び行勤のプラス面 維 学年)

■Jt*壬 B●一カ有g B立 均 tt*せ書I や の ■ 中 B

1.-5 JF ● l○ 72 I○ 4 49
S3.1 34.8 小.○ +I.7 I.2

6-)〇年 一〇 32 33 S7 8 一一
●一.2 38.一 37.i 糾.I I.I

ll+A上 ー ● i i I 一〇

義3-170居住年数別儀鷹状鴬 ,(倣学年)

義3-169-居住年数RIJ性格及び行鋤のプラス面 (蔦学年

gr鳩*兼 虫f1力布D A土 崎 牡■せ7rウ そ の&■暮
i-58 S4 33.3 48 Sl 7 13○4I.S 38.9 39.2 Sl

6-1〇年 1○3 26.6 80 84 17 20!49.S 43.3 10.1 I2

･lI平 良 上 31 7 32 31 I 82

e'よう虫 充 血 無様.近畝 .乱奴 瓜RB.額A.TH{..ng! 8! 也 ft追訴 .鱒耽-gi 瓜 も並いた的収身J食餌緒等 井貫無し 母 歎

1--5年 i ○ i l6 ○ 1 8 26 4g
2.0 0.0 lO.2 32.7 ○.0 ～.○ 16.3 53.I

早-1〇年 2 ○ 6 ll 1 ○ 18 52 882.3 0.0 8.8 12.i 1.1 0.0 20.i 59.I

11年 ふ 上 ○ 0 1 _0 ○ ○ 3 7 10
0.0 0.0 10.0 0.0 a.0 0.0 30.0 70.0

図3-68父め在宅時肺臓 ･低学年
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･固3-8g父の在宅時間別成績 ･坤学生

低学年 高学年 中学生 合計

13時間以上 5.03 3.70 3.67 4.29
12-11時何 2_49 3.14 I.75 2.69

図3-70父の在宅時価別欠席 日数 .

義31172父の在宅時間別性格及び行鋤のマイナス面 (低学年)

Ⅰ3吋PdEL上 ･0 3 12 4 8 18 3 12 38
0.0 8.ユ 33,3 ll.1 22.2 44.JI 8.3 33.3

ll-12叫叩 0 8 ll g 5 12 4 12 40
0.8 l5.0 27_S 22.5 12.5 30一〇 .10.0 30.0

10時PbEl下 0 2 8 5 3 8 i 8 18

義3-173父の在宅時間別性格及び行鋤のマイナス面 (嘗学年)

佃柑不安定 自制力無い 依 7芦的 並 行 的 攻班 .'di軸的 祉負性蓑し 学校不適防 そ の 他 母 把

8.0 5.4 27.0 5.4 0,0 45.9 5.4 2t.6

ll-12時m ○ 2 8 ○ 3 7 1 ～ 43
0.0 4.7 18.6 0.0 7.0 I6.3 2.3. 日.6

IO的Fl以下 0 3 3 3 6 lO､ 3 6 26

義3-174父の在宅時仰別性格及び行鋤のマイナス面 (中学生)

･td姑不変i 貞II力無ーヽ 依 存 的 追 行 的 攻撃 .節勅的 ･社会ti無し 字蚊不適伝 そ の 他 心 放

13叫Ad以上 13.7 2 i 2 1 9. 4 10 277.4 18.5 7.4● 3.7 33.3 14.8 37.0

ll-12qAEl 0 ら 5 4 4 lO ら ll 46
0.0 10.9 10.9 &.7 8.7 21.7 10.9 23.9

10叫榊EL下 I 4 8 8 4 12 6 6 32

ー181-



義3-175
父の在宅時間別性格及び行勤のプラス面 (低学*)

<ヽ 廿輔*支 dれカ有b B 玉 均 牡■tE甘I t の ■ ○ ■

)3q叫且上 74 17 SO.8 ◆ 26 2 -38○○.ー 33.3 ■ー王.I S.I

ll-lZq叫 27 l1 42.7 78 4 4○tn.S 3S.○ 65.0 )0:0

l○qAa見下 ll { i27.8 ]2 i 18

轟3-177
父の在宅時蘭別性格及び行勤のプラス面 一(中学生)

竹城*支dffカ有り +丑 拍 tt■色事 'ウ そ の■●■

t3q山JL上 15まS.● ●3. 17.○ 1○7○.4 414.8 77

ll-ltJIAb ‡ーS8.7 $2.4 ‡llS.7 伊.I l○tl.7 46

l○■PJLT 1● 13 I ) 32

表3-178父の在宅時間射鍵簾状義 経 学年)

轟3-176
父の在宅時間別性格及び行勤のプラス面 (嘉学年)

廿AB*丈 Affカ有り A立 ry tt■ttTD モ の A Q tL

13qAA且上 捕 i 19 20 一 37Sl.4 21.3 51.4 51.1 10.8

ll.-lZtIAl 28 19 24 24 7 1388.i 44.2 55.8 55.8 l8.3

l○qq見下 川 ll 川 14 S ‡○53.8 42.3 53.8 53.8 l○.2

･e'J=う虫 貧 血 JE楓 .近現.&奴風SB.嘆息.1シ鵬●-.鼻 便 秘 腎J&肩 .Jf統炎̀ 銀色藩いJe鵡頭身且餌仔等 興青魚し 母 歎

13時職且上 ○ Q 4 7 0 0 ll 18 36
0.0 0.0 ll.i 19.4 0.0 0.0 30.8 44.4

l1.-12噂N) ○ ○ I 3 I I 8 29 40
0.0 0.0 2.ら 7.5 2.ら 2.5 lS_0 72.5

lOq 鵬見下 1 ○ 0 i 0 ○ 3 12 18

表3-179父の在宅噂蘭別鍵簾状態 ･(轟学年)

ぎょう虫 f dl Jt性.近奴.&奴 風劇 .儀A.THr-.集群 便 秘 腎拡粥 .〝JDt群 銀色舶いJE釣が身Jl可l痛等 界雷赦し帝政

l3噂細見上 1 ○ 1 7 ○ 0 S 24 37
2.7 0.0 ～.7 l8.9 0.0 0.0 13.5 6JI.9

ll.-12qAd 1 1 5 ○ ○ 1 8 26 43
2.3 2.3. ll.6 20.9 ･0.0 2.3 l4.0 60.5

l○噌郎見下 ○ 0 4 i 1 1 1 17 26

-&3-1801父の在宅鴫MI別儀簾状糖 .(中学生)

ぎょう虫 失 血 無職 .近奴 .&奴 風か .頓A.7MT-.鼻炎8! 秘 腎鎮痛 .鱒仇Pi JtもAiいJE紡dt身Jl可t仔等 共有赦 し 中 世

13q叩瓜上 ○ ○ e 2 ○ ○ 0 17 270.0 0.0 33_3 7.4 ○.○ ○.○ 0.0 63.0

ll.-12q皿 ○ 0 14 8 ○ 0 4 26 46
○.0 0.0 30.4 l3.0 ○.0 0.0 8.7 58.5

1〇時肘鉄下 0 ○ 8 3 0 0 5 17 32
0.0 0.0 28.I 9.4 0.0 0.0 15.6 53.I
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圏3-71母の鹿専噂珊胡戎凍 ･中学生

義3-181母の在専時仰別佳祐及び行動のマイナス面 (低学年)

tIT沌不安売 由1:1カ丸い 依 存 的 追 行 的 攻学 .節助的 社会性放し 乎佼ネ適応 そ の 他 母 歎

l8叫州以上 0 7 22 8 9 25 10 24 66
0.0 10.6 33.3 )2.1 J3.6 37.9 ー)5.2 38.4

15-17叫M 0 2 4 3 A 7 1 5 15
0.0 13.3 28.7 20.0 28.7 46.7 8.7 33.3

14叫M以下 0 i 5 7 2 3 1 4 14

義3-182母の在宅時間別性格及び行動のマイナス面 (中学生)

付紙不安塞 自S.4力触い 依 存 的 追 行 的 攻撃 .節動的 社会性赦し 字校不適応 そ の 他 付 放

18叫Nl玖上 3 9 i.o 16 14 51 19 うo 148
2.0 8.I 13.ら 10.8 9.5 34.5 12.8 20.3

15-17qM 1 8 1王 9 A 15 8 15 3&
2.8 15.8 28.9 23.7 10,ら 39.5 21.rh 39.5

14叫相鉄下 1 3 5 2 1 4 1 6 1g

義3･183
母の在宅時間別性格及び行助のプラス面 (低学年)

tfJG*文 *t1力中り B 立 的it虫也7rD そ の 他 や 牡

18qAB仏上 小) 22 25 :班 S 6880.6 33.1 37.令 S7.8 7.8

l5-17吋舶 12 8 a 9 0.0 IS30.0 40.0 10.0 64.0

)4q仙Jl下 8 5 7 10 1 川
57.I 35.7 50.0 1I.1 7.I

轟3-184

母の在宅時附則性格及び行動のプラス面 (高学年)

tqJt受菟 由一ー力有g B 丑 的 社会性有り そ の A 巾 汝'

18q和仏上 108 70 plOO 99 lJ 212SO.9 33.○, 17.2 48.7 8.i

15.-l7qAB 17 5 lZ IS ～ 28
85.1 I9.2 48.2 57.7 7.7

l4q肘払下 川 g I3 14 S 21
68.7 37.5 51.2 St.3 20.8

義3-185母の在宅時間別性格及び行動のプラス面 (中学生)

tIJG*ま色ttカ有り 自 立 的 it食tt有●り そ の 他 4 '社

l8qAd仏上 85 77 16.9 .LO2 33 Ill57.I 52.a 88.9 22.3

15-17q仙 20 16 31.2 23 S 3452.6 42.I &○.S 13.～

1一q仙El下 7 6 83L6 8 I 19
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義3-186母の在宅時蘭射鍵簾状態 (低学年)

e'よう虫 貧 血兼捲 .近級 .&扱 風SB.嘆息.TMキー-.鼻爽 便 捗 腎J&窮 .鯵耽炎 Dt也滋い庇胡蝶身ぱBt応等 興耳点 し 世 故

18時ruEL上 0 0 0 9 i 1 13 45 66
0.0 0.0 0.0 13.8 i.ら 1.ら 19.7_ 68.2

15-17q佃 0 0 I 3 0 0 2 9 15
0.0 0.0 6.7 20.0 0.0 0.0 13.3 60.0

l4時Ad玖下 i 0 2 6 0 0 3 ら 14

轟3-187母の在毎時榔別儀点状鵬 (暮学年)

ぎょう虫 貧 血 爪払 .近視.乱奴 艮部.¢JB..TM{-.鼻gl 5! 秘 甘鉱捕 .鱒欣災 瓜も.破いた釣献身腹町t店等 界市丸 し 母 散

lS吋仙抜上 3 1 29 SO 1 10.ら 25 123 212I.4 0.～ 13.7 23.8 0.i ll.8 58.0

lS-17噂Nl 1 ○ 3 5 0 13.8 2 18 263.8 0,0 ll.ら 19.2 0.0 7.7 69.2

14吋ADEL下 0 i 0 2 0 0 9 15 24

轟3-188母の在宅時間別健康状態 (中学生)

ど.よう虫 巽 血 矩P..近攻.乱牧 風邪.6iA.1Mr-.鼻輿 便 秘腎拡病 .ZF状炎 銀色憩い正池諜身放訊柿等 91才点 し や 放

16時nZl凍上 0 1 40 25 0 3 27 71 148
0.0 0.7 27.0 16.9 0.0 2.0 18.2 48.0

15-17時Ad 0 0 a 4 0 0 8 24 38
0.0 0.0 21.i lO.ら 0.0. 0.0 21.1 63.2

14喝的見下 0 0 5 0 0 0 2 13 19

-184-



第 7霊 室 同条 件 と子 どもの発 達

1好 子 とも部屋

I)子 ども都度 の状況朋成義

子 とも都度 の状況 と成績 のかかわ りを学年 区分 別 で とらえてみ よ う｡ どの学年

についても子 とも8B塵が あれ ば成績 が良 くな って い る｡

ます低学年 につ いて r成績長 い｣ に曽 flしてみ る と､ 子 とも部 屋 r有 り｣ の場

合$6.2,6､ ｢無 し｣ の場合25.0%で あ る｡

高学年で杜､ r成繍良 いJで それ 像 と豊 が現れ て いな い ものの､ 子 とも都塵 r

有 りJで35.6%､ r無 1.,｣で27.1%で ある. r成績 慕 いJに曽 目す る と､ 子 とも

都塵r有 りJで27.2%､ r* し｣で40.0% になって い る.

中学生で r成績良 いJに曽 目す る と､ 予 とも都 塵 r有 り｣で87.2%､ r無 しJ

で25.8%､ r成績患 い｣ に着 目す る と r子 とも都 度有 りJで87.8%､ r無 しJで

48.7%であ る.

子 とも群島が用量 され､ 轄 ち着 いて撃菅 に集中 で 専る撫壕が整 って い るか どう

かが手鼻成績 の善 し暮 しに影響 して い る.

2)子 とも部屋 の状況 別欠席 日放

いずれの学年 区分 について も､ 子 とも都 鳥 があ る糧食 の方が欠席 日数が少 な く

なっている.

低学年 についてみ ると､ 子 とも8B丘 r有 りJで‡.67日､ r無 し｣ で4.64日､ 高

学年 について姓､ 子 とも林産 r有 DJで8.之2日､ r徽 t,Jで4.068､ 中手 生 につ

いて姓､ 子 とも林産 r有 りJ で2.77日､ r無 しJで7.168 であ る｡

8)子 とも都度 0状況 刈性格及 び倍散 の マイナ ス両

手 とも称鼠 の状況 が牲繊及 び帝勤 の マイナ ス両 虹蝋鴨 捉影響 してい ると思われ

るのは､ 低学年 の r依存 的J性格で あ る. 子 とも串塵が あれば､ 29.8兆で あ るが､

無 げかば89.6%にな って いる｡

蒙だ 自己 の韓立 が充分 k希 われて いない低 学年 の段階 で一人 の重 刷を与 えられ

ると峯独膿 が生 まれ る. それ が子 とも都塵 が ある場合 に低 学年 の r依存 的,lな性

格 とな って現れ るのであ る.

4)子 とも林産 の状 況朋tt繊及 び行鋤 の ブラス面

子 とも群島 の状況 が大 きな影義や及 ぼ して いる性 格及 び行勤 の ブ ラス両 は少な

い●

低学年の r社会性有 りJkつ いて切離な蓋 で姓ないがチ ビも都息 が あれ ば68.8

%､ 無 げれ ば66.8% と､ 子 とも部屋 が あ る ことが r社会性有 り｣ と蘭遵 してい る.

この横 内姓､ マイナス両 と矛 盾 す るよ うな措兼 とな って い るが､ 子 どもに も嫌 々

な タイ プが あ る. 子 ともの発達 段階 も個-̂ に よりて様々 で あ る｡ 前述 の よ うに子

とも群屋が 自立 を強 いる生餌 になる場合 もあ るが､ 滋 に 自立で きて い る子 ともに

とゥでは､ 自己を韓立 させ るの に篇 した空 恥 にな る. 子 ども都鳥 を自分の プライ

ベー トな空 榊 として位雷づ げ､ それ以外 の隻 脚で は他人 との交兎 を積極 的 に行 う

とい うことになる｡ その特集.が､ r社会性 有 りJ とい う性 格及 び行動 として現 れ

るのである｡
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5)子 とも都度 の状 況別鐘農状 鱒

低学年で疾病 による善 は捉 め られ ないが､ r異常無 しJを見 ると子 とも部屋が

ある と64.8%､ 無 い と64.6% となっている｡ 低学年 の児童 に対 して蛙､ 子 ども都

度が無 い方 が常 に萩 に とって子 ともの状林が見 えやす く､ 子 どもの鍵廉管理がや

りやすいことを示 している｡

中学生で杜､ 明叫 で蛙ないが疾病 によ りで善が館 められ る｡ r離せ ･近視 ･乱

視｣が子 とも部屋 ｢有 り｣で姓23.6%､ r無 し｣ で杜81.8%に なっている｡ ｢顔

色番 い ･肥網 ●痩身 ●厳粛 ●類欝等 Jについては､ 子 とも都度 r有 りJで18.9%､

子 とも88度 r無 し｣で27.8% で̀ある｡ r異常* LJにつ いては､ r有Jりで58.7

%､ r無 しJで48.之%であ る. 中学生 で蛙､ 低学年 とは浬 に子 とも都塵が あ るこ

とが健康状態 に良 い影響 を与 えてい る｡

2打 鍵載れ

I)舶載机の状 況朋戚徽

地裁机の成績 に与 える影響 姓､ r成績良 いJに曽 目すれば どの学年 区分で も同

じように ｢あ る｣方が良 くな ってい る｡

低学年では､ 勅裁 机が有れば83.896､ 焦 げれば20.0%である｡ 高学年では､ 有

れば85.2%､ 無 けわは 7.1%である｡ 中学生 では､ 有れば86.1%､ 無 ければ 0%

であ る｡

r成績寒 いJに曽 目すれば､ 低学年 では､ 有れば84.1%､ 無 げれぼ70.0%であ

る｡ 高学年 で姓､ 有れば27.3%､ 焦 げれば78.6%で ある. 中華生で縫､ 有れば10

.696､ 無 げれ ば14.8%である. 中学生 だ けが勉強机 があ る方が r成績 が轟いJ と

言 う員 にとれ るが､ 母微 が 7と少な く r威儀良い.Jが無 い｡ やは り勉強机 の有無

が宇美成績 k影響 してい るととらえ るのが妥 当で あ ると考 えられ る｡

触執れ蛙､ 学習行為の基盤 である｡ 触強机 があ るか ら学業成績が向上す る とい

うことに姓な らないが､ 無 げれば学 習 に対 す る義欲 その ものが そがれて し*う.

地故机 は､ 学 習霊歌 に対す る最低限 の条件 といえよ う｡

2)幼虫机の状況別性格及 び行動 のマイナス両

低学年で勉強机 の状況がtt格及び行勘の マイナ ス材に影響 してい るの姓 r社会

性無 t,J及 び r学校不篇応.Jである｡ r社会性無 しJ縫､ 勉強8tが有れば82.5%､

無 げわは60.0%で ある｡ r学校不適応｣は､ 有れ ば 7.8絡､ 無 げわば80.0%であ

る｡

高学年で､ 勉強81の状祝が性格及 び行飴の マイナス両 に影雷 を与 えてい るのは､

r依存的J r過行的J r社会性 無 しJ r学校不遇応Jであ る｡ r依存的｣は勉強

机が有れば17.3%､ 無げれば50.0% であーる｡ r過行 的J蛙､ 鋤畿机が有れば 8.8

%､ 無 げかぼ25.0% であ る｡ r社会性 無 しJ姓､ 有 れば26.5%､ 無 げればSO.0%

である｡ r学校不適応.Jは､ 有れば 6.9%､ 無 ければ25.89'である.

中学生で､ 勉強机 の状況が性格及 び行勤 の マイナ ス両 に影響 を与 えているのは､

r依存的J及 び r学校不蓑応｣ であ る. r依存的Jは勉敏机が あれば16.2%､ な

ければ28.6% であ る● r学校不篇広 Jは勉強机があれば 14.2%､ なければ 0%で
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ある｡

中学生の ｢学校不適応｣を除 けば､ いずれ も勉強机が無 いこ とが マイナス両 の

性格及 び行動力を助長 している｡ しか しなが ら､ 中学生 については､ 母数 が少 な

いため傾向を縞輸す ることは不意当である｡ 地裁 机 が無 い とい う状解 放､ 子 とも

に とつての他 の居住状鱒 も貧寒であ ることを想起 させ る. その措集 として勉強机

が無 い こととマイナス面 の性格及び行動が関連性 を もりで現れ て乗 ると考 えられ

る｡

専らに､ 子 どもの生活 k とつて学校生活 蛙､ 非常 に大 きなウエイ トを占め る｡

その中でも学習が一番大 きな鷺味を持 つ｡ 学習の場 が職鍵 され ない ことによる苛

立ちが､ 子 どもの性格及 び行勤 のマイナス両 に現 れてい るので ある｡

8)勉強机の状況朋性格及 び行軸̀ のブ ラス両

低学年で軸強机 の状況が性格及び行動の ブラス両 に形響 を与 えてい るのは､ r
情緒安定J及 び ｢自立的Jである｡ ｢情緒安定｣は､ 勉強机が あれば60.4%､ 焦

げれば70.0%である｡ r自立 的Jは､ 勉強机 があれば40.3%､ 無 けわは60.096で

ある｡ いずれ も触強机が無い方 にブ ラス両 が出やす くな ってい る｡

高学年で勉強机 の状説が性格及び行動の ブ ラス両 に影響 を与 えてい るのは､ r

情緒安定J r自立 的｣ r社会性有 り｣であ る｡ r償緒安定J蛙､ 地裁机が あれば

47.416､ 無 げれば81.8%であ る｡ r自立的｣は勉強机が あれば43.1%､ 無 抄れば

18.8%であ る｡ r社会性有 りJ姓､ 勉強机 があれば42.8%､ 無 げれば 18.8%であ

る｡ いずれ も勉強机があ る方が､ プラス両が出やす くな ゥてい る.

中学生で鍵強机 の状現 が性格及び行勤の ブラス爾 k影讐 鎗与 えてい るの披､ r
惰緒安定J r社会性有 りJであ る. r情緒安定Jは､ 触強机が あれば68.1%､ 無

げれば28.8%である｡ r社会性有 りJ 姓､ 撫養机 があればeS.2%､ 轟 ければ12.9
%である. 中学生 についても有学年 同棲､ 勉強机 があるこ とが ブラス両に鋤いて

いる●

低学年のみについて鑓我利 が無い方 に性格及び行動の ブ ラス両が出易 くな って

いるが､ 学 習 内容 の難易 と関わ ってい る闘鐘 であ る. 低学年 までは､ 学習 内容が

それ 姓 とむずか し くない. 学習の習慣 をつ けることが ます低学年での隷艇 となる｡

それ まで､ 手管を して こなか った子 ともに とつて た とえわずか な時何でも勉強 を

す るということは､ 精神的なス トレスになる｡ モ¢ と書僧 に轟 がいれば安心 して

慣れない手管に封 しても取 り組 む ことになる. そのためた練､ わざわ ざ雛畿机 や

与 え我がい る場所 とは別の場所 で学習す る必豪はないのである｡ む しろ勉強机 が

無い方が親 と共 に学習す る機会が増 えるのである｡ こう した状況が低学年 で勉強

8tが無 い方 に性格及 び行助の プラス両が現 れ易い とい う傾 向を示す のであ る.

4)地裁軌の状税別健康状藤

娘故机の状況 その ものが畿康状瀞 に影響を及ぼ す こと姓な く､ 鱒畿机の有無の

背景 となる住環境 や掻済的な条件が8B席状他 に影響 を与 えてい るのである｡

8仲 住靖境

1)住環境の状況朋成績
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低学年で r成績良 いJ に曽 日すると､ 住環境が r良いJでは37.2%､ r良 くな

いJで蛙23.5%であ る｡ r成績患い.Jに着 目する と､ r良いJでは‡8.6%､ r良
くない｣で姓48.1%であ る｡

高学年で r成績良 いJに曽 Elすると､ 住璃壇が r良い｣で姓88.之%､ r良 くな

い｣で姓24.0%であ る｡ r成績悪いJに曽 目すると､ r良 い｣ で姓21.796､ r良
くない｣では46.2%であ る｡

ここでは住 帝境 を 日照や速見 のことと捕 らえてい る｡ 住環境 が よければ､ すが

すが しい気分 で毎 日を遇 こす ことがで きる｡ 少な くともその碁盤が用鷺 されてい

ることG:な る● よい気分 で毎 日を過 ごす こと蛙､ 精神面 で落ち曽 さが生 まれて乗

る｡ その結果 が学養成義 の向上 につなが る. そして住環境 の良 い ことが､ 小学生

の学業成績 に よい影響与 えているよ うにみ えるのである｡

2)住環境の状況別欠好 日赦

住環境の状況が r良いJ場合 は､ r良 くないJ場合に比べて欠席 日放が少 な く

な って いる｡

低学年では､ 良 い と8.828､ 良 くない と4.02日である｡ 高学年では､ 良 い と3.

34日､ 良 くない とS.4‡日であ る｡ 中学生では､ 良 い と2.94日､ 良 くないと3.27El

であ る｡

欠席 日放 に も成増糠の善 し慈 しが影響を及 ぼ している｡ 住環境の良 きが､ 気分

良 く一 日を過 ごさせ るとい う効果を持 っている｡ その ことが､ 欠席 を少な くさせ

てい る と考 え られ る●

8)住環境の状況加佐繊及 び行動 のマイナス両

r自制力無 しJ及 び r攻瞥 ･衝動的｣について､ 低学年 で違 いが現れてい る｡

いずれ も住環境が良好な場合 の方が高 くな ってい る. r自制力無 し｣ については､

住環境が良好 であれば18.8%､ 良 くなければ 8.9%であ る. r攻撃 ･衝動 的Jに

ついて蛙､ 良好であれば28.0%､ 良 くなければ 7.8%であ る｡

r社会性無 しJについては､ 低学年 で住環境が良 いと80.1%､ 良 くなければ41

.2%で ある. 高学年 では住環境 が良好 であれ ば28.9%､ 良 くな ければ35.5%であ

る｡ r社会性 無 しJ についてこは､ 住環場が良 くない と多 く現れ てい る｡

4)佐賀場の状 税別性格及 び行勤 のプ ラス両

耳学年の r自立的Jについて養いが見 られ る｡ 住環境 が良好 であれば46.5%､

良 くなければ82.6% と､ 住環境 が長 ければr自立的Jkな る制 令が多 くな りでい

る｡

中学生の r債緒安定｣ につ いては､ 住環境 が良好 であればS9.6%､ 良 くなけれ

ば47.6%であ る｡ 住環境が長 ければ情緒が安定 しやすい ことを示 している｡

住環 境の子 どもに対す る影響 捻､ rすがすが しい先分J r晴れ晴れ とした先分.J

な ど精神面での安定 にある. その椿集が中学生の r憤緒安定Jに現れてい るので

ある｡ 他の両 についての住環境 の大 きなかかわ り食 い蛙､ 税明で 舎ない｡

5)住環境の状 税別健康状藤

特 に額曹 な違 いが現れ なか った｡
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4好 擬音

1)騒音別成績

騒音 が成績 に与 える影響 は､ それ 旺 ど明確 ではない. しか し､ 低学年で少 し現

れている｡ r成績悪 いJに着 目すれば､ 騒音 が有 ると39.6%､ 無 い と80.9% とな

っている｡ 軽菅 によって子 どもの集中力が乱 され､ 落 ち曽 いて学習 で きない｡ そ

の揺果､ 擬音が有 ると成績が低下す るとい う慕い影響が現れてい る｡

2)餐音別欠席 El赦

騒音 があ るとわずかであるが欠席 日散が増 えることが どの学年区分 でも示 きれ

てい る.

低学年について蛙､ 有 ると3.98日､ 無 い と8.67日であ る. 高学年 については､

有 ると8.51日､ 無 い とS.17日である｡ 中学生 について姓､ 有 る と8.51日､ 無 い と

8.37日である｡

8)騒音別性格及び行動の マイナ ス両

帝 に鞍等 な違 いがみられない｡

4)騒音別性格及び行動の プラス両

高学年の ｢柵持安定J について違 いがみ られる｡

騒音 が有れば48.1%､ 焦 げれば55.8%で あ り､ 騒音が情緒の安定 に影響 を与 え

てい ることが示 きれ てい る｡

中学生について姓r社会性Jに遵 いがみ られる.

騒音が有れば r社会性有 りJが69.8%､ 無 ければS8.0% とな り､ 尊音が有 る方

が社会性が布 くな ってい る｡ .

騒音姓､ 子 どもの樽神 の安定 に阿与す る. 騒音 が有れば､ 常 紅い らいらとした

精神状態になる. 遭 柾騒音がな ければ､ 精神状鱒 をか 書乱 され る事 が少ないため

に落 ち曽 き高学年 に示 され るように r情緒安定｣の呆れ る羽合 が多 くなる｡

5)騒音別鍵康境港

特 に嘱警 な濃いな し.

5仲 一人当 り喜赦

1)-人当た り喜散剤成績

高学年で r成績良 い｣ に讐 目 してみ る. 一人当 り 8.6老来綱 で姓Ie.7%､ 0.6-

1.0宝/人､ 26.0%､ 1.0-I.5重 /人は88.2%､ 1.5-之.0毛/人で48.1%､ 2.0宅

以上では80.0% と広 くなるに したがりてr成鎖良 いJの羽合が高 くな ってい る｡

一人当 りの室数が多い とい うことは､ 予 ともに とりで 自分だ けで落 ち着 ける空

間 と家族 と一緒 になれ る空間の両方が*保 されていることを示す｡ 従 って､ 自分

だけで帯も着 ける空 間が韓保 で きること-kよ って学習 に精神を集中す るこ とがで

きる. その ことに よって竜政が多い子 ども鉄 ど草 葉成績 が よ くな る という現象 を

示 しているのであ る.

2)一人 当た り書取別欠席 日散

高学年をみ ると0.5竃未満で7,S58､ 0.a-1.0竃 でS.86日､ 1.0-1.5竃で2.99日､

1.5-之.0重 で2.90El､ 2.0室以上 で1.07日と､ 宝散 の増加 に ともない欠席 日軌が減
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少 している｡

室数 が増加 す る ということは､ 自分一人 で休め る場所 が稚保 し長 い とい うこと

である｡ つ ま り､ 逆 の見方 をすれば､ 掃気 になゥた とき紅毛散 が少 なければ一人

でゆ っ くり休 む場所が無 いので ある｡ その線束､ なかなか肩先 が固旗せず欠席 日

放が増加す る こと虹なるのであ る｡

3)一人当た り怠散剤性格及び行勤のマイナス両

低学年で影響がみ られ るの牲 r退行 的｣である｡ 喜政 が多 くなるに したが って

一人 当 り 0.5去来網 の12.5%か ら2号以上 の41.7% まで増加 してい る｡

低学年で竜散が増加す るに したが って r過行的｣な性格 及び行動 が現れ易 くな

るのは､ *だ 自立 がで きていないか らである｡ 自立す るまでの同姓､ 親に依存す

るが､ 室数 が多 い と観 と一緒 になれ る積金が少な くな る｡ 親に依存 した り甘 えた

りしたい とい う美東 があ るにも帆わ らずで きない｡ その括乗､~専政 の行動 に r過

行的J海面 が現れ るのであ る｡

高学年で影響が み られ るの姓r過行 的Jで ある｡ 庶事年 と姓逆 に､ 富散 が多 く

なるに したが い一人 当 り 0.5重来粥 の21.4%か らl.6-2.0毛の 6.9% まで減少 し

てい る｡

高学年にな ると自立す る子 どもが多 くな る｡ 自我 に目覚 めて乗 る｡ その椿果､

自分 の空間が必東 になって乗 る｡ いつ まで も家族 の椎か と空間 を共有 してい ると

せ っか く自我 が*立 して きて もその芽 を績 んで しまうことにな る｡ その括束 とし

て､ 高学年 で r過行的｣ な性格 や行勤が一人 当 りの竜数が減少す るに従 って現れ

て来 る とい うことになる｡

中学生で影響がみ られ るのは r自制力無 しJ r依存 的J r攻撃 ･衝勤的.Jであ

る｡ それぞれ 0.6主菜網ではみ られないが､ 盲歓 が多 くな るに したがい多 くな っ

てい る｡ r自制力無 しJで姓2重以上 で17.6%､ r依存 的Jでは1.8-2.0重で82
.4%､ r攻撃 ●衝動 的.Jでは1.0-1.5重で12.9% となっている｡

中学生で喜散の増加に従 いマイナ ス両の性格及び行鋤 が多 く競れ るようになる

の蛙､ 都島散 だけの問粛 ではな くそれ までの養育遇程の研摩が多 く含 まれ るよ う

に考 えられ る｡

4)一人 当た り竜散剤性格 及び行勤の ブラス両

高学年の r情緒安定J r自立 的J r社会性青OJで影響がみ られ る｡ 篭歓の増

加 に したが って多 くなっている｡ 最 も多い胡 合性､ r簡緒安定 Jでは一人 当 り2
重以上 で60.8%､ r自立 的.Jで姓2重以上で66.7%､ r社会性有 りJで姓1.5-2
.0毛 で64.7% とな ってい る●

高学年では､ 自我 を義立す る時期 とよな り自己の堂内が磯保 で きれば､ 気分が

落 ち着 き､ 自立す ることもで き､ その括果社会性 も呆れ て乗 るので あ ち.

中学生の r社会性有 りJでは､ 一人 当 り 0.6重 来網でSO.OIi､ 哀 歓の増加 にと

もない多 くな り､ 2喜以上で70.6%の有事 となる.

S)-人 当た り蜜赦別儀麟状態

高学年の r難聴 ･悲境 ･乱視｣で影響が 出てい る｡ 去政 の増加に したが って増

加 してお り､ 2室以上では20.0% とな ってい る｡
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中学生の r風邪 ･噸息 ･アレルギー ･鼻炎 ｣で影響 が出てい る｡ 室数の増加に

したが って減少 している｡ 一人 当 り0.5重来講で は25.0%で､ 2重以上 で姓0%で

ある｡ r島部 ･噂息 ･アレルギ ー ･鼻炎｣ な どの疾患は､ 室内空気 の清浄性 に鼻

息状#が左右 され る｡ 一人当 りの圭轍が減少すれば書 当 りの負荷が増 えるわ けで

あ り､ それだ け室 内空気 の清浄性が保 てな くなる｡ その椿果､ r風邪 ･噂息 ●ア

レルギー ･鼻炎｣ な どの疾患の揮患状態が室数の減少に従 い高 まっているのであ

る｡
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固3こ72~チビも静養の我1沌朋戎線.･低学年

~固3-73子ども部長の状況射成績 ･高学年

図3-74号 ども都島の状況Bg成績 S･中学生

衷3-189チ ビも都塵の状況別欠.R日赦(日)
L低学年 l蔦学年 中学生 合計

あり 3.57 3.22 2.77 3.18
なし 4.64 4.05 7.85 4.一門

周3/75子ども部産の状況別欠席日数

義3-190子ども都鳥の状況別性格及び行勤のマイナス面 (低学年)

絹柑不安定 自制力寒い 依 有 的 iE ほ 的 故it.ai弘的 u食性無し 事故不通に: そ の 他 呼 敢

子供郎尾有 2 ll 34 25 l9 38 9 34 116
l.7 9.5 29.3 2).6 16.4 32.‡ 7.8 29.3

子供鮮度.e 0 6 19 l4 日 17 6 lS 48
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義3-191子ども部長の状況別性格及び行動のプラス面 (低学年)

付抽安定 自制力有ーヽ 自 立 的 社会性有り そ の 他 母 敦

子供知慮有 69 43 48 76 9 116
59.5 37.I 39.7 85.5● 7,S

子映部屋無 31 19 22 T7 2 48

義3-192子ども都農の状況別健康状態 (低学年)∫

ぎょう虫 !t b 耗IT..近攻.乱視 風邪 .qA-7M{-.鼻炎 便 秘 腎i式蛸 .Jn欣炎 瓜色泌い庇幼政身戊97t仔等 非常無 し 母 軟

子供部品有 I 0 13 24 0 1 24 63 116
0.9 0.0 ll.2 20.7 0.0 0.9 20.7 54.3

子供か鳥丸 2 0 3 7 1 0 8 31 48
4.2 0.0 6.3 14.6 2.I 0.0 一16.7 64.6

義3-193チビも都農の状況別健康状態 (中学生)

ぎよう虫 貧 血 難牡 .近奴 .乱祝 風邪 .屯息.アレ粥~-.鼻炎 便 秘 腎拡誠 .汐脱衣 Bt也惑い疋珊戒身戊頭痛等 共有如 し 母 歎

子供部長有 0 1 61 34 0 3 49 139 259
0.0 0.4 23.6 13.1 0.0 I.2 18.9 53.7

千仏かJL加 0 0 14 10 0 ○ 12 19 小
0.0 0.0 31.8 22.7 0.0 ○.0 27.3 43.2

額3-76-勉強机の状教則成績 ･低学年i

図3-77勉強机の状況別成境 ･高学年
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図3-78勉強机の状況別成績 :_中学生

義31194勉強机の有無別性格及び行動のマイナス面 (低学年)

捕縄不算定 自制力.%い 依 存 的 iA 行 的 攻LE.aiむ的 it食性.tL 事故不適応 そ の 他 母 斑

勉態肌有 り 2 16 49 37 29 50 12 46 154
I.3 )0.4 3I.8 24.0 j8.8 32.5 7.8 29.9

他姓Ut無 し 0 】. 4 2 I 5 3 3 10

義3-195勉強机の有無別性格及び行動の盲イナス面 (高学年)

惰指不安定 自制力.蛙い 俵 等 退 行 的 攻JF.8i軸的 社会性無し 字投不適応 そ の 他 母 た

勉強机有 り 2 28 73 37 35 112 29 52 122
0.5 6.6 17.3 8.I 8.3 26.～ 6.9 】2.3

勉戦机.BL I I 8 4 2 8 4 7 16

義3-196勉強机の有無別性格及び行動のマイナス面 (中学生)

情緒不安定 自AIl力寒い 依 存 的 並行qy 故it.ai動的 社会性.tL 学校不適応 そ の 他 母 敢

勉強机有 り 8 20 48 43 3J 94 42 66 296
2.7 6.8 l6.2 l1.5 JO.5 31.8 I4.2 22.3

私穀机.tL 0 1 2 I J 2 ○ 2 7

轟3-1971 義3-188i
勉強机の有無別性格及び行勤のプラス面 (低学年) 勉強机の有無射性格及び行助のプラス面 (蔦学年)

稚拙女真 一事ーカ祈り B立 他 ttAtt有り モ の & Q tt

ALaCL有り 一つ 54 82 那 Il IS4
8○.I 37.7 40.3 82.3 一.I

JL暮れ九し 7 4 8 7 ○ 一〇
一〇.○ 一〇.○ 一〇.○ 一〇.○ ○.○

tqN;繁文 Bーlカ7rウ *立 付 tと*117Tウ モ の ■ e Jl

A-生れ7rり ‡○○ Ilo l82 l引 32 422
47.1 28.I 43.I 12.9 7.8

JAtれAL i i 3 3 1 16

義3-199勉強机の有無別性格及び行動のプラス面 (中学生)

廿AB*先AfIカ事一g 一文 吟牡■tt有り そ のAQtt

ALI8L有り 168 130 ･Ile J93 S7 278
SB.I 13.9 tO.2 65.2 一〇.ユ

*暮れ.kL 2 3 3 3 ○ 7
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固3-79-億苛境の軸 部成績'･i低学年

画3-80住環境の状況射成績J.高学年

ー_I_--ヽ■一′_II･I.tlEJttl【一三T--･･一一一一~■-I
.I----..I.,-●-.一一..-1I--I-..--一1-I

- 低学年

･高学年

･-日中学生

-一一合書十

義3-200住環境の状況別欠席E]赦 (8)

ー倣学年 暮学年 ヰ学生 eff

よい 3.82 3.34 2.94 3.35

一同3--il二住環境の状況別次席日軌 _

義3-201住環境の状況別性格及び行勤のマイナス面 (低学年)

付は不安定 自制力.%い 依 存 的 iB行 的 改Je.那む的 社会性.%し 学校不適応 そ の 他 母 赦

良 好 1 ーS 35 29 26 34 9 29 ll3
0.9 ー3.3 31.0 25.7 23.0 30.1 8.0 25.7

不 良 I 2 I8 lO 4 21 6 20 Sl

義3-202位覆攻の状況別性格及び行勤のマイナス面 (蔦学年)

絹托不安定 自制力.iい 依 有 的 iB 行 的 攻iZ.ai勤的 tt会任.tfL 辛投不適応 そ の 他 母 敢

良 好 J I6 48 22 27 7J I8 34 2970.i 5.4 16.2 7.4 9.I 23.9 6.1 ll.4

不 良 2 ー3 33 暮9 IO 49 15 25 138
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義3-203
住環境の状況別性格及び行動のプラス面 (蔦学年)

廿JB*主 BtIカ有り A玉 均 tt虫tt甘り モ dP■4B

A 17 I-6 94 138 lZI 7○ 29749.2 ユt.& 48.i 13.I ●.†
不 A 57 }l 一S S4 13 l34ll.3 22.i 32.8 39,I 9.4

53-204

住環境の状況射性格及び行動のプラス面 (中学生)

廿AB*壬 白書Iカ7rウ B立 的 吐■t27rD そ の 他 4汝

A ガ 130 103 ○2 l43 lZ 218S9.6 47.2 一!.I 85.8 19.3

S A 39 3l 28 SI 18 8247.6 37.8 34.1 -2.2 l9.5

匪3-82瞳昔の概 則嫌 三低学年

｢国3･83二義昔の状況別欠滞 日教

義3-206

- 低学年

高学年

---中学生

-- 合言十

義3･205騒音の状串朗年滞日欺 く日)

低学年 高学年 中学生 合計

ある 3.98 3.5J 3.51 3.63
ない 3.67 3.17 3.37 3.32

義3-207
騒音の概 則性格及び行勤のプラス面 (蔦学年)_ 臓音の状況別性格及び行勤のプラス面 (中学生)

tnL*Zt Aflカ暮D A玉 均 牡■tL事9 そ のA48

T り ill 7S II8 lZB 23 Ill13.1 28.ー 41.3 ll.I I.2■し 別 54 仙 St l‡ lil一5.3 32.8 14.7 31.2 7.○

fIAL* AれカTI A立 均 ttAttTD モ の■8Jl

7 9 l○‡ 84 IZ 133 29 l○l53.A 14.○ 42.I 一〇.○ lS.7★し 一打 SI 一〇 eS 29 Ill

義3て208,ノー人当り虫教則性格及び行勤のマイナス面 (暮学年)

情は不安定 官制力.tい 依 有 的 退 行-的 政班 .出′む的 社会性.隻し 事t2不適応 そ の 他 母 F*

0.5重夫絹 0 I 3 3 I 3 I 3 14
0.0 7.I 2).4 2I.4 7.I 2).4 7.1 2J.4

0.5.-)壬 1 10 43 JB li 52 l8 25 163
0.6 6.I 26.4 lI.0 8.6 3J.9 Il.0 ー5.3

I.-1.5京 ¢ 12 24 L6 19 54 )2 22 l73
0.0 6.､9 13.9 9.2 H.0 31.2 6.9 J2.7

I,5.-2.0喜 ○ 3 7 2､ 2 IO ..2 5 3Jl
0.0 8.8 20.6 5.9 5.9 29.JI 5.9 Iq.7

2壬 以 上 0 I 2 I I 0 0 5 ]5
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義3-209一人当り童放射性格及び行動のマイナス面 (中学生)

仲油不安走 自f1力無い 依 存 的 追 行 的 攻撃 .衝動的 社会性無し 学校不老応 そ の 他 感 歎

0.5套未納 1 0 0 -1 0 2 1 2 8
12.5 0.0 0.0 12.ら 0.0 25.0 12.5 25.0

0.5-1土 3 5 14 8 5 30 13 22 98
3.I 5.2 14.8 8.3 5.2 31.3 13.5 22.g

1⊥1.5去 4 9 22 19 19 45 19 32 147
2.7 .6.1 15.0 12.g 12.9 30.6 12.9 21.8

1.5-2.0& 0 4 ll 10 4 10 5 8 34
0.0 ll.8 32.4 29.4 ll.8 29.4 14.7 23.5

2套 瓜 上 0 3 3 5 2 6 2 4 17
0.0 17.8 17.8 29.4 ll.8 35.3 ll.ち 23.5

義3-210 義3-211
ナ人当り圭放射性格及び揺動のプラス面 (蔦学年) 一人当り皇欺別性格及び行勤のプラス面 (中学生)

fI祐*丈AtIカ7rウ A玉 均 社食也7FD _ Jt の k 4 8

○.S**'A 一 I i 8 I II
4一.9 21.I rュs.ー 42.9 7.1

0.S-1* 一〇 41 8一 7○ 1Ⅰ l63
19.1 25.2 3J.○ 12.9 8.7

i-I.5* 82 ■○ tJ' 77 ll ITS
S3.2 }一.ー S○.9 44.5 8.I

I.5-2.0* lS I8 19 22 4 34
S2.○ 47.I SS.I 84.7 ll.8

2暮JL上 9 I 1○ 9 3 IS
80.○ 28.7 64.7 書○.○ 20.○

義3-212-人当り童欺別鍵簾状鰻.(轟学年)小

trAB*丈 B判力7FD 一五 的社会tE有り そ の 他 4
O.St*叫 i82.i SO t ○○.○ ISO.0 1I2.5 I

○.i-1土 5452.I 47.B 44.3 6688.8 ltl8.8 96

1.-I.5* 82SS.8 I.2.3 59一0.I BSB4.8 3020.一 川7

I.S-2.0* 23 18 l4 20 8 34
87.8 5!.9 41.2 S8. 23.5

ぎよう虫 貧 血 難tI'近状 .嵐机 皮節 ー嘆息イMl--._轟辞 便 秘 甘抜病 .Jy脱衣 銀色瀬いた池痩身成gt店等 興常無 し 母 数

0.5主索幼 ○ ○ 0 5 ○ 0 0 10 14
0_○ 8.0 0.0 35.1 0.0 0.0 0.0 71.4

0.5-1壷 0 1 19 32 0 2 24 97 163
0.0 0.a ll̀7 l9.6 0,0 I.2 14.7 59.ら

i-1.S去 5 1 24 26 1 0 25 107 173
2.9 0.6 13.9 15.0 0.6 0.0 ll.5 61.8

I.5-2.0g 0 0 ･5 8 ¢ 0 6 17 34
0.0 0.0 14.7 23.5 0.0 0.0 17.6 50.0

之生 見 上 0 0 3 5 ○ 0 2 7 15
0.0 ○.0 20.0 33.3 0.0 0.0 13.3 46.7

轟3-213′一人当り生教則纏簾状鴬 :(中学生)

ぎょう虫 炎 血 Jt払 .近攻 .乱視 風邪 .頓A.7Hr-.鼻炎 便 秘 腎拡崩 .鱈脱炎 瓜色.Wいた判税身戊頭痛等 弗市漉し 母 数

0.5主索沸 0 ○ 0 2 O. 1 2 4 8
0.0 0.8 .0.0 25.0 0.0 12.5 25.0 50.0

0,ら-1虫 10 I 24 lS 0 0 14 55 96
0.0 I.0 25.0 18.8 0.0 0.0 14.6 57.3

0.0 0.0 23.8 lユ.6 0.0 1.4 18.4 54.4

1.5-2.0塞 0 0 13 8 0 0 12 9 34
0.0 0.0 38.2 17.6 0.0 ･9.0 35.3 26.5

2重 瓜 上 0 0 4 0 0 0 5 8 17
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第 8章 生活状況 と住居 との郎わ り

これ までに生活 の状況 が子供 の発達 に大 きな蘭わ りがあ るこ とを示 して きた｡

それで姓､ ここで その生括状況 と生活 の基盤 とな りでい る住居 の関わ りをみ るこ

とに しよう｡

個 々の網 わ りをみ る前 に､ 居住条件 を ま とめて据横化 して とらえているので､

それ を示 してお こう｡ 便所､ 風 呂､ 食所､ 洗面所 を まとめて居住役儀 とした｡ い

ずれ について も､ 専用役伸が あれば r完膚 J､ 一つでも欠 けていれば r不備J と

した●

l押 切の排便 と住居 との関わ り 一･ノ58

朝 の排便 との輔 わ りの弟1は､ 居住投J4 である｡/ _/小学校低学年で居住役儀 が完

備 している場合､ r毎朝す るJが40.3%､ そ うやなければ25.0%である｡ 当銭の

こととして､ 便所 が家族人数 に対 して賓当でなか った り､ 共同便所であれば､ 推

かが使 って いて使 えない､ 共 同便所 まで行 くのがお っ くうとい うことにな り､ 毎

朝す ることが困鞍 になる｡

弟2に､ 住環境 との関わ りで ある｡ 中学生 で住環境が良 い場合､ ｢毎朝す る｣

が19.2%､ モ うでなければ 9.9%であ る｡ 日照や通風が良 い住環境 での生活 姓､

健全 な体を育む ことを想像 させ る｡

第 8に､ 建 て方 との粥わ りである｡ 小学校低学年 でマ ンシeンに住 んでい る場

合､ r毎朝す るJ姓44.1%､ 声建てで37.8%､ アパー ト･文化 では27.6%となっ

てい る｡ 建 て方 姓､ 役儀 や住頚 境を良 く反映 してい る｡ 戸建てやマンシ■ンは居

住役儀 や徒爾場が整 い､ アパー トで姓便所 が共同で ありた り､ 住環境 も劣慕 な鴇

色が多 い｡ そ うした建て方 との関わ りが ここに現れ てい る｡

寿4に､ 遊 び場 の状祝 との閑わ りである｡ 小学校低学年 で並 び場がない地域に

住んでいる場合､ r毎棚す る｣は27.6%､ r自由紅蓮働で きないJが41.6%､ r

自由 に連動 で きる｣が41.9%と多 くな ってい る. 小学校低学年 の場合､ 激 しい連

動や スポー ツでな くても､ 近 くに並ぶ場所 が あれば篇当な連動 が行 え､ 内臓器官

の働 きも良 くなる とい うことが考 え られ る｡

第 5に､ 居住地 の穫穀 との関わ りである｡ 小学校低学年で工住混合地域 に住ん

でい る場合､ 排便 を r毎朝す る｣姓42.4%､ 住宅地城で36.9%､ 商住混合地域で

23.8%であ る｡ 居住地の種類 は､ 建物 や周辺 の環境 を投合 した ものであ り､ これ

まで述 べた居住投億 や周辺頚境 などと排便 との粥わ りの捻合 された形が現れてい

ると考 えられ る｡

2肝 洗点 と住 居 との関わ り

ます第 1に､ 居住役儀 との関わ りで ある. 居住役儀が尭傭 していれば､ r毎朝

みが く｣割 合 は74.5%､ そ うでなければ56.8%であ る｡ 専用の洗面所がなければ､

朝食の準備 な どのために流 しが使われて しま うと､ 事実上洗叔 す る場所がな くな

って しまう｡ その括束が居住投価 と洗掘の習慣性 との間の関係 に現れてい るので

あ る｡
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第 2に､ 住 環境 との関 わ りで あ る｡ 小学校 低学 年 で住 環境 が良 い場 合､ r毎朝

みが く｣糾 合 は82.9%､ そ うで ない場 合 は64.7%で あ る｡ 日照 や遺 風 が良 い住環

境 での健全 な生活 を想像 させ る｡ また､ 住 環 壌 の良 い住 宅 は居住役 儀 も整 ってい

るこ とが多 い｡ 住 環 境 に よ って洗顔 が左右 され るの は そ うした こ との反映 で あ る

と考 え られ る｡

第 8に､ 建 て方 との闘わ りで ある｡ マ ン シ frンに住 ん で い る場合 は､ r毎 朝 み

が くJgJ合 が77.8%､ 声隼 てで は72.2%で あ る｡ アパー トや文 化 に な る と61.5%

と低 くな る｡ これ 姓､ 建 て方 が役儀 や住環 境 を反 映 してい るためで あ ろ う と考 え

られ る. 戸建 てや マ ンシ ■ン姓､ 役儀 専用 で洗面 所 と流 しが整 え られ てい る場 令

が多 い｡ 一方､ アパ ー トや文化 姓､ 役 儀 共用 の場 合 が あ り､ さらに専 用 の洗 面所

が無 い場合 が あ る｡ こう した こ とが､ 建 て方 と洗 鼠 の習慣 性 との何 に見 られ る闘

わ りで ある｡

8仲 朝食 と住 居 との 帥わ り

第 1に､ 居 住役僧 との 関わ りであ る｡ 居住 投伸 が尭 傭 していれ ば､ r毎 朝 食 べ

るJ割合 は85.‡%､ そうで な ければ74.6% で ある. 専 用 の流 しが な ければ､ 洗 頼

な ど とぶつか り､ 食 事 の準備 が 患 うよ うにで 垂ない｡ 職 の多忙 な時 間帯 に､ 住 戸

を離れ共 同の流 しを利用 す るの 姓､ 鴎難 を貫 す る. その よ うな ことが居住 役 儀 と

欄食 の菅慣 性 との帆 に見 られ る賄優 で あ る.

第 2に､ 建 て方 との叫 わ 砂で ある. マン シ ■ン把住 ん で い る場合 は､ r専 欄食

べ るJ制令 が89.2%､ 戸 建 て で86.8% であ る. アパ ー ト･文化 であれ ば74.5%で

あ る. 嶋の排 便 や朝 食 と同棲､ 居住 役 儀 の状 税が尊 で方 に反 映 t,て い るため で あ

ると考 えられ る｡

第 8に､ 居住地 の糧蕪 との'阿わ りで あ る. 中学 生 で住宅 地域 に住 ん でい る場合､

r年 額食べ るJ制令 が78.5%､ 王位 畿台地蛾 で捻68.2%､ 帝位 振合 地域 で 姓88.8

%で あ る. 居 住地 の亀素 姓､ 建 て方 や居住 牧儀 の我 税 金反 映 してい る. 住 宅 地嶋

捉建 つ住宅 杜､ 居住 役儀 が此 職 的良 く整 うて い 与 こ とを褒起 させ る.

4好 テ レ ビの視 尊時 間 と住 居 との 関わ り

帯 Iに､ 住 宅 の広 さとの的わ りで あ る. 一 人当 り隻数 が 0.6室乗 積 であれ ば､

平均 152.14分 視聴 してい るが､ 住宅 が広 くな るに従 い視 聴 時間 練短 くな り､ 1.8

富以上 では118.24分 にな って い る｡ こ串 は､ 狭 い住 宅 で生 活 してい る場合､ 家族

の推 かがテ レ ビを見 てい る と､ どう して も音 が聞 こえた りして テ レ ビの蕃 8Lの方

へ神様 がひ きす られ､ だ らだ ら とチ t/亡が掃 える *で見 て しま う｡ こ うした 的俵

が､ テ レビと住宅 の広 さとの関 わ りに現~され てい るので あ る｡

弟2に､ 子 供部屋 の有 無 との 的わ りで あ る｡ 子 供 鞍鼻 が あれ ば､ 他 に t;+ま さ

れず 自己の確 立 した生活 が営 め る｡ テ レ ビを見 た くない と患 う時 に 姓､ 子 とも都

島 に居れば よい｡ テ レビを見 よ うと患 うと きに姓､ テ レ ビの あ る群島 に出 て乗 れ

ば よい. 部屋 を移動 す るためだ らだ ら とテ レ ビを見 る とい うこ とが 少 な く､ テ レ

ビを見 る嶋食 も番組 を板 定 して見 る とい うこ とに な り易 い｡ そのた め中学 生 で 姓､

-199-



子供 群星が あ る増せ､ 平均 1‡4.15分 で あ るが､ なければ 171.77分 と長時間化 す る

傾向 が現れ てい る｡

第 8に､ 集 て方 との綱 わ りで ある｡ 全体 で はマ ンシ ■ンが114.79分 と最 も短 く､

次 いで声集 ての 123.91分､ 最 も長いの姓アパ ー ト･文化 の 142.72分 で ある｡ 学年

区分 別 にみ る と､ 小学校低学年 では マ ンシ ■ンが 68.82分 と最 も塩 く､ 次 いでア

'̂- t･･文化 の 93.78分､ 戸隼 ての 107.88分 とな ってい る｡ 小学校低学年 では､

戸建 てが最 も長 くな って い るが､ 高学 年や中学生 で は､ テ レビ萌せ 時 間の塩 いも

のか ら､ マ ン>J rン､ 声建 て､ アパー ト●文化の順 にな ってい る｡

住 宅 内の都 塵相 互 榊のつなが りの強 弱が テ レビが住宅 の中でついている場合 に

との程 度影 響 す るか とい うこと と榊 わ りを持 ってい る｡ マ ンシ ■ンや戸建 て姓､

各節 鼻 の区分 が比 較 的鯛義 にな ってい る｡ アパー ト･文化 性､ 居住 面積が狭 い上

に都 度 の区分 が株 とん と無 い｡ つ ま り､ ア′ヾ - トや文化 で 姓住宅 の中でテ レビが

ついて いを揚食 に 鑑 とん と住戸 全体 に影響 を及ぼす構連 にな ってい るので ある.

8好 テ レ ビゲー ム〇時何 と住居 との舛 わ り

第 1に､ 住宅 の広 さとの叫 わ りで あ る｡ 一 人当 り書数 が 0.5童未 満 であれば､

82.88分で あ るが､ 住宅 が広 くな るに従 い､ テ レ ビゲー ム時何が塩 くな り､ 2.0

毛以 上 にな る と 之2.10分 にな ってい る｡ 住 戸 内で蕩 &場 合､ 住宅 が狭 い と遊 びが

限定 され る. 狭 い住 宅で､ 特 に広 さを必実 と しないテ レ ビゲー ムをす る時間が長

くな る とい うこ とが想艦 され る｡

また､ 住 宅 が狭 い と音 うこ とは､ テ レビゲームが蟻 で も目k姓い る｡ テ レビゲ

ー ムで濃&先 が それ 縁 どな くて も目の前 に在 れば遊 んで しまうことになる｡ こう

した ことが住宅 が軟 い とテ レ ビゲー ム時 間が長 くな る理 由であ る｡

第 2に､ 子供都塵の有無 との 脚わ りであ る｡ 子供 8B塵 が ある場合 杜 29.60分､

ない場 合蛙 $2.Ol分 で､ わずか であ るが子供 都度が ある方 がテ レビゲーム時間が

塩 くな りでい る｡ この傾 向姓† 小学生､ 中学生 いずれ につ いて も向 t;であ る｡ 特

に､ 小学校低学年 で捻子俄林産 があれ ば 22.87分､ モ うでなければ 29.86分 と最

も大 きな善 が現れ て いる｡ これ 姓､ テ レビゲ ーム とい って も子供都塵 にあ るわけ

では な く､ 多 く牲子供8 度以外 の居間 な どで遊ぶ嶋食 が多 いためで あ ろうと考 え

られ る. 子供都度 に こも って テ L,ビゲー ムを して tヽ る とい う状 鱒蛙少 ないのであ

ろ う｡

住 宅 の広 さと粥 わ りの あ る こ とで あ 串が､ 子 とも帝塵 が ある とテ レビゲー ムを

した くない､ 見 た くない と患 った ときにチ レ ビゲー ムが見 えない群 島 に移働す る

ことが で 垂る｡ 一 人 当 り書数 とテ レ ビゲー ム時間の開展 と同 t:事が子 ども都島 に

ついて も嘗 え るので ある｡

6仲 外 遊 び と住 居 との粥わ り

外並 び姓､ 他 の行 為 と異 な り､ 学年 によ りその意味 内容 が異 な り､ 先達 に与 え

る影響 も異 な る｡ 低 学年 の場合､ 外並 び とは連動 を兼ね た もので あるが､ 学年が

迩 む につれ､ 外遊 び は連動 や ス ポー ツを童味 す るもので は な くな って しま う｡ 特
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に､ 中学生 になる と外遊 びが夜遊びの意味合 いを含 む よ うになる.

第 1に､ 勉強机 の状況 との珊 わ りが み られ る｡ 小学校低学年 で勉強机が ある場

合､ 外遊び を rしている｣制令 は87.7%､ そ うでない場合 姓66.7%である.

一方､ 中学生 で は､ 勉強机 が ある場合 の外遊びを rしているJ羽合 はS6.6%､

モ うで ない場合 は 100.096で あ る｡

日常生活 に占め る学習 時間◆の割合 は､ 学年 が漣 む に従 い多 くな ってい く｡ 小学

校低学年で姓学習 もす るが､ 条件が養 って いれば外遊 び もす る｡ 中学生で は､ 連

動や スポー ツ把費 やす時 間社 ク ラブな どに吸収 暮れて しまう｡ 下校後 の大半 の時

間が､ 学習時 欄 に割 り当て られ なれ ば な らない ことにな る｡ そ うした状況下 で､

世故机 がない とい うこと杜､ ど すい うことになるので あ ろ うか｡ 舶載机が ない と

い う7人金 員 が外 遊 びを して い る｡ 学習,しよ うと息 つて も場所 がな ければ､ 困難

であ る. 蒙 にいて も どこ乾 いて も伺 t:で あ る. それ だ った ら外 で遊 んでい る方 が

おも しろい. そ うい う事 にな る¢で あ る.

第 2柾､ 建 て方 との闘わ,り.であ る｡

小学校低 学年 で マ 1/シ JIンの場合､ 外遊 びを rして い る｣朝食 は88.2%､ 戸建

て壮85.1%､ アパー ト･文化 姓79.S%で あ る.

小学校高学年 にな ると､ アパー ト･文化 の場合､ 外遊 び を rt,て い るJgJ合 が

92.2% と最 も大 き く､ 次 いで戸巷 ての87.1%､ マ ンシ ■ンの81.4%で ある｡

中学生で披､ ア′ヾ- ト･文化 の場合､ 外滋 びを ｢して い る｣割合 が70.9%で最

も多 く､ 次 いでマ ンシ ■ンの69,6%､ 戸巷 ての88.8%の収 にな って い る.

小学校低学年 で は､ 居住環境 が良好 であ る と患われ る建 て方 で外 叢げを rして

いるJ8Q合 が布 く､ 年輪が高 くなる軽食 やて外濃甘食rしている .J餌食姓､ 居住

無機 が惑い と患われ る建 て方 で大 き くな る傾向 虹 あ る. つ *り小学 校催事年 にお

ける外並び姓､ 適 当な遵勤 とい う鷺 味合 いを掃 うて い る. 外叢 び姓､ 輿jbされ る

べ きものなので あ る. ところが､ 学年 が漣 む につれ て崇 庭草菅 の時 恥が増 えて乗

る. そのよ うな状 況 にな ると､ 自宅 にい る と卓姓外遊 び をす るよ りも蒙JE手管が

葬助 され るべ き事項 にな る｡ ところがまが 狭 か った り､ 蒙 にいて も落 ち曽 いて勉

強す る空仰が なけれ ば､ ま にいても外 にいて も同 じであ る｡ モわで 姓む しろおも

しろい外で並 んで いた方 が ま しだ､ とい うこ とで外遊 びが増 えて しま う｡ 居住環

壕 が外並び と闘わ りをもつの は､ そ う した点で あ る●

帯Bに､ 遊 び場 の状況 との拘 わ りであ る. 小学 校低学年 で､ 遊び場 が周辺 にな

い蛾 合､ 外 並 びを rして い る｣割合 姓革2.8%､ 遊 び場 姓あ るが 自由 に連動 で きな

い場合 は87.7%､ 並 び壕 があ り自由に遵勤 で 曇る壌令 妹80.5%であ る｡ 住 居 の近

くに 自由に連肋 で 卓る場 があ る練と外並 び を しやす くな る ことを示 してい る.

第 4に､ 居住地 の蔑穀 との粥わ りで あ~る. 中学生 で王位混合地域 に住ん でいる

輯合､ 外並 び を rしてい るJ割 合が78.I,も 横位混合地域 に住 んで い る場合 は56

.1%､ 住宅地域 に住 んで いる場合で は55.0%であ る. 中学 生の場合､ 工住 混合地

域な ど居住環境が劣悪な状況 で外並 び をす る傾向 にあ る. それ は､ 住居の状 娘が

養 っておらず､ 家 で落 ち着 け.る場所 が ないか らで あろ うと患われ る｡
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7貯 漣塾 と住居の脚わ り

漣塾は､ 家定の抜群状港 と大 きな岬わ りを持 っている｡ モして､ 住宅 も抜群状

態 と密捷qt.関 わ りている｡

まず帯Ik､ 住宅 の広 さとの関わ りであ る｡ 一人当 り宣教が 0.8書未満の場合､

学菅塾kr行 ってい る｣8J合 姓 8.4% しかない｡ ところが､ 住宅が広 くなるに従

いその割合 は増加 し､ 1.6-2.0毛で89.5%､ 之.0富以上で姓66.8% となっている｡

第 2柾､ 居住役儀 との例わ りである｡ 居住役儀が兼備 してい る場合､ 学菅畿に

r行 っているJ刊合蛙lS.0%､ モうでなければ20.6%であ る｡

第 8柾､ 勉強机 の状祝 との鋼わ りである｡ 触載れかもる増食､ 手管曇k r行 っ

ているJ創合は48.7%､ そうでなければ18.8%であ る｡

第4に､ 嘗音の状況 との鋼わ りである｡ 中学生捉ついて､ 義音があ る場合､ 学

曹塾に r行 ってい るJ制合せ60.8%､ モうでなければ68.6%セある. 騒音のない

静かな環境 で暮 らす ととので 卓る鐘済カを持 つものの方が､ 塾 に行かせやすいと

い うことを憩超 させ る｡

第 5に､ 建て方 とのq.わ りである｡
小学校低学年で披､ マンシ pンに住んでい る嶋食､ 学習塾に r行 っているJ割

合は27.8%､ 声霧 でで姓24.8%､ アパー ト･文化で姓10.8%である｡

小学校高亨年で縫､ 声やてに住んでいる場合､ 学曹塾 に r行 っているJ羽合が

88.7%､ マンS,rンで之7.196ヽ アパー ト･文化で披25.8%である.

中学生で捜､ 戸寝 てに住んでいる場合､ 学習塾 に r行 ってい るJ倒合が68.1%､

マンシ ■ンで16.8%､ アパー ト･文化 で姓84.596である｡

第 6に､ 遊び場の状況 との剛わ 中である. 中学生 で住居のJq並 k濃び嶋がない

場合､ 学菅熟 に r行 っているJ割合は47.2% と少ないが､ 濃び嶋があるが自由に

運勤で 春海い場合 披81.096､ 遊 び場がありで 自由紅蓮嶋で さる場合姓67.4% と遊

び場があれば多 くなっている｡ これ姓､ 並び嶋そのものが儀塾 に関わっていると

いうことで捻ない｡ 住居 の月払 に遊び場が整儀 暮れているような整 った居住地に

住む ことがで 曇るという鳥済力 との闘わ 中であろう.

帯7に､ 居住地の鴨精 との綱わ りである. 帝位集合地域 に住 んでいる場合､ 手

管塾に r行 ってい るJ綱食は48.8%､ 住宅地嶋で41.0%､ エ住混合地域では25.7

%である. こ こで濃び嶋 の状況 と異 なる点姓､ 居住環塊が最 も整 っていると思わ

れ る住宅地嶋の学習塾に r行 ウてい もJ羽合 よりも､ 岬住島台穐蟻での綱合の方

が大 きいということであ る. これは､ 抜群力 と居住地義 との傭傷以外 に､ 儀業 と

居住地蟻 との闘わ gが遭塾に鵬わやていることを考 え暮せ る｡ つ*中､ 蕎住混合

地蟻では､ 特売等 自営集の壌食が多 く､ 自宅 で子供の両鋼 を見れない｡ そのため､

子供 を苧骨盤 に漣 わせ るとい うことが憩魚 される.

全般的に学習塾 に壇 うこと姓魚群的状況に左右 されてい る｡ そして居住条件 も

抜群状態に左右 され る｡ モのため居住集件 と鶴亀の状態に相関開展が在 るように

見 えるのである｡

8好 習 い事 と住居 との関わ り
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習い事も､ 家庭の経済状# と大 きな朋わ りを持 ってい る｡ 適塾 と同棲､ 学年広

分によって習い事 を している比率が異 なって くる｡ 逮塾 と異な るのは､ 通塾が学

年が進む転つれて行 っている比蝉が高 くなるの妃対 し､ 習い事 は低学年になる性

と多 く遭 っている点である｡

ます帯 1に､ 住宅の広 さとの関わ りである｡ 小学校低学年で一人当 り0.5皇乗積

の場合､ 菅い事に r行 っているJ割合 姓80.0%､ 室数の増加に ともないその羽合

は大 き くな り､ 1.5室以上で姓90.0%にな ってい る.

中学生についても同機 の傾 向がみ られ る. 一人 当 り書散が0.6重来綱であれば､

096であるが､ 室数の増加に ともないその朝食は大 きくな り､ 2.0宅以上 では52

.9% となっている●

弟2に､ 子供鮮度の状況 との関わ りである. 小学校低学年で､ 子供鮮度 がある

場合､ 習い事に r行 っているJ糾合舷88.8%､ そ うでない場合 嘘68.8%で ある.

第 8に､ 鱒強制 の状況 との榊わ りである｡ 小学 校低学年 で勅裁机がある場合､

甘い亭krや せているJ鎖合姓80.7%､ モ うでない場合 姓44.4%である.

/Jヽ学校の高学年で触畿机がある鴇色､ 菅小事に r行 っているJ制令は79.6%､

モうでない壌食には62.6% とな りでいる.

第 4に､ 居住役僧 との的わ りである. 小学校低学年で居住役儀が完備 している

嶋食､ 甘い事 に r行 やていもJ解合 蛙81.8光､ モ うでない場合 蛙66.7%でも ろ.

小学校高学年で居住畿儀が尭儀 している場食､ 甘い事 に r守 りでいるJ鎖 食姓

81.2%､ モうでない場合 は67.7Ìである｡

第 5に､ 住環境 との韓あ やである. 小学枚低学年で僅濃壇の,& い住居に銘 んで

いる場合､ 菅い事 k r行 サてい魯J朝食披84.8粘､ そうでない壌合 札88.8鮪であ

る｡

第 6に､ 建て方 とのPlわ 砂である. 小学校畿学年でマンシ暮ン虹住んでいる場

合､ 青い事 に r行 っているJ制合姓84.896､ 声建 てに住 んでい る場合 姓84.5,6､

アパー ト●文化に住んでいる場合は88.296となりでいる.

小学校高学年で声建て虹住 んでいる場合､ 青い事 に r行 っているJ創合 姓88.2

%､ マンシ Qンに住 んでいる境合は78.6%､ アパー ト･文化に住んでいる場合蛙

68.8% となっている｡

帯7に､ 居住地の尊貴 と0こ恥わ りである. 小学校低学年で住宅地域 に鹿 んでい

る場合の菅い事に 寸行 つてVlるJ制令 は82.壬繋､ 王佐養合地域 の壌食 に蛙89.7%､

南成瀬台地蛾の蛾合に姓8i.0% とな ってい る.

甘い事に遜 っているか どうか杜､ 蕪辞状藤 に左右 孝和 る. そ して捷済状鱒が居

住環境 を左右 している. その括果､ 暇改列等 したように甘い事 と居住環塊 との同

に拘わ りが見 られ るのである.

9節 父 との対話時間 と住居の輔わ り

父 との対せ時欄を畿保す るためには､ 父 と子が同 じ時問に同 じ場所 に居 る必実

がある. そのために姓､ 職埠 と住居 の時閉年輪が薫正でなければなちない し､ 勤

務形態 も義正なものでなければならない｡ 父 との対せ時 附に関わ りがあるの姓こ
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う1.,た住宅 の立地以外の点で姓､ 住宅の広 さと関わ りが見 られ る｡

ます粛 1柾､ 一人当 り毛軌 との闘わ りである｡ 全体的傾向 として､ 一人当 り重

政が 0.5竃兼帯で姓24.8分であるが､ 2.0宅以上で姓86.42分 と､ 一人当 り毛散が

増加すれば対宙時間 も増加す る俵向にある｡ この併向は特 k中学生 で顕著であ り､

一人当 り宅散が 0.6毛乗積で蛙15分であるが､ 2.0毛以上では88.60分 にな ってい

る｡ 住宅が広 げれば､ 親子の開展が凍盤にな るわけではない｡ む しろ住宅 が狭 く､

四六時中鎖 を突 き合 わせている場合 の方が､ 徐々に対宙が無 くなって行 くことを

示 している｡ つ まD_どうい う状況にあるかを考 えてみる｡ 父が仕事 に疲れて* つ
て乗 る. 子 とももー 日の括勤 にまれて鱒 つて乗 る｡ 住宅が広げれば､ それぞれ那

疲れを少 しいや してからお五･いに顔 を合わせ ることがで きる｡ そうす ると親子の

金線が成立す るのである｡ ところが､ 住宅が狭い とお互 いに蒙れた ま嚢の状鱒で

轟を乗 き合わせなければならない｡ r宙をす るのもまれ たJ と~いう状態で顔を合

わせていても封倉が生 まれ るどころか､ 貴子餌鳥が轟 くなるばか りである.

第 2に､ 子供都農 との卿わ むである｡ 全件 的儀 肉 として､ 子bt鮮度が rある｣

壌食､ 対蘇峰 Ml姓 28.88分､ r無いJ場合姓 23.01分 と､ 子供都度がある方が封

痕時 間が轟 くなるという償向がある｡ この魚 肉姓､ 小学校低学年で よ り横着 に現

れている. 子供8 度が rあるJ壌食の対括時間は 21.94分､ そ うでない場合 は 1

6.82分である● 々ヽ学校欝学年で姓､ 子供琳度 が r有 るJ場合 27.66分､ そ うでな

ければ 24.80分 と､ 低学年 と同棲の傾向を示 している.

小学校低学年の場合､ まだ まだ親 との関わ りを持 っていていたい と考えている｡

それが子 とも鴨量 に居る糊､ 我 と触れ合 う時間が繊少す る. そ うす ると義 とのふ

れ食いを求め る真東が強 ま り､ 父 との対轄時Tqが長 くな るのでみる. 幕単年 にな

ると親 との縫線の賞求が低学年 性とではな くなるため低学年縁 ど大 きな蓋 となっ

て求れ ないのである●

しか し､ 中学生では､ 子供8B星がある場合の対括時榊が 26.02分 に対 し､ r無
いJ場合虹は 28.22分 と､ 無 い壌食の方が対蘇時間が轟 くなってい る｡ 中学生に

なると自分だけの空糊を求め る度合が布 くな る｡ で きるだ け他人に干渉 されない

空間を求める｡ 子 どもが親離れをす る遇亀 に さしかか るのであ る. その結果が対

せ時間が子 とも群集が有 る方が塩 くなるとい う結果 に罵れてい るのである｡ 子供

都塵が 自立を高め る嶋 となれば陶層がない● しか し､ 手 ともが 自分 自身を大人の

世界 と縞離す るための生餌 として子 とも職員を扱 うと韓Jが生 t;て くる.

10揮 母 との対J5時剛 と住居 との帥わ り

弟 lに､ 一人当 り竃歓 との関わりであ る. 全体 的傾向 として､ 一人 当り盲政が

0.5重来綱の場合の対括時何は 28.26分､'竜散の増加にともない封括時榊も増加 し､

1.5竜以上で蛙 S4.9之分 になっている｡

学年区分 ごとにみてい くと､ 小学校低学年 で縫､ 0.5去来桝が 18.57分､ 喜散の

増加 とともに長 くな り､ I.0-1.5室で 41.19分の最長を示す｡ 小学校高学年 では､

0.8竃未網が 37.64分､ 盲散の増加 とともに長 くな り､ 1.6書以上で最長の 66.06

分を示す｡ 中学生で姓､ 0.5去来粥の 17.67分が最海で､ それ以外の広 さでは性と
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ん と善がないが､ 1.0- 1.5重 で最長 の 50.84分に な る｡

宣教 と母 との対括 時間 の飼係 蛙､ 父 との対 括時 間 との朋係 と同様 の理由で皇散

の多 い住宅 で生括 してい るもの 株 と長 くな ってい る｡

井2に､ 子供部屋 との 関わ りであ る. 全体 的傾 向 と して､ 子供都 度 があ る場合

の母 との対 括 時間は 48.48分 で あるが､ モ うでない場合 蛙 40.64分 と短 くな って

い る｡ 学年 区分 ごとにみ てい くならば､ 低学 年で子供都 島 あ りの場 合 33.41分 で

あるが､ ない場合 姓 23.14分 で ある｡ 高学年 では､ 子供 都鳥 が あ る と母 との対括

時間は 52.40分であ るが､ モ うでな ければ 48.18分 であ る｡ 小学生 の間は､ 子 と

も部屋があ る ことが母親 との封括時 間を長 くす る こ とと開銀 がみ られ る｡

しか し､ 中学生 になる と､ 子供都度 があ る場合 が 49.‡S分､ ない場合 が 5S.85

分 と､ 逆の朋 わ りを持つ｡ この点 向 は､ 父 との対 J5時欄 8=もみ られ たが､ 中学生

社弟2反抗期 柾位鷹 す る. 反抗 的行勤 の一 つ七 して子bt郷里 k-入 り､ 大人 との粥

わ りの場を避 ける ことの現れ の一つ とも考 え られ る●

11好 朝食 の相手 と住 居 との 附わ り

第 1に､ 居住投荷 との関わ りであ る｡ 小学校低学年 では､ 居住投 錆 が完備 して

いれば､ 朝食 を ｢家族で｣食 べ る羽 合 が62.796､ モ うで な けれ ば39.8%であ る｡

朝食 と同機､ 専用 の乾 しや洗面所が整 うてい なければ､ 食事 の蝉 儀 も洗面 もスム

ーズに行 えす､ 家 族 が/<ラJlタ托食事 を とる とい うことにな るためで あろ うと考

えられ る｡

帯2に､ 建 て方 との側 わ 中で ある● 小学校 低学年 では､ マン S,■ンに住 んでい

れば､ 朝食 を r家族 でJ食べ る税金 が88.7%､ 声建 てで 捜せ8.0%､ TJ<- ト･文

化で姓41.49'であ る. これ ら姓､ 居住 散儀 の状況 を反映 してい る と患われ る.

小学校甫学 年 では､ アパー ト･文化 に住 んでいれば､ 棚食 を r家族 で｣食 べて

いる羽合が67.5%､ マンシ ■ンで58.0,も 戸建て で54.9% とな って い る. 高学年

か らは､ 居住 役儀以外の真田 虹よりで も職責 の相 手 が決 まって くるためで あ ろう

と患われ る●

12仲 夕食 の相手 と住居 と.の 餌わ 砂

糖箸 な関わ りが現れて い るの姓､ 居住地 の穫薪 であ る. 小学 校低 学年 で蛙､ エ

住混合地域 に住んでいる壌食､ 夕食 を r豪族 で.J食 べ る制令 捻87.0%､ 住 宅 地嶋

では88.3%､ 補任混合地域 に住 んで いれば85.796で あ る. 夕食 を豪 族締 って食べ

られ るか どうかは､ 親の勤務形潜 と関わ って い る. 工場 な どの労働 時問が か な り

厳密 に決 まってい る場合 は､ 定族 とともに夕 食を とれ るが､ 他 の美 穂 や勤務 形態

では困坪で あ る｡ 居住地 の荏焦 が職業 や瀬 務形態 を反映 してい るため に､ 居住地

の種類 によ って夕食 を食べ る相手 に善 が生 じてい る｡

18仲 就牧 形怨 と住居 との的わ り

第 1に､ 一 人当 り室数 との帆 わ りで ある｡ 一人 当 り室数 が0.5重来鞘 であれ ば､

r単独｣で就填 して い るものの糾合 は 3.3% に過 ぎない. 一人 当 り宝散が増 加す
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るに従 い r単独 J就寝の割合 捻増加 し､ 1.5皇以上 で あれ ば48.496になっている｡

当糸 の ことなが ら､ 室数 が家族 人数 に比べ充分でなければ､ 単独 で就職す る場を

提供 で きず､ 枚数 就寝 とな らざるを得 ない｡

弟2柾､ 子供群島 との 関わ りであ る｡ 子供 都度 があ る場合､ r単独 Jで就鷺す

る剖 合 は80.1%､ モ うで なけれ ば 7.0%で あ る｡ 子供林産 は､ 子供 の学菅､ 遊び

に使 われ るで あ ろ うが､ 子 どもの就寝 にも使 われ るためで ある｡

第 8に､ 隻 て方 との倒 わ りで ある｡ 小学 校 高学年 の r単独Jで就職 す る制令 は､

戸尊 で に住 んでいれば20.1%､ マンシ frンで20.096と変 わ らないが､ ア′ヾ- ト･

文化 で は 9.0% と減少す る｡

中学生の r単独 J で教義 す る制令 は､ 声建 てでSl.8%､ マンシ rンでは50.9%､

アパー ト･文化 で は40.0%で あ る｡ ア '̂- I･文化 姓隻数 が少 な く､ 子供 88度 を

議席 で 亀す子 供 が単独で就職 で きる群星 を磯 保で 書ない. 一方､ 声藩 でや マ ンシ

rンは比較 的都島政 が多 く､ 子 とも単独 で就職 で 曇る称 塵 を韓保 で きるのである｡

建 て方 が住宅 の規模 を反映 して いるために､ 単独離職 の割合 と建 て方 との向にか

かわ り合いが見 られ るので あ る｡
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図3-84居並穀俺の状況別朝の排便 ･低学年

図3-85住専境の状況~別朝の排便 ･中学生

図3-卜86･建て方別報申排便 ･低学年

図3-88-居住地の種類別鞍⑬排便-･低学年
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図3-8g･着生畿膚の状況新和の洗ま

図3-90位環*の状況EJJ軒の洗# /低学年

周31刃1-建て方射覇の洗慮 ,

図3-92居住穀俺の状況別敷食
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図3-94居住地の避難&鵬 ･中学生

周3-95一人当り三皇放射テレビ棚 時間

低学年 嘉学年 中学生 合計
0.5去来渦 120.83 127.50 218.75 152.14
0.5-′1.○女 98.-83 148.22 133.30 133.83

1.0-I.5* 105.99 128.71 140.21 128.88

図3-98子ども部屋の状況射テレビ祝港時限

図3-97~雇て方別テ-レtf我亀崎仰

･'iL

i

- 低学年

高学年

--=-中学生

図3-98-人当り塞放射テレーtfゲ-冬時間
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鍍学年J耳年年 申年生 舎IT

あり 104.40 132.74 134.15 128.82
なし 102.81 128.70 171.77 132.94

義3-216建て方別テレビ視線時間 (a)

f位学年 古手年 中学生 合ff

声述て 107.36 124,39 135.14 123.91
マンシアン 68.32 136.$8 113.10 114.79

17-人当り皇教則テレビゲーム時間(令)
低学年 一存学年 ~ 中学生 合計

0.5金糸沸 28.75 35.00 31.25 32.33
0.5--1.0盤 26.60 36.71 28.15 32.40
I.8-1.5蛮 22.85 31.27 29.79 29.37
I.5-2.0漉 60.00 17.58 38.31 29.06



‡三二二==二
- 億享年

･･高学年
･- -中学生

---･-･合t十

轟3-218チビも都塵の状況朗テレビゲーム時間 (令)
色事年 書手年 中学生 舎ff

あり 22,87 31.79 29.26 29.60
なし 29.05 33.38 32.00 32.01

1回3--L89子ども部舌の状況別テレビゲーム時WL

閏3-100勉強机申状現射外港び ･低学年

園等-10ト勉強机の我祝射外港び Jや 学生 .

図3-182建て方射外 叢が上告学年･i

固3-103建て方別外遊び･高学年
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図3-104建て方射外港び･中学生

周3-105題び場の状況別外海び ･低学年

図3-108居住牡債の状軒別適塾
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図3-109勉強机の哉祝~加速垂

図3-110勉強机の状革製連峯 ･中学生 .
1

固3-111建て方別通塾 ･低学年

図3-112-建て万別通垂 ･高学年

二回 3-113建て方刊通■垂 ･中学生
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固31114遊び考の趣 即蓮華

1司3-11ち二者任地の蕎驚倒遣垂

図3こ116一人当-り生叛肘習い事･･一低学年-

潮31117-人当り恵載別曹い事 ･中学生

図3･118子ども部長の状況射習い事 ･低学年
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leE)

1司3-119-勉強机-の状況別甘い事 ･-低学年

固3-120地裁机の状況射啓い暮 ･･暮学年

･固3-121居住叔僧の状況訓育い事 ･低学年,

図3-122居住汝膚の状況別甘い事 ･高学年

図31123住専境の状況別習い事 ･低学年
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図3-124建て方別習い事 ･低学年

固3-125建て方射管い事 ･蔦学年

図3-126居住地の種薫別習い事 ･･低学年

⊆q

傍は-127-人当-り童放射父との対鼓時間

図3-128子ども部長の状況別父との好古時間

鰍学年 蔦学年 中学生 合計

○.5査兼鱒 25.88 28.00 15.00 21.80
0.5-I.0* I8.67 23_49 23.12 22.16
1.0-1.5盤 27.54 27.43 25.38 26.67
1.5-2.0盤 19.38 31.:柑 27.93 28.56

子ども部屋の状況別父との好古時脚(j})
L故事年 r耳手中 中学生 l 舎1†

あり TL94 27.65 25.02 25.83
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囲3-129-人当り真数別母との対蘇時間

小目●----一 一 一日-=●一ノ

～--＼ _

図3-130子ども部長の状況別母との対蘇時間 .

- 低学年
高学年

ニー芸芸生 義3-221
一人当り生放射母との稚 時間 (令)

位学年 高学年 中学生 舎fT-

0.5衷東研 18.57 37.64 17.67 28.好~
0.5.-1.0東 23.87 40.73 49.85 40.44
1.0-I.5或 41.19 55.15 50.84 Sl.l8

- 低学年
育学年

--中学生

義 3-222
子ども群塵の状況別母との棚 時仰 (令)

位撃年 嘗年中 中学生l 合一f

あり 33.41 52.40 49.33 48.10

囲3-131t善哉救欄の状況別朝食の相手 ･･低学年

図3-132建て方別斬食の相手 ･低学年

固31133建て方別朝食の相手 ･高学年
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圃31134居住地の者耕別_夕食の相手 ･低学年

図3-138子ども部長の状況別畿隻形態

図3-138建て方別就寝形態 ･中学生
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第 9章 まとめ

これ まで､ 子 どもの生清を通 して､ 発達 と住居の関わ りを見て きた｡ ここで､

子 どもの発達 に密接 に榊わる点を以下 にまとめてみよう｡

ます子 どもの発達 に姓､ 子 どもの生括習慣､ 特 に欄の生活の規律 との関わ りが

指鮪 暮れる｡ 朝の排便 ･洗顔 ･朝食の習慣性 は､ 子 どもの生清 と大 きな関わ りを

持 っている｡

洗顔 していない と鷺鴨が纏 い｡ 朝食 を とらない と空腹感 を覚 えた り健怠感を感

じた りする｡ 排便 を拝 ませていなければ気分がす ぐれない｡ こうした ことは､ 維

もか軽験す ることである.

逆 にこれ らの朝 の一叢 の行為 に習慣性があれば､ それによりて子 どもは一 日を

始め るきっかけを与 えられ る｡ 菅債 となって行われていれば唐も着いて様 々な事

を気持 ち長 く行 える｡.そのことが､ 学校生清 をスムーズに始め ることにもつなが

る｡ そ して習慣 として欄'の排便 .-#顔 ･朝食が行 えるように居住役儀が整 えられ

ていることが住宅 の最低条件 であると言 える｡

第二 に､ 子 どもの 自由時間の使い方が発達 に影響 を与 える｡ 長時間のテ レビ視

聴やテ レビゲーム姓､ 子 とも.の発達 を阻害す る｡ 住宅が狭かった り子 とも部屋が

なければ､ テ レビの現職時何やテレビゲームの時間が長 くなりやす い｡ また勉強

机がなければ鱒敦す る先 にな らず､ 住居の近 くに遊び場 が無げれば外 で並ぶ気に

もな らない｡ よ く並 び､ よ く学 ことが子 どもの健全な成長 を促す とよ く音 われ る

が､ それを保障す るだけの住居がなければ､ それ も困難である｡

薪三 に､ 子 ともの先達 にとってま舟環壇 は大 きな影響がある. 特 に身近 な親 と

のふれあい姓､ 最初の社会的交光で もあ り非常に大切であ る. 親の El常生活や行

勤を見て子 どもは成長す る｡ そのため子 どもの発達 に姓､ 親が しっか りした生活

館度や養育態まで子 どもに凄す ることが必英 である｡ と同時に､ 親子 が同 じ時を

過 ごす ことが必実 になる｡ 親子間での対宙や一gの田 らんが焦 げれば､ 子 どもが

観か ら様々なことを学ぶ積金が奪い去 られて しまう. 豪族が綴 って同 t;時 間を過

ごす ことを可能 にす るためには､ 最低限家族規模 に対応 した蓋切な広 さと立地の

住宅が必責 となる｡

第四に､ 住空Fqが子 どもの発達に与 える影響があ る● 子 どもの成長発連 には､

以上のように子 ともの生活習慣､ 自由噂fqの使い方､ 親な ど蒙椀 とのふれ合いが

大 きな影響 を与 える｡ こうした生晴の拳盤 は住宅である. 子 どもの成長先蓮を支

える視点か ら全問や住居の隅鐘点や疎轟を放 り出 してみ よう.

居住役儀 :専用 の便所､ 洗面所､ 流 しが1J.-ければ､ 洗顔､ 朝食､ 排便を困難に

暮せ る｡ こうした ことがで きなければ､ 先分がす ぐれす､ 落ちつかず､

学集成績 も良 くな らない｡ 居住役儀は､ 欄の生活菅儀 を檎立 させ る基

盤にな るのである｡

住環境 :El照 ･漣嵐は繊定 し難 く､ 更に､ モの影雷を把虫することも困難で

あ る｡ しか し､ 居住役儀 の状況 とともに住環境が良好であれば､ 日常

生晴に大 きな歪みが生 じることが少な くなっている｡ 日照や通風は､
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直接 肉体 的な健康 に影響 を与 え るだけで な く､ 住宅 全体 の雰 囲気 も左

右す る｡ 良好 な住環境 は､ 居住者 の精 神輔生 に好影響 を与 える｡ 住環

境 は､ 住生活上の耕神南 で の基盤 を形作 る｡

居住面額 :住宅 の広 さは様 々 な面 で影響 を与 えて い る｡ 住宅 が狭 い と､ 単独 で

就寝 させ ることがで きず､ 自我 の確立 や 自立 を妨 げ る｡ 家 の どこにい

て もテ レビが気 にな りだ らだ ら と見 る｡ 狭 い スペー スで遊 ぶためには､

テ レビゲー ムが便利 で長 く遊ぶ とい うこ とにな る｡

また､ 親 といつ も点を合 わせ て いる と､ 本 当 に必要 な会宙が な され

ず､ 対話 時間が少 な くな る｡ 斎切 な居住両横 が､ 子 どもの 自由時間の

使 い方 や家族生活 を大 き く未定 す るの であ る｡

子 とも部屋 :子 ども部屋 は 自我の確立や 自立 を助 ける働 きが ある｡ その反面､

大人社会 と絹 地す るために使 われ る場合 もあ る｡ そJぅした ことは､ 子

ども部屋 の存在 その ものが直壌原 因で あ るとは限 らない｡ 空間以外 の

条件 によ って孤立 してい る輯合 が多い｡ 子 とも部屋 は､ 子 どもの 自立

の段 階に合 わせて準備 され るべ きであ り､ その時期 が早 す ぎる とマイ

ナスの影響が大 き くなる｡

子 ども部屋 と密接 につなが っているが､ 勉強机 について も考点 しな

ければ な らない｡ 特 に､ 近年の学 習熱 の中で､ 高学年 にな って勉強机

がない とい うことは､ 子 どもに とって非常 に大 きな柵神 的圧力 とな る｡

並 び墳 :子 どもの El常生活 は､ 住宅の中だけで尭揺 す るわ けで はない｡ 並 び

場 な ど住宅周辺 の環 境が整 ってい るこ とが､ 特 に低学年 で は重美 であ

る｡ 低学年 の子 どもがよ く遊び､ よ く学 ぶ基盤 を住 宅周辺 の遊 び場が

提供す るので ある｡

また､ 並 び鳩 に代 表 され る周辺環境 が菓点 され る ことは､ 日照 ･通

風 な どを含んだ住頚 境の改善 に もつなが る｡

職住 の着切 な立地 :親 の養育 態度 や生活 が子 どもの発達 に大 きな影響を与 えて

い る｡ 親 が居 て も子 どもに働 きか けな ければ､ 子 どもの発達 には無意

味 であ る｡ しか し､ 子 どもが活動 して い る時 間 に親 がい な ければ､ そ

れ も不可能で あ る｡ そのためには､ 最低 限親 の在宅 時間が長 くな る可

能性 が確保 され な ければ な らない｡ 親 の在宅 時 間は､ 職業 や勤 務形態

な どに大 き く規定 されてい るが､ それ らが改善 され た と しても､ 職住

の立地 関係が改善 されないならば､ 親 の在宅 時 間は大 き く変わ らない｡

そのため職住 の適切 な立地 関係 が確立 されな ければ ならない｡
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措 輸

これ まで高齢者 ･傷肩者 ･子 ども とい う住宅弱者 の居住潮度 をみて きた｡ 住宅

は､ 空 間的に固定 してい るため居住者 の状況 に合 わせて住宅を転々 と住替 える事

が困難である｡ 特殊 な状況 に対応 した特殊 な住宅 をた くさん作 るわ けにも行かな

い｡ なぜなら人間社会 と首 うもの姓､ 種々雑 多な人々に よ って構成 されてい るの

が正常 な状憩である｡ それを地域社会 を均質 な人々の グルー ブに分割す るような

特殊 目的の住宅ばか りを建故す ることは､ 地域社会 を歪 め るこ とにな る｡

正常 な社会 を連投す るためには､ 本輪で取 り上 げて きた住宅弱者 が同 t:場所で

生活 を継携で きる様 にな らなければな らない｡ その ことが可能 にな って初 めて正

常 な地域社会が形成 され るので ある｡ しか し､ 東夷 の社会 蛙､ 住宅 輯者を排除 し､

均賞 な社会 を形成す る方向に頼斜 しが ちである. その盃 を正す ため に姓､ まず住

宅粥者 にどの様 な居住開層 が生 じてい るのか､ それ を明 らかはす るこ とで あ る｡

その上でどうすれば その居住 開度を除去で きるか を考 えるべ きであ る.

これ まで住宅強者 の居住桝鐙 をみて きたが､ r居住者 の 自立 ｣ r居住の社会性｣

r居住 の供養牲｣が犯 されてい ることが明 らかにな った｡ そこで この 3つのポイ

ン トがいか に犯 されてい るか､ と言 う視点で今-JE､ 以下 に菟理 し直す｡

ます ｢居住者 の 自立｣ について考 えてい こう｡ ｢居住者 の自立J とは､ プライ

バ シーの確立 や 自己の鞭立 を蒙昧す る｡ 人 何 として プライバシーが確保 され るこ

とは当魚である｡

自己が確立 され る揚程である子 どもに姓､ その精神成長 に合 わせて室蘭が与 え

られ るか どうか とい う晩鐘にな る｡ 勉強机や子 とも琳塵が必賞 とす るその時期に

与 えられ ることによって子 ともの貞切 な成鳥が促 され るのであ る.

蕎鹸者や傷荊考では韓立 され た自己 をいかに守 り通せ るか と曹 う降鐘になる.

自己の能力を発押す るために､ また生括行為 の自立 毛韓保す るために プライバ シ

ーが犯 されて姓な らない｡ 叔 豊 ･階段 はもち ろん の こと糠 々な居住役儀 にもバ 1)

ア- フ ])-の投打が施 きれていなければな らない. 書もな ければ様 々な生活拙作

のたびにプライバ シーが侵害 され ることにな る｡ そ して そのたびに繊神的抑欝状

娘 とな るのである｡ これ は､ 本人だ けの脚摩 ではない｡ 同居 してい る崇族 の開港

でもある｡ 介蝶のために同居者 が振 り回 され るとい うことにもな る｡ その括乗 は､

r身体事情J r家定事情J r住宅事情 J とい った理 由に よ りで地役入所を招 くの

である｡

次 に r居住の社会性｣ について考 え事 与. r居住の社会性J は､ 住宅内都 の闘

鐙 と外部 との関わ りの闘鰯がある｡

内部の開度 は､ 家庭の開度 になる｡ 家族 間のふれ合 いの陳唐 にな る｡ 成長期 の

子 どもには家族 とのふれ合 いが非常 に大 きな影響 を及ぼす｡ 親 な ど家族 とのふれ

合いが少 ない と子 どもの発達の様々な両で同席が生 t;て る. 健全 な耕神苑連が阻

専 され､ 過行的 にな りた り攻撃 的にな った りしやす くな る｡ 高齢者 や傷薪者 も家

族 とのふれ合 いがなければ､ 耕神的に抑欝状態にな って しまう｡ また､ 居住面積

の少な さな どのために家族関係 が患 くなる場合 もあ る. そ うした場合､ ｢家庭事

構｣ ということで高 齢者 は､ 施投入所 を故実 され ることになる｡

ー220-



こうした住宅 内の社会性に朋 わる間磨姓､ 地域社会 とのふれ合いに もその まま

当てはめることがで きる｡ 居住室が上層常 で姓､ 近所の人 と接触が な くな る｡ 転

居すれば､ 地域社会 とのつなが りが な くな る｡ 個人生活 の プライバ シーが犯 され

る練 と過密居住 姓由 るが､ 社会性の欠如 も閥犀であ る｡

社会性の欠如は､ 人間に とって最 も大 きな損失 である｡ 人間が人 間 として生活

して行 けるの披､ 社会の中で暮 らしているか らであ る｡ その人 間 としての基盤が

失われれば､ 人間 としての存在価値 が失われ て しまう｡ その括兼が､ 非行 ･獲 た

きり ●痴呆 とい った非社会的 ･非人同的な現象 と して競れ るのであ る｡

最境 に r居住 の快鳶色 ｣であ る｡ これ捻､ 居住役儀 ･環境や広 さな どであ る｡

遭常住居に求 め られている快 鳶色であ り住 居 の最低条件 ともい えるもので あ る｡

この快適性 が欠如 してい るか らと言 って生 活 がで きないわ けではないが､ 内体面

･精神面双方 に影響 を及ぼす｡ 快適性 の欠如 した住居での生東蛭､ 健全で清発な

内体 や精神状港を もたらしに●くい｡ その椿兼 が､ 抑欝 暮れ た精神状態 とな って現

れ る｡

次 k居住条件 に拾 って r居住者の 自立｣ r居住 の社会性J r居住 の快適性｣が

いか に俊幸 暮れてい るかを検付 してみ よう｡

1)居住面積

狭小住宅 では､ 居住の快鳶色 が欠如す る｡

個人 のプライバ シーを韓保 す ることが困難 で､ 弱 い立場 の者 に開腰の しわ寄せ

が行 く｡ 有曲者が邪Jt肴扱いに され在宅生活 が継挽 で きず糖峻入所 となる｡ 傷病

者の療養の嶋 が奪 われ る｡ 家族の行勤が居壬 の静犠牲 を阻害 し､ ま養 で きない.

傷肩 の治療や療養 にも影響 を与 えている｡ 多 くの生括用 品が散乱 し､ 構足 な診

療 がで きる空 間が無 い｡ 療養 を拒むばか りか､ 不衛生 にな り傷病の原因に もなる｡

更 に､ 体の接触す る機会 が増 え､ 家 族 内での感染が さけ ちれな くな る.

狭小住宅 の子 どもへの影響 は､ いつ も点 を合わせてい るにもかかわ らず兼 との

対括時問が少 な くな りた り､ 高学年 になって も学菅 スペー スが稚保 で きないな ど､

大 きな柵神的正史 となって現れ る｡

狭小 な住宅 披､ 自立を妨 げ る｡

子 どもへの影響 は､ 単独で就寝 させ ることがで きず､ 自我の確立 や 自立 を妨げ

る｡ ま の どこにいて もテ t/どが先にな りだ らだら と見た り､ 狭 いスペースで並ぶ

ため､ テ t,ビゲー ムで長 く滋ぶ ことに寧ろ｡ こう した受 身 の生活習慣 は､ 自立を

妨 げる｡ 子 とも都塵 姓自我の確立や 自立 を助 けるが､ 与 え る時 期を観 ると大人社

会 と縞絶す るために使われ る場合もあ る｡

佑病者の 自立 も妨 げる｡

単 に居室 が狭 いだ けでな く開口88や連略が狭いために､ ベ ッ ド･車椅子 な どを

搬入 で きなか った り利用す るスペー スがなか った りす る｡ 介助 を しよ うに も､ 身

働 きが とれ なかった り､ 必責 な箇所 に介助 のための全閉 を確保 で きな くな る｡ こ

うして､ ))ハ ビ))テー シ rンが困難 とな り､ 体力や意欲 の低下 を きたす｡

住居 の狭 さ姓､ プライバ シーの確立 を妨 げ､ 柑祉機帯導入を困難 にす るため､
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傷病者 自らの能力が引 書出せす 自立 が妨 げ られ る｡

2)階段 ･段差

階段や段差 は､ 居住者 の 自立 を阻害 す る｡

高齢者や傷掃者 な どの ように遵勧能力が低 下す る と階段 や良基が鴨卓 とな る.

敷居や仰仕切 りな どの鹿妻8=よって転倒 す る｡ その結果投善 を越 える欝 には､

慎重 にな り必其以上 に時間をか けるよ うにな る｡ 歩行器 ･車椅子 ･杖 などの使用

蛙､ 段差によって困難で玄関の上が りが まち ･浴室 の出入 口の鹿島 な ど､ 介助 な

しでは移動 で きない. しか し､ 介助歩行 も容 易で 姓な く､ ホー ムヘルパー による

書椅子 による散歩 も東泉 の構造上困難 にな る. 玄 闘 ･土仰 ･台所 ･嵐 呂 ･便所 な

どと居宅の閲の段善 のため に 日常生活 が継続 で きな くな る｡

欝政 を昇 り下 りす ることが用難であ った り､ 精神 的な重荷 と-1Zも｡ エレベー タ

ーが殺傷 されていて も､ 鋼染 みが薄 く利用がわず らわ し く感 t:られ る｡ 車椅子や

歩行器な どの神助具 が庇 えない. 狭 く段差の ある欝政 で蛙介助 が両難 であ った り

不可能 になる｡ こうして階段.姓､ 傷清春や高 齢者 の外出を繊少 暮せ､ 自立 を妨 げ
るのである｡

階段 は､ 健常者 の行動 の 自由 も奪 う｡ 適 格 と住居 が同 じレベ ルで あれば､ 必某

がな くても人 は坊れ るが､ た とえ2肝でも糖度を昇 らなければ ならないとよ妊 ど

強いイ ンパ ク トがなければ､ 住居を括れない. その絵素､ 蒙壌 外の人 との交淡が

途絶 え､ 不安感や我執& を覚 えるようになる｡

医療や入浴 サー ビスな どの公 的在宅 サー ビスが､ 上層 階で蛙受 け紅 くい｡ 離農

披､ 人の行馳 せ抑制 し､ 自立や社会性 を奪 って しま う.

階段や放生 は､ 居住の快鴬色 を奪 うこと乾 も怒 る. 剛節炎な ど劇 の傷病 姓､ 階

段の昇降によって悪化す る. 連動他 力の低下 姓l離 せ主 な生活場所 に限定 す る.

そのため他 の居住者 が2離以上 で狭小濃密 な生穂 を強 いあれ､ 人柵粥焦が まず く

なる. 欝政や放生 だ けがせ接 の障害 になるので杜な く､ 居住面積 や居住人数 と絡

まり､ 居住図集な状修に 暮せ る｡

8)住環境

住撫壌披､ 日照 ●室内空気 ･騒音等 によって構成 され る｡ 住環壇 によって住居

の雰鵬気が変わ り撫養の効果 も影響 を受 ける｡ 住徽塊が良好で あれ ば､ 子 ともの

日常生者にも兼各が生 t;難いな ど､ 居住の快遁世 を左右す る大 きな莱 田で あ る.

次 に個々の蓑田について見直 してお こう.

7.E)照

日賦の不良 によって皇もの低下が もた らされ る｡ 室温 の低下 姓､ 体 力の消耗 を

もたらし､ 前述 した ように様々な症状 を引 き起 こす. それ を防 ぐためには､ 暖房

役儀 を使用 しなけれ ばな らない.

採光 の不良 姓､ 室 内の綱JEを低下 させ轟 桝でも点灯 しな けれ ば生活が困難 で鯵

蕪 もで きな くなる｡ この ような樽暗い環境 姓､ 布団 を帳 かす ことがで きなか った

り療養環境 としての快適性 を奪 い､ 抑欝状態 を引 き起す｡
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日賦の不良紅 よる紫外線の不足は､ 青の形成に慈影蝉を与 え､ 青息 LJiう症な

どに慈影響 を与 える｡

El無の不良 は､ 居宅の衛生環境や居住者の肉体的 ･樽神的健康を犯すな ど居住

の故意性を著 しく損 なうものである｡

ィ.去 内空気

換気が悪 い と毛 内の生気が よとみ､ 汚染 され る. 夏には臭気 がこも り､ 捗寮の

ためで さえも長時間皇内にととまることがで きない｡ そ うした竜内環境では､ 療

養が促濃 されず揮義 ととも柾食欲不境 8=な り体力の責増 せ招 く｡嚢た室内空気の

清浄性が保 てない環境性､ 呼畿系疾患を慕化 させ るなど療養には不 向 台である｡

サ.騒音

騒音による影響 姓､ 不蝦 ･幻畿 ●醜態胃炎 など神経&寛糖を遭 しての疾患 とな

って現れ る. 騒音 に遇敏 にな り自らが原句 紅 なることを怒れ､ 乳児 が夜泣 きしな

いよ うに冶 しゃぶ りやジJL- スを与 え､ 白や鯛に集青 を きたす例 もある｡ 騒音有

は､ 様々であ るが､ いずれに しても犠昔が精神の平静を乱 し､ 社会 的 ･人間開展

の鍵農 を楓 ない､ 居住の快鳶色 を損 な う●

4)居住投点

居住役儀 姓､ 日常生清行為二を円滑に行 うのに必東 である｡ 日常生活行為 は､ プ

ライバ シー と密鍵 につなが って お り､ 居住役儀の欠如姓､ 居住 の快適性を著 しく

楓な うもの となる. 有鹸単身者 の場合､ 鍵康 や捷第両か ら風呂 ･便所 ･放 し ●洗

面所 な どの専用の居住毅儀が整 った住宅を借 りることがで 書ない. 居住毅儀の不

儀 姓､ モれだ けで居住の快鳶色 を損 ない居住 を的難 に 暮せている. こうした住宅

で暮 らしてい る子 とも縫､ 洗顔 ･棚食 ･排便 を泉射的に行 うことが困難で､ 気分

がす ぐれす ●帯もつかず ●事業成績 もふ るわない｡ 居住役儀の不儀 は､ 日常生清

行為の 自立 と居住の快鳶色を馨 しく妨 げるこ とになる● 次に個々の居住殺傷 につ

いて整理 しておこう●

7.便所

便所の居富 とのも度豊 は､ 扶養性 を損ない循環系疾患の長田 とな る｡

居室 との高df善や魚麓､ 和式の自力で辞世 しなければな らない構造 姓､ 著 しく

緋糖行員の卓立を妨 げる● これ まで便所を傷病者が 自立 して排壮行為 を行 う増 と

考えて こなか りた｡ 便所の水洗化 とともに維 もが 自立 して利用で きるように洋式

化及び快適性 を考慮 した住宅 内での配雷を考 えなければな らない.

ィ.浴宅

入浴姓､ 日本の温欄な気候風土では身体 の糟糠を保つために不可欠な行為であ

ち. 浴竜の欠如蛙､ 銭鴨へ漉 うことを意味す る. 鶴嶋に漣 う事姓､ 腰粛 ●失明な

ど何等かの陣青が あると軽雛や交連事情な どによっては困難で､ 居住 の快適性を

轍保 で きない｡

浴槽が据電式のであれば､ 障害によ って浴槽に入 ることが留難で人格が 自立で

きない｡ また狭い浴富では､ 介助浴 も尚難 となる｡ 入浴が 自立できないとい うこ

とは､ 居住の快適性 も著 しく損 なわれ る.
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産外風呂は､ 屋外便所 と同様 に温度差 と高低差 の例鳥 をかか え､ 快適性 の欠如

と自立 の阻害 をもた らす｡

ウ.鴫房

鴨方 が不備 である と冬季､ 室温を一定 に推持で きず､ 低下す る｡ 室温の低下姓､

体力の維持 を困難 に し様々な症状を もた らす｡ 往診 にあた って も患者 の衣服 を脱

がせ ることに困難 を感 じ､ 充分 な治ま が行 えない｡ この ように暖房役儀の不慮 姓､

冬季 における居住 の快遇性 を著 しく泉 な うもので あ る｡

居住役儀 として台所や洗面所 も重美 な役割 を迫 りでい る. 台所 は､ 8分 にあ っ

た食生活を維持す る上で必東不可欠 である｡ 洗面所 蛙､ 口腔の衛生状態を保 つた

めに必美である｡

日常生者行為が自立で 垂るか どうか社､ 人権の確立 に併 わ右｡~これ まで こうし

た ことを考 えて殺せ 寺わ た居雀 役儀 が少 な く､ 前述の よ うに 自立 と居住の快適性

が馨 し く損 なわれ る場合が多 か つた｡

5)立地 ･居住地環境

住居が どこに立地す るか､ そ こが どのよ うな環境 であ るか とい うことが､ 居住

者の 自立 ･居住 の社会性 ●居住 の快鳶色 を どこ*で儀保 で きるかを左右す る●

子 どもの生括 姓､ 住宅 の中だ けで尭揺す るわけで放ない. 低学年 の子 どもに蛙､

遊び場 などが住宅用辺 に整 っていることが､ 度外 での遊 びや濃度 な寝勤 とい う点

か らも重責 である. また遊 び場 k代表 され る周辺環壇が豪儀 され ること姓､ 目顔

･遺風 などを含 んだ住環境 の改轡に もつなが る｡

次 に､ 唐住環境 の代表的な鎖 について整理 して 歩 こう.

7.傾斜地

下肢Nl辛を持 つ場合蛙､ 域耕地への住居 の立地 が療養 を阻止 す ることに もな り

かねない｡ 傾斜地 で娃高低差が あ り､ 傷病者 が一人で移動す ることが醇難 であ る｡

尊梯子では坂並 を昇 り締 りで きない し､ 階段 に手す りがない と転倒 の恐れがある｡

居住地 のこの ような状態 は､ 自由に外 出 した り通院す ることを酪難 に し自立 を阻

害す るため､ 寝 た きりを横井す る.

傾斜地姓､ 治ま に鞍 して も医者の牲鯵が幽難であ りた り山rq8Bの軟 い遭 姓､ 緊

急時の撫送 を絹難 にするな ど居住0社会性 に欠如 してい る.

ィ.自動車交通

自動手交避 妊､ 生活の利便性 を育め るものであ る｡ しか し､ 日勤尊交壇 が一定

の程度 を超 えて しまうと居住瑠場の快遁世 を繊少 暮せて しまう. 自動車の排気 ガ

スが､ 大気 を汚染 し､ 呼吸系の疾患に恵影響を及 ぼす｡ 自動書 Q)連行 に ともな う

騒音や振動蛙､ 不蝦やイライ チを引 き起 こす｡ 頻繁 な 自動車交連 は､ 居住者 の 自

立や社会性 を阻専す る｡ 連院や 自由な外 出が抑制 され るため､ 兼輔が早 まった り

寝 た きりにな りた りす る｡

ウ.立特

正格形状が､ 居住者の社会性 を規定 す る｡ 狭小 な並特攻鼻は､ 居住者の 自由な
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外出を拒む｡ 前面遭緒の幅員が欺けわは､ 事椅子 で外 出で きない｡ 歩行柳棟 には､

介助空欄や身体 の勧拝の ための余輪 の空間が必賓 である｡ 傘を 暮してようや く通

れ るよ うな空 何では､ IJハ ビ T)チ- シ すン空 間の蒙昧を持 たない｡

又､ 在宅溌 糞の場合､ 遭格復 員が狭 く住宅 の前 に乗用車 が止 め られ なければ､

檀 々 な林泉 を使用 す る珪砂姓的難にな る｡ 責 の高 い社会 サー ビスが､ 在宅 で受 け

られ ないわ けであ り居住 の快適性が損 なわれてい る｡

遭特 は､ 交並空 間であ るとともに住居の建鼻で もあ り住居を保腰す る空欄でも

ある● 遭職 姓､ 適 当な室 岡であ るとともに静鴨 ●安全で なければ､ 居住者 の 自立

と社会性が磯偉 暮れ ない｡

工.立地

立地 姓､ 居住の供 養態 や社会性に大 き く関わっている｡ 地域 に専 門医がいなけ

れば､ 傷病 人 姓並院 に多大 な労 力を費や さなければならない｡~公共交通鶴羽のな

い地嬢 で姓通 院が困難で､ 立地 によって医療 とい う社会サー ビスが受 けられない

場合 も生 じる｡ 医療繊鵬や公共公益地役へ のアクセスが その住居の居住の快適性

や社会性 を決定す る｡

親 の養育 や生括態度が子 どもの発達に大 きな影響 を与 える｡ しか し､ 子 どもが

起 きて いる時 間に親 が住宅 にいなければ子 どもへ の影雷 に膚 りが生 じる｡ そのた

め親 の在宅 時問が長 くな る可能性が確保 され なければな らない｡ 親 の在宅時問は､

職集 や鋤新形 雛 な ど柾未定 され るが､ 職住 の立地 開展 も無視で きない｡ 職場 と住

宅の立地関係 が､ 子 どもの居住供養牡 を連 し発達 k影響す る.

6)社会抜 群環壌

住居 は､ 物理環境 だけが整 っていて も成 り立たない｡ 住宅で生清が営 まれなけ

れば住 居に姓な らない｡ 社会掻清的環境が整 って初 めて生活が営 まれ､ 住居 とし

て機能 す る｡

7.鐘 群集件

8本 の住宅政策 が､ 自助 自立 を基本 として いるため､ 居住者 の鐘帯状鱒が住宅

を決定 する｡ 住宅 を取得 す るために ロー ンを本人の収入 ぎ りぎりで朴歯す る場合

が多 い. そ う した嶋食､ 傷病.kかか つても治療費用 を生活費か らねん出す ること

がで 合す､ 構足な治療を受 けることがで きな く轟化 させ る● 更 に ロー ン遁辞のた

めに共轟 きで あれば､ 自宅 で犠 ていで も着京してもらえない｡ 三世代 同居 ◎場合

蛙､ 家事や譲 の世者 な どが祖母 に集 中す ることにな るな どま磨生活 に垂が生 まれ

る｡ 逆 に抜群状態を優先 させて住居 を遭択すれば､ 少々0 ことに姓 Elをつむ つて

も安 い住居 に住む こ とになる｡ この ように魚群状態が居住生宿の状態 を規定 して

しまう｡ 高齢者の ように掻済水準が著 しく低下 した場合､ 住宅 を韓保 してお く制

よ 姓特朋にな い｡ 抜群能 力が低下す る前に住宅を取得で きない と､ 生清の基盤で

ある住宅 を轍保で きず簾投入所 しなければ な らない. 掻帯状舷が人間の最 も基本

的な 自立の基盤であ る住宅を 奪 って しまうのであ る.

居住者の抜 群状 況姓､ 住宅 の改造に も影響す る｡ 住宅 改造の制良 は､ まだ まだ

不十分 で身体 状港 に合わせた住宅改造 を行 お うとす ると､ 自己負担が多 く抜群的
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余格がなければ放棄 しなけれ ばならない｡ 経済状感 が､ 居住の快蓋性 どころか居

住者 の 自立 を も左右 して しま うのであ る｡

ィ.借地 ･借家

借地 ･借家 の大 きな輔席姓､ 買取 りを迫 られた り改造 がなかな昨可 されないな

ど樽神 的にも居住 の安定 が得 られない ことである｡ つ ま り居住 の主導権が､ 地主

･家主 に逸 られ､ 自立 した生活がで きない｡ 自らの能力で生括 で きるように身体

状況 に合わせ た改造 が粁 されず､ 常 に不満 を持ちつつ生活 を送 らざるを得 ない｡

高齢者に とって借地 ･借家事情姓､ 非常 に厳 しい｡ 一且何等 かの事情が あ り契

約が解除 され ると､ 再び借家 を手にす ることは困難 であ る｡ 自立 の基盤であ る住

宅 を失 った高齢者 は､ 娘役入所せざるを得 ない.

ウ.住宅保胃

居住 の保 障がな されていないため､ 飯蛸 ･兼 ･住 み込 み先を軽々 と移 り変 わ る

生活 ス タイルでは､ 身体 的な条件や掻済的 な条件 のバ ランスが触れ る と職坊 とと

もに居所 も失 って し*う｡ 居住 の8つのポイ ン トどころか生活 の基盤 が根底 か ら

朋 され､ 人冊 としての生清が遭わない｡

工.在宅医煮 ･稚拙朝丘

住宅 に博幸 がな くても､ 在宅福祉 ･医轟 の体制が養 っていなければ在宅生活 を

継挨す ることが困難 な場合 もあ る｡ 特 に､ 一人暮 ら しの場合､ 健康 を専すれば生

活の継操が困難 にな る｡ 高齢者 は､ 慢性疾 患が多 く治療 が療養 の義妹合いを持つ

が､ 在宅医療 ･婿牡 の制度が林立 していない と在宅生清 が継続 で きない｡

単身生括 だ けでな く､ 共稼 ぎで昼 間独居 となる場合 も同棲 に必豪 となる｡ また､

介棟者の負担 を軽減 した り､ 介 横着 自身が病気にな った場合の支雛策 として も必

実である｡ こうした制度 め必東低は､ 居住 の社会性 の重責性を示 している｡

I.乾居

長居は､ 生清瀬境 をそれ まで と全 く異 な る状況 に交 える. これ まで築いて きた

人間的係がな くな り､ 外 出 して も全 く知 らない環境 とな る｡ 耳輪者 は､ 新 たな人

間関係や社会 開展 を作 り出す ことに時 間がかかるその括果､ 外 出す ることがお っ

くうで部屋 に閉 じ込 も り､ 獲 た きりとなる. 転居 に よって居住 の社会性が損 なわ

れた括乗であ る｡

7)その他 の特筆すべ き居住条件

7.併用住宅

併用住宅 は､ その建物 の条件 のいい蛾所 を店輔 や工場 ･作業蛾 な どに占め られ､

居室の環境が劣恵 となる｡ 人 が人 として療養 で きる頚境 を奪われて しまう｡ 店輔

や工場 を第一義 と考 え､ 人が療養す ることを考 えていない括乗 であ る｡ 併用住宅

によって居住 の快鳶性が著 し く損なわれ る｡

ィ.改 造

既存住宅の多 くは､ 椴計段階で手す りをつ けるな どの改造を予見 していない｡

そのため手す りな どの投世 の必薬性 が生 じて も投せ で きる場所 がな く改造 で きな

い｡ 至宅された能力の発揮 を住宅 が拒 み､ 傷病 が悪化す る｡ 住宅 を改造 で きない こ
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とが居住者 の 自立 を損 な う｡

ウ.投打 ･計画

投打 ･計画 によって居住 の快溝性 が全 く異 なる｡

洗面所､ 便所が 1宵で浴室 が 2階に投覆 暮れてい ると､ 1階 2階 いずれ に寝室

があ つても上下 の移動が叔繁 になる｡ rq仕切 りが多 い間取 り姑､ 歩行別線 を困難

にす る｡ 都農 を渡 らなければ他 の部屋 に行 けない聞取 りは､ 居篭が適時 とな りプ

ライJ{シーが確保 で きない｡

積 りやす い材料 で床を仕上 げ ると締 って垢倒 し､ 7)ハ ど L)テI E,■ンに 自身を

な くして しまう｡

これ らは､ 投打 ･計面段階で動線 や使用材料を居住の快適性 ･居住者の 自立 と

プライバ シーの稚保 を考慮 して吟味 しなけれ ばな らない事 を示 してい る｡

王.生活様式

生活様式が居住者 に与 える影響妹大 きい｡ その生括榛式 も住宅に よって未定 さ

れ る｡ 農 ●膝 ●Jg●足の惑 い傷所有 が､ 床盛 の日本式生帝様式 で生活すれば､ 傷

薪が幕化す る｡ 椅子座の方が座位か ら立位 への移動が容易であ る｡ 住宅を改造す

ることによ って足JFに負担 を与 えない椅子座 の生活への可能性 を提供 で 善る｡

他 人 との境地 の欠如は､ これ まで述 べて きたよ うに精神状態 を抑 欝 にさせ る｡

外部か らの物 音が 聞 こえない と TJハ ビ l)テー シサンへの意欲が低下 す る｡ 椎 も尋

ねて こない と官業 を忘れて 自閉症にな る｡ 家族が l階に居 て､ 傷病者 が2倍で轟

糞 している と金岳が な く弁済 しな くな る｡ こうした こと姓､ 居住における社会性

の欠如が鹿田である｡

以上､ 住宅靭者 の居住粥鐘を r居住 の快適性｣ r居住 の社会性.J r居住者 の自

立J という8つの視点か らとらえなお した｡ 現在 の住居 が､ いかに多 くの間庫を

抱 えて いるかが示 されている● それは､ これ まで こうした視点 によ って住宅&1･面

がな されて こなか った括束であ る｡ こうした事実 は､ 今後 この 8つの視点で住居

を再構 成すべ きことを如実 に物頼 って いるのであ る｡
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樹辞

本姶文を まとめ るにあた り､ 実に多 くの方 々の励 ましとご指導 ･ご援助 をいた

だ きま した｡

神戸大学教授早川和男先生 には学生 時代 よ り今 日に至 るまで研究全般 にわたっ

てiE接 ご指導 いただ きました｡

また､ 神戸大学教授室峰益挿､ 神戸大学教授岩 崎信彦両先生 には姶文の前提や

大枠 に関す る貴重 な ど助言 をいただ きました｡

塩崎賢明助教授､ 玉村力♯肺､ 遠州尋美助手をは t;め神戸大学 の清先生方 か ら

は抱 えず叱鳴救助 していただ きました｡

本姶文の綱査は､ 早川和男先生､ 谷本逆子技官 は じめ神戸大学早川研究室 の仲

間 との共同研究 と村輪にすべてを負 ってい ます｡

Ⅰ都2章 の綱査 姓､ 兵庫県社会相祉協会枚択賢治氏 と兵庫県老人祐祉施せ連盟

桧本 (旧姓 :上田)博子氏 に大変 ご尽 力いただいた｡ 兵庫県老人措祉地役 連盟及

び神戸市老人祐祉地役連盟 との共同網査 です｡ Ⅰ都 8章 の綱釜 は､ 谷 口戟滋君 (

当時 :神戸大学学生 ) との共 同綱査 です｡ 快 く嘱圭 を引 き受 けていただいた青菜

宅､ 相方宅､ 六 甲台 ビラの職長 はじめ入所者 の方 々の協 力に感材 します｡ Ⅱ部の

鋼査姓､ 全国保険医団体連合会 との共 同研究 で､ 実施 は全国保 険医団体連合会で

す. 銅査に ご協力いただいた多 くの方 々に感離 します｡ Ⅲ部 の綱圭 は､ 尼 崎教職

且8L合 との共 同研究 です｡ 綱査 の投打､ 実施､ 更 に括未 の牧村 と､ 多岐にわた り

出口黄点長 は じめ尼崎教職員岨合の方々に ご協力 していただ きました｡

以上 の方 々の他 にも赦知れ ない方 々の ご捷助 ･ご支援 をいただ きま した｡ ここ

に感謝 の貴 を込めて妃 します｡
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1. 学会講涜

1981.9.30

1982.6.9

1985.10.05

1986.05.19

1986.05.20

1986.08.22

1987.10.0g

1988.05.18

1988.10.08

1989,05.18

1989.06.24

1989.10.09

1990.06.01

1990.10.05

1991.09.13

集繊 リス ト

･競技会妃録 ･表彰等 の妃事

r沿岸住民 の海岸線利用実態に関す る綱査研究 -大阪靖周辺 ケ

ー ススタア ィ｣ 日本辛築学会 於 -.九州産集大学

r梅南埋立 に帥す る一考第 一甲子 叫 と大阪南港 の ア ンケー ト綱

査 を漣 して -｣ El本建集学会 於 :大阪科学技術 セ ンター

rポー トアイ ラン ドの研究 (1)-(3)人工島型海上 ニ JL- タウン

の住環境樹廠J 日本建築学会 於 :責知工業大学

r堺市再的発 一今後 の珠肯J (第一 回 大学生の ための輸文募

集企画 人退 ) 産経新郎社

r南港 ポー トタウンの研究 (i)-(8)人工島型海上 ニ 4- タウン

の住環境 開港 ｣ 日本建集学会 於 :筆投交流会館

r人工島型瀬上こ 4- タウンの基本的特賞 一神戸 ポー トアイ ラ

ン ド､ 大阪南港 と耽存 こ き- タウンの比較J 日本巷築学会 於

:北海道大学

r住居 と健康 に師す る一考蕪｣ 日本尊集学会 於 :神戸大学

r大規模分犠住宅 が市街地環境形成 に及ぼす影響 に関す る研究

(1)-(4)｣ 日本建築学会 於 :神戸大学

r疾肩者 の住宅事情 に朋す る研究｣ 日本驚黄学会 於 :大阪

連投交兼会館

r疾所有の住宅事情 に闘す る研究 (1)-(2)住居 と健康に的す る

一考察 弟2相 ｣ 日本建築学会 於 :日本大学

r子供 の発達 と住環境 に朗す る研究(I)～(2)J 日本建築学会

於 :大阪建牧交涜会館

r傷病者 の住宅事情 につ いて｣ RSW研究会 於 :兵庫県祐

祉 セ ンター

r独居老人･の居住実態 に朗す る研究 (1)-(2)｣ 日本建築学会

於 :熊本大学

r地役入所老人の住宅 閉居｣ El本建築学会 於 :熊本大学

r地役入所老人の入所過程 にみ る住宅 閉居の研究 ｣ 日本建集

学会 於 :大阪建投交洗会せ

r地役 入所老人の入所過程 にみ る住宅 隅宵の研究｣ 日本建築

学会 於 :広島工業大学

r三重県下 の社宅 の実態 について｣ E]本建築学会 於 :東北

学 院大学
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